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一度にただひとつの困難を解決することはできない。多くの問題を同時に解決しなければならない。





──ヴェルナー・ハイゼンベルク









時として、科学では矛む盾じゆんが成立してしまう。もしも組み立てた理論に間ま違ちがいがないとするなら、その矛盾には特異点が存在する。





──天あま川かわ理り璃り















　　　第一章「始まりの科学は終末の科学」







　　　　　　　１




　少女の見る夢はいつも終末で、それはいつか必ず訪おとずれる未来の光景だ。

　とある教会に彼女はいた。一点の染しみもない純白の修道服を身につけ、長く伸のばしたプラチナブロンドの髪かみは静せい謐ひつな輝かがやきを発している。新雪のような白はく皙せきの肌はだは触ふれれば溶とけて消えてしまいそうなほど儚はかなげで、どこかお伽とぎ噺ばなしの中から抜ぬけ出してきたかのような神秘的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせる。アレクサンドラ・ミハロヴィチ・エイゼンシュテインは、奏かなでるような声こわ音ねで目の前に立ち尽つくす男に声をかける。

「信しん司じ」

　名を呼ばれた男はゆっくりと振ふり向き、アレクサンドラを見ると涙なみだをこぼした。彼は統とう一いつ宗しゆう教きようの信者──マーシアハであり、そして日本政府に仕える科学者だ。

「どうしました？」

　優やさしく撫なでるようにアレクサンドラの声が響ひびく。男は言った。

「見てください、この体を」

　腕うでを広げた男の体は透すき通っており、生きているのにまるで生気が感じられない。

「私は死にました」

「どういうことですか？　あなたはまだこうして生きているでしょう？」

　男は静かに頭を振ふる。

「いいえ。今の私は幽ゆう霊れいと呼ばれる存在です。生きながらに死んでいる。神に逆らい、罪を犯おかした罰ばつなのでしょう」

　男は体を震ふるわせながら、アレクサンドラに懇こん願がんするように膝ひざを突つき頭を垂たれた。

「少し前までは歩くことができました。物を手にすることも。それが今はここから一歩も動くことができない。何も手にすることができない。そのうち、声が出なくなり、目が見えなくなり、耳が聞こえなくなって、やがて体も動かせなくなるでしょう。サーシャ、我らがメシアよ。怖こわくてなりません。私はその後、一体どうなるのでしょうか？　どうか、その奇き跡せきの御み業わざにて、お教えくださいますよう」

　男がアレクサンドラに請こい願ったのは未み来らい見みだ。それは未来を予知するマテリアルロウ、不可能を可能にする特とく異い領りよう域いき理り論ろんをもってすらなお不可能とされるまさに奇跡の御業である。

　アレクサンドラはそっと彼の額に手を触ふれる。

「理解し難がたき神より光あれ」

　マテリアルロウを展開した瞬しゆん間かん、アレクサンドラの脳裏に未来が駆かけ抜ぬけた。




　その場所はどこであったろうか。未来見は見たこともないほどに巨きよ大だいな実験施し設せつの内部を映していた。

「どうせ死ぬなら、科学に殉じゆんじて死ぬべきだ」

　そう口にした人物の名を知らない人間はいないだろう。教育の特異点こと園その崎ざき重しげ久ひさは特異領域理論を確立した五人の天才科学者の内の一人である。アースグリーンの長なが袖そでシャツを腕うでまくりしており、そこから覗のぞく筋肉は常人の三倍ほどの量がある。胸むな板いたは科学者とは思えないぐらいに分厚く、キャメル色のカーゴパンツもはち切れそうなほどだ。短たん髪ぱつで無ぶ精しよう髭ひげを生やしたその厳いかつい顔立ちは、四〇代に相応ふさわしい貫かん禄ろくを滲にじませている。

　周囲には七人の研究員達がいた。彼らも園崎と同じ作業着を身につけており、何人かは紺こんの作業用ジャケットを羽織っている。作業服の左胸にはアルファベットのＳが二つ重なったようなワッペンが付いていた。

　見れば七人の研究員の中に先さき程ほど、教会でアレクサンドラと話していた男がいた。歩くこともできなくなったと言った男は、未来見では普ふ通つうに歩行しており、体も透とう明めいではなく生気が感じられる。

　男が園その崎ざき重しげ久ひさに向かって力強く頷うなずくと、残りの研究員達も無言で頷いた。

　園崎重久の周囲に七枚の蒼あお白じろいインターフェースが現れる。彼はそれを操作して、自分を含ふくめた全員にマテリアルロウを展開する。

　次の瞬しゆん間かん、未来が早送りされたかのように加速し、様々な光景が瞬またたく間に通り過ぎていく。いつも終末を予知してきた未み来らい見みが少女に見せたのは、数え切れないほどの幽ゆう霊れいだ。

　半はん透とう明めい化した人間達が虚うつろな瞳ひとみをしながら、何億、何十億という群れをなして地球上を闊かつ歩ぽする。彼らが通ったその場所は同じように半透明化し、汚お染せんされた。

　それはまるで、地球という惑わく星せいがゆっくりと、静かに、終わりに近づいていくかのように見えた。




　　　　　　　２




　世界国家第一大学の大講堂は主に著名な科学者が研究成果を発表する際に使われている。ここでの講演はテレビやインターネットなど各種メディアを通じて全世界にリアルタイムで放送され、発表を行った科学者の名は学界に広く知れ渡わたる。言わば、一人前の科学者となるための登とう竜りゆう門もんだ。

　そんな場ば違ちがいにも程ほどがある壇だん上じように一人の学生が立っていた。彼の名は一いちノの瀬せ賢けん悟ご。緊きん張ちようのせいか、ボディブローを打たれ続けたボクサーのように賢悟の膝ひざは笑い、一歩でも動こうものならたちまち転てん倒とうするに違ちがいなかった。それもそのはず、大講堂はぎっしりと人で埋うまっており、立ち見が出ているぐらいなのである。無論、彼らの目的は眠ねむるスーパーコンピュータと呼ばれる天才科学者、天あま川かわ理り璃りだ。彼女の講演を聞きに来た科学者達は見たこともない男が理璃と一いつ緒しよに壇上に立っていることを訝いぶかしんでいることだろう。痛みを感じそうなほど多くの視線が賢悟の体に突つき刺ささっている。

　怖こわいもの知らずの賢悟といえども、これほど大勢の前で講演を行ったことなどただの一度もないのだ。緊張するなというのは無理な話だろう。どれだけ型破りな変人であっても彼は未いまだ一七歳、思春期真まっ直ただ中なかの未み成せい熟じゆくな少年である。

　一方の理璃はといえば、まったくいつもと変わらない様子で、客席をぼんやりと見渡わたしては欠伸あくびを嚙かみ殺している。そもそも服装からして普ふ段だん通りの黒を基調にしたゴシックファッションなのだ。まるで科学理論の発表に衣い装しようは関係ないと言わんばかりである。

「そろそろ始めようか」

　マイクを通さずに言ったのは賢悟への言葉だからだろう。理璃はそのまま演台の手前へと歩み出て、スカートの端はしをつかみ優ゆう雅がにお辞じ儀ぎした。

「久しぶりだね。有能なる科学者諸君。そして、未だ凡ぼん庸ようなる科学者諸君よ。今日の君達はとても幸運だよ。科学がまた一歩、大きく前進した。そのことを示す歴史的講演にこうして立ち会えるんだからね」

　理り璃りの声は殆ほとんど賢けん悟ごの耳には入らなかった。彼の心臓は早はや鐘がねを打ち、頭の中が真っ白になっていく。清せい十じゆう郎ろうに考えてもらった出だしの挨あい拶さつを思い出そうと試みる。

『た、只ただ今いま、天あま川かわ先生からご紹しよう介かいに与あずかりました一いちノの瀬せ賢悟と申します』脳内で暗唱した挨拶ですら口ごもるほど一いつ杯ぱい一杯の賢悟が更さらに緊きん張ちようを高める中、理璃は順調に話を進めていた。

「ただ残念ながら、特異点の発見に次つぐ世紀の大発見をしたのは僕じゃないんだ。さっきから、ずっと気になっている人もいるようだから早さつ速そく紹介しようか。彼の名前は一ノ瀬賢悟。世界国家第一大学の三年生にして僕の教え子だ。今日、彼が発表する内容は科学の常識を大きく塗ぬり替かえる。なぜかというと、一ノ瀬賢悟はここにいる誰だれも及およびもつかないほどの大天才だからだ。まあ、僕がわざわざ言わなくても、五分後には嫌いやというほど思い知っているだろうけどね」

　お膳ぜん立だてはこのぐらいでいいかい、と理璃が小声で尋たずねる。賢悟が何とか頷うなずくと理璃は最後に軽く挨拶をして壇だん上じようから去った。途と端たんに心細くなったが、もうやるしかないと正面に向き直る。すぐさま無数の視線が彼を襲おそい、声が喉のどに詰つまる。先さき程ほど、頭の中で暗唱したはずの台詞せりふが綺き麗れいに飛んでしまっていた。

「た」

　と一言、声が大講堂に大きく響ひびく。そこから先、何を言うべきかまったく言葉が出てこずに賢悟は黙だまり込んでしまった。

　大講堂の空気が疑問に包まれる。一体、どうして賢悟が話し出さないのか客席の人間達にわかろうはずもない。そのまま三分が経過し、とうとう客席から野や次じが飛んだ。

「大した大天才様だな、おい！　早いとこ先生に代わってもらった方がいいんじゃないのか？　こっちも学生のお遊び研究が知りたいわけじゃあないしなあっ！」

　会場のあちこちから失笑が漏もれる。緊張で声も発することのできない学生がそんな追い打ちをかけられれば、あっという間に心が折れて今にもこの場から逃にげ出したくなったことだろう。

　野次った科学者は嘲ちよう笑しようするような表情を浮かべている。紺こんのスーツを着た極きわめて地味な男性で、特とく徴ちようらしい特徴といえば白髪しらが交じりの髪かみしかない。

「くく、か──」

　案の定、賢悟は震ふるえたような声を発する。だが、その声は次し第だいに誰だれにでもそうとわかる響きを滲にじませ始める。客席の科学者の一人が気がついた。すなわち、笑い声だと。

「──かんらから、かんらからから、かんらかんらよ！」

　壇上にて賢悟は高らかに声を上げる。まるで、可お笑かしくてたまらないといった風に。

「お遊びか。吾輩わがはいの研究がな。いやいや、まったく笑わせてくれるものだ。二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』に気がつきもしない阿あ呆ほうが、よくもまあそんなことが言えたものよ。ならば君に尋ねようではないか。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』とは一体なんだ？」

　つい数秒前まで緊張で固まっていた人間とは思えないほど傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いで賢悟は野次を飛ばした科学者に問いかけた。

「レベル５の特異領域災害ドメインハザードだ。本来、物理法則の影えい響きようを受けないはずの特ド異メ領イ域ンが大量の反物質ミサイルに干かん渉しようされて起きたことから特異領域における特異点、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』と名づけられた。また『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は大きな歪ひずみとも言える。それによって地球上の大陸が変形し、五〇億もの人間が歪みに落ちて死んだ」

　白髪しらが交じりの科学者はすらすらと回答した後、肩かたをすくめながら言った。

「まったくくだらん質問だな。ここにいる誰だれもが知っていることだ」

　だが、賢けん悟ごは挑ちよう発はつ的な表情を見せ、その通説に鋭するどいメスを入れる。

「残念ながら、それは間ま違ちがいだ。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は歪みではない。ではなにか？　恐おそらくそれは道みちであろう」

「馬ば鹿か馬鹿しい。一体、どこがどう道だというのだ？」

「自分の低能ぶりを世界中に曝さらすつもりでなければ、最後まで聞いてから質問するのだな。これから、馬鹿にもわかるように説明してやろうではないか」

　痛つう烈れつに論あげつらわれた科学者は、すぐには反論が出てこなかったのか押し黙だまった。

「さて、天あま川かわ先生が意識は脳の特異点だと証明したことは記き憶おくに新しいが、この特異点がなにを表すかということは未いまだ解明されていなかった。吾輩わがはいが発見したのは、意識が世界の外側がわにあるということだ」

　四年前に起きた『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』、五〇億人もの犠ぎ牲せい者を出したこの科学実験事故の際、賢悟には世界中の人の声が聞こえた。その現象から彼は、意識がこの世界とは別の場所にあるのではないかと考え、消えてしまった妹とそっくりの他律型人工知能ロボットを製造した。

　意識が別の場所にあるとすれば何らかの方法で脳を識別しているはずだ。妹の意識が、妹の肉体にのみ定着するということは、それが自分の肉体だと知っているからに他ほかならない。だから、消えた肉体や脳に似た器うつわを用意してやれば再び意識が戻もどってくるのではないかと仮説を立てたのだ。

　いくつかの修正はあったものの、賢悟の実験は成果を挙げた。製造した他律型人工知能ロボットに意識が定着したのである。意識を持たないはずの他律型人工知能に意識が宿った。これは世界に『外側』というものが存在し、そこに意識があることの証明だった。

「意識が存在する場所を『外側』とするなら、今、我々がいるのは『内側』だ。この両者を移動できる生物や物質は原則、存在しないと考えている。なぜなら、『外側』と『内側』ではまったく異なる物理法則が適用されているからだ。たとえば、『内側』にいる人間が『外側』に移動したとしよう。我々が我々でいられるのはこの『内側』の物理法則の恩おん恵けいだ。『内側』における液体が『外側』では固体であり、逆に固体は液体であるかもしれない。もしそうだと仮定するなら、人間の形を保っている骨や皮や肉はあっという間に溶とけ、体中の水分が固まって人とは異なるものを形作るだろう。『内側』から『外側』に移動した人間はなにか別のものに生まれ変わるというわけだ。より厳密に言うならば、ある物質がその性質を保ったまま『内側がわ』から『外側』に移動することはできないということだ」

　そして、『内側』の物理法則と『外側』の物理法則は液体が固体に変化する以上に違ちがいがある。なぜなら、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠ぎ牲せい者である五〇億もの人間は、特異領域制御装置ＤＣＵを起動させるための特異点となり、生体コンピュータだった九つ十く九も伊い月つきは特異点コンピュータへと変化を遂とげたからだ。

「犠牲者となった五〇億人や九十九伊月は『内側』から『外側』へと移動したのだ。『外側』の物理法則では、人間は特異点になるということだ」

『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』がこれらを引き起こしたとすれば、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は物理法則によって隔へだたる『内側』と『外側』をつなぐ道だと言えよう。

「恐らく『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が発生している間は『内側』と『外側』の物理法則が一時的に統合されるのだ」

　そう考えれば実用化の目め処どが立たなかった特異領域制御装置ＤＣＵが、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』後に突とつ然ぜん、使えるようになったことの説明にもなる。

「『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠牲者となった五〇億人は『内側』から『外側』に移動しただけで、今もなお生きている。その証明として、犠牲者だと思われる人間の意識が他律型人工知能ロボットに宿ったのだ。ならば彼らを助け出すことは不可能ではあるまい。それどころか、意識が『外側』にあるということは、死者を蘇生することさえ不可能ではないかもしれない」

　世界の『内側』にある肉体が滅ほろび脳を失った後も、世界の『外側』にある意識だけは生きている可能性がある。脳よりも意識の寿じゆ命みようがずっと長いとするなら科学的には到とう底てい、信じることのできなかった輪りん廻ね転てん生しようや前ぜん世せ、来らい世せといった考え方が現実味を帯びてくる。

　だが、そうはいっても今までの常識を超こえた理論をそう簡単に受け入れられるはずもない。いくら天あま川かわ理り璃りの紹しよう介かいとはいえ、賢けん悟ごは名もない学生なのだ。客席の科学者達の表情は一様にそんな印象を漂ただよわせている。

「どうやら腑ふに落ちんようだな、君達は。そんな貧困な想像力で一体どんな真理をつかめるというのか知らんが、イメージが湧わかないならば手元の資料を何ヶ月でもかけて熟じゆく読どくするがいい。特異点方程式だらけだから苦労するだろうがな」

　賢悟の理論を裏づける論文が、今回の講演の出席者には予あらかじめ配られている。無論、電子媒ばい体たいであり、公演後にはインターネット上にも公開される予定だ。

　当初はその論文を色メガネで見られないように優等生を演じようと思っていた賢悟だったが、結局は盛大にやらかしてしまった。挑ちよう発はつ的かつ挑戦的な賢悟の言葉はあちこちに波なみ風かぜを立て、論文の是ぜ非ひについても悪あく影えい響きようを与あたえるに違いない。だが、そもそもがそんな慣れないことをしようとしたから緊きん張ちようなどしてしまったのだ。

　最も早はや、体裁を取り繕つくろう必要などなくなったとばかりに賢悟は開き直り、大講堂の科学者達に向かってニヤリと笑うと、ふんぞり返るように胸を張った。

「いいか、吾輩わがはいの理論は阿あ呆ほうには理解できんがこれだけは言っておく。今後、吾輩が証明するであろう科学は相当に見物だぞ。科学者が科学を理解できないなどという羽目になりたくなければ、死ぬ気でついてきたまえっ！」

　まさに世界中の科学者に喧けん嘩かを売ったと言っても過言ではなかった。当然、講演が終わっても、拍はく手しゆなどあるわけがなく、賢けん悟ごは客席を見下ろすように一いち瞥べつして壇上を降りた。控ひかえ室しつに戻もどる途と中ちゆう、通路で待っていた理り璃りは「上出来じゃないか。僕の教え子ならそれぐらいハッタリを利きかせてもらわないとね」と述べ、意外にも高評価を示した。

　だが、賢悟をこき下ろすため論文に対して徹てつ底てい的な反証を行おうとする科学者も多く、彼らはありとあらゆる角度から賢悟の示した理論のあら探しに従事した。それによってわかったのはしかし、世界の『外側がわ』が極きわめて高い可能性で存在するということだった。

　何よりも賢悟が製造した他律型人工知能ロボット、カナには反対派の科学者達には信じられないことに意識が存在する。それは誰だれが何と言おうと覆くつがえりようのない事実であった。

　賢悟の発表した『内側』と『外側』についての考察は内ない外がい理り論ろんと呼ばれ、科学者達がその検証を行うごとに支持者を増やした。そして講演から半年後、彼は史上六人目となる九つ十く九も科学賞を受賞する。

　特異点を発見した九十九伊い月つきに敬意を表して作られたこの科学賞は、特異点に関する研究において偉い大だいな功績を挙げた者に与あたえられるもので、歴代の受賞者は九十九伊月、天あま川かわ理璃、西さい条じよう古ふる人ひと、園その崎ざき重しげ久ひさ、渡わた瀬せ恭きよう一いち郎ろう──つまり、その誰もが特とく異い領りよう域いき理り論ろんの確立に携たずさわった偉い大だいな科学者達だ。

　賢悟はその天才達と肩かたを並べるに値あたいすると認められたのである。
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　九十九科学賞の受賞が決まったその日、賢悟はいつもの研究室にいた。解く気のない知ち恵えの輪をいじくり回しながら『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の発生条件について思考する彼の隣となりで清せい十じゆう郎ろうはある特異点方程式の計算をしている。賢悟の後ろでは彩あや世せが卒業研究の文ぶん献けんを調べていて、室内には心地ここちよい静せい寂じやくが立ちこめていた。

　ふと何気なく彩世が口を開く。

「一いちノの瀬せ君、キスって知ってる？」

　研究室内の空気が若じやつ干かんながら気まずく変化する。無言で立ち上がろうとした清十郎の両肩かたに賢悟は間かん髪はつ入いれずに手をやって上から押さえつける。

「どこに行く気かね、清十郎君。まあまあ、座りたまえよ」

「いや、ここはさりげなく席を外すところだろう。それ以外に考えられないだろう？」

「ほほう。それは一体、なぜだね？　事象とそれについての見解を論文形式にまとめて提出したまえよ。話はそれからだ」

　清せい十じゆう郎ろうはメガネを両手で外すと、瞳ひとみを光らせて言った。

「いいから教えてやれ」

「ふざけるなよ、清十郎。一体、なにをどう教えろというのだっ！」

「別に普ふ通つうに教えればいいだろう。理論だけでわからなければ実地だろう？」

　真ま面じ目めな口調で清十郎が余計な一言をつけ足す。

「ば、馬ば鹿か者がっ！　そんな軽はずみにしていい問題ではなかろうよ！　いいか、よく聞けよ。吾輩わがはいはな、いや、吾輩だけではなく恐おそらく彩あや世せもだがな。聞いて驚おどろくなよ。絶対に驚くなよ！」

「わかったからさっさと言え」

　清十郎が手を振ふって、おざなりな返事をする。

　賢けん悟ごは研究費の出資を打ち切られる寸前の科学者のように切実な表情を浮かべ、絞しぼり出すような声で訴うつたえた。

「ファーストキスなのだ」

「がんばれ」

　成果を挙げない科学者に無む駄だ金がねは払はらえないと言わんばかりの役人口調で冷たく返された。

　当の本人をそっちのけで小声の小こ競ぜり合あいを続ける彼らに対して彩世は不満を募つのらせる。それに賢悟が気がついた頃ころにはすでに遅おそかった。

「一いちノの瀬せ君。卒業研究、一いつ緒しよにしてくれるって言ったよね？」

　一見して虫も殺さないような晴れやかな笑え顔がおを見せる彩世だが、賢悟はその本性をよく知っている。あれは怒おこっている時の笑い方だ。

「は、はい。ぼくちんは約束をいたしました」

「あたしの研究内容ってなにかなあ？」

　言葉遣づかいを改めた賢悟にすぐさま彩世は詰つめ寄った。

「で、電でん脳のうの恋愛脳です」

「そうだよね。それで、あたしの考え違ちがいならそう言って欲しいんだけど、キスは恋愛に関係なかったかなあ？」

「大変、関係深いものと思われます」

「じゃあ、どうして教えてくれないの？」

　賢悟が言葉に詰まると、彩世は楽しそうに言った。

「ふーんだっ。別にいいようー。ちゃんと教えてくれなきゃ、一ノ瀬君にもっとすごいことしちゃうだけなんだもん」

　助けを求めようと清十郎の方へとチラ見で視線を送る。だが、彼はもうそこにはいなかった。彩世が賢悟に詰め寄っている間に逃にげたのだ。

「あの野や郎ろう……」

　賢けん悟ごが呟つぶやくように恨うらみの一言をこぼし、彩あや世せに再び視線を向ける。先さき程ほどよりも彼女の顔は接近していて唇くちびるが触ふれ合いそうなほどの至近距きよ離りにあった。

　大きく丸い瞳ひとみがじっと賢悟を覗のぞき込み、暗いブラウンの髪かみが鼻をくすぐる。真っ白いシャツと羽織った薄うす桃もも色いろのロングカーディガンからこぼれ落ちそうな形の良い膨ふくらみが、肩かたにそっと触ふれていて、失神しそうなぐらいの柔やわらかさを感じさせる。

　花に似た甘い香かおりがする息にすーっと頰ほおを撫なでられ、数センチの距離にある紅べに色いろの唇に思わず吸い寄せられそうになった。体内の奥底から、行ってしまえと獣けものが叫さけぶ。だが、彼はすんでのところで煩ぼん悩のうに打ち勝った。獣の声をかき消すように彼の魂たましいが叫んだのだ。

　愛は欲望よりも強し。それを忘れて、一体どうして恋愛の研究ができようぞ！

「彩世よ。いいか、キスというものはだな、好きになった者同士が行って初めて化学反応を起こすのだ。つまり、キスとは目に見えないエネルギーである愛情を目に見える質量を持った愛の形へと変へん換かんする恋愛加速器なのだ！」

　賢悟の恋愛理論は理解し難がたいが、要は好きになった者同士がキスをすることにより愛情が深まると言いたいのだ。

「更さらにこのとき、キスをする二人が理想的な恋愛状態にあれば、かの有名なアインシュタインの公式が成立する。つまり、愛のエネルギー（Ｅ）＝愛の質量（ｍ）×光の速度（ｃ）の２乗だ！　これが一体、なにを表すか。なんと驚おどろくべきことに愛はキスによって光の速度の２乗で加速するのだっ!!」

　賢悟は両手を大きく頭上に掲かかげ、振ふり下ろしては力強く拳こぶしを握にぎってポージングした。

　お前の愛は重いんだよ、の台詞せりふにも表されているように愛に重さがあるのは自明であり、また光の速度ｃは秒速約三〇万キロメートルだ。それの２乗であることから、愛の形であるキスの重さに掛かけることの約九〇〇億倍で愛のエネルギー、すなわち愛情が加速するのだと一いちノの瀬せ賢悟は言っている。アインシュタインはそんなことは言わなかった。

「だが、肝かん心じんの愛がそもそもないのだとすればキスをしたところで何の反応も起こるわけがなかろうて。キスというのはまず愛があってこそなのだ！　これを取り違ちがえて好こう奇き心しんだけで行こう為いに及およんだとしても愛のエネルギーはゼロ、そこにあるのは空むなしさだけだぜっ！」

　随ずい分ぶんと遠回りをして賢悟はようやく結論に戻もどってきた。

「ん。わかった」

「うむうむ。わかればよいのだ」

「それで、キスってどうやってするの？」

　空気が凍こおったような気がした。

「なん……だと？」

「キスのやり方が知りたいって言ったよ？」

　彩あや世せの無む垢くな笑え顔がおに賢けん悟ごが一歩後ずさる。

「まさか彩世、見たことがないというわけではあるまいな？」

「ないよう」

　馬ば鹿かな、と賢悟は思う。生まれてから今まで、キスを一度も見たことがないなどというのは果たしてありえるのか。映画、テレビ、マンガ、アニメ、小説と様々なメディアでその一場面が描びよう写しやされているはずだ。いや、待て。彩世は人を品種改良した電でん脳のうという種だ。人の姿は電脳にとっては幼体にすぎず、そのため彼女は見た目ほど多くの歳としを重ねてはいない。更さらに、電脳自体がそういった娯ご楽らくには興味を持たないことも考えられる。

　そうなのか、と探さぐりを入れるように賢悟が視線で問いかける。彩世は頰ほおを赤らめて若じやつ干かん顔を俯うつむかせた。

「してみてよう」

　賢悟の心に爆ばく弾だんが投下され、彼の胸中はあっという間に焦しよう土どと化した。

「ば、ばばば、馬鹿を言うでないっ。たった今、説明したばかりではないか。好こう奇き心しんでキスをしても空むなしいだけだとっ！」

「だって、ゼロなだけで減るもんじゃないんでしょ」

「そ、それはそうだ。減るもんじゃない、減るもんじゃないが、まあ少し落ちつきたまえよ。よくよく考えれば、なにもわざわざやってみる必要などないではないか。今、参考資料をだな──」

　賢悟はホログラム・ディスプレイを操作してインターネットにアクセスする。『キス　画像』で検けん索さくをかけると、彩世が叩たたくようにしてその画面を閉じた。

「一いちノの瀬せ君のけちんぼーっ。折せつ角かく、頼たのんでるんだからちゃんと教えてくれたっていいじゃんー」

「いや、そういうわけにもいくまいてっ！　ゼロだから減らないとかそういう理り屈くつは成り立たんのだ！」

「どうして？」

「どうしてと言われてもだな……」

　理屈の上では愛のない状態でキスをしたところで何がどうなるわけではない。しかし、確実に何かが起こる気がした。この矛む盾じゆんの説明を特とく異い領りよう域いき理り論ろんに当て嵌はめるならば、キスは恋愛の特異点なのか。

　賢悟が上う手まい説明を考えつかずに唸うなっていると、彩世は思いついたように言った。

「やなんだ？」

「違ちがうぞっ。いやというわけでは断じてないっ！　断じてないのだが──」

「なにさー。別にいいよーだっ。一ノ瀬君が教えてくれないなら、他ほかの人に教えてもらうもん！」

　研究室から出て行こうとする彩世の肩をつかみ賢悟が引き止める。

「待ちたまえよ、彩世っ。一体、どうするつもりだ？」

「うそつきの一いちノの瀬せ君には関係ないよう。光合成でもしてればっ。ばかーっ」

　彩あや世せが賢けん悟ごの手を振ふり払はらおうと勢いよく暴れ始める。

「わかったわかったっ。吾輩わがはいが教えてやるから静かにしたまえっ！」

　ピタッと彩世は体を止め、賢悟に向かってくるりと反転するとニコッと笑いながら声を上げた。

「やったあっ」

　賢悟は密ひそかにため息を漏もらす。このままでは見知らぬ他人に頼たのみそうな勢いだったのでやむを得ないだろう。それぐらいなら、科学者である自分が研究目的で行った方がまだマシというものだ。そう、これはあくまで研究であってキスでない。つまり、ノーカウントなのだ。

「えと、どうすればいいかなあ？」

　不安気に彩世が尋たずねる。

「体を楽に。じっとしていたまえよ」

　賢悟は彩世の両肩かたに両手を載のせる。しかし、その手は微かすかに震ふるえていた。賢悟とて多少の知識はあれど未体験の行こう為い、そう易やす々やすとこなせるものではなかった。

　彩世は興味深そうな表情をしたまま上うわ目めづかいで賢悟の様子をじっと窺うかがっている。その純じゆん粋すい無む垢くな瞳ひとみに映る彼の顔がだんだんと大きくなり、彼女の瑞みず々みずしい唇くちびるに唇が吸い込まれていく。

　触ふれたか触れないか一いつ瞬しゆんのことだった。二人は幼いキスを交かわした。

　心臓が破は裂れつするのではというぐらいに早くなった鼓こ動どうとは裏うら腹はらに、賢悟はゆっくりと顔を離はなす。彩世と目が合うと彼女は照れたように微ほほ笑えみ、

「化学反応、起きないね」

「仮説通りだな」

　二人はそんな感想を漏もらす。彩世は何かを考えるように視線を斜ななめ下に落とし、それから恥はずかしそうに言った。
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「もいっかい、しよ？」

　予想すらできなかった言葉に賢悟が返事すらできないでただ彩世を見返すと、それを承しよう諾だくと受け取ったのか、今度は彩世の方から顔を近づけてきた。

　そっと唇が触れた、今度はさっきよりも少し長く。彩世の柔やわらかな感かん触しよくが唇を通って脳に伝わり、頭を蕩とろかすように刺し激げきする。

「これ、なにかなあ？　不思議な感じがするよう」

「ふむ。それは興味深いことだ」

「していい？」

　思考に霧きりがかかったようで考えるより先に頷うなずいていた。彩世が首に手を巻き付けるようにして、さっきよりも深く唇を重ねてくる。それに応こたえるように少しだけ口を開き彼女を迎むかえる。脳が何か温かいものに包まれていき、全身に痺しびれるような電流が走る。更さらに追い打ちをかけるように彩あや世せは賢けん悟ごの唇くちびるを吸った。

　ちゅ、と官能的な音が研究室の中に響ひびく。そして──

　電子音を立ててドアが開いた。

　その向こう側がわに片眼鏡モノクルをかけた小さな女の子の姿が見えた。彼女はまるで時間が止まったかのように身動き一つせず、無表情で、なおかつ何も言わずにドアを閉めた。
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　高名な科学者の殆ほとんどは世界国家第一大学に拠きよ点てんとなる研究施し設せつを持っている。同大学における特権的な校則により、その敷しき地ち内においては世界国家日本が法律に定める限界を超こえた大規模な特ド異メ領イ域ン実験を行うことが可能だからだ。

　大学の校則がこれほどの特権を持つのは世界統治にあたって必要不可欠な特異領域制御装置ＤＣＵが世界国家第一大学を運営する研究機関『シングラリティ』以外には製造不可能であり、また世界の八割近くの経済や福ふく祉し、医い療りよう等に携たずさわっている優ゆう秀しゆうなＤＣＵ管理者アドミニストレータがほぼ同大学に所属していることが大きな理由であろう。要は、日本政府よりも『シングラリティ』の方が実質的な権力を有しているというわけである。

　更さらに、『シングラリティ』に申しん請せいすることにより、大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいが敷しき地ち内における研究内容の保護にあたるのも、科学者には魅み力りよく的な条件だ。世界全体の治安が健全に維い持じされている現代において、研究機関や科学者達の悩なやみの種といえば、専もつぱら統とう一いつ宗しゆう教きようだからだ。

　統一宗教は現代における唯ゆい一いつの宗教である。その教えの骨こつ子しは科学を神の意志に従い正しく使うことで、特異領域制御装置ＤＣＵをみだりに使ってはならないという戒かい律りつが存在する。特にその過激派は、戒律を信徒以外にも強制し、研究機関を標的にしたテロを行っては特異領域制御装置ＤＣＵの規制及および廃はい絶ぜつを訴うつたえている。この際、彼らは特異領域制御装置ＤＣＵを使ってはいるが、それは神の意志によるものだから宗教上は何ら問題ないとされている。神の意志など感じたこともない一いつ般ぱん市民や科学者達にとっては、理解し難がたい自分勝手な理り屈くつだろう。

　そのため、テロの標的にされやすい科学者が世界で最も優ゆう秀しゆうな軍事組織である大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいを頼たよりにするのはごく自然な行動と言える。事実、大学特殊警備隊が警護する研究施し設せつではテロ行こう為いが成功した事例がなく、今では統一宗教の過激派もまともに手が出せないでいるのだ。

　そんな安全神話に守られた研究施設の一つ、沢さわ渡たり研究所が京きよう都とにある。京都といっても、かつての日本にあった都市とは異なる。世界国家第一大学の敷しき地ちは旧日本列島とまったく同じ島を再現しているため、校内は旧日本と同じ地名が使われているのだ。

　正式名称は世界国家第一大学京都府。その北部に位置する沢渡研究所では三〇名の警備隊員が警護にあたっていた。戦闘用のマテリアルロウをセットアップしたＤＣＵ管理者アドミニストレータらが蟻あり一匹ぴき通さない布ふ陣じんをしていれば、どんなテロリストでも思い留とどまることだろう。

　しかし、その厳重な警備の前に羽は織おり袴はかまを纏まとった和装の男が姿を現した。腰こしには打うち刀がたなと脇わき差ざしの二本差し、笠かさを目ま深ぶかに被かぶっており、足あし下もとは草ぞう履りと目立つことこの上ない格好だ。

　だが、奇き妙みようなことに警備隊員達は和装の男が目の前にやってくるまで、まったくその存在を感知できなかった。気がついた頃ころには、和装の男はそこに立っていたのである。

　ただならぬ気配を察知した警備隊員達が和装の男の一挙手一投足に目を配る。男は隊員らから一〇メートルほどの位置まで歩み寄ると、立ち止まった。

「統とう一いつ宗しゆう教きよう、正せい導どう十じゆう三さん聖せい騎き士しが一人、織お田だ幽ゆう玄げん」

　低音の声が辺りに重たく響ひびいた。堂々と名乗りを上げた男はそのまま静かに腰を落とし刀の柄つかにそっと手を置く。

「我は人を正しく導く神の使徒なり。すぎた科学はすべてを滅ほろぼす。主しゆを恐おそれ、研究を放ほう棄きせよ。さもなくば汝なんじらに鉄てつ槌ついが下ろう」

　警備隊員は織田幽玄に敵性があると見なし、警告せずに非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを展開した。だが、幽玄を貫つらぬいたレーザーの色はなぜか見慣れた赤ではなく、黄色だった。マテリアルロウが実行されていない以上、和装の聖騎士には何の影えい響きようも与あたえられない。それどころか非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを放った警備隊員らが、虚こ空くうに吸い込まれるようにして消しよう滅めつしていたのだ。今まで手傷さえ負ったことのない警備隊員が、二名も無力化されたのである。

　彼らは初めて感じる恐きよう怖ふを前に一歩後ずさる。警備隊長が怒ど号ごうのような声を上げた。

「怯ひるむなっ！　分ぶん析せき班、なにが起きたっ!?」

「わかりませんっ！　速すぎますっ！」

　警備隊長は舌打ちする。西さい条じよう研究所への強きよう襲しゆう作戦の失敗以降、大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいはマテリアルロウを分析する隊員を育成して各隊に分析班を配備した。同じ愚ぐを二度繰くり返さないために選定された隊員達は、しかし織お田だ幽ゆう玄げんが展開したマテリアルロウの片へん鱗りんさえも計り知ることができなかった。

「防護壁シールドを展開しつつ非ス殺タ傷ン兵ガ器ン掃そう射しや、弾だん幕まくを張って分析までの時間を稼かせげっ！」

　警備隊長の指示は的確だが、その声は狼ろう狽ばいの色を隠かくしきれていなかった。隊員達が虚きよ勢せいを張るかのように声を上げ、二名が防護壁シールドを展開、他ほか三名が非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを放った。

　次の瞬しゆん間かん、分析班の警備隊員は信じられないものを見た。いや、正確に言えば見えなかったからこそ、そうと気がついたのだ。非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを展開した警備隊員三名の指先に黒い線が走り、先さき程ほどと同様、瞬またたく間に虚こ空くうへと消えてしまったのだ。マテリアルロウは実行されず、非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの特ド異メ領イ域ンは黄色のままだ。

　その結果から、分析班は分析を行った。

　マテリアルロウの展開には四段階ある。第一段階で領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを選せん択たくすると、それに対応した位置、形状にて特ド異メ領イ域ンが表示される。この時点ではスコープに映る特ド異メ領イ域ンの色は青だが、待機時間が経過すれば第二段階に入り、マテリアルロウの実行可能を示す黄色へと変わる。待機時間は領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰに応じて増減する。特ド異メ領イ域ンの範囲や、ＤＣＵ管理者アドミニストレータから特ド異メ領イ域ンまでの距きよ離りが増すほどに待機時間も増えるのだ。

　非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの特ド異メ領イ域ンは極ごく細ぼその線であるため一〇メートルの長さで展開するならば、第一段階の青の時間は殆ほとんどないに等しくすぐさま黄色へと変化する。その後、モーションインターフェースによってマテリアルロウを実行することにより、特ド異メ領イ域ンの色は赤へと変わる。これが第三段階だ。

　警備隊員は非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを展開する際、人差し指と中指の二本を銃じゆう口こうに見立てて目標へ向けるが、この動作に先の第三段階までのモーションインターフェースが組み込まれている。そのため、第二段階の黄色から第三段階の赤に移行するまでのタイムラグは、第一段階から第二段階へ移行する際と同様、ゼロに近い。つまり、非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの銃口を向けられたが最後、第一段階から第三段階まではほぼ一いつ瞬しゆんの間に処理されるため、マテリアルロウの実行を阻そ止しするのは不可能なのだ。

　だが、織田幽玄はその一瞬の間に割り込んでみせた。非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの銃口を向けられた後、その特ド異メ領イ域ンが黄色から赤に変わる前に、幽玄は刀を抜ぬき、銃口である警備隊員の指を斬きりつけた。モーションインターフェースを強制的に中断させたのである。それには一体、どれほどの速度を要するというのか。抜き手どころか刀を納める瞬間さえも目には見えない。完全に人の領域を超こえた居合い抜きが何らかのマテリアルロウによるものであることは間ま違ちがいなかった。

「天叢雲剣アメノムラクモ」

　警備隊員を葬ほうむり去った和装の聖せい騎き士しが、虚こ空くうに向かい、静かに呟つぶやいた。恐おそらく展開したマテリアルロウの名であろう。

　その構成マテリアルを分ぶん析せきする上で、もう一つ気になるのは虚空に吸い込まれた警備隊員は自身の体に安全地帯シエルターを展開していたということである。一いつ切さいの破は壊かい現象を消失させるそのマテリアルロウがまるで効果を成さなかったのは、天叢雲剣アメノムラクモの特性が切断や破壊といった類たぐいのものではないということだ。彼らは一切の傷を負うことなく虚空へと吞のみ込まれたのだろう。もしかすれば、まだ生きてはいるのかもしれないが、吞み込まれた先が無であったなら脱だつ出しゆつする術すべもない。

　高速度、そして虚空への吸収。二つの条件を元に分ぶん析せき班はナノスマートフォンを用いて、手持ちのデータに片かたっ端ぱしから検けん索さくをかける。しかし、大おお雑ざつ把ぱな条件では様々なデータがヒットし、天叢雲剣アメノムラクモが一体何のマテリアルから構成されているか、絞しぼりきることができなかった。

「各自、応戦しつつ研究所内部まで後退しろっ！　防護壁シールドを展開中の隊員は範はん囲いを広げ、入り口を覆おおえっ！　絶対に奴やつを中に入れるな！」

　飛行フライトに加ア速ク装セ置ルを重ね、文字通り飛ぶように加速しながら警備隊員達は後退する。その最中にも防護壁シールド及および非ス殺タ傷ン兵ガ器ンにて幽ゆう玄げんの動きを牽けん制せいすることを徹てつ底ていした。何人かはあの正体不明の刃やいばに斬り捨てられるだろう。それでも、後退しながらであれば犠ぎ牲せい者の数は幾いく分ぶんか少ないはずだ。彼らの任務はこの沢さわ渡たり研究所と沢渡博士の研究内容を死守することであり、最悪、テロリストを捕とらえられなくともやむを得ない。研究所に籠ろう城じようすれば対策の取りようもあると判断した警備隊長だったが、入り口付近まで後退した時点でそれが間ま違ちがいであったことに気がつく。

　研究所の入り口の前には、和装の聖騎士が立っていた。一体全体いつ追い抜ぬかれたのか、知覚することさえ叶かなわない織お田だ幽ゆう玄げんの速度はまるで別次元だ。

「死にたくなくば去れ。逃にげる者まで斬きりはせぬ」

　幽玄は腰こしを静かに落とし、刀の柄つかに手を置いた。

　だが、残った警備隊長以下一〇名の警備隊員らは誰だれ一人として逃げようとはしなかった。彼らは世界国家第一大学の治安を守る唯ゆい一いつの組織だ。その自覚と誇ほこりを持っている以上、何があっても決してテロリストなどには屈くつしない。ましてや、守るべき対象を見捨てることなどできるわけがない。

「全員突とつ撃げきっ！」

　彼らは命を懸かけてさえ、テロリストに突つきつけるのである。命を捨てても我が慢まんできないほどに貴様らの暴力は理り不ふ尽じんなのだと。

　決死の特とつ攻こうを仕し掛かけた警備隊員らは合計で三〇を超こえる特ド異メ領イ域ンを展開し、幽玄を強きよう襲しゆうする。一いつ瞬しゆん、光が煌きらめいたかと思うと、その場所に立っていたのは和装の聖騎士一人であった。

「神の意志を理解できぬ愚おろか者もの共よ。死して輪りん廻ねを巡めぐるがよい」
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　沢さわ渡たり研究所の地下五〇〇〇メートルには実験室が存在する。そこは特ド異メ領イ域ンで出来た何層もの隔かく壁へきで一〇に区分けされ、一部屋ごとに一人、患かん者じや衣いを着た男女が虚うつろな瞳ひとみをしたまま椅い子すに座っている。

　実験室の端はしには大量のホログラム・モニターが浮かぶ観測室があり、そこに研究所の所長である沢渡博士がいた。白髪しらがと白しろ髭ひげを無ぶ精しようで伸のばした初老の男で、小刻みに震ふるえる手をぎこちなく動かして蒼あお白じろく光るインターフェースを操作していた。

「テロリストめ。目にもの見せてやるっ！」

　しわがれた声で沢渡は怒ど声せいを上げる。まるで虚きよ勢せいを張ることで、恐きよう怖ふを誤ご魔ま化かしているかのようだ。

　沢渡がタッチインターフェースでマテリアルロウを閉へい塞そくすると実験室内の特ド異メ領イ域ンで出来た隔かく壁へきがすべて消える。すると奇き妙みようなことが起こった。椅い子すに座っている男女らの体がじわじわと半はん透とう明めい化していき、やがて彼らを中心として椅子や床ゆかまでもが半透明化し始めたのだ。

「まったく。なにが神だ。馬ば鹿か馬鹿しい！」

　半透明化する箇か所しよは刻一刻と範はん囲いを広げていく。その光景はまるで汚お染せんが広がるかのようで、半透明化の内側がわにいる人も物も、本来持っているはずの生気をなくしていた。

「ようし、いいぞ。実験通りだ。霊れい化か汚お染せんはなにもかも死に侵しん食しよくさせる。テロリストめ。生きながら死んでいく恐怖に怯おびえながら、神の無力を嘆なげくがいいわ！」

「科学で神は殺せはせぬ。それがわからぬとは愚おろかな」

　研究所内のマイクが拾った声が観測室のスピーカーから発せられる。そして、それより早く実験室にいた一〇名の男女が、虚こ空くうに吸い込まれた。すぐに半透明化の侵食が止まった。

　足音も立てず、実験室に現れたのは和装の聖せい騎き士し、織お田だ幽ゆう玄げんだ。彼は真まっ直すぐ沢渡のいる観測室へと歩いてくる。

「な、なにが目的だ？」

　マイク越ごしに沢渡が震えた声を発する。

「我は人を正しく導く神の使徒なり。汝なんじは神の意志に背そむき、すぎた科学に手を染めた。よって汝の命を神に返す」

「ばっ、馬ば鹿かなことを言うなっ！　本当に神がいるというなら証明してみせろっ！　貴様のやっていることはただの人殺しだぞっ！」

「神は証明されぬ。ゆえに神なり」

「そんなふざけた理り屈くつがあるかっ！　神がいなかったら一体どうするつもりなのだ!?」

「科学者がありえぬ話を口にするか。神の不在はこの世の誰にも知りえぬことだ」

　無いことの証明は現代の科学でもできない。もしも織お田だ幽ゆう玄げんが言ったように証明されないものが神であったとすれば、神は存在するが誰だれにも証明することができないことになる。その場合は無限にあるこの世のすべてを探したとしても神は見つからない。だが、どこにもいないことが、存在しないことの証明にはならないのだ。

「そんなものは屁へ理り屈くつだっ！　未いまだ証明されていないもののために、なぜ私が死なねばならん。一体、何が罪だというのだっ!?」

「神は相対的だ。信じる者には手を差し伸のべ、疑う者には見えもせぬ」

「当たり前だっ！　疑う者にも見えるものこそが本当に存在するものではないかっ！」

「人ごときの浅あさ知ぢ恵えが一体、どんな真実を知る？　神の意志に身を委ゆだね、救いを欲せ。我らが知っていることなどすべてが取るに足らぬ。科学のみを縁えにしにするは人の驕おごりよ」

　幽玄は天叢雲剣アメノムラクモを抜ぬき、観測室の外がい壁へきを斬きり裂さいた。最後の砦とりでを虚こ空くうに吸い込まれ、剝むき出しになった室内で、沢さわ渡たりはじりじりと後ずさる。その目には恐きよう怖ふの色が滲にじんでいた。

　一歩、幽玄が詰つめ寄る。沢渡は耐たえきれなくなって声を上げた。

「く、来るな、このテロリストがっ！　来るな────────っ!!」

　言葉をかき消すように和装の聖せい騎き士しは刀を抜いた。その瞬間さえも見せぬ神速の一いち撃げきは瞬またたく間に沢渡を虚空へと葬ほうむり去った。

「世界の『外側』に近づいた。それが汝なんじの罪状だ」

　沢渡が消えた虚空に向かい、織田幽玄はそう呟つぶやいた。
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　賢けん悟ごは研究室で正座をしていた。その真後ろに、気楽な姿勢で座っているのは彩あや世せである。ピンと伸のばした賢悟の背中に体重を預け、彼女は耳をすましている。

「なるほど。あくまで実験だったと君は言うわけだ」

「はい、先生」

　研究室の机に座り、尊大そうに足を組んでいる小さな女の子はかの有名な天才科学者、眠ねむるスーパーコンピュータこと天あま川かわ理り璃りである。彼女はつい先さき程ほど、教え子がキスしているところを目もく撃げきしたため、こうして根ね掘ほり葉は掘ほり状じよう況きようを尋たずねては説教しているのだ。無論、それが青少年を正しく導くための指導などであろうはずがない。恋バナが大好物な理璃の単なる趣しゆ味みである。

「ならまあ実験だとしようか。それで、君は一体どういうつもりだったんだい？」

　鋭するどい問いに賢悟は答えを詰つまらせる。

「ですから、電でん脳のうの恋愛脳に関する実験だと今──」

「つまり君はただの実験で女の子の唇くちびるを弄もてあそんだというわけかい？」

「弄んだというのは多分に語ご弊へいがあると思われまして、正しくは彼女のため純じゆん粋すいに研究目的で行こう為いに及およんだということでしょうか」

「本当にそうかい？」

　必死な口調で弁解する賢けん悟ごの欺ぎ瞞まんを理り璃りは容易たやすく看破していた。

「ほ、本当にと言うと？」

「君は本当にこれっぽっちも心が動かなかったのかってことさ。君は今、ただの研究目的で彼女とキスをしたと言ったね。まるで何も感じず、何も思わなかったと言わんばかりに。いいかい？　僕はね、思春期の男の子からそんな淡たん白ぱくな感想は聞きたくないんだ。ぶっちゃけて言えば、僕が知りたいのは君の体にＴ反応が生まれたのかどうかってことさ」

　賢悟は勢いよく挙手をした。

「先生、質問をよろしいでしょうか？」

「なんだい？」

「僕の予想では先生はいささかぶっちゃけすぎなのではと思いますが、Ｔ反応というのはまさかアレのことでしょうか？」

　興味深そうに耳を傾かたむけている彩あや世せに配はい慮りよしながら賢悟は尋たずねた。

「君の言うアレがなにを表しているか僕にはわからないけれど、Ｔ反応というのは男の子にしか見られない反応でね。なぜかというと、それは男の子の体にしかない部分の反応だからだよ。まあ、簡単に説明するなら大きくなるんだ。では、なぜこの反応の頭文字がＴとつけられているか。答えは簡単だよ」

「先生！　それ以上は、それ以上はとてもいけないことだと僕は思いますっ！　そんな率そつ直ちよくな会話を思春期の男の子は望んでいないのではないでしょうかっ！」

　賢悟の制止を受けながらも理璃は続きを口にした。

「Ｔ反応のＴはときめきのＴなんだ」

「ですよね！」

　理璃が教え子の空気を読むと、賢悟はまるで何らかの事実を隠いん蔽ぺいするかのように力ちから一いつ杯ぱい同意した。

「そう、つまりは男の子の体にしかない男心が大きくなることをときめきと言うんだね」

「ええ、ええ、おっしゃるとおりです」

「それで、これは正直に答えて欲しいけれど君はときめきを感じたのかい？」

　言葉に含ふくみを持たせ、理璃が尋ねる。

「ま、まあ多少はそういうことも……」

「つまり、Ｔ反応によって膨ふくらんだということだね？」

「そ、そうとも言うかもしれませんね。あくまでときめきが膨らんだということですが」

「ふむ。なるほど。ということは、君は彼女が純じゆん粋すいに恋を追い求めている中、Ｔ反応でそそり立たせていたわけだ」

　ガゴンと賢けん悟ごは正座したまま頭を床ゆかに打ちつけ、そのままひれ伏ふした。

「……ぼ、ぼくちんが間ま違ちがっていました……」

「で？」

「心から反省しております。もう二度といたしません！」

　賢悟が情けない顔で慈じ悲ひを求める。

「ということらしいけれど、どうしようか？」

　と、理り璃りがあさっての方角に声をかける。自動ドアが開き、そこに立っていたのは青い作業着を着たイケメンと真っ赤な振ふり袖そで姿の少女である。

「Ｔ反応はけしからんだろう」

「私のマスターは不潔です」

　清せい十じゆう郎ろうとカナの言葉を受けて賢悟はその場に撃げき沈ちんした。
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　賢悟が心のダメージから回復した後、理璃は研究室を訪おとずれた目的を口にした。

「さて、実はとても興味深い話を持ってきたんだ」

　途と端たん、清十郎はげんなりした表情を見せ、逆に賢悟は興味津しん々しんといった風に身を乗り出す。彩あや世せはいつも通り楽しそうな笑え顔がおを浮かべており、カナは関心なさそうに聞いていた。

「君達は最近、いくつかの研究所が閉へい鎖さされている事件を知っているかい？」

　賢悟と清十郎が頷うなずく。閉鎖された研究所は六カ所、いずれも特とく異い領りよう域いき理り論ろんにおいてはほぼ無名と言っても差し支つかえのない科学者のものであり、地下実験室を有しているという点が共通していた。テレビのニュースでは特ド異メ領イ域ン実験の失敗によるものとされているが、その研究内容や事故の原因については未解明だ。

「あれはどうも所長が殺されているみたいでね」

「閉鎖された研究所はどれも世界国家第一大学の敷しき地ち内にあったものでしょう？　犯人は大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの警護を突とつ破ぱしたということですか？」

　清十郎の問いに理璃は首しゆ肯こうする。

「それもたった一人でね。その男は統とう一いつ宗しゆう教きようを名乗ったそうだよ」

「でしたら十中八九、過激派の信者でしょうね」

「相変わらず頭がいかれているとしか思えんな」

「それが今回ばかりはそうとも限らないんだ。調べてみたんだけれど、亡なくなった所長らにはもう一つ共通点があってね。彼らは六人とも日本政府が極ごく秘ひで進めているある科学プロジェクトの一員だったんだ」

「ん？　それってどう関係するのかなあ？」

　彩あや世せが疑問を浮かべると、賢けん悟ごが答えた。

「科学者らが殺されたことを日本政府は隠かくしているというわけだ。一体、どんな科学プロジェクトだか知らんが、それなりに後ろ暗いところがあるのではないか。そうでなければなにもなかったことにする理由などあるまいよ」

「恐おそらくそれが正解だね。日本政府が隠したいのはこれだと思うんだ」

　理璃は純ア鉄イ生ア成ンを展開して鉄の台を作ると、特ド異メ領イ域ンで作られた小さな箱を取り出し、その上に載のせた。彼女がインターフェースを操作すると四方に分解されるように箱が開く。中に入っていたのは一センチほどの金属片だった。不思議なことに半はん透とう明めい化しているが、それ以外に特筆すべき点は見あたらない。

「この破片は閉へい鎖さされた研究所の地下まで行ってわざわざ拾ってきたんだけどね。とりあえず危険だから一メートル以内には絶対に近づかないことだよ」

　警告しつつ、理り璃りは金属片を中心に立方体の特ド異メ領イ域ンを展開する。実行されたマテリアルロウは分析用黒水アナライズブラツク。すぐさま立方体の特ド異メ領イ域ン内に黒い水が満たされた。

　変化はすぐに起きる。特ド異メ領イ域ン内の黒い水の一部分が徐じよ々じよに透すき通っていくのだ。まるで金属片から放射状の線が延び周囲の物を侵しん食しよくするかのように立方体の分析用黒水アナライズブラツクには八本もの弧こ線せんが描えがかれた。

「あれ、これって常時展開だよね。だったら変じゃないかなあ？」

「変というレベルの問題ではないだろう。今の科学の常識ではこんな現象はありえないはずだ」

　スコープを通して見れば分析用黒水アナライズブラツクは常時展開されている。常にマテリアルロウを展開しているということは特ド異メ領イ域ンがその内部に絶えず黒い水を生成し続けているということである。本来ならばこの水は特ド異メ領イ域ンが閉へい塞そくされるまで旧科学の影えい響きようを受けることがない。なぜなら、マテリアルロウは物理法則に優先されるからだ。

　どこからどう見てもその金属片は特ド異メ領イ域ンでできている物質ではない。つまり、本来の法則とは異なり物理法則がマテリアルロウに干かん渉しようしているのだ。

「なかなか心躍おどる出来事ではないか。この金属片から肉眼では見えない何かが放射状に延び、それが半透明化の原因となっているということか。カナ、エマージェンシーモードで確かく認にんできるか？」

「イエス、マスター。てか、もうしてますけどどのセンサーにも何の反応もありません」

「僕も試ためしたけれど旧科学の機器ではなにも確認できなかったよ」

　何もわからなかった、という回答を受け、賢悟はそうこなくてはと言わんばかりに唇くちびるを吊つり上げる。

「多分、これは大発見なのさ。もしかすれば非常に危険な発見になりかねないけれどね。確認した限りの話だけど、金属片に近づければあらゆる物質が半透明化するんだ。それは生物も例外ではないよ」

「人間もということですか？」

「そうだね。そして、原理はまるでわからないけれど半はん透とう明めい化した生物は活動をゆっくりと停止していくんだ。一番の問題はこの現象がマテリアルロウに干かん渉しようするということさ。今の医い療りようでは半透明化した生物を治ち療りようする方法がないかもしれない」

　現代医療はあらゆる傷病に勝利を収めた。不治の病はもうこの世にはなく、どんな重傷でも医師が扱あつかうマテリアルロウの前にはかすり傷に等しい。だが、それはあくまで今日までの科学が示した結果だ。明日、新種の病気の出現により人類が滅ほろびたとしても何ら不思議はない。あらゆる可能性を否定できないというのは、少なくとも科学が辿たどり着いた一つの真実だろう。

「なるほど。この金属片が日本政府の研究成果だとすれば隠かくしたくなるのも無理はなかろうな。統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派が研究所を潰つぶして回るのも確かにいつものテロに比べればわかりやすい行動だ」

　統一宗教は特異領域制御装置ＤＣＵを神の意志にのみ従い使うように教えを広めている。世界で最も多くの犠ぎ牲せい者を出した『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』はマーシアハの間では『審しん判ぱん』と呼ばれ、思い上がった人間達への啓けい示じであり裁きなのだ。彼らにとって科学とは人を滅ぼす危険なものなのだろう。今回のように実際に大きな被ひ害がいが出る可能性があるならば、再び同じ愚ぐを繰くり返さないように訴うつたえるのは道理と言える。無論、その訴え方が過激なことに大きな問題があるのだが。

「日本政府は別に大したことはないと甘く見ているんだろうけどね。僕は閉へい鎖さした研究所の周辺を早いところ封ふう鎖さした方がいいと思うんだ。半透明化の現象をよく理解しているならいいさ。けれど、残念なことにこれはそんなに簡単な問題じゃない。未知の現象が危険を孕はらんでいるなら、万が一に備えるのが普ふ通つうじゃないか。そう思わないかい？」

　賢けん悟ごは不服そうに同意する。今にも現場へ飛び出しかねない彼に理り璃りは釘くぎを刺さしたのだ。

「少なくとも僕が調査を終えるまでは閉鎖された研究所の半径一〇キロ圏けん内には近づかないことだね」

「そいつを調べて先生はどうするんでしょうか？」

　やはり、不満そうに賢悟が問う。

「安全なら放ほうっておくさ。危険なら『シングラリティ』にバラして対処してもらうとしよう。面おも白しろい発見があったら君にも後で教えてあげるよ」

　益ます々ます、不満を募つのらせた賢悟が今度は唇くちびるを嚙かむ。

「悔くやしいなら早く一人前になるんだね。特異領域制御装置ＤＣＵだってまだ定着してないんだろう？」

「そうですが。でしたら、先生とは別の方向から僕も探さぐりますよ」

「ふうん。面白いじゃないか。なにかあてでもあるのかい？」

　賢悟はナノスマートフォンに届いたある招待状をホログラム・ディスプレイに表示させ、意気揚よう々ようと言った。

「九つ十く九も科学賞の授賞式には世界国家日本の大統領が出席します」

　関かかわり合いになりたくないという目で清せい十じゆう郎ろうが見ていたのは言うまでもないことである。




　　　　　　　８




　九つ十く九も科学賞の主しゆ催さい者は世界を統治している日本である。受賞者の選定は日本科学研究所が行い、現在の首都である新しん都とにて授賞式典と授じゆ賞しよう祭さいが開催される。四年ぶりの受賞者ということもあってか、盛大に行われた授賞祭はまず新しん都と科か学がく大だい学がくでの記念講演から始まった。三〇〇〇人を収容可能な大講堂にて賢悟は世界の『外側がわ』についての講演を行う。例の一件にて傍ぼう若じやく無ぶ人じんな変人という印象が世間に定着してしまった彼は、もう取り繕つくろうものは何もないとばかりに、世間の印象を悪化させかねない過激な発言を飛ばしに飛ばした。

　続く授賞式典は新都オペラシティというコンサートホールで行われ、そこで正式に九十九科学賞が授じゆ与よされる。また同時に日本大統領、鈴すず木き正まさ道みちから賞状とメダルが贈おくられ、今度は受賞スピーチとなった。受賞者が賢けん悟ご一人しかいないからか、時間を気にせず自由に喋しやべって構わないと事前に伝えられたが、同時に二時間という枠わくがちゃっかり設けられていることを知る。それぐらいは場を持たせろということなのだろう。

　ここぞとばかりに賢悟は自らの目的が『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』で『外側』に移動した五〇億人の救出であることを熱く語った。それには『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の謎なぞを解くことに加え、大勢のＤＣＵ管理者アドミニストレータの協力が不可欠なことから独どく自じで特異領域制御装置ＤＣＵの解かい析せき、開発を行っていることを述べる。無論、それは事実だが、『シングラリティ』以外に特異領域制御装置ＤＣＵを開発できる科学者がいることが、一体誰だれに一番メリットがあるのかを見通しての発言だった。

　最後はまるで城のような新都庁舎での晩ばん餐さん会である。恐おそらくマテリアルロウを使って作られたフルコースの料理を平らげた後、待っていたのは出席者への挨あい拶さつ回りだ。主しゆ賓ひんであるため自分から出向くような必要こそなかったものの、次々と寄ってくる著名な科学者や政治家達に囲まれて役にも立たない話を延々と聞かされる羽目になった。

　ちぎっては投げるかのようにおざなりな挨拶を交わしつつも、賢けん悟ごは広い会場の中から一人の人物を探した。小一時間ほどかかっただろうか、目当ての人物がやたら体格の良い男と談笑しているところを発見する。賢悟が声をかけようとすると、その人物──日本大統領、鈴木正道は彼に気がついた。

「これは一いちノの瀬せ先生、本日は誠まことにおめでとうございます」

　鈴木正道が深々とお辞じ儀ぎをする。きっちり七しち三さんに分けられた髪かみ型に意志の強さを感じさせる太い眉まゆ、大たい人じんの風格を漂ただよわせる容よう貌ぼうや筋骨隆りゆう々りゆうとした体たい軀くはどれも日本大統領として相応ふさわしい外見をマテリアルロウを使って整形したのであろう。

　賢悟が礼を返しつつ軽く頭を下げると、正道は続けて言った。

「実はちょうど先生のことを彼と話していまして。紹しよう介かいしましょう。といっても名前はご存じかと思いますが、園その崎ざき博士です」

　正まさ道みちの言う通り、短たん髪ぱつで無ぶ精しよう髭ひげを生やしたその厳いかつい顔を賢けん悟ごも何度か見たことがある。特とく異い領りよう域いき理り論ろんを確立した天才科学者の一人、教育の特異点こと園崎重しげ久ひさだ。

「どうも、一いちノの瀬せです」

「おうよ。随ずい分ぶんと大きくなったもんだな」

　園崎は豪ごう放ほうな笑えみを見せながら、まるで過去の賢悟を知っているかのようにそう言った。

「おっと、覚えてるわけがねえか。随分昔にお前の親おや御ごさん、一ノ瀬教授に世話になったことがあったんだが、そんときに会ったきりだからな。お前さんが覚えていたらそれはそれでびっくりだ」

「そうでしたか」

　適当に合わせておいたが、腑ふに落ちなかった。旧科学の遺伝子操作で生まれた賢悟は記き憶おく力が異常に発達している。赤あか子ごの時の記憶さえ鮮せん明めいに残っているのに、昔に会った人間の顔が思い出せないわけがない。園崎が噓うそをついているのではと疑いかけたが、しかしそんな噓をついて彼に何の得があるだろうか。

「僕の話をしていたというのは？」

「先さき程ほどのスピーチで先生がおっしゃっていた『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠ぎ牲せい者救出に、日本政府として何か支し援えんできることはないかと話しておりました」

　予想より随分と食いつきがいい、と思いながらも賢悟は「恐きよう縮しゆくです」と頭を下げる。こちらからアプローチをする手間が省けたのは好都合である。

「一ノ瀬先生は科学の才能もさることながら、その人格も優すぐれていらっしゃる。昨さつ今こんの科学者ときたら研究研究とそれだけにかまけてなんのための科学かということを理解しようともしない。手段と目的をはき違ちがえた人間が多いのにはほとほと呆あきれる次し第だいですよ。その点、科学で人を救おうという先生の研究は素す晴ばらしい。本当に頭が下がる思いです」

　散々、奇き人じん変人っぷりをアピールしてきた賢悟をこれほど持て囃はやせるのは一種の才能だと彼は内心で眉まゆをひそめる。が、ここは話を合わせておくべきだろう。

「確かに研究内容を積極的に役立てようとしない研究機関もありますからね」

「やはり、わかっていらっしゃる。どことは言いませんが、最さい先せん端たんの科学技術を独どく占せんするのみならず、それを盾たてに政治にまで介かい入にゆうしようという研究機関はやはりまともな団体とは思えませんよ。彼らは社会のルールである法を乱し、人々の生活に不公平をもたらしている元げん凶きようと言える。一刻も早く是ぜ正せいし、科学をもっと人の世に役立てなければならないでしょう」

　鈴すず木き正道が糾きゆう弾だんしているのは『シングラリティ』だ。彼らは特異領域制御装置ＤＣＵを独占し、それを用いた最先端科学の暮らしを自らの運営する世界国家第一大学にしか提供していない。表に出ていない技術も山のようにあるだろう。

「政府は今そのための準備をしています。これはまだ公表前なので内密にお願いしますが、政府は今月にもある一大科学プロジェクトを立ち上げる予定です。名めい称しようはプロジェクトユートピア。国民の暮らしをよりよくするために最さい先せん端たんの科学を用い、様々な科学計画を実じつ施ししていきます。実を言えば、園その崎ざき博士やここにいる科学者の何人かはそのプロジェクトに準備段階から参加しております」

　かつて西さい条じよう古ふる人ひとは今の政治家達をほんの些さ細さいなことが許せない正義感に溢あふれた潔けつ癖ぺき症しようだと評したが、賢けん悟ごも同様の印象を鈴すず木き正まさ道みちから受けた。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』以後、世界の暮らしは信じられないほどに良くなった。貧困も戦争も支配もなくなり、この世の誰だれもが一定水準以上の生活を送れるというのは、かつての世界では考えられないことだったのだ。だが、そんな世界においても、日本大統領は『シングラリティ』が不公平をもたらしている元げん凶きようだと声こわ高だかに批ひ難なんする。賢けん悟ごなどは他人がどうであれ、自分が望んだものが手に入るのだから別に構わないと思うし、大たい抵ていの人間がそうではないだろうか。他人の幸せや特権が許せないのは、自らが満ち足りていない時だけだ。今、そんな人間は極きわめて少ない。

　望んで手に入らないものといえば、たとえば恋愛や友情、家族、夢、そんな政治ではどうしようもないものが殆ほとんどで、プロジェクトユートピアの名が指し示す通り、政府の人間はどこにもない理想郷きようを追い求めているような気さえしてくる。

「どうでしょう？　一いちノの瀬せ先生も例の五〇億人を救出する研究でプロジェクトユートピアに参加しませんか？　日本政府として支し援えんは惜おしみません」

「とても興味深い話です。ぜひ詳しよう細さいを聞かせてください」

　鈴木正道の申し出に賢悟は即そく答とうする。日本政府が極ごく秘ひに準備を進めていた一大科学プロジェクトが、彼らが目の上のたんこぶと思う『シングラリティ』に真っ向から対たい抗こうするための計画だというのならば、事実を隠いん蔽ぺいしてまで実行に踏ふみ切ったとしてもおかしくはない。だとすれば、プロジェクトユートピアの科学計画の一つが例の半はん透とう明めい化の現象に関かかわっている可能性はあるだろう。

「それでは後日、プロジェクトユートピアの実験施し設せつにご案内します。そのときに詳くわしく説明させましょう」

「よろしくお願いします」

　そこまでで話を打ち切ろうと思ったが、園崎重しげ久ひさの最初の発言が引っかかった。

「ところで、そのプロジェクトユートピアで園崎博士はどんな研究をしているんですか？」

　正道は園崎と顔を見合わせ、回答するように促うながす。彼は言った。

「新しい科学を生み出すための研究、人類進化計画だ」

　瞳どう孔こうが大きく開いたのが自分でもわかった。小刻みに震ふるえる手を力尽づくで抑おさえつけて、賢悟は何とか平静を装よそおう。だが、一つの思考に頭を支配され、その場を言い繕つくろう言葉がなにも出てこなかった。

「どうされました？」

「……いえ」

　人類進化計画──それは、四万五〇〇五人もの命と引き替かえに一いちノの瀬せ賢けん悟ごをこの世に生み出した悪あく魔まの研究と同じ名めい称しようだった。
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　意識のある他律型人工知能ロボットは世界に自分一台らしい。そう言われても他人の意識なんか感じ取れないわけで、カナはいまいちピンとこない。起動した時の記き憶おくは頭にある。マスターである賢悟との最初の会話も、それから今までのことも全部覚えていた。だが、自分に意識が生まれたのはいつからなのかと問われると、それは全然わからなかった。確かに今の自分と昔の自分は何かが違ちがうような気がする。たとえば以前はマスターの指示に絶対服従だったし、マスターが指示してくれない時は何をする気も起きなかった。でも、意識はずっとあったように思う。

　今はその頃ころとほんの少し変わっただけで、マスターの指示に逆らいたい気分のこともあれば、マスターが黙だまったままだったら自分から話しかけてみることもある。けれど、それは些さ細さいなことだ。カナにとっての根本は何一つ変わってはいない。それは物事の優先順位がマスターである賢悟にあるということだ。

　最近、マスターは『外側がわ』の研究で有名人になったようだ。そのことで賢悟が少し得意気にしていたから、カナは嬉うれしかった。『外側』の研究には自分も一役買うことができたからだ。それに続けて今度は自分の人工知能に特異領域制御装置ＤＣＵを移植する実験に協力している。意識のある他律型人工知能の正式名称を賢悟は意識型人工知能としたが、この意識型人工知能は仕組み上ほぼ人間の脳と同じため、従来の人工知能には不可能とされていた特異領域制御装置ＤＣＵの起動が理論的には可能なはずだった。

　人工知能に障害が出る可能性があるなど若じやつ干かんの危険を伴ともなうことから、賢悟は当初、理論の構築を行うのみに留とどめていたが、彼が本心ではその検証を行いたいと思っていると見抜ぬき、カナの方から実験を申し出た。マスターの嬉しそうな顔が見られたので彼女は満足だった。

　賢悟は二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の際に得た知識を使い、すでに独どく自じに特異領域制御装置ＤＣＵを開発することに成功している。また他律型人工知能への移植を何度か試ためしてから、万全を期してカナの意識型人工知能へ特異領域制御装置ＤＣＵを移植した。無論、いくつかのマテリアルロウが必ひつ須すなため清せい十じゆう郎ろうと彩あや世せの協力を得ている。

　通常、特異領域制御装置ＤＣＵを脳に移植してから、脳がそれを認にん識しきするまで特異領域制御装置ＤＣＵは起動しない。特異領域制御装置ＤＣＵが起動できるようになることを定着すると言うが、今、カナは意識型人工知能に特異領域制御装置ＤＣＵが定着するのを待っている状態だ。脳への定着には個人差があり、大凡おおよそ一週間から一ヶ月だが、意識型人工知能への移植は世界初の試みであるため、どれぐらいかかるかはまったく不明である。当然、定着しないということも考えられる。

　起動テストを行うため、決まった時刻に研究室を訪おとずれる毎日が続いているのだが、カナはこの時間があまり好きではない。起動失敗した時に賢けん悟ごが少しがっかりしているような気がするからだ。それは胸が締しめつけられるように痛む出来事で、とても苦しい。けれども、憂ゆう鬱うつな起動テストの時間が今日もまたやってきた。

「ではカナ君、準備はよろしいかね？」

　カナの気も知らず、芝しば居いがかった言い方で何だか変な台詞せりふが発せられた。彼女のマスターは基本的にテンションが高いのだ。わりと無む駄だに。

「マスターの顔が醜みにくいからまだ出来てません」

「はっはーっ、カナ君、今すぐ同じ顔にしてやってもいいのだがなっ」

　賢悟は拳こぶしを固く握にぎりしめてカナを威い嚇かくする。

「そんなに喜ばないでください。まったく私のマスターは変態さんなんですから」

「全っ然、喜んでねえっ！　どういう思考回路だっ！」

　賢悟が怒いかりで拳を作ったのを、カナは歓かん喜きに打ち震ふるえて拳を握ったのだと本気で思った。意識が宿る前の人工知能が有していた思考プログラムのせいか、今のカナは賢悟が蔑さげすまれれば喜ぶマゾだと認にん識しきしている。天あま川かわ理り璃りはそれを人工知能が感情と記き憶おくに辻つじ褄つま合わせを行った結果だと言う。カナの物事の優先順位はマスターであり、それは崇すう拝はいにも等しい感情からくるものだ。そして、その感情を彼女は起動した直後から持っているものと認識している。この時、思考プログラムによってカナが今まで賢悟に吐はいてきた暴言の記き憶おくと、彼女の感情には矛む盾じゆんが生じる。それを解決する一番の方法が、賢悟を罵ば倒とうに喜びを見いだすマゾにしてしまうことなのだ。そうすることにより、カナはマスターの望みを叶かなえ続けている献けん身しん的かつ従順なロボットとなれるからだ。

　感情によって心が壊こわれないように脳は記憶を忘わすれる。記憶が消えない人工知能が感情を持った時、何らかの辻褄合わせを行っても不思議はないだろう。つまりは、そうしなければおかしくなるほどにカナの優先順位は賢悟だということだ。

「いいから早く始めませんか？」

　カナは耳元に口を寄せ、囁ささやく。

「後でもっと酷ひどいこと言ってあげますから」

「それはまったくこれっぽっちも必要ないことは予あらかじめ断っておくとして、早く始めようというのには同意しようではないか。準備はできているな？」

「イエス、マスター。大だい丈じよう夫ぶです、ちゃんとわかってますよ。ぶい」

　カナのＶサインに賢悟は不服を訴うつたえる目を返したが、気を取り直して起動テストを始めることにしたようだ。とはいえ、やることは簡単で、インターフェースを開ひらけるか試ためすだけだ。

　インターフェースは基本的にボイスインターフェースかモーションインターフェースによって開く仕組みであり、初期設定時は指で四角形を描えがくか、『オープン』と声を出せば起動する。

　カナは憂ゆう鬱うつな気持ちになりながらも、その両方を試ためすため指で四角形を描えがきながら、抑よく揚ようのない口調で言った。

「オープン」

　いつものように伏ふし目めがちに視線を逸そらしながら結果を待つ。多分、今回も失敗だろうと思っていたカナの瞳ひとみに蒼あお白じろい光が反射した。顔を上げれば、七枚のインターフェースが彼女の周囲に現れているのが見える。

　カナは真っ先に賢けん悟ごの方を振ふり向く。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ！　見たかっ。成功だ！」

　賢悟は高らかに笑い声を上げ、カナに向かって叫さけんだ。彼女は嬉うれしくなって思わず頰ほおを緩ゆるめるも、慌あわてて無表情を装よそおう。彼女のマスターはマゾだから笑え顔がおは喜びに水をさすのだ。

「やりましたね、マスター。下手な鉄てつ砲ぽうも数打てば当たります」

「まさにその通りだ。失敗は成功の母とはよく言ったものよ」

　あれ、予想と反応が違ちがう、とカナは思ったが、賢悟が変わらず喜んでいるので気にしないでおく。

「ようし。では続いてダウンロードを試そうではないか。電気の現象マテリアルを落とせるかやってみるのだ」

　賢悟がカナを指差す。それは彼女自身の体に流れる電気をダウンロードに使えという意味だ。電気駆く動どうのロボットなら人間に比べて電気を認にん識しきするのも容易たやすいはずである。

「イエス、マスター」

　カナは学習した通り、特ド異メ領イ域ンマネージャから領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを選せん択たくしゼロマテリアルロウを実行した。

　球体の特ド異メ領イ域ンがカナの体を覆おおう、そのはずだった。またしても予想に反し、今度はゼロマテリアルロウを展開することができなかった。賢悟の指示に従い、方法を変えて何度か試したが結果はいずれも同じである。

　マテリアルロウで製造された特異領域制御装置ＤＣＵには万に一つも故障は起こらない。インターフェースのステータスを見ても正常起動しているのは間違いない。ということは、そもそも意識型人工知能ロボットに特異領域制御装置ＤＣＵは扱あつかえない可能性が高かった。

「人と意識型人工知能ロボットは違うということか。しかし一体、なにが違うのだろうな？」

　思考に没ぼつ頭とうする賢悟がその失敗を成功と同じぐらいの発見と捉とらえているなどカナには知る由よしもない。彼女はマスターの期待に応こたえられない自分が役立たずなのではと不安で仕方なかった。
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　しばらく自由にしていい、とマスターから暇ひまを出されたカナは研究室の周りを散歩していた。

　この近くでは伝導路の敷しかれた河か川せん敷じきが一番の散歩コースで、交通規制の少ない自由飛行が楽しめるため、いつもそれなりの人で賑にぎわっている。人混みにいると落ちつかない気分になるカナは河川敷から人ひと気けの少ない川の方へと下って、浅あさ瀬せに続く飛び石の上を軽かろやかに跳はねては、川下へと伝っていく。

　どうしてだか、胸の奥から抑おさえようもない不安がせり上がってくる。自分が役立たずではないということは理り屈くつの上では重々承知している。彼女は世界で唯ゆい一いつの意識型人工知能ロボットで、その存在だけでも十分に価値があるからだ。

　だが一方で、ある自問自答が彼女を責め立てるように繰くり返される。

　自分は一体、何者なのか？　今は朧おぼろ気げながら持っているはずのその答えが、マスターが自分への興味を失った時にどこかへ消えてしまうような気がする。そして、答えに迷ってしまえばきっと今の自分という存在はいなくなってしまうのだ。確証なんてないけれど、もしそれが本当なら、なんておかしな話だろう。人はどこから来てどこへ行くのかというのは永遠の哲てつ学がくだが、どこから来てどこへ行くか知っているはずのロボットなのに、こんなにもあやふやな感情に支配されている。

　この気持ちは何なのだろう？

「私の心は不思議ですね」

　そっと愚ぐ痴ちを漏もらすかのように独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

　なのに、返ってくる言葉があった。

「人形が心を持つは哀あわれよ。不思議などありはせん」

　六つほど先の飛び石の上に和装の男が立っていた。一いつ瞬しゆん前まで、カナの視界には誰だれもいなかったはずなのに。

　その男は羽は織おり袴はかまを纏まとい、腰こしには打うち刀がたなと脇わき差ざしの二本差し、草ぞう履りを履はき、笠かさを目ま深ぶかに被かぶっている。時代錯さく誤ごな格好だとは振ふり袖そでを着たカナに言えたことではないが、男の装よそおいはまるで昔の侍さむらいだ。振袖よりも一段と珍めずらしいことは間ま違ちがいないだろう。現にカナは起動してから一度もそんな姿の人間を見たことがなかった。

[image: ]

　にもかかわらず、その和装の男からカナが抱いだいた第一印象は懐かしいだ。懐かい古こするような記き憶おくは人工知能のどこにもないのに一体何がそう思わせるのだろうか。

「どこかで会いましたか？」

　和装の男は無言で頭を振ふる。

「なぜそう思うのだ？」

　その低く重たい声こわ音ねを記憶の中から探さぐったが、やはりどこにも見つからなかった。

「わかりません。そんな気がしました」

「やめておけ」

　言葉の意味がわからず、カナは小首をかしげる。

「汝なんじはすぎた科学の生み出した哀あわれな亡ぼう霊れいだ。生者の代わりは務まらぬ」

「意味がわかりません。どういうことですか？」

「汝は何者にもなれぬ。やがて世界の理に吞のみ込まれ消え去るさだめよ」

　今度もまったくもって何を言っているのかわからないが、どうも和装の男はカナのことを知っているような口くち振ぶりだ。とはいえ、賢けん悟ごの理論の証明に意識型人工知能の存在は不可欠であることから彼女の存在は広く世間に知れ渡わたっている。

「私になにか用事でもありますか？」

「我は統とう一いつ宗しゆう教きよう、正せい導どう十じゆう三さん聖せい騎き士しが一人、織お田だ幽ゆう玄げん。汝のマスターに用があって参った」

　統一宗教というのはその信者でもない限り積極的に関かかわり合いになりたくない存在であるが、カナのマスター一いちノの瀬せ賢悟においては多少事情が異なる。彼は統一宗教の救世主と呼ばれる少女、アレクサンドラと交友関係にあるのだ。よって相手が過激派でもなければそうそう邪じや険けんにもできないが、過激派が過激派だとわざわざ言ってくれるわけでもない以上、対応が少し面めん倒どう臭くさいのである。

「どんな用事ですか？」

　賢悟に教えてもらった通りにカナは質問する。

「父親の最後の言葉を伝えに来た」

　予想だにしない答えだった。

「マスターの父親ですか？」

「左様」

　賢けん悟ごの父親は『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠ぎ牲せい者だ。世界が変へん貌ぼうしたあの瞬しゆん間かんを知覚することができたのは、特異領域における特異点を認にん識しきすることができる賢悟をおいて他ほかにいないはずだ。一体、どうやってその言葉を聞いたというのだろうか。

　カナの疑問を見越こしてか、尋たずねるより先に幽ゆう玄げんは説明した。

「一いちノの瀬せ賢悟の父、一ノ瀬賢けん蔵ぞうは『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠牲者に非あらず。彼はこの大地にて命を神へ返したのだ」

　にわかには信じ難がたいが、カナにはそれ以上の判断を行う手段もない。少なくとも確認すべきことは確認した。

「よくわかりませんが、わかりました。今は研究室にいるはずですから後はマスターに直接、言ってみてください」

　統とう一いつ宗しゆう教きようでは戒かい律りつによって噓うそが禁止されている。すべてのマーシアハがそれを守るわけではないが、敬けい虔けんな信徒ほど教えには従順だ。そして、従順すぎるマーシアハを世間一いつ般ぱんでは過激派と呼ぶため、噓をついて近づいてくる人間はそれほど危険ではない。というのは賢悟の談である。要は質問して物ぶつ騒そうな用事を口にしなければ連れてきても問題はないということなのだ。

「あなたはマスターの父親と親しかったんですか？」

　来た道を引き返すように飛び石を跳とんで、カナは聞いた。

「否いな。我は他人なり」

　その一ひと言ことで幽ゆう玄げんに会話する気がないと悟さとり、カナは無言で研究室を目指した。途と中ちゆう、連れん絡らくをとっておこうとナノスマートフォンで賢悟に発信したが、何度かけても留守番電話になるため諦あきらめた。彼女のマスターは研究に熱中している時は大たい抵ていのことが耳に入らなくなるのだ。直接、行ってみるしかないだろう。

　振ふり袖そでの少女と羽は織おり袴はかまの男が連れ立って歩く様は結構な目の引きようで、すれ違ちがった何人かがこっそり撮さつ影えいしていったほどだ。だが、カナも幽玄も特に人目を気にすることなく歩を進め、凡およそ三〇分ほどで研究室に到とう着ちやくした。

　カナが自動ドアを開けると中には誰だれもいなかった。トイレにでも行ったのだろうかと首を捻ひねっていると、カナのナノスマートフォンにメールが届いた。

　差出人は賢悟である。カナは早さつ速そく、メールを開かい封ふうした。

『日本政府から連絡あり。新しん都とへ行く。帰りは未定。また連絡する』

　いつの時代の電報かという事務的な内容である。それを幽玄に見せながら、

「すいません。折角ですが、出かけちゃったみたいです。見ての通り帰りはいつになるかわかりません」

「かまわぬ。邪じや魔まをした」

　カナの視覚センサーは僅わずかに部屋の光量が増したのを感じ取る。すると、現れた時と同じように、和装の聖せい騎き士しはいつのまにかその姿を消していた。
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　新しん都とは世界国家第一大学から概おおむね地球の裏側がわに位置し、その距きよ離りは約二万五〇〇〇キロメートルである。日本の首都たるその都市の面積は旧東京の七倍、人口に至っては一〇〇倍を超こえ、一〇億人以上の人々が生活を営んでいる。

　かつての日本列島以下の土地に、かつての日本の一〇倍もの人口が集中したのは日本政府が立案した都市立体高層化計画の成功だと言えるだろう。新都の建物はそのどれもが山を越こえ雲を破って天を高く突ついている。通常なら自重で崩ほう壊かいしてしまうであろう超高層建築のカラクリは、特とく異い領りよう域いき理り論ろんの確立によって発明された常じよう温おん超ちよう伝でん導どう体たいを地じ盤ばんに敷しきつめた伝でん導どう基き礎そにある。伝導基礎の上に磁石を埋うめ込んだ建物を乗せれば、その建物は磁力によって上空に浮遊する。この時、建物と伝導基礎とが生み出す磁力の柱を磁じ力りよく柱ちゆうと呼び、新都の建築物はすべてに伝導基礎や磁力柱の技術が使われているのである。

　これによって建物の実質的な重量は殆ほとんどゼロとなり、また仮に建物の一部が破損したとしてもその破片は磁力柱に支えられ、地上に落下することはない。災害に対しても従来より耐たい性せいがあり、浮遊していることから地じ震しんにはほぼ影えい響きようを受けず、高層構造であるため津つ波なみにも強い。火事に対しては建物の一部を切り離はなしての消火活動が可能だ。また磁力の発生に電気などのエネルギーは一いつ切さい不要であることから、クリーンかつ安全な建築方法であると日本政府は銘めい打うっている。

　まったくの噓うそもいいところだ、と初めて新都を訪れた一いちノの瀬せ賢けん悟ごは、出迎むかえに現れた日本大統領をそっちのけで問題点を考察していた。

　建築を行うにあたって現代で最も考えなければならないことは物理法則の調ちよう整せい性せいだ。特に発はつ散さん調ちよう整せいと呼ばれるそれは、科学に疎うとい一いつ般ぱん人の感覚ではイメージしにくいことかもしれないが、マテリアルロウを実行することによって物理法則が変わる可能性があることを意味する。

　たとえば、以前にある研究機関が自己再生可能な物質を生み出せないかと、コンクリートに新陳代謝メタボリズムのマテリアルロウを展開した。物理法則に優先するマテリアルロウは見事、コンクリートを自己再生可能な物質へと変へん貌ぼうさせたが特ド異メ領イ域ンを閉へい塞そくした時、世界には一つの矛む盾じゆんが生まれた。つまり、コンクリートが新しん陳ちん代たい謝しやする理由が通常の物理法則では説明できないのである。大たい抵ていの場合、その現象を消し去ってしまう収しゆう縮しゆく調ちよう整せいが起こるため、自己再生するコンクリートがただのコンクリートに戻もどることで解決するが、この研究機関は何とか収縮調整から逃のがれ、永久的に自己再生を行うコンクリートが作れないか様々な実験を行ったのである。最終的に開発されたマテリアルロウの詳しよう細さいは公開されていないものの、彼らはついに収しゆう縮しゆく調ちよう整せいに打ち勝った。しかし、完成したコンクリートは自らを原料に自己再生を繰くり返し、あっという間に崩くずれ去ってしまったのだ。しかも、同様の現象が世界中のコンクリートにおいて発生していたのである。

　これは、収縮調整ではなく発はつ散さん調ちよう整せいが起きたからと考えられる。つまり、コンクリートが自己再生する矛む盾じゆんに対して、コンクリートの原料であるセメント、砂、砂じや利り、水を固めることによって、代謝に似た化学反応が起こるという物理法則の調整が起きたのだ。当然、このような反応は従来の科学では見られなかったことから、物理法則が発散を行った──発散調整が起きたと見なされる。

　発散調整は物体そのものではなく物理法則を改変してしまうため影えい響きようが世界中に及およぶ。当時、建造されていたコンクリート製の建築物などはすべてが崩ほう壊かいし、それ以後はコンクリートを使った建物を造ることはできなくなった。

　コンクリートは建築用材として広く使われていたがために被ひ害がいは甚じん大だいで、この事故は一度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』に次ぐレベル４の特異領域災害ドメインハザードと認にん定ていされた。

　このような事故を踏ふまえて、建築物を構成する材料は複数の物質を組み合わせた複合素材を用い、その一つに発散調整が生じても、崩壊しないような構造にすることが少なくとも特とく異い領りよう域いき理り論ろんを学んだ科学者の間では常識なのだ。

　もっとも、これは建築物に限った話ではない。今では衣類や家具、生活用品や電子機器など消しよう耗もう品以外の物は、その殆ほとんどがマテリアルロウで生成した複合素材で出来ている。クリーンで質の良い複合素材は開発から一年足らずで天然素材を市場から駆く逐ちくしたため、発散調整による第二の事故の可能性は著いちじるしく減少した。

　勿もち論ろん、現行の建築基準法でも複合素材を利用することが厳格に定められており、新しん都との建物もそれを守って建てられている。コンクリート崩壊事故と同じことは起こらないだろう。だが、新都の建造物を支えている本当の柱は、今の法律では規制されていない磁じ力りよく柱ちゆうだ。そして、磁力柱の要かなめは地じ盤ばんに敷しきつめられた常じよう温おん超ちよう伝でん導どう体たいのみである。もしも、発散調整によって常温超伝導体がその特性を失えば、すべての建物が自重で崩壊してしまうだろう。

　明らかに設計上の欠けつ陥かんだとしか言いようのない高層建築物の数々は摩ま天てん楼ろうと呼ばれているが、本当はそれがバベルの塔とうであることを新都に住む殆どの人間が知らないのだろう。この都市には一万人に一人しかＤＣＵ管理者アドミニストレータはいないのだ。特異領域理論を知らない彼らは、日本政府が安全だと言えば信じてしまう。それでも、一〇億人もの人間にそう信じ込ませる政治手しゆ腕わんは大したものだと思うが、こんな有様で国民の暮らしをよりよくするためなどとよくも宣のたまえたものだ。

「どうやら一いちノの瀬せ先生は摩天楼に興味がおありのようですね。いかがですか？　このような壮そう観かんは世界国家第一大学にもそうはないでしょう」

　隣となりを歩く鈴すず木き正まさ道みちが、何を勘かん違ちがいしたのか、欠けつ陥かん住宅を自じ慢まんした。新しん都とに着いた賢けん悟ごを出迎むかえたのは彼と秘書の二人で、プロジェクトユートピアの実験施し設せつへ向かう途と中ちゆう、ついでだからと新都の案内を始めたのだ。日本大統領直じき々じきにというＶＩＰ待たい遇ぐうにはいささか恐おそれ入ったが、政治家の誠意というものはあまり信用する気になれないのも事実だ。

「建造物はすべて建て直すべきでしょうね。磁じ力りよく柱ちゆうは危険性が高すぎます」

　賢悟が、彼にしては控ひかえめに摩ま天てん楼ろうの欠けつ陥かんを指し摘てきするも、正道はまるで動じなかった。

「なるほど。さすがに目のつけ所が違ちがう。ただ確かに物理法則の調整性は心配ですが、常じよう温おん超ちよう伝でん導どう体たいに関するマテリアルロウの開発は法律で禁止されていますし、万が一、倒とう壊かいしたとしても自衛隊のマテリアルロウで十分に支えられるので安全性は確保されております。そんなにご心配なさらないでください」

　ひょっとするとこの街は日本政府が『シングラリティ』を牽けん制せいする手段なのかもしれない、と賢悟は思う。どれだけ法律で制限をしても『シングラリティ』はそれを無視して研究を行う。だが、一〇億人もの実害が出るのならば彼らも法律を軽視できないだろう。そんなことをして一体何の意味があるのかわからないが、少なくとも政府に力があるように見せかけることぐらいはできる。

　それが政治というものだとすれば、なんと馬ば鹿か馬鹿しいことか。

「科学が証明したのは明日、なにが起こるのか誰だれにもわからないってことです。だから、危険性は倒たおれる倒れないではなく、倒れたときにどれだけの被害があるかで考えるべきではないでしょうかね」

「それは素す晴ばらしい意見だ。私もまったく同感でね。そして、だからこそのプロジェクトユートピアです。さあ、参りましょうか。この先が地下実験施設になります」

　新都に数少ないターミナルは主に長ちよう距きよ離り移動用と政府専用のものであり、後者を顔パスで通過した鈴木正道に続いて最短路線ライン上を移動した後、賢悟は地下エレベーターに乗った。特ド異メ領イ域ン実験用の施設は懸け念ねんされる特異領域災害ドメインハザードに対処できるよう地下深くに建造されることが多い。その例に漏もれず、プロジェクトユートピアの実験施設も地下一万メートルの位置にあった。正道の説明によれば、一いつ般ぱん的な地下実験施設の二五倍もの大きさがあるそうで、この規模は世界国家第一大学にあるどの実験施設をも上回る。

　エレベーターが到とう着ちやくしたのは最深部より三つ上の地下一〇層、地下実験施設の実験場すべてをモニターできる中央観測室である。そこには園その崎ざき重しげ久ひさと七人の研究員が待っていた。全員がアースグリーンの長なが袖そでシャツにキャメル色のカーゴパンツといった作業着を身につけ、中には紺こんの作業用ジャケットを羽織っている者もいた。シャツとジャケットの左胸にはアルファベットのＳが二つ重なったようなワッペンがある。ダブルエスと呼ばれるそのマークは園崎重久の頭文字を二つ取ったもので、彼が教きよう鞭べんをとる園崎科学研究会に所属している証あかしだ。

「おう。よく来たな。元気だったか？」

　園その崎ざきの気安い挨あい拶さつになんとなしに頷うなずく。人類進化計画の件を抜ぬきにしても、賢けん悟ごは元々、園崎重しげ久ひさという科学者に良い印象を抱いだいていない。論文や研究成果を見る限り、彼は天あま川かわ理り璃りや西さい条じよう古ふる人ひとなど他ほかの四人と比べるとどうしても二、三段階は見劣おとりする。そのくせ、研究熱心というわけでもなく、園崎科学研究会で教師の真ま似ね事をしている。世間一いつ般ぱんでは高名な科学者かもしれないが、賢悟にしてみれば他の四人に便乗しただけのように見えてならないのだ。

　果たして実際のところはどうなのか。賢悟が園崎を見定めようとしていると、研究員の一人が握あく手しゆを求めてきた。

「佐さ伯えき信しん司じといいます。今日はよろしくお願いします」

　穏おだやかに言った研究員に賢悟は妙みような居い心ごこ地ちの悪さを覚える。他の研究員達も学生でありながら九つ十く九も科学賞を受賞した賢悟の偉い業ぎようを褒ほめ称たたえ、にこやかに挨あい拶さつをしてきたものの、全員が全員、目に何か暗いものを宿し愉ゆ快かいとは言い難がたい距きよ離りを感じさせるのだ。

　その不可解な空気と同種のものを賢悟は以前に嫌いやというほど味わったことがある。かつて自分を生み出した科学者達が身に纏まとっていた情念と同じなのだ。それは理解できないほどに重たい負の感情だった。

　やはり、そうなのだろうか？　今回の人類進化計画と賢悟を生み出した人類進化計画はたまたま名前が同じだけの偶ぐう然ぜんではないのかもしれない。答えに迫せまる鍵かぎは恐おそらく園崎重久が握にぎっているはずだ。そうかといって、直接聞いて教えてもらえるとも思えない。迂う闊かつに尋たずねるよりは素知らぬ顔で探さぐりを入れた方がいいだろう。

「それでは、プロジェクトユートピアの詳しよう細さいについて説明をさせましょう」

「いえ、その前に」

　賢悟は前回のような状態に陥おちいることのないように呼吸を落ちつかせながら言った。

「人類進化計画の具体的な研究内容を見せてもらえますか？」

　正まさ道みちが視線で園崎に打だ診しんする。

「おうよ。そんぐらいお安いご用だ。ただし、なにが起きているかは自分で当ててみな。どうしてもわかんないってんなら説明してやってもいいぜ」

　園崎の合図でホログラム・スクリーンに実験室の様子が映される。賢悟が画面に意識を集中する際、室内に微かすかな笑しよう声せいがこぼれた。園崎のものではないが、研究員の誰だれかだろう。意地の悪そうなその響ひびきは、さも見ただけでわかるわけがないと言いたげであった。

　問題中毒の賢悟は手て強ごわそうな難問を前に俄が然ぜんやる気を出した。向けられた負の感情をものともせずに力へと変える能力は彼を天才と知らしめるまでに押し上げた要因の一つであり、もしかすれば余人には到とう底てい理解の叶かなわぬ異常な性質かもしれない。

　賢悟がわくわくしながら観察した実験室の中には他律型人工知能ロボットが一台、そして園崎らと同じ作業着を身につけた科学者が一人いた。両者は通信が遮しや断だんされる壁かべに隔へだてられていて、科学者はただ椅い子すに座っているだけだが、他律型人工知能ロボットはある問題に取り組んでいる。それは他律型人工知能ロボットには決して解けない特異点方程式だ。発想や閃ひらめきといったものが存在しない他律型人工知能は、当たり前のように間ま違ちがった答えを出し続ける。六回連続で間違えた後、佐さ伯えき信しん司じと名乗った研究員は科学者と他律型人工知能ロボットに特ド異メ領イ域ンを展開した。その色が青から黄色、すぐさま赤に変わって何らかのマテリアルロウが実行されたが実験室内に変化といった変化は見られない。しかし、それから四時間、正答に辿たどり着けなかった他律型人工知能ロボットが、なんと特異点方程式を完全に解いたのだ。

　ホログラム・スクリーンが消え、実験の完かん了りようを知らせる。ふ、とどこかから再び笑い声が漏もれるも、賢けん悟ごはそれをかき消すように声を上げていた。

「なかなか面おも白しろいではないか。閃きをよそからもってきたというわけだ！」

　研究員らは誰だれも口を開かなかった。開けなかった、というのが正しいだろうか。まさか賢悟がこんなにもあっさり正解を言い当てるとは夢にも思わなかったのだ。そして、そんな研究員らの驚おどろきなど露つゆ知らず、彼は得意気に説明を続けた。

「特異点方程式を解くには意識が必要だ。だが、他律型人工知能は意識を持っていない。ならばどうするか？　わかってしまえば単純な答えだ。意識がないなら意識を持っている人間から借りてくればいい。そうすれば他律型人工知能にも特異点方程式が解ける。いや、それだけではないな。恐おそらく、実験室にいた科学者も一人では特異点方程式を解くことができないのだろう。つまり、彼の意識と他律型人工知能の演算能力を合わせることで、初めて特異点方程式が解けたのだ。これがなにを表すか。つまり、知能をつなぎ合わせることで今まで解けなかった問題を解くことができる。なるほど、より多くの知能をつなぐことができれば、まだまだ未解決の問題を容易に解くことができるかもしれまい。確かにこの研究が成功すれば人類は進化したと言えようよ」

　つまり、人類進化計画とは人間の脳の一部分を無数につなぎ合わせ個人の知識や知能、想像力を何倍、何十倍にも引き上げるものだ、と賢悟は推すい測そくした。計算一つとっても、複雑なものになれば一人で行うよりも何人かで分担や見直しを行った方が速度や正確性が高まるだろう。人類進化計画はその一歩先にまで踏ふみ込み、脳内で行う思考や計算の段階で複数の人間の力を合わせることを実現する。個々人の知能をコンピュータ等の機械と同じように捉とらえ、共通の道具として使おうというのである。

「脳をつなぎ合わせているマテリアルロウはいくつか考えられるが、量子の絡からみ合あいの性質を利用しているのではないか？　実験に他律型人工知能ロボットを使っているのは知能の共有を行うにあたって意識が邪じや魔まをする可能性があるからだ。それは人間同士の脳の共有は未いまだ困難ということだろう。違うか？」

　研究員の佐伯信司に尋たずねるも彼は答えない。たった一度の実験を見ただけで研究内容の大おお凡よそを看破した賢悟に畏い怖ふと嫌けん悪おの視線が向けられる。研究員達は生まれて初めて天才を目まの当あたりにして、この世には持つ者と持たざる者がいるという不公平を実感したのだろう。

　研究員に代わって、同じく天才と呼ばれた園その崎ざきが「まったくもってその通りだ」と回答した。彼はそのまま続けて、「お前さんも一いつ緒しよにやらねえか？　これが成功すれば科学は万人に易やさしい学問になる」

　知能と知能とを結ぶ人類進化計画が実現した暁あかつきには科学者の存在価値は大きく変わるだろう。一人の天才の登場を待たなくとも深遠なる科学の謎なぞが解けるようになる。必要なのは知能や知識ではなく、ただ志一つだ。またこの計画は知能の著いちじるしい向上を促うながすばかりか、知能格差を完全になくし、科学者のみならず、すべての人間が平等な立場に立つことを可能にするのだ。全人類の脳が共有されれば、万能とも言える知能が人類全体の共有財産となるだろう。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ」

　高らかに園崎の発言を笑い飛ばし、賢けん悟ごが言う。

「そいつはなかなか楽しそうな研究ではあるがな。生あい憎にくと吾輩わがはいは自分の頭に不満を持ったことなど一度もないのだ。そんなことをしなくとも、吾輩にはこの世のありとあらゆる謎なぞを完かん膚ぷなきまで解き明かす自信がある。むしろ、それがなくてどうして科学者なんぞできようぞ」

　胸を張って宣言した賢悟を園崎はうんざりしたような目で見ながら、

「やれやれ、お前さんもあいつらと同じだな。そんなものは持っている奴やつにしかできない考え方だ。困ったことに、天才って輩やからはそれがちっともわかってねえんだからな」

「他人に批ひ難なんされる謂いわれはないはずだがな。ましてや、教育の特異点がそんな台詞せりふを吐はくとは悪い冗じよう談だんとしか思えまいよ」

「生あい憎にくと名前が一人歩きをしているだけで俺は別に天才ってわけじゃねえんだ。むしろ、どこにでもいる十じつ把ぱ一ひと絡からげの科学者さ」

　賢悟は狐きつねにつままれたような顔で思わず園崎を見返した。たとえ自らを凡ぼん人じんと自覚していようとも、それを正直に白状するような人間だとは思ってもみなかったのだ。

「事実なんてそんなもんじゃねえか。西さい条じようの奴やつなんかは九つ十く九もだけが天才だと言っていたけどよ。俺に言わせればどっちも同じさ。あいつら四人とも俺なんかが逆立ちしたって敵かなわないほどの天才っぷりを目の前で発揮してくれたぜ。丁度、今のお前みてえに、いっそ研究なんて辞やめちまおうって思うほどのな」

「そいつは順番が逆だな。他人の才能に打ちひしがれて研究を辞めようなどという雑念があるから、貴様は天才になれなかったのだ」

　賢悟も自分に才能がないかもしれないと落ち込んだ夜はある。同年代に圧あつ倒とう的な才能の持ち主がいることを知り、嫉しつ妬ともした。それでも、ただ一心に研究を続けたからこそ、九十九科学賞を受賞した今があるのだ。

「否定はしねえ。それによ、雑念があるのが普ふ通つうなんだ。諦あきらめようと思っても、なかなか諦めきれねえのもな。お前さんにはわからんだろうが、俺らが才能がないと知りながらも研究を続けるのに、格好いい理由なんてねえんだわ。あるのは、ただ悔くやしいっていう気持ちだ。一度くらい勝って、天才とかいう連中をあっと言わせてやりてえっていう気持ちだよ。お前さんからしてみりゃ、俺はただ純じゆん粋すいに真理だけを目指せねえ小せえ人間なんだろうな。けどよ、世の中はそんな人間で溢あふれてんだ。そんで、そのおかげで天才って輩やからが絶対にやろうとしねえことを思いついたんだ」

　仮に人類進化計画が実現し、新しん都との人間すべての脳を共有したとする。いかに天才の知能といえども一〇億人分の知能に敵かなうものだろうか。一〇億人にかろうじて勝ったとして、それよりも人数が増せばどうか。人類進化計画が天才を超こえた時、天才は天才であることの価値をなくしその計画の軍門に下るだろう。

「科学はどんな人間にも平等であるべきだ。そうでねえと、色んな形で突とつ出しゆつした才能の被ひ害がいを受けるんじゃねえか。西さい条じようの奴やつがなにをしようとしたか、お前さんも知っているだろ？　二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』なんていかれてやがるとしか思えねえ。でもな、お前さんはそう思ってねえんだろ？」

　その通りだった。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の実体が朧おぼろ気げながらつかめた今、それは賢けん悟ごの中で決して避さけなければならないことではなくなっている。むしろ、彼は『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠ぎ牲せい者は再度、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を起こさなければ救出できない可能性を踏ふまえ、いかに制せい御ぎよするかが肝かん要ようだと捉とらえている。

「ほらな。天才って奴は自分が災さい害がいと同じだってことを自覚してねえんだ」

　賢悟の反応を肯こう定ていと受け取り、園その崎ざきが言った。

「『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』なんざ、俺らにとっちゃまったく訳のわからねえしろもんよ。どんだけ説明されたって、本当の意味では理解できねえ。わかってねえことさえもわかっちゃねえから更さらに質たちが悪いわな」

「なにがわからんのか皆かい目もくわからんがな」

「わからんでいいのさ。お前さんがわからなきゃならんのは、いつかお前さんの研究でお前さんの代わりに、誰だれかが事故を起こすってことだよ。天才でない誰かがな」

　園崎はまるで脅おどすかのように忠告する。

「お前さんは根本的に他人とは違ちがう。それだけはよおく覚えておくんだな」

　教育の特異点がそう口にした瞬しゆん間かん、実験施し設せつ中に大きく警報が鳴り響ひびいた。
















超ちよう知的マシンを、いかなる賢かしこい人も遙はるかに凌しのぐ知的なマシンであるとする。そのようなマシンの設計も知的活動に他ほかならないので、超知的マシンは更さらに知的なマシンを設計できるだろう。それによって間ま違ちがいなく知能の爆ばく発はつ的発展があり、人類は置いていかれるだろう。従って、最初の超知的マシンが人類の最後の発明となる。





──I. J. Good









人工知能や特異領域制御装置ＤＣＵの開発によって知能の爆発的発展はすでに訪おとずれています。私が思うにその瞬しゆん間かん、問題の難度も同じく爆発的発展を遂とげたのではないでしょうか。





──西さい条じよう古ふる人ひと















　　　第二章「過去の非科学、未来の科学」
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　プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつに突とつ如じよとして鳴り響ひびく警報、侵しん入にゆう者の存在を告げるその音よりも早く施設の警護にあたっていた自衛隊員達は虚こ空くうへと吞のみ込まれた。

　監かん視しカメラに侵入者の姿が鮮せん明めいに映る。羽は織おり袴はかまを纏まとった和装の男は正面からたった一人で厳重な警備を突とつ破ぱしてきた。日本政府の実験施設にそんな馬ば鹿かげた襲しゆう撃げきを仕し掛かけてきそうな相手は統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派ぐらいしか考えられない。

　統一宗教は正せい導どう十じゆう三さん聖せい騎き士しが一人、織お田だ幽ゆう玄げんは腰こしを落とし刀に手をかけ宣戦布告を行う。

「まやかしの理想郷きようを謳うたう愚おろかか者共よ。見よ。神の裁きはここに下る」

　和装の聖騎士を迎むかえ撃うつため現れたのは三〇余名の自衛隊員だ。彼らは銃じゆう火か器きで武装し、戦せん闘とう用のマテリアルロウをセットアップしたＤＣＵ管理者アドミニストレータである。自衛隊員は迎げい撃げき用の陣じん形けいを敷しき、レーザーライフルを構えた。

「撃うて！」

　自衛隊の一いつ斉せい射しや撃げきによる無数の光線が織お田だ幽ゆう玄げんを強きよう襲しゆうする。それと同時、自衛隊員らが引き金を引く動作でモーションインターフェースが働き、射線上に燃焼バーンのマテリアルロウが展開された。すべてを燃焼させるその特ド異メ領イ域ンに触ふれれば、あっという間に炭化するだろう。

　五秒あれば巨きよ大だいなビルを平らにするであろうレーザーライフルと燃焼バーンの斉射後、自衛隊員らの前方にいた織田幽玄の姿は影かげも形もなくなっていた。

「祈いのれ。そのぐらいの時間はくれてやろう」

　声が響ひびいたのは自衛隊員らの後方からだ。空間転移ルートではない。彼は雨のように張ったレーザーと燃焼バーンの弾だん幕まくを正面からすり抜ぬけ、いとも容易たやすく自衛隊員の背後をとったのだ。

　すぐさま自衛隊員が反転して銃じゆう口こうを向ける。だが、すでにその場所に幽玄の姿はなく、再び背後から声が響いた。

「神を信じぬ汝なんじらに、我の姿は見えはしまい」

「隊列を円形に組み、全方位を索さく敵てき！　見えなくとも撃ちまくれっ！」

　自衛隊員は円状の陣じん形けいを敷しき、互たがいの死角を補いながら、全方位に向かってレーザーと燃焼バーンを乱れ撃ちした。
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　だが、驚おどろくべきことに、三六〇度すべての視界をカバーしているにもかかわらず、織田幽玄の姿は見えなかった。当然、被ひ弾だんさせた手て応ごたえがあろうはずもない。

「隊長、一体、どうすればっ!?」

「休まず撃うてっ！　撃ち続ければ必ず勝機が──」

　指示を出している最中、まるで神かみ隠かくしにでも遭あったかのようにその隊長は忽こつ然ぜんと消しよう滅めつした。自衛隊員らには攻こう撃げきがあった痕こん跡せきさえも見えなかった。

　彼らは迫せまりくる恐きよう怖ふから逃のがれるように、ひたすらレーザーと燃焼バーンの弾だん幕まくを張り続けた。だが、まるで効果はなく、次々と隊員達は何もない空間に吞のみ込まれて消えていく。あっという間に最後の一人となった隊員は、理り不ふ尽じんに強要される死を前に、それが本当に神の裁きなのかもしれないと思ったのだろう。銃じゆうを捨て、神に祈いのりを捧ささげるように手を組んだ。

　そうして、そのまま虚こ空くうへと吞み込まれた。

「喜ぶがいい。汝は正しく導かれた」

　姿を現した織お田だ幽ゆう玄げんがそう呟つぶやく。

　統とう一いつ宗しゆう教きようの理論でいえば、神の教えに従ってのみ辿たどり着ける理想郷きようへの道を妨さまたげ、人を誑たぶらかす悪あく魔まの教え、それが傲ごう慢まんな科学者によるプロジェクトユートピアなのだろう。

　幽玄はそれまで映っていた監かん視しカメラから消え、代わりに遠く離はなれた別の監視カメラが彼の姿を捉とらえた。

　地下実験施し設せつは特ド異メ領イ域ンで作られた要よう塞さいでもある。だが、和装の聖せい騎き士しはいとも容易たやすくそこに足を踏ふみ入れ、仕し掛かけられた防衛用のマテリアルロウや警護にあたっている警備隊員達を悉ことごとくマテリアルロウで生成した刀──天叢雲剣アメノムラクモで斬きり捨て虚空へと吞み込んでいく。この様子では園その崎ざきや賢けん悟ごのいる場所まで辿たどり着くのにさほど時間はかからないだろう。

「正まさ道みち、念のためお前を逃にがすぞ」

「わかっていますね？　ここは最後の砦とりでですよ。何としてでも死守してください」

「あいよ。そうそう好き勝手はやらせねえさ」

「朗ろう報ほうを期待しております」

　正道に空間転移ルートが展開され、地下実験施し設せつより遠く離はなれた自衛隊基地に転移した。その最中にも幽玄は侵しん攻こうを進め、現在は地下三層にいる。一層ごとの面積が小さな街ほどもある施設で、それは信じ難がたい移動速度だ。

　賢悟は正道と園崎のやりとりから、彼らが和装の聖せい騎き士しの存在を予あらかじめ知っていたのだろうと推すい測そくしていた。世界国家第一大学にあった日本政府の研究所を閉へい鎖さに追い込んだのが幽玄だとすれば、この地下実験施設との間に関連性が生まれる。つまり、あの半はん透とう明めい化現象はプロジェクトユートピア、その一計画である人類進化計画に起因する可能性が高い。

「賢悟。見ての通り緊きん急きゆう事態だ。お前も同じ場所へ退たい避ひしてもらう。いいな？」

　これほど早い段階で重要人物とゲストを逃がすのは敵の力が未知数であり、また施設の防衛力に自信が持てないためだろう。なにせ、あの聖騎士が世界国家第一大学の研究所を閉鎖に追い込んだのなら、大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいですらそれを止められなかったということだ。自衛隊にどうこうできる相手ではない。

「照明を落とせ」

「なんだと？」

「いいから敵が侵しん入にゆうしたエリアの照明を落としたまえよ。あのマテリアルロウの正体を知りたいのではないか？」

　自信満々の賢けん悟ごに折れて、園その崎ざきは照明を落とすように指示を出す。侵入者を映していた複数の監かん視しカメラが捉とらえたのは暗くら闇やみの中にどこからともなく差し込んだ一条の光だ。それが消えたかと思うと地下四層に幽ゆう玄げんの姿が現れた。

「かんらかんらよ、予想通りだ。あれは光の性質を持っている。なにをぼやっとしているのだ？　早いところ速度を計算してみたまえよ」

　監視カメラから姿を消し別の監視カメラに映されるまでの時間と移動した距きよ離りから研究員の一人が織お田だ幽玄の移動速度を割り出す。

「びょっ、秒速約三〇万キロメートルですっ！」

「聞いたか？　光の速度というわけだ」

　一秒間に地球を七周半する光の速度を操あやつるマテリアルロウ、それが天叢雲剣アメノムラクモの特性の一つだ。アインシュタインの相対性理論では速度の増加に従って物体の質量が増していき、光速まで加速すると無限大の重さを持つ。そのため、重さのある物体を光速まで加速するには無限大のエネルギーが必要となることから事実上、光速にまで加速することは不可能だ。

　しかし、物理法則に左右されない特ド異メ領イ域ン内では質量を持つ物体が光速にまで加速することを可能とする。

「宗教家が光の性質マテリアルをダウンロードしたってえのかっ!?」

　マテリアルロウを決定づける要素──マテリアルはＤＣＵ管理者アドミニストレータがその物質や現象の特性を正しく観測、認にん識しきした時に初めてダウンロードが可能である。特に性質マテリアルは物質や現象の本質を捉とらえなければならないため、極きわめてダウンロードが困難な代しろ物ものだ。光の性質マテリアルに至っては様々な研究機関がダウンロードを試みているが、成功したという話を未いまだ聞いたことがない。その可能性を除外していたからこそ、園崎重しげ久ひさらは天叢雲剣アメノムラクモの特性に気がつかなかったのだ。

「なに、昨日不可能だったことが今日可能になるなどさして珍めずらしくもあるまい。科学者が一番、特異領域制御装置ＤＣＵを使いこなせるという理論があるわけでもなかろうしな。マーシアハが未来を予知することに比べれば、光速度を操あやつるマテリアルロウなどまだ理り屈くつに適かなっているというものだ」

　予知という単語に園崎は不可解そうな顔をしたが、わざわざ尋たずねている余よ裕ゆうもないようだった。光速度を操る織田幽玄の前に、地下実験施し設せつのセキュリティシステムは次々と突とつ破ぱされ、防護にあたった自衛隊は虚こ空くうへと吞のみ込まれた。光速度は世界の上限速度であり、速さにおいて幽ゆう玄げんに肉にく薄はくするのは不可能に近い。そうかといって、マテリアルロウで張り巡めぐらしたどんな防ぼう壁へきも、天叢雲剣アメノムラクモによって虚こ空くうへと吞のみ込まれる。そのマテリアルロウの特性を完全に解かい析せきしないことには対策の立てようがなく、早すぎる侵しん攻こうに解析を行う時間さえもなかった。

　とうとう和装の聖せい騎き士しは地下九層に敷しいた最終防衛網もうを突とつ破ぱする。その時、研究員の一人が呆ぼう然ぜんと宙を見たまま呟つぶやいた。

「裁きだ。命を神にお返しするしかない」

　佐さ伯えき信しん司じは力なくうなだれて、地面に膝ひざを突ついた。その発言からして彼は統とう一いつ宗しゆう教きようを信しん仰こうするマーシアハなのだろう。統一宗教の信者全員がすべての戒かい律りつを守れるわけではない。敬けい虔けんとは言い難がたい人間もいれば、救いだけを求め神にすがる科学者もいるだろう。たとえ自らの研究が戒律に触ふれていると知っていたとしてもだ。

「命が惜おしくなった途と端たんに神の裁きとやらを信じるか。そいつは随ずい分ぶんと都合の良い信仰心だな。そんなことは科学的にありえないと思っていたからこそ、二足のわらじを履はいたのではないのか！　科学者ならば科学者らしく最後まで自らの科学を信じたまえよっ！」

　研究員を叱しつ咤たする賢けん悟ごを園崎が手で制する。

「お前さんの言っていることは正論かもしれねえが、人はそんなに強くねえんだ。どうしようもなく弱音を吐はきたくなることもあれば、なにもやる気の起きない夜もあるさ。俺達はお前さんと違ちがって科学だけに生きているわけじゃねえんだよ」

　園その崎ざきがうなだれる研究員の前に腰こしを下ろす。

「だがよ、信しん司じ。お前さん、神が死ねって言ったら死ねるのか？」

　研究員は答えない。だが、時間がないにもかかわらず園崎はじっと彼の答えを待った。今にも和装の聖騎士がこの場に乗り込んでくるかもしれない。そんな気の遠くなるような一秒を幾いく度どとなく繰くり返して、ようやく彼は微かすかに首を横に振ふった。

「そうだ。これが裁きだろうと裁きじゃなかろうと俺達は死ねねえんだ。こんなことで命を捨てられるかってんだ！」

「でも、どうすれば？　もう、ここを捨てて逃にげるしか助かる方法はありません！　そんなことをしたら博士はともかく自分達はお払はらい箱ばこですっ！」

「俺だって逃げやしねえよ」

　この地下実験施し設せつに残っている戦力は園崎以下八名の研究員だけだ。どう考えても逃げるのが得策だが、園崎重しげ久ひさは戦うための檄げきを飛ばした。

「なあ、お前ら、絶好の機会じゃねえか！　いっちょ、人類進化計画の人体実験と洒しや落れ込もうやっ！　どうせ死ぬなら科学に殉じゆんじて死にてえだろう？」

　科学だけに生きているわけではない、と園崎は言った。そして、その直後にどうせ死ぬなら科学に殉じて死のう、と。両者の違いがどれほどのものなのか、彼らの間に通ずる心の機き微びは賢悟には計り知れなかった。だが、その言葉が間違いではないというかのように残りの研究員達が全員、覚かく悟ごを決めたかのような顔つきで集まってきた。彼らは互たがいに視線を交かわしては力強く頷うなずき合う。

　園その崎ざき重しげ久ひさはインターフェースを開き領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを選せん択たくする。青い特ド異メ領イ域ンが彼ら八人を覆おおうように展開され、黄色へと変化した。

「技術的特異点テクノロジカルシングラリテイ」

　マテリアルロウが実行される。果たして彼らは知能の共有に成功したのだろうか。いや、よしんば成功していたとして、それでこの危機を脱だつ出しゆつできるものなのか。

「……やはり問題は意識のようだな。だが、悪くねえ！」

　園崎重久は単身で地下九層につながる通路へと向かい、防護用の隔かく壁へきを開ける。そこを突つき進めば間違いなく織お田だ幽ゆう玄げんと鉢はち合あわせするだろう。

「どうするつもりなのだ？」

「決まってるじゃねえか。科学の理想郷きようがどれだけ神の理想郷に近づいたか、あの宗教家にとくと見せてやんのよ！」

　振ふり返りもせず、園崎は通路を進んでいく。

　人類進化計画、その人体実験が今、まさに始まろうとしていた。
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　通路を抜ぬけ、広大な実験場に園崎重久が到とう着ちやくすると、そこには和装の聖せい騎き士し、織お田だ幽ゆう玄げんが待っていた。

「覚かく悟ごはよいか、教育の特異点。神の意に背そむきし科学を広める罪深き科学者よ」

　幽玄は腰こしを落とし、刀の柄つかに手を置いている。

「さあてどうだかな。俺が思うのは神にとっちゃこんぐれえ可か愛わいい悪戯いたずらなんじゃねえのかってことだ。たかだか人間のすることぐれえでああだこうだ口出しするのは器うつわが小せえって言ってるようなもんだぜ」

「神は人の尺しやく度どで測れぬ。ゆえに神なり」

「できる奴やつができない奴に合わせてくれねえなら一体どうしろってんだ？」

「科学を捨て神に従うがいい」

「できねえ相談だ」

　ごく自然に幽玄が刀の柄を握にぎる。僅わずかな殺気さえもこもらぬ声で聖騎士は言った。

「愚おろかな人よ。汝なんじを正しく導こう」

　まるで祈いのりの所作の如ごとく織田幽玄は天叢雲剣アメノムラクモを抜く。その速度は光と等速、ゆえに肉眼で捉とらえられる限界を遙はるかに超こえ、ただ星の瞬またたきのように手元が煌きらめいて見えるだけだ。知覚する間すら与あたえず目の前の敵を虚こ空くうに吞のみ込む必殺の一刀、しかし、園その崎ざきはその刀を視界にはっきりと捉とらえ躱かわしていた。

　間かん髪はつ入いれず再び天叢雲剣アメノムラクモが煌めく。目にも映らぬ光速の刃やいばが園崎の周囲に展開された特ド異メ領イ域ン内に侵しん入にゆうした瞬しゆん間かん、その刀身を露あらわにした。厚さ三〇センチほどの特ド異メ領イ域ンに対して光速度を誇ほこる刀は遅ち々ちとして進まず、約一秒をかけてようやく突とつ破ぱした。当然、園崎は悠ゆう々ゆうと身を躱している。

「汝なんじは一人ではないな？」

「いいや、一人だぜ。ただし、脳だけは別だがなあ！」

　園崎の周囲に展開されているのは距離倍増エクステンデツト、特ド異メ領イ域ン内の距きよ離りを一〇倍にするマテリアルロウだ。それを園崎は九つ重ねがけしている。つまり、特ド異メ領イ域ン内の距離は一〇の九乗、見た目には三〇センチの空間が実は三〇万キロメートルという途と方ほうもない長さを持つことになる。光速は秒速約三〇万キロメートルであるため、園崎の距離倍増エクステンデツトを突破するのに約一秒かかる計算だ。

　特ド異メ領イ域ンの重ねがけは本来、数を増すごとに困難になる。たとえば、すでに展開されている同種の特ド異メ領イ域ンの上に新たな特ド異メ領イ域ンを展開する場合、一つ目の特ド異メ領イ域ンを展開する分の脳容量も必要となる。特ド異メ領イ域ンを一つしか展開していないのに、二つ分展開するのと同じだけの負担がかかるということだ。一人で二つの特ド異メ領イ域ンを重ねがけるなら三つ分に等しく、三つ重ねがければ六つ分、四つなら一〇個分、五つなら一五個分と重ねがけの数が増すごとに負担も大きくなる。一人で九つもの特ド異メ領イ域ンを同時に展開することは言うまでもなく困難であり、重ねがけを行うなら輪をかけて難しい。

　これを成し遂とげたのが、園崎が展開している技術的特異点テクノロジカルシングラリテイ、つまり知能の共有である。園崎は今、他ほかの七人の研究員と脳を共有している。それは脳の一部である特異領域制御装置ＤＣＵも同じく共有しているということだ。今の彼は、八人分の知能と八台分の特異領域制御装置ＤＣＵを操あやつることができるのだ。

「真空地帯バキユーム」

　園崎は反はん撃げきとばかりに実験場を広く覆おおう特ド異メ領イ域ンを展開する。八台の特異領域制御装置ＤＣＵは広大な範はん囲いの特ド異メ領イ域ンにもかかわらず、あっという間にマテリアルロウを実行した。真空状態を生み出す真空地帯バキユームの範囲内では酸素がなく声も伝わらない。幽ゆう玄げんのボイスインターフェースを封ふうじると同時に窒ちつ息そくへと追い込む。

　だが、幽玄の移動速度は光速だ。出口の塞ふさがっていない実験場において真空地帯バキユームの範囲外に出るのは容易たやすい。園崎の目的はあくまで実験施し設せつの防衛、あえて退く余地を残し幽玄に撤てつ退たいを促うながしたのである。

　戦略的には一度、実験場から出るのが最良の手であろう。それでも、織お田だ幽玄は一歩たりとも下がらなかった。真空の中、天叢雲剣アメノムラクモを煌きらめかせ園その崎ざきめがけて刃やいばを振ふるう。斬きった物体を虚こ空くうへと吞のみ込む凶きよう刃じんは距離倍増エクステンデツトの壁かべに阻はばまれ、一秒間の猶ゆう予よを得た園崎はそれを危なげなく回かい避ひする。見たところ幽ゆう玄げんは真空地帯バキユームの対策を行っていない。このまま躱かわし続ければ呼吸困難に陥おちいるだろう。

　幽玄は一歩踏ふみ込み、横よこ薙なぎの一刀を放つ。身を低くしてそれをやりすごすと、間かん髪はつ入いれずに上段から刃が振り下ろされる。加ア速ク装セ置ルを展開、サイドステップで身を躱す。それを読まれたのか、幽玄は刀を鞘さやに戻もどしながらもピタリと園崎に追従し、彼の頭部へと居合いを放った。スウェーバックでそれを避よけつつ、敵の愚ぐ直ちよくな前進の理由を知ろうと、故意に僅わずかな隙すきを作る。その勝機に織田幽玄は居合いを放とうとはせず、刀の間合いの更さらに内側がわへ、光速移動で詰つめ寄ってきた。

　距離倍増エクステンデツトも真空地帯バキユームも園崎自身が影えい響きようを受けないように展開されているため、至近距きよ離りには当然、特ド異メ領イ域ンの穴がある。確かに、そこから天叢雲剣アメノムラクモを展開されれば園崎にも躱す術すべはない。

　特ド異メ領イ域ンを越こえるつもりの幽玄は真まっ直すぐ前進しながらも、距離倍増エクステンデツトの一番分厚い箇か所しよに天叢雲剣アメノムラクモをぶつけてきた。その刃が園崎に届くまで三秒は軽くかかる。明らかに悪手に見えるその一手は、園崎が先さき程ほど行ったのと同様の誘さそいであろう。

　わざと隙を作り、園崎が反撃に転じた瞬しゆん間かんを狙ねらって、距離倍増エクステンデツトと真空地帯バキユームの内側に入るつもりなのだ。肉を切らせて骨を断とうとは、いかにも統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派らしい前時代的な思考だ。

　生あい憎にく、園崎は時間が経たてば呼吸困難で死ぬ相手に、リスクを冒おかしてまで攻こう撃げきしようなどというつもりはなかった。

　大きく間合いをとるように、園崎はバックステップする。同時に加ア速ク装セ置ルを展開すると、その後退が急加速した。このまま距きよ離りを保って逃にげ回ればそれで終わりだと彼が勝利を確信した瞬しゆん間かん、目の前にいたはずの幽玄の姿が消えた。

　索さく敵てきしようとしたのはコンマ五秒にも満たない。五本の指に締しめ上げられた右腕うでが幽玄の位置を教えた。背後である。展開した距離倍増エクステンデツトは全方位を覆おおっているため、幽玄が光速で移動したとしても一瞬の間に背後をとることは不可能だ。しかし、園崎から幽玄に接近する場合は別である。距離倍増エクステンデツトは園崎の移動に合わせて展開座標を変えるため、加ア速ク装セ置ルで急加速しただけで容易たやすく接近できてしまう。

　幽玄はわざと園崎が距離をとるように仕向けた。そして、その瞬間に光速移動で進行方向へと回り込み、園崎自身が自分の元へと接近してくるように計ったのだ。まるで初しよ手ての居合いから足あし捌さばき、悪手を装よそおったあの誘さそいに至るまで、どの攻撃をどう躱し、そして園崎がどういう思考をするかまで、そのすべてが詰つめ将しよう棋ぎの如ごとく掌しよう握あくされていたかのようだった。

　次の一撃はどんなに遅おそくとも避さけられそうにない。

「我が流派の神しん髄ずいは速きに非あらず。この心の刃は一光年の距離があろうと汝なんじを斬きろう」

　音が耳に届くよりも速く天叢雲剣アメノムラクモが肉に食い込む。間かん一いつ髪ぱつ、体に距離倍増エクステンデツトを展開するのが間に合い、園その崎ざきは肩かたに刃やいばが五センチ通ったところで幽ゆう玄げんの手を振ふり払はらい、その勢いのまま地面を転がって後退した。

　異変に気がついたのは直後のことである。斬きられた肩に傷口はなく、代わりに黒い線が走っていた。そして、その黒線に体が吸い込まれていくのだ。距離倍増エクステンデツトを展開していたため、すぐに全身を吞のまれることのなかった園崎は常温融解メルトのマテリアルロウを展開し、肩を溶とかして体から切り離はなした。地面に落ちた肩は虚こ空くうへと消え、黒い線も同じく消しよう滅めつした。

「なるほど。ブラックホールってえわけだ」

　あわや、それに吞み込まれる寸前だった園崎は全身に汗あせを滲にじませながらも、天叢雲剣アメノムラクモの解かい析せきを行った。恐おそらく、天叢雲剣アメノムラクモはブラックホールの性質マテリアルも利用しているのだろう。すべてを吞み込むブラックホールの性質を応用して傷口をブラックホール化、斬った物質のみを吞み込むようにセットアップしたのだ。

「だが、その現象は対処可能のようだぜ」

　再生手術オペのマテリアルロウを使い園崎は失った肩を再生、同時に球状の距離倍増エクステンデツトで幽玄の周囲を覆おおっていく。和装の聖せい騎き士しはそれでも退ひくことをせず、天叢雲剣アメノムラクモを抜ぬいた。しかし、今度は幅はば三メートルの特ド異メ領イ域ンがそれを妨さまたげる。九つ重ねがけした距離倍増エクステンデツトにより単純計算でもその距きよ離りは凡およそ三〇〇万キロメートル。天叢雲剣アメノムラクモでも突とつ破ぱするのに一〇秒以上の時間がかかる。

　更に園崎は球状の距離倍増エクステンデツトが分厚くなるように特ド異メ領イ域ンを継つぎぎ足たしていく。敵には真空地帯バキユームを防ぐ術すべはなく、園崎は天叢雲剣アメノムラクモに対処できるなら持久戦が有利だと判断したのだ。

　そうして距離倍増エクステンデツトの球体は一〇メートルの厚みを持った。最も早はや、呼吸困難でこれ以上は動けないのか、その間、織お田だ幽玄は何もせずにその場でじっとしていた。そろそろ真空地帯バキユームを展開してから一〇分が経過する。これ以上はあの聖せい騎き士しとて戦えまい。園崎が勝利を確信すると、幽玄が静かに刀を抜いた。

　居合いを放つ力さえ残っていないのか、和装の聖騎士は天叢雲剣アメノムラクモの刀身を見せ、そのまま園崎へと切っ先を向ける。光の速度で刃を振るっていた時と比べて見る影かげもないその緩かん慢まんな動作に、全力の攻こう撃げきは後一回が限界だろうと見積もり、園崎は全身の気を張り詰つめるようにして最後の一刀に備える。

　一歩、滑すべるような歩法で前に出た幽玄の次の行動は完全に園崎には想定外だった。彼は、あろうことか抜いた刀をそのまま鞘に納めたのだ。

　一体何のつもりなのか、頭が理解するよりも早く体がそれを実感する。園崎の体は胴どう体たいを真っ二つに切断されていたのだ。激痛より強く疑問が脳内を駆かけ巡めぐる。球体の距離倍増エクステンデツトに覆おおわれた幽玄の刀は、こんな一いつ瞬しゆんで園崎に届くわけがない。しかも、幽玄は刀を抜いたのではなく、逆に納めたのだ。原因がなく、結果だけが発生している。これは何だ？　一体、奴やつは何をしたのだ？

　疑問だらけの思考の中、とにもかくにも園崎は切断された胴体を再生するために再生手術オペを展開しようとした。だが、できなかった。思考が、意識が、まったくまとまらず、混乱だけがただ頭の中を広がっていくのだ。それは複数の脳をマテリアルロウで無理矢理つなぎ合わせた弊へい害がい、他ほかの研究員達の混乱した意識に園その崎ざきの意識が吞のみ込まれているのだ。

「ちっくしょうめが。こんなときによおっ！」

　知能を共有するマテリアルロウ、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイが未いまだ不完全であることを園崎は重々、承知していた。複数の意識が混ざり合い混同してしまうことも予想することはできた。そのため、彼は今回の技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを人体実験と称しようしたのだ。

「喜べ、汝なんじは正しく導かれた」

　園崎はいつのまにか幽ゆう玄げんに接近を許していたが、彼はマテリアルロウを展開するどころか身動きすらままならず、喉のど元もとに刃やいばを突つきつけられるのを黙だまって見ているしかなかった。

「世界の『外側がわ』に近づくな」

　和装の聖せい騎き士しは刀身を鞘さやに納める。因果を無視するような刃に斬きり裂さかれ、園崎重しげ久ひさは絶命した。
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　防音の観測室内に足音が聞こえてくるような気がした。正しよう真しん正しよう銘めい、最後の砦とりでであった園崎を失った研究員ら七名はパニックすら起こす気配はなく死を覚かく悟ごしたかのように意気消しよう沈ちんしている。あるいは、それは彼らに展開された技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの弊害だったのかもしれないが、今の賢けん悟ごには知る術すべもない。

　緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用エレベーターのドアを開き、とにかく力尽づくで研究員らを叩たたき込もうとしたその瞬しゆん間かん、目の前がぱっと瞬またたくような光に照らされ、見れば織お田だ幽玄がそこに立っていた。観測室を守る一二枚もの分厚い隔かく壁へきは残らず消しよう滅めつしていた。

　和装の聖騎士が放つ圧あつ倒とう的な死の重圧の前にさすがの賢悟も言葉を失う。静せい寂じやくが室内を覆おおう中、衣きぬ擦ずれの音がそっと聞こえ、織田幽玄は静かに刀を抜ぬき、そしてゆっくりと鞘さやに納めた。まさに一瞬、いやそれよりもなお速い。その一挙手一投足に注意を払はらっていたにもかかわらず、気がつけば研究員全員の頭部が両断されていた。

　織田幽玄が振ふり向き、賢悟を見やる。視線の威い圧あつを受けながらも、彼はどうすれば和装の聖騎士を出し抜き、緊急脱出用エレベーターに乗り込めるかを考えていた。

「我は統とう一いつ宗しゆう教きよう、正せい導どう十じゆう三さん聖騎士が一人、織田幽玄。理から外れし科学の落とし子よ。汝は『外側がわ』に最も近い。この世で最も罪深き科学者だ。救いを欲するなら、その命を神に差し出すがよい」

　迂う闊かつに答えれば認にん識しきする間もなく命を断たれる。全身から嫌いやな汗あせが流れ、心臓がうるさいほどの音を立てる。

「理から外れしってのは、吾輩わがはいが遺伝子工学によって生み出されたデザインベビーだってことを言いたいのか？」

　尋たずねながら、賢けん悟ごは自然な仕草を装よそおい、観測室の制せい御ぎよパネルへと近づいていく。

「左様」

「そいつは誰だれから聞いたのだ？」

『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』によって地球上からは多くのデータが失われた。公的には賢悟が旧科学のデザインベビーだと表すものは何もない。それを知っているのは賢悟と親しいごく一部の人間か、あの悪あく魔まの研究計画に携たずさわった者だけだ。

「園その崎ざき重しげ久ひさだ」

　マーシアハは噓うそをつくことが許されていない。過激派になるほど敬けい虔けんな信者であれば、その戒かい律りつを遵じゆん守しゆするだろう。そして、賢悟と園崎重久は特に親しいわけではない。今回の人類進化計画を企き画かくしたのが園崎である以上、かつて同名だったその計画にも彼が関かかわっていたと考えるのが妥だ当とうだろう。

「愚おろかな科学の落とし子よ。今日こそ、神の意志を知るがいい」

　織お田だ幽ゆう玄げんが賢悟を見据すえたまま、そっと刀を握にぎる。

「その前に聞かせてもらえまいか？　なにも知らず命を返すのは納なつ得とくができないのでな。なに、勝ち目がないのはよくわかった。今いま更さら、この状じよう況きようで悪あがきをしようなどと考えるわけがなかろうよ」

「一つ、答えよう。なにが知りたい」

　賢悟は最も核かく心しんに迫せまる質問は何かと頭をフル回転させながら、制せい御ぎよパネルの前に位置取る。そして、和装の聖せい騎き士しに問うた。

「世界の『外側がわ』に、触ふれてはいけないほどのなにがあるというのだ？」

　幽玄が答えに詰つまった僅わずかな隙すきに、室内の照明をすべて落とす。続いて警報音を鳴らし、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用エレベーターの何台かを無人のまま発進させた。

「禁きん忌きだ。我々が決して知ってはならぬものがそこにある。ゆえに我はそれを知らぬ」

　甲かん高だかい警報を上うわ塗ぬりするかのように重低音の声が響ひびく。

「汝なんじがどこに身を隠かくそうと、世界の果てまで逃にげようと、その罪ざい業ごうからは逃のがれられるものではない。我は人を正しく導く神の使徒なり。たとえ五感を失おうと我の心には汝が映る。人の知ち恵えの空むなしきを知れ、科学の落とし子よ！」

　賢悟は緊急脱出用エレベーターに乗り込み、迷うことなく発進のボタンを押す。光が目の前を走ったかと思うとガゴンとエレベーターが揺ゆれ、上じよう昇しようすることなくその場に停止した。間かん髪はつ入いれずエレベーターの扉とびらが虚こ空くうに吞のみ込まれ、その先で織田幽玄が刀を構えていた。彼は言葉通り視覚と聴ちよう覚かくが役に立たない状じよう況きようで、その緊急脱出用エレベーターに賢悟が乗っていると見抜ぬいたのだ。

「喜べ、汝なんじは正しく導かれた」

　逃にげ場のないエレベーターの中で、織お田だ幽ゆう玄げんが光の速度で天叢雲剣アメノムラクモを抜ぬく。だが、彼は突とつ如じよとしてその刃やいばの軌き道どうを変え、独こ楽まが回るように体を反転させて背後を斬きり裂さいた。

　幽玄が被かぶった笠かさの下で眉まゆ根ねを寄せ、表情を険しくする。

「汝の命は神に返したはずだ」

　誰だれが再びスイッチを入れたのか、観測室に灯ともった照明が照らしたのは、筋骨隆りゆう々りゆうとした厳いかつい顔立ちの男──先さき程ほど、織田幽玄に殺されたはずの園その崎ざき重しげ久ひさだった。たった今、天叢雲剣アメノムラクモに斬り裂かれた体も虚こ空くうに吞のみ込まれることなく、黒線さえ浮かんでいない。

「おかげさんでな。だが、なんだ。奇き跡せきは神の専売特許ってわけでもねえ。あんまり科学を舐なめんじゃねえぞ、宗教家」

　園崎の背後には頭を両断されたはずの研究員達が立っていた。いかに特異領域制御装置ＤＣＵでも、どんなマテリアルロウでも、死んだ脳を蘇よみがえらせることはできない。少なくとも、これまでの科学ではそうだ。

　幽玄は抜き放った刀の切っ先を園崎に向け、鞘さやに納める。正体不明の刃が蘇った科学者を襲おそうも、彼はやはり無傷だった。

「舐めんじゃねえって言ってんだろっ！」

　園崎は拳こぶしを固く握にぎりしめ、和装の聖騎士に殴なぐりかかった。その最中さなか、天叢雲剣アメノムラクモの刃に幾いく度どとなく斬られたが、一いつ顧こだにせず彼は拳を突つき出した。織田幽玄は寸前でそれを避さける。しかし、彼の回かい避ひ場所をくまなく網あみ状の常温融解メルトが覆おおっていた。右腕うでと右足の数カ所、胴どう体たいの三分の一を融ゆう解かいにより失った和装の聖せい騎き士しは今度は一転して逃げの一いつ手てを打つ。幽玄が目にも映らない速度で退しりぞき、彼の声だけがその場に残された。

「傲ごう慢まんな科学者よ、よく覚えておけ。人の身に余る奇き跡せきは滅ほろびの前兆だ」
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「テロリストの撃げき退たい、本当にご苦労でしたね。それにしてもさすがは園崎博士、大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいさえも手を焼いた織田幽玄を退けるとは素す晴ばらしいの一言に尽つきます」

　自衛隊基地に退たい避ひしていた鈴すず木き正まさ道みちは織田幽玄撃退の朗ろう報ほうを聞くと、そう感想を漏もらした。

「世辞はいいがよ。俺ら以外は全員、生きちゃいないと思うぜ。どうすんだ？」

「そうですか。非常に残念ですが、だからといってプロジェクトユートピアを中止するわけにもいきません。本プロジェクトは日本政府の悲願です。代わりの科学者は至急、用意いたします。人類進化計画だけでも先にスタートさせ、我々がテロに屈くつしないという姿を統とう一いつ宗しゆう教きように見せつけましょう」

　それを聞くと園崎重久は豪ごう放ほうな笑えみを見せ、

「そっちの方は良い報しらせがあるぜ。第二プランの実験が思いの外、上う手まくいったからな。後、数回実験を試ためしてデータをまとめれば、一ヶ月以内には計画が実じつ施しできるんじゃねえかな」

「それは朗ろう報ほうでございますね。では、予定通り一週間後にプロジェクトユートピアの発表を行いましょう」

　心なしか鈴すず木き正まさ道みちの声が弾はずんでいるように感じる。ここでは科学者はいくらでも取とり替かえのきく代用品でしかないのだろう。死者が出たために研究を中止するというのは賢けん悟ごとて望むところではないが、あまりの命の軽視に吐はき気けさえ催もよおしそうだ。園その崎ざき重しげ久ひさも鈴木正道も、とても死者の死を悼いたんでいるようには見えない。彼らの頭の中にあるのは本当にプロジェクトユートピアのことだけだ。

「一いちノの瀬せ先生、いかがでしょう？　こういう状じよう況きようですから、こちらとしても有能な科学者の方の助けを是ぜ非ひともお借かりしたい。報ほう酬しゆうは先生の言い値で結構です。先生の自由を拘こう束そくするようなことはしませんし、また必要なものもわたくし共で用意いたしましょう。是非ともプロジェクトユートピアに参加して例の救出計画を実行してみてはくださいませんか？　聞けば先生も織お田だ幽ゆう玄げんに命を狙ねらわれていたようですから、彼を撃げき退たいした園崎博士と一いつ緒しよにいることは身の安全にもつながるかと存じますし」

　正道が一いつ般ぱん的に考えれば魅み力りよく的であろう条件を提示する。日本政府が相当、切せつ羽ぱ詰つまっている証あかしだろうが、それにしても破格だ。恐おそらくは後々、賢悟が独どく自じ開発した特異領域制御装置ＤＣＵについて何らかの打だ診しんがあるに違ちがいない。

「考えさせてもらえますか？」

「勿もち論ろんですとも。ではまたこちらから連れん絡らくするようにいたしましょう。園崎博士もなにか必要なものがあればおっしゃってください。一いつ旦たん、失礼します」

　通信が切断され、ホログラム・ディスプレイに映っていた正道の映像が消える。

「随ずい分ぶんと渋しぶるじゃねえかよ。別に悪くねえ条件だと思うが、宮仕えは嫌きらいってか？」

「いいや、気に入らないのは人類進化計画の方でね。ただの偶ぐう然ぜんだと思いたいのだが、吾輩わがはいは同じ名前の計画を知っているのだ。悪夢のような研究をな」

　何気ない質問に対して賢悟はカマをかけるように確信を持った表情で切り返す。

「そりゃ奇き遇ぐうなこったな。まあ、名前はともかくだ。人は進化しなきゃならねえんだ。それもこれまでのように何億年なんて悠ゆう長ちような時間をかけている暇ひまもねえ。なぜだかわかるかよ？」

　賢悟が知っている人類進化計画とは関係がないとでもいうように、園崎は話題を変えた。

「そいつは興味深い話だ。ついでに理由も教えてもらえるとありがたい。吾輩はとんと心当たりがないのでな」

「そうでなけりゃ人類は絶滅したっておかしくねえからだ。自らの生み出した科学の進歩についていけなくなってな。統とう一いつ宗しゆう教きようがやってることは極きよく端たんだが、言っていることはあながち間違いだとは言い切れないってことさ」

　確かに現在の科学は四年前のそれと比べると格段に進歩している。かつては科学の取り扱あつかいを間ま違ちがえてもせいぜい数百キロ範はん囲いで人が住めなくなる程度のことしか起きなかった。今では下手をすれば地球全体に被ひ害がいが及およぶ可能性がある。近年発生したレベル４の特異領域災害ドメインハザード、コンクリート崩ほう壊かい事故が良い例だろう。このまま科学が発展すれば、それこそ事故が起きた際の被害は地球だけに留とどまらず、宇宙全体を巻き込むかもしれない。

「電子レンジを使う感覚で特異領域制御装置ＤＣＵを使っていれば、いつかはそういうことが起こるやもしれんがな。生あい憎にくと吾輩わがはいには人がそれほど愚おろかだとは思えんよ」

「だから、お前さんには持たざる者の気持ちがわかってねえってんだ。人間って奴やつはな、この上なく愚かな生き物で、その上途と方ほうもなく馬ば鹿かなもんだ。そうじゃなけりゃ、お前さんがこの世に生まれることもなかったんじゃねえか？」

　賢悟が振ふった話題を自ら逸そらしておきながら園その崎ざきは唐とう突とつに話を戻もどしてきた。

「……貴様、やはりあの人類進化計画の関係者か？」

　ふつふつと胸の奥底から強い感情が湧わき上がる。それは怒いかりなのか、憎にくしみなのか、それとも恐きよう怖ふなのか、形容し難がたいその気持ちは確かに体の中を渦うず巻まいて、賢けん悟ごを突つき動かす。

　園崎が賢悟の問いに頷うなずいた瞬しゆん間かん、彼は渾こん身しんの力を込めて園崎重しげ久ひさを殴なぐり飛ばした。

「貴様っ！」

「いきなり何をする！」

　喚わめく研究員を賢悟は無言で睨にらみつけた。

「吾輩を生んでくれたことを否定するわけではないがな。その方法はとても黙だまって容よう認にんできるものではないぞ。科学で命を弄もてあそんだ罰ばつがそれぐらいですんだことを感謝したまえっ！」

　科学が夢だと信じるからこそ賢悟はその闇やみを忌いみ嫌きらう。だが、彼自身を生み出したのは他ほかでもない、その科学の闇なのだ。避さけようもない強い矛む盾じゆんが胸の奥に燻くすぶり、彼の心中を焼き焦こがしていた。

「……思ってねえさ」

「ほう？」

「俺もこれぐれえで済むとは思ってねえ。俺が犯おかした間違いはお前さんをこの世に生み出したことだけじゃねえんだ。研究機関を解体させただけじゃ足りなかった。お前さんの父親にお前さんを預けたのは間違いだった」

　倫りん理りと法を犯した人類進化計画、その終しゆう焉えんは研究を行っていた科学者による密告だった。彼は恩師である一いちノの瀬せ教授に研究内容を打ち明け、まもなく警察が研究施し設せつを捜そう索さくし、研究員の殆ほとんどが逮たい捕ほされた。園崎の話から推すい測そくするに密告した科学者が彼なのだろう。

「お前さんは数字に対して極きわめて有用な共感覚を持つように設計されたデザインベビーだ。だが、実際には設計と違い、お前さんの脳にはなんの共感覚も宿らなかった。誰だれもがまた失敗だと思ったもんだ。本当にそうならなんの問題もなかっただろうがな。しかし、特とく異い領りよう域いき理り論ろんの発表さえもされていなかったその時に、お前さんはすでに特異点に対する共感覚を身につけていたんだ」

　共感覚とは音に色がついたり、数字に形がついて見えたりと、ある刺激が本来起こる感覚以外に別の種類の感覚をも引き起こすことを言う。数字に色や形が伴ともなって見えることで、その形状や色から高度な数式の答えを一いつ瞬しゆんで出した例もある。本来、目には見えない特異点を肉眼で見ることができる賢けん悟ごには確かに特異点の共感覚が備わっていると言っていいだろう。

「お前さんはＤＣＵ管理者アドミニストレータにも認にん識しきすることのできねえ『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を認識することができるってんだろ。それがどれだけ恐おそろしいことか、お前さんには理解できねえ。お前さんが理解してねえってことが一番の脅きよう威いだ」

「だから、殺しておけばよかったとでも言うつもりか？」

「だから、人類進化計画を続けてんだよ。一いちノの瀬せ賢悟という科学の化け物を生み出してしまったからこそ、その償つぐないのために俺は人類すべてを高みへと進化させなきゃならねえ」

「ではなんだ。凡ぼん人じんがどうのこうの言ってたのは方便か？」

「そっちも噓うそじゃねえんだけどな。まあ、一石二鳥ってやつだ」

　園その崎ざきが言っているのは多少の理り屈くつは伴ともなうが、基本的には織お田だ幽ゆう玄げんが言ったことと同じだ。科学が人類を絶ぜつ滅めつさせるというのは勿もち論ろん、ないとは言い切れないし、絶対にあるとも言い切れない。賢悟がそのきっかけとなる科学を生み出すかといえば、やはりあるかもしれないし、ないかもしれない。

「織田幽玄の理屈が交通事故をなくすために自動車をなくせばいいというものだとするなら、貴様は人類全員を天才ドライバーにすればいいと言っているようなものではないか。どちらも現実的ではあるまいよ」

「それは乗っている車が普ふ通つうのものだとすればの話じゃねえか」

「なにが普通ではないというのだ？」

「だから、お前さんは自覚がたりねえってんだ」

　園崎はその厳いかつい顔で凄すごむようにして言う。

「絶対に忘れんじゃねえぞ。お前さんは科学を人の手に余る領域まで引き上げる危険な存在だ」
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　記き憶おくを遡さかのぼる。どこまでも、どこまでも、夢のような夢を見ている。

「そう、私は夢を見ているようです」

　カナは呟つぶやく。

　──夢には誰だれか知っている奴やつはいたか？

　声が響ひびく。大好きなマスターの声に促うながされ、カナは記憶の底に潜もぐっていく。辿たどり着いた先は夢の中、そこには自分とよく似た、自分よりも幼い少女がいた。

　その子はいつも兄の後ろについて回っていた。彼女の兄は幼いながらも科学に魅み入いられ、アインシュタインの相対性理論に強い興味を抱いだいていた。外でスポーツをするよりも、家でゲームをするよりも、父の書しよ斎さいにある科学の論文を読むことを好む兄との遊びは大たい抵ていが科学実験で、少女は楽しみながら高度な科学を学んでいた。多分、知識だけでいえば、感覚で物事を理解している兄よりもずっと上であっただろう。

　父親は理工系の大学教授だったからか、祖父から受け継ついだ自宅の古道場を研究室に改造しており、そこが専もつぱら彼らの遊び場となっていた。

　ある日、いつものように兄と一いつ緒しよに自宅の研究室を訪おとずれると父が作業着のベルトに模造刀を引っ提さげ、一見しただけで素人しろうとだとわかる構えのまま刀を数センチだけ抜ぬいたり戻もどしたりと珍ちん妙みような動きをしていた。研究室の隅すみの方に置かれていた文ぶん献けんの題名は『気功科学』で、その横に置かれていたＤＶＤのパッケージには『剣けん術じゆつ気き功こう』と記されていた。

　すっかり科学の虜とりことなっている兄と少女は、気功なんて非科学的なものにどうして研究者である父が手を出しているのか疑問で仕方がなかった。子供ながらに父は働きすぎで頭がどうかしてしまったのかと心配したものだ。

　彼らの疑問に父はこう答えた。世の中のすべてを科学で解明できるわけではない。非科学というものの中にはまだ科学として成立していないだけのものも存在するんだよ、と。更さらに、彼らの祖父が古流剣術の使い手で剣術気功なるものを操あやつったことを教えてくれた。晩年、視力と聴ちよう力りよくを殆ほとんど失っていた祖父が、その刀でもって飛ぶハエを見事に切り落としたのだそうだ。しかも、その腕うでは瘦やせ衰おとろえていて、普ふ段だんは箸はしと茶ちや碗わんを持つのにさえ一苦労だったらしい。

　それが剣術気功の為なせる業わざなのだとしても科学では未いまだ気の正体がつかめていない。もしかすれば、科学が一生届かない神秘というものもこの世にはあるかもしれない、そう父は言った。

　兄は興味深そうに父の言葉に耳を傾かたむけていた。少女は気功なんて怪あやしいものを研究してお金が稼かせげるのかが気になった。父はたまにはこういう研究もいいと思っただけで、仕事は別にちゃんとやっていると少女を安心させてくれた。子供はもう少し夢を持っていいんだぞ、と苦言かのようにつけ足されたのが余計だった。

　科学を学んでいくうちに少女は夢を持てなくなった。サンタクロースはいるわけがないし、悪いことをしても罰ばちは当たらない。王子様は待っていてもやってこなければ、お姫ひめ様には一生なれない。だから、同年代の女の子達の言うことは何だか非現実的なことが多くて、同年代の男の子達の言うことは非科学的なことが多いように思えた。

　けれど、一いつ緒しよに科学を学ぶ兄は未いまだ夢を追いかけているようで、それは相対性理論や量子論の先にある科学的かつ現実的な夢だったのだ。そんな素す敵てきな夢を自分も持ちたいと思い、兄の後ろを一日中追いかけた。おかげで、少女は年とし頃ごろに成長しても親が呆あきれるぐらいにお兄ちゃん子だった。

　少女はあまり寝ねつきの良い方ではなく、どうしても眠ねむれない夜が週に一度は必ずあった。そんな時には決まって兄の寝ね床どこに潜もぐり込むのだ。そうすれば人肌の温ぬくもりに溶とけていくように穏おだやかな眠りにつくことができる。翌朝、いつまでも眠り続ける二人を起こしに来た母親に同じ布ふ団とんで寝ているところを目もく撃げきされ、昔からちっとも成長していないと笑われるのがお決まりだった。

　少し変わっていて、だけどそれほど特別だとも言えないような少女の夢を、カナはたまに見るようになった。それはいつからだったろう。記き憶おくを遡さかのぼり一番最初を思い出す。そう、あの和装の聖せい騎き士し、織お田だ幽ゆう玄げんに出会った日からだ。

「不思議に思います」

「なにが不思議なのだ？」

「私の人工知能にはその少女の記憶は存在しないはずです」

　カナが製造されてからまだ一年にも満たない。記憶を失わない人工知能は、自らの保有する記憶を瞬しゆん時じに思い出すことができる。だが、頭の中のどこにもその少女の姿は存在しない。

「故障したんでしょうか？」

「故障ではあるまいよ。その少女の記憶はなくて正しいのだ」

　自分が壊こわれていないことは嬉うれしい。だが、疑問は残る。

「でも、それならマスター、私が見たのは一体、なんですか？」

「面おも白しろいことにその少女のエピソードは吾輩わがはいもよく知っていてな。そいつは恐おそらく我が妹、一いちノの瀬せ佳か奈なのものだろうよ」

　それなら、カナの意識は佳奈のものなのか？　意識には記憶も含ふくまれているのだろうか？　けれど、だったらなぜすべてを思い出せないのか？

「マスター、私がマスターの妹だったら嬉うれしいですか？」

「まあ、嬉しいといえば嬉しいがな。別段、そうでなかったところで困るわけでもあるまいよ」

　自分は一体、何者なのか。わからなくて少しだけ胸がざわつく。心の落ちつけどころがないようで不安なのだ。佳奈であればいいと思う。そうすれば、彼女のマスターが喜ぶだろう。マスターが本心で望んでいるのは彼の妹だから、自分がそうであればいい。本音を言えばただ怖こわいのである。この体も、この名前も、すべてがマスターの妹を模したものだ。彼が何を言おうと、カナが妹の器うつわとして製造されたことは明白である。

　もしも、意識型人工知能ロボットとしての役目を終えた時、妹ではないカナはマスターに捨てられてもおかしくはない。それが彼女にとって何よりの恐きよう怖ふであった。
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　賢けん悟ごがいつも利用している研究室にはダブルベッドがある。しばしばここに顔を出す眠るスーパーコンピュータこと天あま川かわ理り璃りが置いていったのだ。無論、マテリアルロウで生成したものである。

　理璃がいない時は専もつぱら賢けん悟ごがこのベッドを使っており、昨日もカナの夢について色々と思案したあげく倒たおれ込むようにここで眠ねむったのだ。賢悟が目覚めると、カーテンが開けっ放しの窓から日の光が差し込んでおり、その向こうで鳴く鳥が朝を告げていた。賢悟は重たい瞼まぶたを何とか開き、体を起こそうとする。だが、上う手まくいかなかった。

　何かが体の上に覆おおい被かぶさり、動きを妨さまたげているのだ。布ふ団とんの上には特に何も乗っかっていない。一体、何だと賢悟は布団をめくった。

　真っ先に見えたのは長い黒くろ髪かみ、次に浴衣ゆかただ。その全体的にスレンダーな体つきから彼女が意識型人工知能ロボット、カナであることを賢悟は悟さとる。はだけた浴衣から伸のびた片足が賢悟の下半身に絡からまり、薄うすく膨ふくらんだ胸を賢悟の上半身に押しつけるようにして半身を寄せている。

　昨日、カナが言っていたように、よく妹の佳か奈なもこうして賢悟の寝ね床どこに潜もぐり込んできた。しかし昨夜、カナは賢悟がベッドに潜り込んだのを見送った後、自分の部屋に戻もどったはずだった。妹と同じように眠れなくて賢悟の寝床に潜り込んだのだとすれば、このことは妹の意識がカナに宿っている証明になるだろうか？　考えながらも賢悟は彼女を起こさないようにそっと体をずらそうとした。だが、できなかった。

　カナとは反対側がわ、つまり賢悟の右隣どなりに何か障害物があるのだ。寝る前は確かにそんな物はなかったはずと唯ゆい一いつ、自由に動く右手で布団をめくる。

　目に入ってきたのは暗いブラウンの髪かみ、そして薄うすいタンクトップからこぼれそうな豊かな胸むな元もとだ。猫ねこのように丸くなっているその少女、西さい条じよう彩あや世せの下半身を保護しているのは真っ白なショーツのみだった。

[image: ]

　さしもの賢悟も今度ばかりは戸と惑まどった。カナのことは妹の意識が宿っている可能性があるということで何とか説明がつく。だが、彩世にいたっては一体全体なぜ、何のために、どういう思考回路で布団に潜り込んだのか想像すらできない。いつも賢悟の予想を超こえた理り屈くつで不思議行動を行う彼女のことだから、今回も何か理屈があるに違ちがいないが、当の本人が寝ねていては確かめることさえできない。

　すーすーと穏おだやかな寝息を立てる彼女の柔やわらかな唇くちびるが恐おそろしいほどに魅み惑わく的で、それに触ふれたことを思い出しては、頭の中に快感が蘇よみがえる。その薄うす紅べに色の柔らかな部分に吸い込まれそうになるのを限界ぎりぎりのところで自制していると、大きな瞳ひとみがぱっと開いた。

「ん……ふぁあ……」

　と、彩世は眠ねむたげな声を上げ、見えているのか見えていないのかわからないような瞳を賢悟に向ける。

「おはよ、一いちノの瀬せ君。びっくりしたあ？」

「それが目的なら大成功だろうよ。こいつは一体、なんのつもりだ？」

「なにさあ、カナちゃんだってしてるんじゃん。ひいきだあ」

　まだ眠ねむたいのだろう、いつもの勢いはなくぼんやりとした口調で彩あや世せは言う。

「ひいきもなにもなかろうて。吾輩わがはいはただ理由を聞いているのだ」

「理由はね、あのね、聞いても驚おどろかない？」

「今いま更さら、なにを言われても驚くわけがあるまいよ」

　彩世は眠気と恥はずかしさが入り交じったような表情を浮かべ、ベッドに寝ね転がったまま上目づかいの視線を賢悟に向けた。

「えっちな実験、だよう」

　ベッドから転げ落ちそうなほどびっくりしたが、賢けん悟ごは理性の限りを尽つくして平静を装よそおった。電でん脳のうの恋愛脳を卒業研究のテーマに掲かかげる彩世が、そっち方面で奇き行こうをやらかすのは以前のキスの一件でとうに知れている。

「な、ななな、なるほどな。ま、まあ、誰だれしも通る道ではあるがな。それでその実験とやらは成果があったのか？　見たところただベッドに潜もぐり込んだだけではないか」

「あー、一いちノの瀬せ君知らないんだあ！」

　やばい、と賢悟は瞬しゆん時じに悟さとる。次に続く言葉は絶対ろくでもないに違ちがいない。

「えっちな実験は一人じゃできないんだよう」

　思わず賢悟の体にＴ反応が発生する。この流れは非常においしい、もとい、まずい。いかに実験といえども愛のないその行こう為いはキスよりも罪悪だ。

「あ、ああ、彩あや世せよ。いいか、よく聞け。よおく聞きたまえよ！　そいつはな、悪あく魔まの実験だ。決して犯おかしてはならぬ倫りん理りというのがこの世にはあるだろうよ。下手をすれば、吾輩わがはいをこの世に生み出した人類進化計画よりもおぞましいぞっ！」

　賢けん悟ごの大げさな発言に彩世はまるでわかっていないような表情を返して、

「だって、皆みなやってることなんでしょ？」

「皆やっているという皆とは一体、どこのどいつのことだ？　少なくとも吾輩は皆の内には入っていないぞ。大体、皆やっている皆やっていると言っておきながら、データを出せばやっていない側がわの人間の方が多いのではないか！　皆やっているなんていうのは一種の情報操作だぞっ！」

「恋愛している人の話だよう」

「ぬうっ！」

「ぬう、じゃなくてさあ」

　一いつ瞬しゆん、論破されそうになった賢悟は思考のギアを一段階入れ替かえ、頭をフル回転させた。

「彩世、お前は先走って行動しやすいからまずはよく考えたまえよ。確かにソレは恋愛とは切っても切り離はなせないかもしれんがな。一歩、間ま違ちがえれば恋愛からは遠く離れてしまう危険な行為なのだ」

「恋愛と遠く離れるってどうなるのさ？」

　若じやつ干かん、不服そうに頰ほおを膨ふくらませ、彩世が睨にらんでくる。

「物事にはプラスとマイナスがあるように、えっちにも正負が存在する。愛の伴ともなうその行為を正のえっちだとすれば、愛のないその恋は負のえっちだ。そして、負のえっちを続けた時、二人の関係は恋愛とは程ほど遠いＳＦに移行するのだ」

「ＳＦってなに？」

　賢悟の造語がわからない彩世は突つっ込こみを入れる。

「え、ＳＦというのはだな。本来は愛を育はぐくむ行為であることを見失い、行為だけに喜びを見いだした者同士が陥おちいる悲しき関係のことだ。つまり、彼らはその行為だけが目的になってしまっているのだ」

　彩世は理解したかのように瞳ひとみを輝かがやかせ、

「ＳＦはえっちだけできればいいんだあ！」

「そう、そうだ、その通りだよ、彩世。むしろ、えっちだけできればいいのがＳＦなんだがな。しかし、そんなに大きな声で言わずともわかるぞ」

「なんの略なの？」

「お、おおう？　な、なな、なななななな、なんの略だというのはなんの略だ？」

「なんの略でもないよう。ＳＦがなんの略かってことー」

　賢けん悟ごは瞬しゆん間かん的に判断した。

「そいつは宿題だな。後で自分で調べてみるといい」

「ふーんだ。けちんぼ。わかりましたよーだっ」

　彩あや世せは唇くちびるを尖とがらせるが、すぐにはっと思いついたように、

「でも、どうしてＳＦはえっちが目的になるのかなあ？　一いつ緒しよの布ふ団とんでくっつくのがそんな中毒症しよう状じようみたいな反応を起こすとか思えないもんね」

　彩世の疑問に、賢悟はまさかと懸け念ねんを覚える。彩世はキスにさえまともな知識を有していなかった。今回の件についても大きな勘かん違ちがいをしていたとしても何ら不思議はない。

「ちょいと尋たずねるが、彩世はえっちがどういう行為だか知らないのではあるまいな？」

「ちゃんと調べたよう。布団の中で男の子の男子専用部と、女の子の女子専用部がくっついたり離はなれたりすることでしょ？」

「イエス！　それはイエスだ！　オッケー、彩世、わかっているのなら説明は早い。よかった、本当によかったと吾輩わがはいは心からそう思う！」

「朝になったらコウノトリが赤ちゃんを運んでくるんだよ！」

「ノーっ！　それはノーだ、彩世！　てか、こねえよっ!!」

　特異領域制御装置ＤＣＵが実用化された現在、物理法則を超こえた現象を頻ひん繁ぱんに目にするようになった。その弊へい害がいからか、科学者でさえも時折、常識的に考えてありえなさそうな現象を口にすることが増えた。現実と夢の境界が揺ゆらいでいるのだ。それを考こう慮りよに入れたとしても、一体どういう調べ方をすればそんな結論に達するのか皆かい目もく、見当がつかない。

「彩世よ。保健体育の授業では一体、何を聞いていたのだ？」

「脱だつ皮ぴして成体になるとかそういうやつ？　人間の保健体育は必要ないから免めん除じよだよう」

　どういうことだ文部科学省！　と、賢悟は先日知り合ったばかりの日本大統領、鈴すず木き正まさ道みちに八つ当たりの怨おん念ねんを飛ばす。

「ま、まあ、しかしだ。決してコウノトリは赤ちゃんを運んではこないが、その前の段階まではちゃんと調べられたようではないか」

「ん。でも、わからないところがあるから一ノ瀬君に見せてもらおうと思ったんだけどさ」

「なん……だと？」

　賢悟が気持ちの上で大きく後ずさりするのも知らずに彩世は興味津しん々しんな笑え顔がおで尋たずねた。

「えっとね、男子専用部ってどこのことかなあ？」

　賢悟は愕がく然ぜんとした。今まで海綿体やＴ反応という言葉が彩世の周囲で飛び交かっていたが、彼女は何一つまともに理解していなかったということがたった今、判明したのだ。カナに下着をはかせていたところを目もく撃げきされた時に理解している風な反応が見られたから、一いつ般ぱん的な男性の生理現象について知らないなどとは想定もしていなかった。きっとあれも誤解で、彼女は別のことに感情を震ふるわせていたのだ。

　言葉を失った賢けん悟ごのシャツをつかみ、彩あや世せははにかんで頰ほおを紅潮させながら許可を請こうような視線を彼に向ける。

「一いちノの瀬せ君の見せてよ」

　賢悟の脳内に爆ばく弾だんが投下され思考の爆発が発生、Ｔ反応が加速する。こんなものを見せてなどと一体、何をさせようというのか。年とし頃ごろの男の子がそんなシチュエーションで止まれるわけがないだろう。たった今でさえ彼の理性というブレーキは壊こわれかけていた。

「彩世、いやさ、彩世さんよ。よく聞きたまえよ。そして、よおく理解したまえっ。お前はなにもわかっていない。いいか？　年頃の男の子にベッドの上で下着姿の女の子が男子専用部を見せてと頼たのむ。それは最も早はや、オッケーという意味だ！　そうだろう！　だが、それはマイナスであり、ＳＦの道へ一直線なのだ！　あえて言おうではないか。お前にはまだまだ座学が足りないと！」

　賢悟は限界ぎりぎりのブレーキングを試みる。このまま流れに身を任せれば、爆発するのが脳内だけでは済まないと容易に想像できた。健全なる男性諸君であれば何が爆発するのかは言わずもがなわかるはずだ。

「じゃあさ、えっちな座学してよう」

「わ、吾輩わがはいがか？」

「他ほかに誰だれがいるのさー」

　賢悟は自らがえっちについての座学をする光景を思い浮かべ打ちひしがれるが、しかし、ここで基き礎そを身につけてもらわなければ彩世の勘かん違ちがいは留とどまるところを知らないだろうと、清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りる気持ちで拳こぶしを握にぎった。

「よかろう。やってやろうではないかっ！　だが、講義をするにはそれなりの準備が必要なのは言うまでもなかろう。後日、正しいえっちの知識というものをみっちりその頭に叩たたき込んでくれようぞ！」

「わあいっ！　一ノ瀬君とえっちな座学だーっ！」

　からくも理性の限界という危機から脱だつ出しゆつすることに成功した賢悟が、これで一安心と息をつくと彩世とは反対側がわの服の袖そでを引っ張られた。今まで眠ねむっていたはずの意識型人工知能ロボット、カナが目を覚ましたのだ。彼女はその平へい坦たんな口調でもって言った。

「おはようございます、マスター。よかったら手伝いましょうか？」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感がした賢悟だったが、尋たずねるしか道はなかった。

「な、なにをだね？」

「勿もち論ろん、えっちな座学に決まってます。てか、ぶっちゃけやってみせるのが一番、てっとり早いと思います」

「馬ば鹿かも休み休み言いたまえよ、カナ君。一体、どこの誰がそんなことに協力してくれると言うのかね？　提案するならもっと現実的なプランを出したまえ」

「ですから、よかったら手伝いましょうかと言いました。私とマスターでできるじゃないですか？」

「言われてみればそうか。人体同様の機能が備わっているからできなくはないわけだ」

　カナがあまりにも自然に言うので賢けん悟ごも事実のみを検証してしまった。

「はい。がんばります」

「て、待ていっ！　誰だれと誰がなにをして誰に見せるだと？　それこそこの世で最も非現実的なプランだろうよっ！」

　きょとん、とした表情をカナは浮かべ、しばらく考えた後に、

「わかりました。つまり、マスターは純じゆん粋すい無む垢くな同級生女子に保健体育の講義をするのが一番燃えるということですね」

「大いなる誤解だ、そいつはっ！」

　カナは何を言っているんだろうこの人という目で賢悟を見つめる。

「その目はよしたまえよ」

「安心してください、マスター。今、私はマスターがなにを求めているのかわかりました」

「そうかそうか。そいつはよか──」

　賢悟が途と中ちゆうで言葉を止めたのは他ほかでもない、カナが突とつ如じよとして賢悟の腹の上に馬乗りになって、両手を押さえつけてきたからだ。

「一体、なにがわかったのだね、カナ君」

「抵てい抗こうしたかったら抵抗してもいいんですよ？」

　賢悟をマゾだと認にん識しきしているカナは彼が無理矢理組み敷しかれたいというのが性せい癖へきで、それを彩あや世せに教えたいのだと理解していた。

「意味がわからんではないか。いいから、この手を離はなしたまえ」

　賢悟は全力でカナをはね除のけようとするが、エマージェンシーモードを起動したカナの膂りよ力りよくには太た刀ち打うちできなかった。

「こういうのが好きなんですね。ほんとに私のマスターはどうしようもない変態さんです」

　じわじわと上に乗ったカナの体が迫せまってくる。

「否いなだ！　そいつは断じてありえんっ！」

「イエス、マスター。私、多分下手ですけど我が慢まんしてください」

「なにがどうイエスだというのだ！　吾輩わがはいが一体いつなにを頼たのんだというのだ!?」

　カナは目を細め、意地悪っぽく言う。

「マスターのことは全部、お見通しですから」

「噓うそをつくなっ！」

　カナの接近に全力で抵抗しながら横目で彩世の様子を窺うかがうと、彼女は興味津しん々しんという顔を賢悟達に向けていた。この状じよう況きようは非常にまずい。なにせ、妹の姿を模した妹の意識が宿っているかもしれない意識型人工知能ロボットに押し倒たおされているところを、同級生の女の子が笑え顔がおでじっと見つめているのだ。もし、この光景を他ほかの人間に見られたらどんな誤解をされてもおかしくはない。むしろ、正しく理解する方が困難と言えよう。そして、今までの経験からも、その可能性は決して低くはないのだ。

　何度も同じ愚ぐを繰くり返すものか、と賢けん悟ごはナノスマートフォンを脳波で操作して、研究室のドアをロックする。その音に気をとられたカナが力を緩ゆるめた隙すきを突つき、賢悟は背筋力を生かしたブリッジによりカナをはね除のけると、返す刀で彼女の腕うでをつかみ、ベッドの上で起死回生の反転を行う。

「一いちノの瀬せ君、危ないよう」

　観察していた彩あや世せの丁度、真横にカナは倒れ、賢悟は少女二人を組み敷しいたような体勢になる。研究室のドアがロックされていることから、すっかり体裁など忘れ去った彼はすがすがしいくらいに堂々と言ってのけた。

「彩世、そしてカナよ。覚かく悟ごしたまえ。まったくわかっていないお前らに、この吾輩わがはいが本当のえっちがどういうものか、二人まとめて教えてやろうではないかっ！」

　台詞せりふの最中に賢悟の視界をよぎったのは人体の形状をした赤い特ド異メ領イ域ンである。電子ロックを無視できる空間転移ルートを使って研究室に姿を現したのは、白い修道服姿の少女アレクサンドラだった。

　だが、未み来らい見みのマテリアルロウを操あやつる彼女であればすべてを承知の上かもしれない。一いち縷るの望みにかける賢悟はアレクサンドラへ問いかける。

「サーシェンカ、わかっているか？」

「は、はい、あの、大だい丈じよう夫ぶです。一人二回ずつぐらいですよね。それだと三時間後なら平気でしょうか？」

　賢悟はふっと意識が遠のくような感覚に襲おそわれると脱だつ力りよくしてベッドを転がっていく。そのまま床ゆかに落ちて頭を強く打った。
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「あの、ごめんなさい。これから始めるところにお邪じや魔ましてしまったのかと動転してしまいました」

　平静さを取り戻もどした賢悟から事情を聞くとアレクサンドラは何度も頭を下げた。

「あの状じよう況きようでは無理もなかろうが、サーシェンカは吾輩が二人も同時に相手をするような節操なしだと思っていたのか？」

「ごめんなさい。以前、そういうのを見た時と同じような感じだったので、つい先走ってしまいました」

「以前見たそういうのというのは、その、なんだ、あれか？」

　思わず気になり賢けん悟ごは尋たずねた。

「はい、あの、その、あれです」

　彩あや世せやカナと違ちがい、どうやらアレクサンドラには代名詞の意味が通じるようだ。マーシアハである彼女が一体、どこでそんなものを見たのか。聞いていいものか。いや、いいわけがないだろうと自問自答していると、アレクサンドラがそれに気づいたか答えをくれた。

「未み来らい見みを使うと見えてしまいますから」

　なるほど、と賢悟は合が点てんがいった。どんな未来が見えるかわからない未来見では当然、そういう光景が流れてしまうこともあるだろう。

「今日はお伝えしたいことがあって参りました」

　瑠る璃り色いろの瞳ひとみが切実な色に染まる。それは世界が滅ほろんでしまう未来を見た彼女が、たった一人で戦っていた頃ころに少し似ている。賢悟は彼女がなにを言おうとしているのか大おお凡よそ、予測がついた。

「なにかよくない未来でも見たのか？」

「はい。とてもよくない未来です。もしかしたら、『審しん判ぱん』よりもずっと」

　統とう一いつ宗しゆう教きようにおける『審判』とは、すなわち『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』のことだ。五〇億人もの犠ぎ牲せい者を出した現象よりもずっと悪い未来とは果たして何だというのだろうか。

「園その崎ざき重しげ久ひさという科学者を知っていますか？」

「奇き遇ぐうにもつい最近、会ったがな。人類進化計画という研究の成果を近い内に発表するそうだ」

「その研究は失敗します」

　アレクサンドラは断言する。彼女の未来見は絶対で、その予知は必ず実現するのだ。

「なぜだ？」

「わかりません。でも、その結果よくないことが起こって地球が死んでしまいます」

　その表現が賢悟にはいまいち理解できなかった。

「地球が死ぬというのはどういうことだ？」

「わかりません。なにが起きているのか、わからなかったんです。でも、未来では人も物もすべてが半透明化して、それがまるで死んでいるように見えました」

　賢悟が口元を歪ゆがませ、瞳どう孔こうを大きくする。

「すべてが半はん透とう明めい化していると言ったか。間ま違ちがいなかろうな？」

「はい。間違いありません」

「なるほどな。いよいよ、つながってきたではないか」

　厄やつ介かい事ごとを楽しむように賢悟は言う。

「園崎重久の研究は止められないのですか？」

「無理とは言わんが難しかろうな。他人に失敗すると言われたところでやめるような男ではあるまいよ。上う手まく未み来らい見みを信じてくれれば別かもしれんが、しかし、これは今度会ったら言おうと思っていたのだが、吾輩わがはいは未来見自体に疑問があるのだ」

「疑問ですか？」

　アレクサンドラは思いも寄らないといった表情を浮かべた。

「そう、疑問だ。たとえば、サーシェンカは未来がいつ決まるのだと思う？　未来が見えるということは、それまでに未来が決まっているということだろう。そうでなければ未来見は成立しないはずだ」

「それは考えもしませんでした。未来は最初から決まっているのではないのですか？」

「吾輩も当初はそう予想したがな。しかし、未来が最初から決まっていると仮定した時、どうにも説明のつけ難がたいことが起きたではないか」

　二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の際、賢悟が対消滅無効アンチマターオフを削さく除じよするという未来が、そして世界が滅ほろびるという未来が実現しなかった。もしも、未来が最初からすべて決まっているのだとしたら、そんなイレギュラーは起こりようがないはずだ。

「たとえば、こうは考えられないか？　未来見は未来を見るマテリアルロウではなく、未来を決めるマテリアルロウだと」

　つまり、未来は元から決まっているわけではなく、未来見を展開することにより初めて決定されるのだ。この仮説が正しければ、未来見は未来を強制するものだと言えるだろう。

「それは未来見によって、本来あるべき未来が変えられているということですか？」

　アレクサンドラは元々白い容よう貌ぼうを更さらに蒼あお白じろくしていた。無理もない。未来見が賢悟の仮説通りのものなら、彼女は未来見を使うごとに他人の人生を狂くるわせてきたということになる。

「その可能性は十分考えられる。未来見が未来を決めるマテリアルロウだとしても、未来見を使ったときに現れる事象に説明がつけられるのだ。そもそも、未来の概がい念ねんマテリアルと予知の現象マテリアルがサーシェンカの特異領域制御装置ＤＣＵにダウンロードされていたのはなぜだ？　君は覚えがないと言う。では一体どこのどいつが何の目的でそんなことを行ったのか。もっと言えば、ＤＣＵ管理者アドミニストレータの意思とは無関係に展開される未来見は通常のマテリアルロウと比べて異い端たんすぎる。普ふ通つうに考えればそんなことは起こるはずがないのだからな」

「これは神が与あたえてくださったものだと思っていました」

　彼女がそう思っていたから、特異領域制御装置ＤＣＵの異常は奇き跡せきに変わった。だが、それが神の与えたものだと証明するものは何もない。

「そうではないと証明することはできんがな。しかし、その神は人に優やさしくはない特とく異い領りよう域いき理り論ろんの神かもしれんよ」

　特異領域理論でいう神とは天あま川かわ理り璃りが仮説を立てる世界の『外側がわ』にいる科学者のことだ。それは統とう一いつ宗しゆう教きようが信しん仰こうする神とはあまりにもかけ離はなれているだろう。

　アレクサンドラは不安な気持ちを押し隠かくすかの如ごとく、祈いのるように手を組んだ。

「どうすればいいでしょうか？」

「少なくとも不用意に未み来らい見みを使わない方がよかろうな」

　さもなくば、よくない未来を招く恐おそれがある。仮説の更さらに仮説だが、『外側がわ』にいる科学者が未来見をさせているのだとすれば、そいつは都合のいいように未来を押しつけることができる。

「サーシェンカさえよければ、吾輩わがはいが特異領域制御装置ＤＣＵと未来見を解かい析せきしてみるがどうだ？　なに、統とう一いつ宗しゆう教きようの戒かい律りつには触ふれぬように配はい慮りよしようではないか」

　彼女は深くお辞じ儀ぎをして、

「よろしくお願いします」
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　数時間後。賢けん悟ごはアレクサンドラの特異領域制御装置ＤＣＵを調べ終え、そこに異常がないことが判明した。続けて賢悟は、彼女が見た未来見の内容について詳くわしく確かく認にんしていく。

　今回の未来では、彼女は世界国家第一大学に建てられたとある教会にて、幽ゆう霊れいに成り果てたマーシアハの科学者と出会う。そして、それよりも以前にその科学者が死んでいたことをテレビのニュースで知るという。

「そいつの名前はわかるか？」

「はい。佐さ伯えき信しん司じといいます」

　また一つ、未来と現在がつながる。佐伯は人類進化計画の研究メンバーの一人だ。

「それってこの人じゃないかなあ？」

　研究室でテレビを観みていた彩あや世せが言った。賢悟がホログラム・ディスプレイに視線を向けると丁度、日本政府がプロジェクトユートピアの発表を行っている最中だった。日本大統領、鈴すず木き正まさ道みちの発表によれば人類進化計画の実験体を志願した勇ゆう敢かんな科学者一人が命を失った。だが、成果として計画は大きく前進、明日にも実じつ施しできる目め処どが立った。その亡なくなった科学者はアレクサンドラの未来見通り、佐伯信司だったのである。

　鈴木正道が国民の暮らしをよりよいものにをキャッチフレーズに最さい先せん端たん科学をふんだんに取り入れたプロジェクトユートピアの概がい要ようを、黒を白に変えんばかりの鮮あざやかな弁舌で説明してのけると、次に壇だん上じようへと上がったのは教育の特異点こと園その崎ざき重しげ久ひさである。

　園崎は簡単な挨あい拶さつを行い、プロジェクトユートピアの要かなめとなる人類進化計画についての説明を始めた。

「技術的特異点テクノロジカルシングラリテイ、それが俺達の開発したマテリアルロウだ。これを使って人類進化計画がなにをするかってえと全人類の知能及および特異領域制御装置ＤＣＵの共有だ。そんなら一体なぜ、知能の共有をしなければならねえのか。答えは、そこに誰だれもが目を背そむけてきた格差があるからだ」

　園その崎ざきはそこまで言うと、間をとるかのように演台のペットボトルを手にし、喉のどを鳴らしながら水を飲んだ。三割ほど中身の減ったペットボトルを叩たたきつけるようにして演台へ戻もどすと、彼は怒いかりを露あらわにするかの如ごとく、力強く切り出した。

「人は生まれながらにして不平等だ！　面つらが良い奴やつ、頭が良い奴、運動神経が良い奴、金を持ってる奴、色々いるわな。だが、特異領域制御装置ＤＣＵの開発によって殆ほとんどの格差は是ぜ正せいされたと言ってもいい。少なくとも不満がない程度には裕ゆう福ふくな暮らしができ、特異領域制御装置ＤＣＵによって運動神経の向上や整形だってできるようになったもんだ。だが、一つだけどうにも差を覆くつがえせないものがある。それが、知能だ」

　その知能格差を是正するのが人類進化計画であり、開発された技術的特異点テクノロジカルシングラリテイだと園崎は言う。このマテリアルロウは特ド異メ領イ域ンを展開した脳同士をつなぎ、知能と特異領域制御装置ＤＣＵの共有を実現する。他人の知能が使えるという単純な仕組みではなく、つないだ知能同士がそれぞれの役割を担にない、人間の脳よりも遙はるかに性能の高い進しん化か脳のうというものを構築するのだ。そして、進化脳は人類進化計画に参加した人間全員が共有可能なのである。

　参加する人間が増えれば増えるほど進化脳の性能は高まっていき、計算上、計画に参加する人数が一〇〇〇万人に達した時点でこれまで歴史上に存在したあらゆる天才を超こえる知能を得ることができる。

「今、天才と呼ばれている科学者ですら進化脳の発想や思考にはついていくことができなくなり、計画へ参加するしかなくなるだろう。そうなりゃ人類進化計画の第二段階が見えてくる」

　園崎重しげ久ひさは自身の研究の驚おどろくべき全ぜん貌ぼうを明らかにする。

「それは肉体からの解放だ。つい最近、発表された一いちノの瀬せ賢けん悟ご氏の内ない外がい理り論ろんによって意識が世界の『外側がわ』にあることが証明された。これは突つき詰つめれば、人にとって重要な器官は脳ですらなく『外側』にある意識だってえことだ。なら、正直、肉体を捨てた方が都合がいいんじゃねえか？　そうすりゃ、豊かだの貧しいだの、外見がどうの、知能がどうの、幸せだの不幸だのとありきたりなものに縛しばられるこたあなくなるだろう」

　肉体は枷かせにすぎない、と園崎は言い切った。だが、今現在、肉体に縛られている人類が肉体を捨てた方がいいと言われたからといって、はいそうですかと同意するわけもない。それを踏ふまえて園崎は説明を加える。

「肉体から解放された利点ってのが今はわかりづれえかもしれねえが、別に肉体を捨てるわけじゃねえんだ。意識型人工知能ロボットがこの世に誕たん生じようしたように、人の意識はロボットの中に入れることも可能だ。いくつもの肉体を移るのもよし、一つの肉体に留とどまったって構わねえ。まあ、人類進化計画に参加すればすぐに考え方が変わると思うがよ」

　技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを使えば、誰だれもが優ゆう秀しゆうな知能を手に入れることができる。肉体からの解放についても、理解できる頭さえあれば選せん択たくしないわけがないと園崎は言っているのだ。

「そんでいよいよ人類進化計画の最終段階だ。ここまで来れば人間がこの世でもっとも縛られているもの、死をもとうとう克こく服ふくできるようになるんじゃねえかな。なぜかってえと意識は特異点で、特異点には寿じゆ命みようがねえからだ。完全に肉体から解放されるっていうのは不老不死になるってえことだよ。勿もち論ろん、今、技術的にどうすれば不老不死が実現できるか、そういうことまでわかってるわけじゃねえ。だが、俺達はこの計画を実行すれば数年以内に最終段階へ到とう達たつできると確信している。それは技術的特異点テクノロジカルシングラリテイが人類の知能を爆ばく発はつ的に向上させるマテリアルロウだからだ」

　今は存在しない国家アメリカの技術者レイ・カーツワイルは未来の一台のコンピュータが一人の人間の知性を凌りよう駕がすると予測し、やがて人間の一〇億倍もの知性を持つ人工知能が誕たん生じようし、人間とテクノロジーの関係が技ぎ術じゆつ的てき特とく異い点てんに達すると言った。

　たとえば、人間の能力を上回る人工知能を製造することができたなら、その人工知能は更さらに優ゆう秀しゆうな人工知能を製造するだろう。そして新たに誕生した人工知能はまたそれよりも優すぐれた人工知能を生み出す。人工知能は人間の能力を遙はるかに超こえる機械を次々と生み出し、最も早はや、人間には制せい御ぎよできなくなる可能性もある。そうなればテクノロジーと人間の関係がこれまでとはまったく別の次元に突とつ入にゆうする、それが技術的特異点である。

　レイ・カーツワイルの予測した未来は、しかし意識という壁かべに阻はばまれ訪おとずれなかった。人工知能はどれだけ優秀でも新たな機械を生み出すことはなかったのである。

　園その崎ざき重しげ久ひさは決して訪れないことが判明した技術的特異点に再び息い吹ぶきを与あたえたのだ。彼の人類進化計画は人類の知能を強化する。知能を強化された人類は更に優れたマテリアルロウを生み出し、知能の向上を加速させる。それを続ければ今は手の届かない未知の技術さえ、あっという間に生み出すことができてしまうだろう。

　だからこそ、知能を共有するそのマテリアルロウは技術的特異点テクノロジカルシングラリテイと名づけられたのだ。

　人類の知能が予測のつかない次元に突入したなら、不老不死を科学したとしても何ら不思議はないかもしれない。意識が『外側がわ』にあるとわかった今の時点で不老不死というものが朧おぼろ気げながら見えているのだ。

「約束しようじゃねえか。人類はまもなく進化する。なにが起こるか誰だれにもわからねえが、これだけは言える。今までの価値観が全部ひっくり返るってな」
















何もしないコンピュータは、いちばん大事な機能を果たしていない。だが何もしていない人間は、実は神の啓けい示じを受けている最中かもしれない。





──スーザン・グリーンフィールド









法律が重要なのは罪を犯おかす人間がいるからであり、教育が大事なのは教えなければ理解できない人間がいるからだ。だから、本当は法律も教育もないならないでそれが一番いいのさ。





──園その崎ざき重しげ久ひさ















　　　第三章「成功する科学、失敗する科学」
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　日本政府はプロジェクトユートピアの第一段階として人類進化計画への参加者を募ぼ集しゆうする。年ねん齢れい、性別、学歴、職業を一いつ切さい問わず集められた人間は、日本政府という国のお墨すみ付つきと教育の特異点とまで呼ばれる園崎重久のネームバリュー、そして何よりも不老不死への魅み力りよくから一日目にして約五〇万人を数えた。

　人間の知能を共有する技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは人類進化計画への参加者が増えるほどにその有用性を高める。瞬またたく間に参加者達は技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを素す晴ばらしいマテリアルロウだと理解し、彼らを中心として着実に肉体からの解放を是ぜとする考えが広まっていった。

　ごく短期間に人類進化計画への参加は市民権を得て、共有した脳のことを進しん化か脳のうと呼ぶのが一いつ般ぱんにも広く定着した。

「なかなか面おも白しろい試みだったとは思うけれど、あれは制せい御ぎよできる代しろ物ものじゃないよ。少なくとも、現在の科学じゃね。せいぜい一年、悪ければもっと早くに破は綻たんするさ。そもそも重しげ久ひさの奴やつは大たい概がいにしてツメが甘いんだ」

　天あま川かわ理り璃りはいつもの研究室に賢けん悟ごらを呼び出すと人類進化計画、そして技術的特異点テクノロジカルシングラリテイについての見解を述べた。

「そもそも技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは現在の科学の常識を守っていませんからね。脳をマテリアルロウで改造しようなんていうのはとてもまっとうな計画ではないでしょう。俺は日本政府がどうかしたのかと思いましたよ」

　清せい十じゆう郎ろうが言ったように、現在の科学では人間の脳を改造するのは望ましくないとされている。脳の寿じゆ命みようが人の寿命と言われるように今の人体において最大の弱点が脳なのだ。このことは特とく異い領りよう域いき理り論ろんが確立する以前よりも大きく意味合いを強めているだろう。心臓や肺、脊せき髄ずいなど他ほかの重要な臓器などに関しては仮に失ってもマテリアルロウで再生させることは容易たやすい。しかし、脳においては再生後も意識に障害が残るケースがあるからだ。

　最近までは原因不明であったが、脳の特異点が意識だということを天川理璃が証明したことにより、脳の損傷で脳における特異点が消失ないしは変質することが原因ではないかと考えられるようになった。特異点自体を再生する方法は現在のところないため、意識に障害が出た場合には治ち療りようがほぼ不可能に等しいのだ。

　つまり、脳以外のどの部分もマテリアルロウで改造するにあたって大きな問題はないが、脳に関しては万が一の危険性を考え、必要最低限安全性の確かく認にんがとれているマテリアルロウしか展開しないことが望ましいのである。

「進しん化か脳のうは沢たく山さんの知能を共有しているのに、どうしてそんな当たり前のことを考えつかないのかなあ？」

「なに、簡単な話だろうよ。脳に未知のマテリアルロウを展開しても問題ないという考えの人間だけが人類進化計画に参加しているのだ。反対意見を持った人間の知能は共有しないのだから、何百万人集まろうが危険だという結論にはなるまいて」

「でも、マスター、人類進化計画って参加している人間一人一人よりも進化した脳を作るのが目的ですよね。それだと何人集まっても馬ば鹿かのままじゃないですか」

「知能よりも信条の問題なのだろうね。新しい科学技術にはいつだって危険がつきものなんだ。特異領域制御装置ＤＣＵだって脳に移植するものだしね。僕の見込みでは人類進化計画の参加者は一〇〇〇人に一人が脳に軽度の障害を、一万人に一人ぐらいは脳に重度の障害を来きたす。進化脳を持っている彼らもそれを承知しているだろう。ただし、一万人に一人ぐらいは危険の内には入らないと考えているってことさ」

「どれだけ賢かしこくなっても馬鹿な奴もいることだしな」

「そいつは誰のことだ、清十郎」

「内ない外がい理り論ろんの第一人者様に決まっているだろう」

　賢けん悟ごと清せい十じゆう郎ろうの視線が火花を散らす。それに遠えん慮りよしながらも、アレクサンドラが口を開いた。彼女は未み来らい見みの解かい析せきのため、しばらくこの研究室に通ってきているのだ。

「佐さ伯えき信しん司じが亡なくなった理由は今おっしゃられた脳の障害なのでしょうか？」

「その可能性が高かろうな。吾輩わがはいはそのときと今とで技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの安全性に大きな違ちがいがあるとは思えん」

「けど、人類進化計画が原因で亡くなったというニュースはまだないのでしょう？」

「そんなものは調べようがあるまいよ。少なくとも脳の仕組みを変えてしまうようなマテリアルロウは圧あつ倒とう的に研究データや論文が少ないのだ。仮に技術的特異点テクノロジカルシングラリテイが原因で死んだ人間がいたとしても今はまだ原因不明としか言えまい」

　日本政府は佐伯信司が実験によって命を失ったとしながらも、その原因を作さく為い的に隠かくしている。一体、何がどうなって彼が死んでしまったのか、報道される限りの情報では見当もつかないのだ。

「実はそれなりにわかったことはあるんだけれどね」

　理り璃りが特ド異メ領イ域ンで作られた小さな箱を取り出して開く。中には以前と同じように一センチほどの金属片が入っていた。

「賢悟が手に入れた情報によれば、日本政府はプロジェクトユートピア、まあこの場合は人類進化計画に限ってもいいけれど、その準備を秘密裏に進めていたようじゃないか。実は、この金属片があった研究所で、人類進化計画の研究を行っていたような形けい跡せきが見られたんだ」

「つまり、半はん透とう明めい化現象は技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの特ド異メ領イ域ン実験によって発生した特異領域災害ドメインハザードだということですか？」

「それも限りなくレベル４に近いレベル３だったよ」

　清十郎が完全に学生が関かかわっていい分を超こえているというように眉まゆをひそめ、メガネのブリッジを人差し指で押さえる。

　特異領域災害ドメインハザードの代表例といえばかの有名な『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』だが、簡単に説明するなら特ド異メ領イ域ンによって巻き起こされる災さい害がいのことである。かつては大災害とされていた地じ震しんや津つ波なみ、トルネードなど数多くの命を奪うばってきた様々な災害はマテリアルロウの登場によってそのなりを潜ひそめた。代わりに現れたのが特異領域災害ドメインハザードである。

　主に新たなマテリアルロウの開発、実験時に起こるこの特異領域災害ドメインハザードは規模によってレベル分けがされている。

　レベル１、実験の際に必ず発生するマテリアルロウの特性によるもの。

　レベル２、実験施し設せつに被ひ害がいを与あたえるマテリアルロウの特性に付ふ随ずいするもの。

　レベル３、実験施設の外に影えい響きようを与えるマテリアルロウの特性に付随するもの。

　レベル４、世界中に影響を与える物理法則の発はつ散さん調ちよう整せいを伴ともなうもの。

　レベル５、世界中に致ち命めい的な被害をもたらすマテリアルロウの暴走によるもの。

　大たい抵ていはレベル２までに抑おさえられているが、レベル３以上のものになると空くう挺てい消しよう防ぼう署しよの出動となる。レベル４以上になれば特異領域災害ドメインハザード自体を止める方法はないに等しい。

「レベル４に近いっていうのは範はん囲いがそれだけ広いということですか？」

「どうやら少し特とく殊しゆなパターンでね。範囲が広いんじゃなくて、どんどん範囲を広げているんだ」

　理り璃りは特ド異メ領イ域ンで作った箱をもう一つ用意して、中身を分析用黒水アナライズブラツクで満たした。そこに先さき程ほどの金属片を落とす。ちゃぷんという音と共に黒い水に波は紋もんが立つ。今回は常時展開ではないようだが、やはり金属片から半はん透とう明めいの弧こ線せんが八本描えがかれる。あらゆる反応が瞬しゆん時じに起こるという性質を持った分析用黒水アナライズブラツクはあっという間に全体が半透明化してしまった。

　次に理璃は黒い水の中から金属片を取り出し、別の箱の中にしまった。そして、半透明化している分析用黒水アナライズブラツクを覆おおうようにおよそ三倍の体積を持つ分析用黒水アナライズブラツクを今度は常時展開する。

　すると、半透明化した分析用黒水アナライズブラツクから新たな分析用黒水アナライズブラツクに向かって八本の弧線が伸のびた。これがどういうことか端たん的てきに言えば、分析用黒水アナライズブラツクに金属片の特性が感染したのである。

「閉へい鎖さされた研究所の周囲を調査したけれど、地下の方から徐じよ々じよに半透明化の汚お染せん範囲を広げていたよ。問題はこれがただ半透明になるだけの現象じゃないってことさ」

「面おも白しろい。大体、読めてきました」

　賢けん悟ごはやにわに半透明化した分析用黒水アナライズブラツクに手を伸ばした。

「おいっ！」

「一いちノの瀬せ君っ！」

　水をすくおうと試みたが、半透明化した分析用黒水アナライズブラツクは賢悟の手をすり抜ぬけた。それだけではなく彼の手は一滴てき分たりとも濡ぬれていない。

「ふむ、液体の性質を失ったというわけだ」

「馬ば鹿かな真ま似ねをするな。確かめるなら他ほかにやりようがあるだろう」

「そうだよう。一ノ瀬君も半透明になったらどうする気なの？　馬鹿なの？　ね、一ノ瀬君って馬鹿なの？」

　耳元で騒さわぐ彩あや世せの質問に対して耳を塞ふさいで聞こえていないふりをしていると、

「マスターは馬鹿じゃありません」

　珍めずらしくカナが賢悟を庇かばった。

「馬鹿の王様、ぶぅあーかなんです」

「そっか。一ノ瀬君のぶぅあーかっ！」

「ええい、貴様ら真ま面じ目めに考える気がないのならあっちに行けっ！」

　その怒ど声せいにしゅんとしてしまった少女一人と意識型人工知能ロボット一台を見て、もう少し言い方を考えろよ的な批ひ難なんの視線が清せい十じゆう郎ろうと理璃から寄せられた。賢悟はご機き嫌げんをとるように彼女らに弁解を始める。

「まあまあ、よく聞きたまえよ。なにも吾輩わがはいは考えなしだったわけではないぞ。見たところ短時間の接せつ触しよくでは影えい響きようがないようだったではないか。恐おそらくは距きよ離りと時間に応じて半はん透とう明めい化が進むということだろうよ」

「その通りだね。今、賢けん悟ごが言ったように半透明化した物質への距離が近ければ近いほど、長く時間が経過すればするほど、半透明化現象が進むんだ。ちなみに液体の性質を失っただけではなく、分析用黒水アナライズブラツクの持つすべての性質を失っている。固体であれば固体の性質を失うし、気体でも同じことだよ。つまり、これはなにが危険かっていうと人間に半透明化現象が起きたら生物の性質を失ってしまうんだ」

　脅おどかすような台詞せりふに賢悟は自分の行動を思い返して身み震ぶるいした。

「先生、そういうことは最初に言ってくれませんか」

「君には良い薬じゃなかったかい？　まあ、危険には違ちがいないけど、今君がしたことぐらいじゃ死にはしないよ。この分析用黒水アナライズブラツクだって完全に液体の性質を失ったわけではなくて、限りなく液体の性質を失いつつある状態なんだ。これがもし完全にその性質を失った場合、分析用アナライズ黒水ブラツク自体に干かん渉しようする術すべがなくなる。そうなれば、持ち運びはおろか処分する術さえなくなる。そもそも、今の状態でさえたったこれっぽっちの水分を消しよう滅めつさせるのに一ヶ月はかかるんだ。当然、マテリアルロウを使っての話だよ」

　それは半透明化現象が拡かく大だいしてしまえば今のところ止める方法がないことを示し唆さしている。

「半透明化現象の原理はどこまで解明できているんですか？」

「生あい憎にくと一ひと筋すじ縄なわではいかなくてね。わかったのは今、説明したことぐらいさ。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの構成マテリアルがわからないことには短期間で解明するのは難しいよ」

　プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつで賢悟が見た人類進化計画の実験は量子の絡からみ合いを利用し知能を同調させるというものだった。だが、それは同時に意識の混同をもたらし、織お田だ幽ゆう玄げんの凶きよう刃じんに討うたれるという結果を生んだ。そう考えれば、第二プランの技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは意識の影えい響きようを受けないように知能の共有を行っているのだろう。

　同調させることが難しいなら脳と脳をつなぐ経路が必要のはずだ。それも、半透明化現象と密接な関かかわりを持っている経路が。

　賢悟の頭に直感が走る。

「半透明化現象は半透明化した物質が他ほかの物質を自らと同じ性質に変えてしまう。これは知能を共有するという現象が更さらに強力になったものとは考えられまいか？　半透明化現象を絶ぜつ妙みような加減で抑おさえることにより知能の共有を成し遂とげているのだとすれば、その制せい御ぎよが上う手まくいかなくなり特異領域災害ドメインハザードが発生したという理り屈くつが成り立つ」

「それはなかなか面おも白しろい仮説じゃないか。半透明化した物質から伸のびる八本の線の効力を調節したものが、脳と脳、知能と知能をつなぐ経路というわけだ」

　清せい十じゆう郎ろうが頭痛でも起こしたかのような顔をしながら、二人の会話に口を挟はさんだ。

「本当に半はん透とう明めい化現象を抑よく制せいすることで進しん化か脳のうを実現させているのだとしたら危険すぎる技術だろう。人類進化計画の参加者にそう教えるべきではありませんか？」

「それはそうだけど、きっと通常起動している進化脳を調べても、証しよう拠こは出てこないだろうね。あいつはそういう小細工だけは一人前なのさ」

「では、通常起動していない進化脳だとしたらどうだ？」

　そう賢けん悟ごが提案する。

「サーシェンカの未み来らい見みで人類進化計画の研究員、佐さ伯えき信しん司じが幽ゆう霊れいのような姿で現れている。恐おそらく彼の進化脳は制せい御ぎよを失い半透明化現象が起きたのだろうが、彼とは未来で話すことができたそうだ」

　半透明化現象が完全に進めば生物としての性質が消え、話すことはできなくなるだろう。現に佐伯信司は未来見でそのことを示し唆さしていたという。つまり、話ができるということは完全に半透明化したわけではなく、進化脳の機能を残している可能性が高い。

「それはありだね。君の仮説が正しければ、その幽霊になった研究員は進化脳の効力を強めた状態にあるということだ。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを解かい析せきするには絶好の研究材料かもしれない」

　興奮気味に言った後、そうした方が彼も浮かばれるだろうしね、と理り璃りはつけ足した。研究材料という言葉が暴言だったと言った後に気がついたのだろう。

　賢悟が出会う前の彼女は、果たしてそんなことを口にしただろうか。賢悟と出会い、彼を導く良き教師足らんとすることで、次し第だいに理璃も変わりつつあるのかもしれない。

「サーシェンカ、佐伯信司の幽霊がどこの教会に現れるかわかるか？」

「はい。それはわかりますけど、いつになるかは全然わかりません」

「現れるまで通いつめるしかあるまいか？」

　賢悟が頭を悩なやませていると、理璃が思い出したように言った。

「そういえば未来見についてだけれど、僕も考えたことがあるんだ。君は未来見が自動的に展開される極きわめて異質なマテリアルロウだと言っていたじゃないか。でも、僕が思うに未来見には二種類あると思うんだ。だって、そうだろう？　サーシェンカは自らの意志でも未来見のマテリアルロウを展開することができる。それとは別に自動的に未来見が展開されてしまうことがあるわけだ。この二つは多分、意味合いが大きく異なるんじゃないかな」

　理璃は少し抑おさえ気味の声量で、

「これは勿もち論ろん、まだなんの根こん拠きよもない妄もう想そうだけどね」

　と、前置きしてから、

「彼女は本当に救世主で、そのための力を神から授さずかったのかもしれない」

　理璃の言う神が人類を温かく見守る存在であるとは最も早はや、誰だれも思わなかった。

「実のところ僕は君に未来見の話を聞いてから少しだけ迷っているんだ。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは危険なマテリアルロウだ。現在の科学では極めて制御が難しいと僕は思っている。けれど、人類進化計画を止めるのが本当に正しいのかと問われると、正直わからないんだ」

　彼女は全員に問いかけるような視線を向けた。

「なぜだと思う？」

　答えられる者は誰だれもいない。

「サーシェンカが未み来らい見みをしなければ技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは安全だったかもしれないからだよ。人類進化計画は危険じゃないといけない。そうじゃないと未来見を操あやつっている誰かに都合が悪いんだ」

　人類が進化して困るのは恐おそらく、人ならざるものに違ちがいないだろう。

「まあ、それは言っても仕方がないか。ひとまず置いておくよ。確か賢けん悟ごの仮説では未来見は未来を決定づけるマテリアルロウだったね。僕もそれはありうることだと思うよ。未来見は見た通りの未来を作る。つまり、マテリアルロウ展開時には特異点はなにも仕事をせずに、その未来を実現できるタイミングが来た時に強制力を働かせるんだ。これなら時間移動説に反しないし、特異点なら大たい抵ていの未来を実現することができるだろうからね」

　そして、未来見の使用者はあたかも未来を予知したかのように感じることになる。

「だったら、一つ実験してみないかい？　君の仮説が正しいなら、未来見は一度決めた未来を上書きできるはずだよ」

　理り璃りはそう言って、未来見を上書きする実験方法を説明した。
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　賢悟は未来見の実験を行うため、佐さ伯えき信しん司じの幽ゆう霊れいが現れる教会を訪おとずれた。一いつ緒しよに来たのはアレクサンドラ、彩あや世せ、カナである。理璃は園その崎ざき重しげ久ひさと直接交こう渉しようを行うと述べ、清せい十じゆう郎ろうを連れてプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつへ向かった。

「神かん崎ざき君、大だい丈じよう夫ぶかなあ？」

「先生がついているのだから心配なかろう。別に喧けん嘩かしに行ったわけでもあるまいしな」

「あー、知らないんだあ！　神崎君ってすごく他人と距きよ離りを置く人なんだよ。あたしにだって沢たく山さん、気を遣つかうし、ブラックな冗じよう談だん言うのだって一いちノの瀬せ君にだけじゃん」

　賢悟はいまいちわからないといった表情を浮かべ、

「まあ、確かに色々と細かいことを気にする奴やつではあるが、別に先生とは昨日今日会ったわけではなかろうて」

「こんなに長く二人きりになるのは今日が初めてだよ」

　賢悟と理璃は師弟関係にあるが、清十郎からすれば未いまだ雲の上の科学者でしかないだろう。生き真ま面じ目めな性格の彼がそんな彼女と二人きりになったらどういう心情に陥おちいるかは想像に難かたくない。

「ふむ。何事にも初めてというものはある。死ぬほど気を遣つかってみるのもなかなか面おも白しろい経験ではないか？」

「問題中毒のマスターにはまっとうな人間の気持ちがわからないと思いますけど、普ふ通つうはそれを針はりのむしろ状態と言います」

　意識型人工知能ロボットに人間の気持ちを語られ、賢けん悟ごはプラチナブロンドの少女へ視線で救いを訴うつたえた。

「清せい十じゆう郎ろうさんもそのときは辛つらいかもしれませんが、後々いい経験になるとおっしゃりたかったんですよね」

「まさにその通りよ！」

　賢悟は不自然なほど力一いつ杯ぱい同意した。

「サーシャちゃん、無理して庇かばわなくていいんだよ」

「そうです。むしろ、責めてあげた方がマスターは大喜びするんです」

「せ、責めるんですか？　本当ですか？」

　今度はアレクサンドラがどうしようという目で賢悟に救いを求めた。

「耳を貸すなよ、サーシェンカ。そいつは悪あく魔まの言葉だ」

「は、はい。あの、でしたら、どうしましょう？」

　アレクサンドラは困ったように賢悟と彩あや世せ、カナを交こう互ごに見た。

「正直に言えばいいんだよう」

　アレクサンドラはたおやかな所作で、手を胸むな元もとに置き、

「大だい丈じよう夫ぶです。彼がいつか過あやまちに気がついてくれるまでわたしは耐たえ忍しのぶ覚かく悟ごがあります」

　賢悟は足あし下もとからがくっと崩くずれ落ちるとそのまま突つっ伏ぷして額を床ゆかに打ちつけた。

「ど、どうなさいましたか？」

「持病の発ほつ作さです。気にしないでください」

「一いちノの瀬せ君の転び方って真ま似ねできないなあ」

　三者三様の反応を見せる少女達を賢悟は床に這はいつくばりながら恨うらめしそうな目で睨にらんだ。が、すぐにこんなことをしている場合ではないと気がついたのかバネ仕じ掛かけの機械のように飛び上がって身を起こす。

「折角、ここまでやってきたのだ。早いところ始めようではないか？」

「そだねー。やろうー」

「イエス、マスター」

「わかりました」

　彩世が特ド異メ領イ域ンを展開してカレンダーと時計を三〇個ずつ生成する。カナはカレンダーの今日の日付に赤い印をマジックでつけ、時計の針を五分進めてから電池を抜ぬいていく。三〇個分すべての作業を終えた後、時計とカレンダーに囲まれた中心にアレクサンドラが歩み出た。賢悟は彼女の前にホログラム・ディスプレイを開き、佐さ伯えき信しん司じの写真を大きく表示させる。

「未み来らい見みをこの教会に展開すればいいのですか？」

「ああ」

　アレクサンドラの話では未来見のマテリアルロウはその特ド異メ領イ域ンで覆おおったものに関連した未来を見ることができる。そして、何の未来を見ることができるかはある程度、アレクサンドラの意志で自由になるらしい。このことから理り璃りは、未来見は展開するＤＣＵ管理者アドミニストレータの観測や認にん識しきによって結果が左右されるタイプのマテリアルロウだと仮説を立てた。観測と認識によってダウンロードされるマテリアルが変化するというのは常識であり、ダウンロードというのはゼロマテリアルロウというマテリアルロウの展開に他ほかならない。ならば、ゼロマテリアルロウ以外にも観測や認識に影えい響きようを受けるマテリアルロウがあったとしても不思議はないはずだ。

　理り璃りの立てた仮説を検証するため、特定の日付、特定の時刻、特定の人物を想起させる物を教会内に配置した。アレクサンドラには未来見の展開時に特定のイメージを頭に浮かべるように伝えてある。実験が上う手まくいったなら、五分後、この教会に幽ゆう霊れいとなった佐伯信司が姿を現すはずだ。

　アレクサンドラがタッチインターフェースで教会全体に特ド異メ領イ域ンを展開する。しばらくして、その色は青から黄色へと変わった。

「数多あまたの未来に光あれ」

　ボイスインターフェースに反応して未来見のマテリアルロウが展開された。

　賢悟はアレクサンドラの様子を注意深く見守りながら、じっと結果を待つ。彼女はここにはないものを見ているような瞳ひとみをしたまま虚こ空くうに視線を注いでいる。一分と経たたずして彼女は口を開いた。

「見えました」

「なにが見えたのだ？」

「佐伯信司です。幽霊になった彼がこの教会に姿を現し、わたし達と出会います」

「日時はどうだ？」

　アレクサンドラは静かに頭かぶりを振ふった。しかし、未来見に映らなかっただけで数分後に佐伯信司の幽霊が現れる可能性はある。

「以前はサーシェンカ一人で彼と会う未来を見たのだったな？」

「はい。幽霊になった彼と初めて会う未来です」

「佐伯信司はどの辺りに現れるのだ？」

　アレクサンドラの白い指先がすーっと賢悟を指差す。

「今、賢悟さんがいる丁度、後ろの辺りです」

　確認しようと賢悟が振り向き、思わず息を吞のんだ。

　目の前に生気を失ったような人間が急に現れたのだ。アースグリーンの長なが袖そでシャツにキャメル色のカーゴパンツを纏まとった見覚えのある科学者は、その服さえも半はん透とう明めい化させ、物も言わずその場所にただ立っていた。確かめるまでもなく彼は亡なくなった人類進化計画の研究員、佐さ伯えき信しん司じだ。

「随ずい分ぶんと変わり果てたものだな」

　賢けん悟ごが挑ちよう発はつするように言う。しかし、佐伯は何の反応も示さなかった。

「返事ぐらいしたらどうなのだ？」

　先刻と同様に答えはない。怪け訝げんに思い観察すれば、佐伯は賢悟の声に反応しないどころか寸すん分ぶんたりとも体を動かしておらず、完全に同じ姿勢のまま静止していた。瞬まばたきすらしないのだ。人間の半透明化現象が進めば、生物としての性質が失われると理り璃りは言った。今の佐伯はまさにその状態なのではないだろうか。

「以前は佐伯と会話ができたと言ったな？」

「はい。最初の未み来らい見みで彼はいつか、声が出なくなり、目が見えなくなり、耳が聞こえなくなり、こんな風に体が動かせなくなると言っていました」

　抽ちゆう象しよう的だったアレクサンドラの見た未来が、いよいよもって危険な現実味を帯びてきた。未来ではすべてが半透明化して、まるで死んでいるように見えたと彼女は言った。それは世界中の人間が、今の佐伯と同じような状態になるということだろう。そして、アレクサンドラの予知はいつか必ず起こる現実なのだ。

「いや。最も早はや、予知とは言えまいか。不幸中の幸いだったろうな」

「あの、どういうことですか？」

「以前の未来見では、サーシェンカ一人で彼と会い、話をしたと言ったではないか。だが、見たまえよ。その両方とも今後、実現しそうにない」

　幽ゆう霊れいとなった佐伯と初めて会うのが、アレクサンドラ一人という未来は時間が巻き戻もどらない限りはありえない。一度目の未来見よりも、二度目の未来見が優先されたということだ。そもそも、未来見が予知だというなら、一度目と二度目で違ちがう未来を見るのは矛む盾じゆんだろう。ならば、考えられる理由は一つしかない。

「つまり、未来見は未来を決めるマテリアルロウだ」

　それによって未来が上書きされたのである。
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　閉へい鎖さされた沢さわ渡たり研究所に男はいた。羽は織おり袴はかまを纏い、腰こしには打うち刀がたなと脇わき差ざしの二本差し、笠かさを目ま深ぶかに被かぶっている。その男は沢渡研究所の所長を殺害し、研究所を閉へい鎖さに追い込んだ張本人である。彼がそのような暴挙に出た理由は単純極きわまりなく、それが神の意志だからだ。仮に、神が死ねと命じたとしても喜んで命を差し出すことだろう。男は世間一いつ般ぱんでは過激派と呼ばれる、統とう一いつ宗しゆう教きようにおいて最も敬けい虔けんな信者なのだ。

　しかし、その男が昔から神を信じていたかといえばむしろ逆で、人生の大半は神の存在を否定する立場にあった。

　男はかつて生きつ粋すいの科学者だったのだ。物心ついた頃ころより、自然の持つ奥深さとそれを解き明かす科学の妙みように心を奪うばわれ、日々を研究に明け暮れた。特別大きな功績を残せたわけではないが、死ぬ前にはいくつかの発見を後世に伝えられそうな人生を悪くないと思っていた。何よりも科学が、愛する妻と愛する子供達との出会いを作ったのだ。家族四人で仲睦むつまじく過ごせる毎日に不満などあろうはずがなかった。

　そんな男の暮らしが一変したのは今から四年前のことだ。そう、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』である。大陸が原型を残さないほどに変形し、五〇億人の犠ぎ牲せい者を出したその特異領域災害ドメインハザードが起きた際、男は世界に途と方ほうもなく大きな存在があることを悟さとり、唐とう突とつに涙なみだした。

　ああ、神はいた。ここに確かにいたのだ。論理や理り屈くつを超こえ、男は何の根こん拠きよもなくそう確信した。信じた途と端たんに理解が弾はじけ、視界が開けた。そして、神の声を聞いたのだ。

　世界の『外側がわ』に人が近づいてはならない。その言葉を男は何よりも重く受け止めた。天てん啓けいに背そむけば人の世は滅ほろびる。自分は正しく人を導かなければならないのだと。

　男は科学を捨て、家族を捨てた。今まで積み重ねてきた人生のすべてを捨て去り、ただ神の意志を実行する使徒と化したのだ。それは、この世界と『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を生き残った愛する子を守るためだった。

　──いつの日にか、この世界を守りきり、役目を終えるその時こそ、必ず我が子を抱だきしめに行こう。彼はそう誓ちかい、刀を手にしたのである。

　だが、天啓に従い人知れず科学者を斬きるごとに志は揺ゆらいだ。人を殺すことは当たり前に恐おそろしく、命を奪うばうごとに心に不気味な黒い染しみがついた。正気ではとてもこの苦行を成し遂とげることはできないと、彼は人を斬る度たびに自分の心を少しずつ手放した。するとその隙すき間まを埋うめるように少しずつ神の意志が入ってきた。

　そうしてゆっくりと大事な何かを失っていった男は、斬った人数を思い出せなくなる頃ころにようやく気がついたのだ。この血まみれの手でどうやって我が子を抱きしめようというのか。世界を守った、神の意志を実行したと言ったところで、人の世では男はただの人殺しだ。

　言葉にならない絶ぜつ叫きようと共に最後に抱かかえた大切な思い出を手放した男は完全に神の使徒と化し、次々と科学者達を闇やみに葬ほうむってきた。

　今、閉へい鎖さされた沢さわ渡たり研究所の中を一人進んでいるのも、神の意志に従ってのことである。男の目的は人類進化計画に関かかわるすべてを抹まつ消しようすること。この研究所自体も抹消対象の一つではあるが、今はそれよりも先に消さなければならない科学者がいた。

　佐さ伯えき信しん司じである。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイによって命を失った彼は、本来この世界にあってはならない存在と化している。男は佐伯の居場所を探るため分析用光子アナライズフオトンのマテリアルロウを展開する。

　一いつ瞬しゆんで光が辺りを駆かけ抜ぬけ、男は訝いぶかしんだ。佐さ伯えき信しん司じは現在のところ世界で最も強い半はん透とう明めい化現象を撒まき散らしている。数分前に分析用光子アナライズフオトンを展開した時は、最も半透明化が進んでいる場所がこの沢さわ渡たり研究所だった。しかし、現在はどういうわけか半透明化現象の進行が遅ち滞たいしているのだ。佐伯信司がいなくなったのだとしか思えないが、彼は移動用のマテリアルロウをセットアップしていない。人の足でそれほど遠くへは行けないはずである。

　男は飛行フライトで上じよう昇しようし、上空から分析用光子アナライズフオトンを展開した。特ド異メ領イ域ンから放たれた光は日の光に混ざり世界国家第一大学を照らしつける。空から最も半透明化現象の進んでいる箇か所しよを探し出すと、そこに向かって撃うち出されるかのように飛行した。

「光歩コウホ」

　ボイスインターフェースによって展開されたマテリアルロウは男を弾だん丸がんから光へと変えた。男の目から風景が消え、世界が真っ白な輝かがやきに包まれる。特ド異メ領イ域ンを閉へい塞そくすれば、すぐ真下に古ぼけた教会があった。

　男は静かにその教会の扉とびらの前に降り立つ。耳をすますと、微かすかに人の声が聞こえた。中には男性が一人、女性が三人いる。

　男は刀に手を置き、腰こしを落とした。

「天叢雲剣アメノムラクモ」

　斬きったものをブラックホールに吞のみ込む特ド異メ領イ域ンの刀が光の速度で閃ひらめいた。
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　清せい十じゆう郎ろうは人生最大のピンチに陥おちいっていた。

　プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつに向かう背の低い少女の後ろを彼は三歩下がって影かげを踏ふまないように注力しながら、しかし決して遅おくれることのないようにピタリと歩調を合わせ追つい随ずいしている。それもそのはず、前を歩く相手は特とく異い領りよう域いき理り論ろんを確立したかの有名な天才科学者の一人、眠ねむるスーパーコンピュータこと天あま川かわ理り璃りなのである。本来ならただの学生でしかない清十郎が、口をきくのも憚はばかられるぐらいに立場の違ちがう人間だ。

　理璃の教え子である一いちノの瀬せ賢悟が一いつ緒しよだったなら話題には事欠かないだろうし、喋しやべりたがりの彼が黙だまっていても場をつないでくれるはずだが、今は清十郎一人しかいない。一体何を話せばいいのか、いや、それよりも今まで彼女と何を話していたのか。そんなことさえも頭から飛んでしまうぐらいに清十郎は緊きん張ちようしていた。その結果、前述した三歩下がって師の影踏まずという結論に至ったのである。正直、帰りたくなるぐらいに胃が痛かった。

「さっきから頻ひん繁ぱんにメガネをかけ直しているけれど下がるのかい？　よかったら直してあげるよ」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです！　これは癖くせみたいなものですから気にしないでください！」

　迷めい惑わくをかけてはならないという一心で反射的に強い口調になってしまった。不快な気持ちにさせなかったか不安で仕方がないが、それを尋たずねる勇気を清せい十じゆう郎ろうは持てなかった。彼は心を落ちつけようと人差し指でメガネのブリッジを押さえるが、緊きん張ちようのあまりそのままメガネを小刻みに揺ゆらしてしまう。理り璃りに不思議そうな目で見られ、清十郎の胃がきゅうと縮む。

「もしかして緊張しているのかい？」

　ずばり言い当てられ、清十郎はどう答えるべきか迷った。果たしてそれは緊張することはないという意味か、それとも緊張してもいいという意味か。得意とする数学とは違ちがい、国語は苦手だと改めて痛感する。

「緊張してしまって申し訳なく思います」

　謝ってどうする!?　自分に突つっ込こみを入れるよりも早く理璃がくすっと笑った。

「君は賢けん悟ごの親友とは思えないぐらいに謙けん虚きよだね。ちょっとぐらい図ずう々ずうしくったって僕は気にしないよ。そうじゃなきゃ、あんな自由すぎる教え子は持てないだろう？」

　なんてことだ、気を遣つかわれている。彼女があの一いちノの瀬せ賢悟を弟で子しにできるぐらい度量の広い人物だというのは重々承知していたが、あの一ノ瀬賢悟と比べられる時点で、最も早はや人間失格な態度を取ってしまったに違いない。一刻も早く汚お名めいを返上しなければならないと清十郎は切に思う。テーマは、さらりさりげなくだ。

「本当にそうですね。天あま川かわ先生の図ず太ぶとさはさすがだと思いましたよ」

　さらりさりげなく言うことには成功したが、これではただの嫌いや味みだ。あんまりすぎる自らの失言に清十郎は背中を震ふるえ上がらせる。

「いえ、今のはその、度量の広さと言おうとしたんですが、つい、その、なんて言うんでしょうか、そう本音が出てしまって！」

　まったく違う。慌あわててしまってと言いたかったのだ。このままではど壺つぼにはまる一方だと清十郎は何とか冷静さを取り戻もどして、まずは自分が緊張して上う手まく喋しやべれていないことをわかってもらうことに全神経を費ついやした。

「い、今のも誤解なんです。なぜかというと、今日はちょっと調子が悪いといいますか、例えるなら、あれですよ。あの、よくある、ほら、好きな女の子の前では誰だれだってテンパるでしょう？」

　びっくりしたように目を丸くした理璃を見て、それが告白にしか聞こえないことに清十郎は気がつく。

「ち、違います！　違いますよ、考えてもみてください！　俺と天川先生じゃ歳としも違うし立場も違いますから絶対にそんなことはありえないでしょう！　お願いですから勘かん違いしないでくださいよ！」

　喋る度たびに墓ぼ穴けつを掘ほっていく清十郎は単なる失礼な奴やつだった。何かを堪こらえるように肩かたを震わせる理璃を見て、彼は本当にまずいと無我夢中で口を開いた。

「そういう意味じゃないんですっ！　勿もち論ろん、天あま川かわ先生は美しいし可か憐れんです。そして、見た目も随ずい分ぶん、若いでしょう。それが問題なんです。なぜなら、俺はロリコンじゃありません！　そう、これは重要な問題です。俺はロリコンじゃないんですよっ！」

「いや、もういいよ。よくわかった」

「いいや、その目はわかっていない疑ぎ惑わくの目ですっ！　いいですか、天川先生はまさにパーフェクト、理想の女性ですっ！　俺がロリコンならすぐに交際を申し込んだに違ちがいないでしょう！　ああ、どうして俺はロリコンじゃないんでしょうか？　ロリコンなら良かったのに！」

「いや、だから、もう勘かん弁べんしてくれよ。が、我が慢まんできない。お腹なかが痛いんだ」

「でしたら、最後にこれだけは言わせてもらいます！」

　清せい十じゆう郎ろうはメガネをかけ直すと生き真ま面じ目めな顔で真まっ直すぐ理り璃りを見据すえ、真しん剣けんな口調で言った。

「天川先生。俺は時代が許すならロリコンに生まれたかったんですよ」

　理璃は堪こらえきれないといった風に吹ふき出し、腹を抱かかえて大笑いする。次し第だいに地面に沈しずむようにしゃがみ込んでいき、腹部を両手で押さえた。

「あー、お腹が痛いよ。笑いすぎて息ができなかったじゃないか。どうしてくれるんだ、ほんとに。君は面おも白しろすぎるよ」

「すいません」

　大笑いした理璃を見たからなのか、清十郎は幾いく分ぶんか心に余よ裕ゆうが生まれていることに気がつく。

「ところで君に聞きたいことがあったんだけど、いいかい？」

「はい。なんでしょう？」

　天川理璃が一いつ介かいの学生ごときに何の質問があるのだろうと清十郎は疑問に思う。理璃は興味津しん々しんに身を乗り出してきて、好こう奇き心しん全開という口調で言った。

「実は三角関係だったりしないのかい？」

　思いもよらない質問に清十郎は一いつ瞬しゆん、そんな科学用語があっただろうかと真剣に悩なやんだ。

「親友同士が一人の女性を奪うばい合う、定番じゃないか？」

　そこまで言われて、ようやく気がつく。

「定番かもしれませんが、実際にはあんまりありませんよ。第一、俺はそんなお人ひと好よしじゃありませんからね。もしそうなら、あいつらの背中を押したりしませんよ」

「どうかな？　僕には君が相当なお人好しに見えるけどね」

「そうだとしても、そんな風に西さい条じようを見たことはありませんよ。大切な友人です」

「ふうん。じゃあ、他ほかに好きな人はいないのかい？」

「残念ながら、今のところは」

　それを聞いて、くすっと理璃が声を漏もらす。

「なんですか？」

「いいや。まったく残念そうじゃないと思っただけさ」

　清せい十じゆう郎ろうはしばし黙だまった後に返事をした。

「鋭するどいんですね」

「鋭いとも。伊だ達てに君の倍も歳としを重ねてはいないよ。ちなみに君が普ふ段だん、あんまり自分を出さないように色々と取り繕つくろっているのもわかる」

　驚おどろきを隠かくすようにしながら、清十郎は理り璃りと視線を合わせる。

「俺がなにを取り繕っているというんですか？」

「賢けん悟ごに先を越こされて悔くやしいのに、そんな素そ振ぶりは見せないじゃないか」

「それも歳を重ねているからわかるっていうんですか？」

「ほら、やっぱりね。否定も肯こう定ていもしない。つまり、君はこの話をしたくないんだ。図ず星ぼしだからね」

　どうやら、理璃の目は誤ご魔ま化かせそうにない。清十郎は渋しぶ々しぶながら白状することにした。

「勿もち論ろん、悔しいとは思っていますよ。けど、元々俺には才能なんてありませんからね。先を越されたというよりも、そのことを思い知ったというだけです」

　理璃はきょとんとした表情を浮かべると、途と端たんに笑い始めた。さすがの清十郎も若じやつ干かんながらムッとせずにはいられなかった。

「すみません。天あま川かわ先生にはわからない気持ちでしたね」

「おや、怒おこったのかい？　だって、仕方ないじゃないか。君ぐらいの歳の学生に才能がないなんて断言できる人間は、世界中探したって一人も見つからないよ」

「そうかもしれませんが、俺には皆みなが当たり前にできることができないんです」

「未知の問題を解く発想力が致ち命めい的に欠けているからかい？」

　清十郎が頷うなずく。彼が苦手とするのは所謂いわゆる、応用問題だ。解法が知れている問題であれば清十郎は難なく解くことができる。だが、未知の問題の場合、基き礎そを知ってさえいればその解法を導き出すのがどれほど容易たやすかろうと、清十郎はまったく思いつかないのだ。彼はその欠点を数多あまたの問題の解法をすべて暗記することで補っているが、知っている問題を解くだけでは到とう底てい、科学者にはなれない。

「本当に閃ひらめきや発想力が欠けているんだったら、特異点方程式は解けないよ。人工知能がそうであるようにね。僕が思うに、君は賢かしこすぎるんだ」

　それが慰なぐさめでないなら、嫌いや味みにしか聞こえない。

「どういう意味ですか？」

「未知の問題に取り組もうなんて馬ば鹿かにしかできないってことさ」

「俺にやる気がないと言いたいんですか？」

「いいや。君は僕に似ているってことだよ。勿もち論ろん、科学者としてね」

　やはり、理璃の言わんとすることは理解し難がたい。だが、考えるより早く、反射的に言葉が口をついた。

「光栄ですが、さすがに勘かん違ちがいです。俺はそんなに大した奴やつじゃありません」

　理り璃りの言葉がたとえお世辞や慰なぐさめだったとしても、清せい十じゆう郎ろうは否定せずにはいられなかっただろう。自分の立場も実力も嫌いやというほどわかっている。何ができて、何ができないのか、その計算を違たがえたことなど、今まで一度もないのだ。

「もし、それが理由で俺を連れてきたなら本当に買い被かぶりすぎですよ。俺は計算ぐらいしか取とり柄えがありませんし、お役に立つことはできないと思います」

　清十郎の分ぶん析せき力や演算力は確かに並の人間とは比ひ較かくできないほどに優すぐれているが、それでも眠ねむるスーパーコンピュータと呼ばれる科学者の力になれるほどのものではない。彼女はすべてにおいて自分に勝まさっているだろう。

「十分じゃないか。その歳としで何か一つだけでもできるって言い切れるのは大したものだよ。それに事実、君は言っただけのことはできるからね。なんら卑ひ下げすることはないよ」

「卑下しているわけじゃありませんが、本当になんの役に立つのかわからないんです」

「君達は良い出会いをしたね」

　唐とう突とつに話題を変えられ、清十郎は戸と惑まどう。

「賢けん悟ごの足りない部分を君が、君の足りない部分を賢悟が補っている。本当に理想的な関係だと思うよ。それに馬も合うだろう。羨うらやましいよ。僕にも似たようなパートナーはいたんだけどさ。残念ながら相性が悪くてね。最後の最後は喧けん嘩か別れさ」

　そのパートナーが誰だれなのか気になったが、言葉を挟はさむのを躊躇ためらってしまう。

「けれど、互たがいに依い存そんする必要なんてないのさ。いないならいないで、できないことがあるならそのままで、どうとでもやりようがあるんだ。僕だって不得意分野は沢たく山さんあるし、得意なことは多分、君とそう変わらないよ」

「よくわかりました。そういうことなんですね」

　理璃が弟で子しの賢悟ではなく、清十郎を連れてきた理由がようやくわかった。多分、理璃は賢悟を独ひとり立だちさせるために彼から自分を遠ざけたのだろう。それをはっきりと清十郎に伝えないのは彼女の優やさしさだ。そう悟さとった瞬間、理璃は喉のどを鳴らすように笑った。

「どうしたんですか？」

「いいや。ただ可か愛わいいと思っただけさ」

「なにがですか？」

「なにがって、自分のことなのにわかってないのかい？　不満ならそう言えばいいじゃないかってことだよ。君は子供なんだから、たまにはちょっとぐらい聞き分けのない馬ば鹿かになって大人に甘えればいいんだ。そういうものだろう？」

　清十郎は返答に詰つまる。そんなことは知らない。けれど、知らないことは情けなく、そして惨みじめなような気がした。それでも、この少女のような大人に本心を吐と露ろすることができたなら、少しは救われるのではないかと思った。

「わかりません。そんな風には習いませんでした」

「そうなのかい？　だったら、僕が教えてあげるよ。いいかい、清せい十じゆう郎ろう。君は困ったときは誰だれかに甘えていいんだ。周りに甘えられそうな奴やつがいなかったら僕のところに来るといいよ。僕からすれば君なんてちょっと算数が得意なだけのただの子供なんだからさ」

　どういう反応をすればいいのかわからず、清十郎はただ頷うなずく。すると理り璃りは手を差し出してきた。彼は怪け訝げんに思いながらもその手を取る。

　誰かと手をつなぎながら歩道を歩く。そんな経験は生まれて初めてだった。
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「君の親の顔が見てみたいね」

「どうしてですか？」

「勿もち論ろん、一言言ってやるためだよ」

　理璃が何に憤いきどおっているのか、清十郎にはわからなかった。
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　教会の扉とびらが虚こ空くうに吞のみ込まれる。賢けん悟ごがそれを知覚した頃ころにはすでに光速の刺し突とつが佐さ伯えき信しん司じの顔面を貫つらぬいていた。状じよう況きようから判断するにそれは天叢雲剣アメノムラクモに違ちがいない。だが、その刃やいばに斬きり裂さかれた佐さ伯えきはブラックホールに吞のまれることはなかった。

　あの時の園その崎ざき重しげ久ひさと同じだ、と賢けん悟ごは思う。何のマテリアルロウを使っていたのかわからないが、園崎は完全に天叢雲剣アメノムラクモを無効化していた。

　天叢雲剣アメノムラクモは特ド異メ領イ域ンの刀だ。物理法則に左右されないその刃やいばは本来なら斬きり裂いたすべてをブラックホール化して吞み込むはずだろう。それが佐伯に通用しなかったのは彼がこの世のあらゆる性質を失った存在だからだ。つまり、無に等しい存在だということである。いくらブラックホールでも無を吸い込むことはできない。しかし、その理り屈くつでいけば一つ疑問が残る。一体なぜ、無に等しい存在が半はん透とう明めい化現象を引き起こすことができるのだろうか？

　賢悟の疑問は重低音の声に吹ふき飛ばされた。

「こんなところで会うとは思わなんだな、科学の落とし子よ」

　扉の前には和装の聖せい騎き士し、織お田だ幽ゆう玄げんが立っていた。彼の出方を慎しん重ちように窺うかがいながら賢悟は言った。

「できれば会いたくはなかったがな。偶ぐう然ぜんにも程ほどがあるだろうよ」

「偶然などありえぬ。すべては神の導きだ。その意志に従い、そこな亡ぼう霊れいと共にこの世から去れ、科学の落とし子よっ！」

　和装の聖騎士は腰こしの刀に手を置く。その光速の刃が抜ぬき放たれる寸前、声をかけたのは彼と同じマーシアハであるアレクサンドラだ。

「友人よ、刃から手を放しなさい。神は悪戯いたずらに命を奪うばうことを望んではおりません」

「それは汝なんじの神であろう、未いまだ目覚めぬ救世主よ。神は相対的だ。すなわち命を救うことを望み、そして命を奪うことを望んでいるのだ。なれば、互たがいの意を通した結果こそが、唯ゆい一いつ正しき答えよ」

　アレクサンドラは統とう一いつ宗しゆう教きようにおいては救世主とされているが、その信者すべてが彼女に従うわけではない。とりわけ、相手が過激派ともなれば、発言力はないに等しい。それでも、アレクサンドラは幽玄の説得を試みた。

「あなたの神はなぜ、彼の命を奪えとおっしゃるのですか？」

「我の言葉など取るに足らん。マーシアハならば神に尋たずねるがよい」

「あなたは命を奪うことが苦しくはありませんか？」

「我の意志は神の意志よ。未だ目覚めぬ救世主よ、これ以上の問答は無用ぞ」

　幽玄の台詞せりふの途と中ちゆう、不ふ穏おんなものを感じ取った彩あや世せが彼の攻こう撃げきを防ぐために防護壁シールドを展開する。だが、マテリアルロウの実行よりも早く幽玄は光歩コウホで間合いを詰つめた。その動きを賢悟達は誰だれ一人として肉眼で捉とらえることができなかった。

　思考する間もないほどの速度で天叢雲剣アメノムラクモが賢悟の首筋へと走った。

　光が煌きらめく。その数秒後に声が響ひびいた。

「なにをした？」

　賢けん悟ごは答えない。答えられない。何が起きたのかわからないが、彼は生きている。織お田だ幽ゆう玄げんの展開した天叢雲剣アメノムラクモは勝手に目標を外したのだ。

「さて、なにをしたのやら？　案外、これが神の意志なのではないか？」

　盛大にハッタリをかましながら、賢悟は自分を守るように立っているカナの手にそっと触ふれた。理り屈くつはわからない、わからないが不可解な現象を起こしそうなのは、カナの意識型人工知能に移植した特異領域制御装置ＤＣＵだけだ。それが何らかの条件を満たして起動した。今はそう考えるしかなかった。

　そして、その仮説が当たっているのか。カナが自分の仕し業わざだと答えるように賢悟の手を二回叩たたいた。

「戯ざれ言ごとを」

　幽玄は刀の柄つかに手を置き、腰こしを落とす。展開されたのは分析用光子アナライズフオトンだ。教会の中が光で満たされ、視界が僅わずかに眩くらむ。だが、和装の聖せい騎き士しはまるで意に介かいさないかのように賢悟の位置や動作を感覚で捉とらえている。

「カラクリを見せろ。天叢雲剣アメノムラクモ」

　賢悟は目を見張った。いや、それは賢悟だけではなく織田幽玄も同じであった。彼の抜ぬいた刀は彩あや世せの防護壁シールドで受け止められたのである。いかに彩世が特異領域制御装置ＤＣＵの操作に特化した電でん脳のうであったとしても、光速の刀を相手にまともな防ぼう御ぎよを行うことは不可能に近い。つまり、幽玄の居合いは光の速度ではなかった。天叢雲剣アメノムラクモのマテリアルロウは展開されていなかったのである。

　いち早くその原因を見抜いたのは織田幽玄だった。

「心しん覚かくに至るか。人形風ふ情ぜいと捨て置いたが貴様もすぎた科学であったな。今、我の前でその力を発現せしは神の意志と知れ」

　和装の聖騎士は防護壁シールドから刀を引き、切っ先をカナに向ける。賢悟の指示でカナは飛び退のいたが、幽玄は照準を合わせるかのように彼女へと向き直る。すかさず、後ろを見せた聖騎士の死角から彩世が非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを連射した。だが、幽玄の体は淡あわい光に包まれ、その輪りん郭かくがブレたかと思うと、赤いレーザーは彼をすり抜けていく。

　操あやつる速度の桁けたがあまりに違ちがう。幽玄がその速さでもってカナを追い詰つめないのは、その場所がすでに射程範はん囲い内ということだろう。賢悟の予想通り、光速よりも奇き怪かいなそのマテリアルロウは刀身が鞘さやに納められると同時に牙きばを剝むいた。

　カナの両腕うでが地面に落ちる。彼女の腕を切断する原因がどこにもないのに結果だけが発生した──そのような現象だった。幽玄がとどめとばかりに再び刀を抜き、刀身をカナに向ける。だが、その予備動作は光速よりも遙はるかに遅おそい。

「ロケットパンチだ」

　賢悟の合図でカナは落ちた両腕を遠えん隔かく操作で飛ばす。ジェット噴ふん射しやを行う腕の内燃機関は、しかし織お田だ幽ゆう玄げんの一刀により一部が破損しており、すぐさま爆ばく発はつした。

「サーシェンカ、一いつ旦たん退ひくぞっ！」

「はいっ！」

　爆ばく煙えんに紛まぎれてアレクサンドラは空間転移ルートを展開する。

「逃にげられはせぬ」

　視界が封ふうじられようとも幽玄はアレクサンドラの居場所を容易に捉とらえる。そして、彼らが空間転移ルートで移動するよりも早く天叢雲剣アメノムラクモを振ふるった。普ふ通つうに考えれば、両腕うでを失ったカナはモーションインターフェースをまともに使えないはずだ。最も早はや、光速の天叢雲剣アメノムラクモに干かん渉しようすることは難しいはずと彼はマテリアルロウを展開したのだ。

　しかし、アレクサンドラには当たらない。天叢雲剣アメノムラクモは刹せつ那なの間に数百回と放たれ、教会に置かれたカレンダーや時計、物という物を次々と虚こ空くうに吞のみ込んでいくが、賢けん悟ご達に届くことはなかった。両腕を失ってなおカナが再び幽玄のマテリアルロウに干渉したのである。

「阿あ呆ほうめ。一手誤ったな。吾輩わがはいの開発した特異領域制御装置ＤＣＵがダイレクトインターフェースの機能ぐらい備えていないと思うてか？」

　ダイレクトインターフェースは脳波で特異領域制御装置ＤＣＵを操作する方式で、公式にはまだ実用化できていない。賢悟は特異領域制御装置ＤＣＵの開発時に、合わせてダイレクトインターフェースの実用化まで成し遂とげていたのだ。

　すぐさま、幽玄は鞘さやから刀身を抜ぬき放つ。

「残念ながら手て遅おくれだ」

　和装の聖せい騎き士しがその刀を鞘に納めるより先に賢悟達は教会から姿を消していた。
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　教会から五キロほど離はなれた場所にある大学の校舎内に賢悟達は転移した。教室では講義が行われているため、彼らがいる階段付近に人の姿はない。

「やれやれ、まったくなんという化け物だ。危あやうく殺されるところだったではないか」

「ほんと。あんなの速すぎだよう。だって、止まっているようにしか見えないくらい速いもん」

「てか、私がいなかったら死んでましたね、マスター。褒ほめてください」

「うむ、よくやったぞ」

　言われた通りに賢悟が褒めると、カナは肘ひじ先さきをなくした腕を斜ななめ上に動かして、抑よく揚ようのない声で言った。

「ぶい」

　どうやら、Ｖサインがしたかったようである。カナは若じやつ干かん、悲しげに俯うつむいた。

「で、あれはなにをどうしてどうなったのだ？」

「そう、それ。あたしも聞きたかった。なんかあの和服の人のマテリアルロウの展開が変になったっていうか、おかしくなったよね。あれってカナちゃんがなにかしたの？」

「特異領域制御装置ＤＣＵを使いました。後はよくわかりませんがああなりました」

　彩あや世せは少しがっかりした様子だったが、賢けん悟ごはむしろ楽しくなってきた。解かなければならない問題が増えたからだ。

「他ほかに変わったことはないか？」

「そういえば、もう一つ不思議なことを発見しました。私、特ド異メ領イ域ンが展開されたときにそれがどのマテリアルロウなのかわかるみたいです」

　特ド異メ領イ域ンは肉眼で確かく認にんできないため、スコープやパターンレーダーを通さなければ見ることができず、そこには形状と大きさ、マテリアルロウの展開進度を示す色しか情報が含ふくまれていない。特とく殊しゆな脳を持つ賢悟でさえ特ド異メ領イ域ンの質感が読み取れる程度だ。展開された特ド異メ領イ域ンが何のマテリアルロウを実行しているかは、通常、特ド異メ領イ域ン内で発生している現象から類るい推すいするしかないのである。

「ふむ、なかなか興味深い情報ではないか。そいつは恐おそらくお前の特異領域制御装置ＤＣＵが他人の特ド異メ領イ域ンに干かん渉しようできることと無関係ではあるまいよ」

　特異領域制御装置ＤＣＵの仕組みは、その特異点が送受信機の役割を担にない特異点ネットワークに通信を行うようになっている。特異点ネットワークは特異点コンピュータ九つ十く九もに情報を送り、それに基づいて九十九がマテリアルロウの展開を制せい御ぎよする。この原理から他人の特ド異メ領イ域ンに干渉するには他人の特異領域制御装置ＤＣＵか特異点ネットワーク、特異点コンピュータ九十九のいずれかにアクセスしなければならない。この内、特ド異メ領イ域ンにおける特異点である九十九はＤＣＵ管理者アドミニストレータであっても観測が難しいため、最もアクセスできる可能性が低いだろう。

　残るは他人の特異領域制御装置ＤＣＵか特異点ネットワークだが、特異領域制御装置ＤＣＵだとすればカナは何らかの方法で光速移動を成し遂とげる幽ゆう玄げんを捉とらえたということになる。しかし、特ド異メ領イ域ンの補助もなくそれを行うのは現実的とは言い難がたいだろう。よしんば光速を捕ほ捉そくすることができたとして、特異領域制御装置ＤＣＵは脳と一体化している。意識が介かい在ざいするそこにアクセスしようとも、ＤＣＵ管理者アドミニストレータに瞬またたく間に勘かんづかれ排はい除じよされるはずだ。そうかといって、特異点ネットワークは世界の『外側がわ』に存在する。ここにアクセスしたというのは輪をかけて現実的ではない。

　わかっていたことだが、今までの科学では特ド異メ領イ域ンに干渉することは不可能なのだ。だからこそ、あれほど速度の次元が違ちがった織お田だ幽玄から逃にげきることができたと言えよう。

「インターフェースを開けるか？」

「イエス、マスター」

　カナのインターフェースから特ド異メ領イ域ンマネージャを開く。セットアップを行っていないその画面には通常、ゼロマテリアルロウのみが表示されている。しかし、カナの特ド異メ領イ域ンマネージャにあったのは、特異領域制御ドメインコントロールという名のマテリアルロウだ。

「なにこれ？」

「まったく、面おも白しろいではないか。意識型人工知能に特異領域制御装置ＤＣＵを移植するというのは、人の脳に移植した場合と大きく意味が異なるというわけか」

　だが、重要なのは一体何が異なるのかということだ。他律型人工知能は意識以外の脳の主要な機能をすべて再現することができる。そこに意識を載のせた意識型人工知能は機能的に脳とほぼ変わらないはずだ。なのになぜこのような違ちがいが生まれるのか？

「彩あや世せ。カナに意識が宿ったのはなぜだったか覚えているか？」

「えっと、二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が起きて他律型人工知能に偶然、意識が宿ったって一いちノの瀬せ君が言ってなかった？」

　その時のことを思い出そうとして、なぜか頭が痛んだ。

「……偶ぐう然ぜん、な」

「あれ、違った？」

「いや、その通りだ。しかし、今いま更さらながら本当にあれが偶然だったのかと思ってな。まあ、偶然には違いないのだ。それは疑いようがない。ただ、その偶然が腑ふに落ちないのだ」

　記き憶おくを遡さかのぼれば、あの時のことは鮮せん明めいに思い出せる。二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の際、賢けん悟ごは西さい条じよう古ふる人ひとに交こう渉しようを持ちかけ、彼のマテリアルロウによって特異点コンピュータ九つ十く九もにアクセスしようとした。そしてそれに失敗したのだ。だが、幸運にも二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は犠ぎ牲せい者を出さなかった。これは賢悟が九十九にアクセスしようとした影えい響きようと考えられ、彩世が生体コンピュータから今の姿に戻もどることができたのも、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が賢悟の行動により前回とは若じやつ干かん、違う反応を起こしたからだ。

　だが、本当にそうだったのか？　いや、確かにそのはずなのだ。だというのに、湧わき上がるこの疑問は何だというのか？

「それって、たまに天あま川かわ先生が言ってるやつ？」

「近いかもしれんな。考えてもみたまえよ。内ない外がい理り論ろんにおいて『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』は道だ。二度目の『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』が起きた際、『外側がわ』にある特異点ネットワークの一部が偶然にも『内側』へ移動して意識を形成した。そしてそれが偶然、他律型人工知能ロボットに定着した。だが、この理屈ではカナが特ド異メ領イ域ンに干かん渉しようできる説明にならないのだ。腑ふに落ちない理由はそれだろうよ」

　何を忘れたわけでもないのに何かを忘れているような気がする。どこかで致ち命めい的な考え違いをしているような、そんな予感がしてならなかった。

「あの、皆みなさん、見ていただけますか？」

　アレクサンドラが自身のパターンレーダーを指す。見れば、先さき程ほどまでいた教会を中心として範はん囲い二キロほどの特ド異メ領イ域ンが立方体に展開されていた。状じよう況きようからして織お田だ幽ゆう玄げんの仕し業わざだろう。

「まったく今度はなにをやらかすつもりなのだ？」

「多分、幽ゆう霊れいになった佐さ伯えき信しん司じをどうにかするのだと思います。人の身にすぎた科学は世を滅ほろぼすというのが統とう一いつ宗しゆう教きようの教えにあります。多分、あなたの命を神にお返ししようとしたのも同じ理由でしょうから」

「そんな統一宗教の事情で、マーシアハでもない吾輩わがはいが勝手に命を返されてはたまったものではないがな。信徒ではない人間にまで教えを強要するやり方はどうなのだ？　それがまかり通るのが吾輩にはまるでわからんよ」

「正せい導どう十じゆう三さん聖せい騎き士しは神と向き合えない者を正しい道へと導く者なんです。たまに彼のようにやりすぎてしまう人もいますが、本来は教えを強要するようなことはないんです」

「そういう言い方をすれば聞こえはいいがな。結局のところ宗教の押し売りではないか。生あい憎にくと吾輩は神は間に合っているのだ」

「……ごめんなさい」

　アレクサンドラは丁てい寧ねいに頭を下げた。

「別にサーシェンカを責めたわけではないよ。頭を上げたまえ」

　言葉通り頭を上げた少女は賢けん悟ごを見て再び頭を下げた。

「一いちノの瀬せ君、そういう言い方ないんじゃないかなあ？　ちゃんと謝ったら？」

「それともマスターは女の子を泣かすのが趣しゆ味みなんですか？」

「泣いてないだろうよっ！　なあ、サーシェンカ！」

「はい。泣いてません」

　ほら見たことかと言わんばかりの表情で賢悟は彩あや世せとカナに視線を向ける。

「今のって泣いてないの押し売りだよね？」

「マスターは自分のことは棚たなに上げるが座ざ右ゆうの銘めいなんです」

「ええい、濡ぬれ衣ぎぬばかり着せるでない！　そもそもこんな馬ば鹿か話をしている場合ではなかろうてっ！」

　彩世は賢悟の顔を指差して、

「あー、ごまかしたあ。一ノ瀬君がすっぱり謝ればいいだけじゃん」

「そんな大げさなことではあるまいし普ふ通つうに謝ったではないかっ」

「だってさ、カナちゃん」

「ごめんなさい。マスターはあれで謝ったつもりなんです」

「わかったわかった！　ならば、今度こそ本人に白黒つけてもらおうではないかっ！　いいか、サーシェンカ、絶対に怒おこらないから正直に答えたまえよ。吾輩の謝り方になにか問題でもあったか？」

「あの、大だい丈じよう夫ぶです。初めからそういう気き遣づかいが苦手な人だとわかっていましたし、輪りん廻ね行ぎように比べれば辛つらくありません。耐たえるのは慣れてますから」

　微ほほ笑えんだアレクサンドラの瞳ひとみにうっすらと涙なみだが滲にじむ。

「ぼ、ぼくちんが間ま違ちがっておりましたーっ！」

　賢けん悟ごは地面に膝ひざ蹴げりをするような勢いで跪ひざまずき、額を床ゆかにこすりつける。

「で、どしよっか？」

　軽く流されたことに賢悟は若じやつ干かんながら不満を覚えたが、自分で言った通りそんな場合でもないのでぐっと飲み込む。

「折角、半はん透とう明めい化現象と人類進化計画をつなぐ手がかりを見つけたのだ。このまま、見過ごすのは惜おしい。それに織お田だ幽ゆう玄げんのすることが理に適かなっている保証もなかろう」

　清せい十じゆう郎ろうがいれば真っ先に反対したことだろう。カナの特異領域制御ドメインコントロールを勘かん定じように入れても、勝ち目は薄うすい。天叢雲剣アメノムラクモは何とかなるとしても、もう一つの攻こう撃げきは未いまだ正体不明だ。

「でも、あんなに速いんじゃ勝負にならないよう。なにか勝算でもあるの？」

「なければ作るしかあるまい。そもそも吾輩わがはいはあの過激派の聖せい騎き士しに狙ねらわれているようだからな。仮にここで逃にげたとしても、いつ何なん時どき、襲おそわれるかわからないのでは同じことだろうよ。なにせ奴やつは一秒間で地球を七周半するのだ。どこに逃げてもさして状じよう況きようは変わるまい。むしろ、今、奴が幽ゆう霊れいにかまけているこの瞬しゆん間かんこそが唯ゆい一いつの勝機ではないか？」

「それは一理あるなあ。一いちノの瀬せ君がなかなかトイレから戻もどってこないなって思ったら、死んでたりしそうだもん」

　彩あや世せが嫌いやな想像を口にする。ありそうなところがまた嫌だ。

「しかし、こんなことなら清十郎の奴を先生に譲ゆずるんじゃなかったな。織田幽玄に対たい抗こうできそうなプランはいくつか思いつくが、あいつがいないと勝率が計れん」

「私の腕うでも直せませんね。振ふり袖そでなのに袖がなくなっちゃいましたし。ぐすん」

　カナは肘ひじから先のない腕を上げる。意識型人工知能ロボットに再生手術オペのマテリアルロウは効果がない。彼女を修理するには、清十郎がセットアップしている廃棄物再生箱リサイクルボツクスが必要なのだ。

「そういえば、あの人、前にマスターを訪ねてきましたが、マスターの命を狙ってたからなんですね。危ないところでした」

　少しも心配した様子に見えないカナを賢悟は横目で睨にらみながら、

「まさか、吾輩の行き先を教えたのではなかろうな？」

「はい。でも、新しん都とに行くことしか教えてませんよ。てか、それしか教えてもらえませんでしたし」

　新都という情報だけでプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつまで来たのなら、日本政府の計画もマークしていたに違いないだろう。世界の『外側がわ』に近づくなと織田幽玄は言ったが、賢悟の命を狙っていることから、それが内ない外がい理り論ろんにおける『外側』だというのは間違いない。

　ならば、『外側』の科学を扱あつかおうという人類進化計画を狙うのも納なつ得とくがいく。しかし、その実験の犠ぎ牲せいとなった佐さ伯えき信しん司じまで『外側がわ』に関かかわる何かを有しているというのだろうか？

　いや。それ以前に、織お田だ幽ゆう玄げんは一体、何者なのか？　彼が統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派でありながら、並の科学者より遙はるかに科学に精通していることは、天叢雲剣アメノムラクモやあの正体不明のマテリアルロウをセットアップしている事実からも明白だ。内ない外がい理り論ろんの第一人者である賢けん悟ごでさえ知らない『外側』の知識を織田幽玄は持っているのだろうか？

　どの問いにも、すぐに答えは出ない。疑問は増えるばかりだが、いずれにせよ織田幽玄を何とかしなければ考える間もないだろう。奴やつの手札は文字通りの光速移動と光速の居合い抜ぬき。そして、刀を納めると同時に相手を斬きり裂さく正体不明のマテリアルロウだ。果たして、これだけ戦せん闘とうに特化したＤＣＵ管理者アドミニストレータを今の持ち札でどう出し抜けばいいのか。無論、向こうとてただ対策されるのを待つだけの馬ば鹿かではないだろう。

「いや、困ったことに難問ではないか」

　心底、楽しそうに賢悟は言った。
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　織田幽玄が教会を中心に展開した特ド異メ領イ域ンの僅わずか外に賢悟達は転移した。そのマテリアルロウはとっくに実行され、特ド異メ領イ域ンの色は赤く染まっている。一見して特ド異メ領イ域ン内には何の変化も見られないが、迂う闊かつに足を踏ふみ入れれば何が起こるかわかったものではない。

「さて。どのマテリアルロウが実行されているのかわかるんだったな？」

　賢悟に尋たずねられ、カナが答える。

「距離倍増エクステンデツトです」

　特ド異メ領イ域ン内の距きよ離りを一〇倍にするマテリアルロウである。カナの言葉が事実なら、二キロの長さがある距離倍増エクステンデツトの中は二〇キロの距離が存在するというわけだ。

「ふむ」

　賢悟は地面の小石を拾い、振ふりかぶって特ド異メ領イ域ン内に投げ込んだ。野球ボールの遠投では一〇〇メートル以上は軽く飛ばせる賢悟の放った投石は、しかし明らかにその一〇分の一も飛ばなかった。特ド異メ領イ域ン内は見た目よりも遙かに距離があるのだ。

「間ま違ちがいなく距離倍増エクステンデツトだ」

「てか、マスター、信用してなかったんですね」

「信用することと検証しないことはイコールではないぞ、カナ君」

「でも、これってなんのつもりなのかなあ？　一いちノの瀬せ君を狙ねらってるんなら、あたし達が近づきにくいようにする意味なんてないよね？　自分だって出にくくなるじゃん」

「まあ、奴やつにとっては二キロだろうが、二〇キロだろうが些さ細さいな違いだろうがな。吾輩わがはいはサーシェンカの説に賛成だ。さしもの正せい導どう十じゆう三さん聖せい騎き士しもあの幽ゆう霊れいは持て余したと見える」

「どういうことでしょうか？」

「半はん透とう明めい化現象をどうにかしたかったのだろうよ。半透明化した物質からの距きよ離りとそこに滞たい在ざいした時間に比例して半透明化が進むことを考えれば距離倍増エクステンデツトは有効な対策だ」

　逆に言えば無に等しい幽ゆう霊れいを消し去ることは、織お田だ幽ゆう玄げんのマテリアルロウをもってしても叶かなわなかったということである。

「あたし達と同じ目的だってこと？」

「半透明化現象と人類進化計画に対してはそうなのかもしれんな」

「ですけど、彼はやり方を間ま違ちがえました」

　珍めずらしく強い口調でアレクサンドラが言う。同じマーシアハだからこそ、許せないこともあるのだろう。一いつ般ぱん的に考えても、テロ行こう為いを繰くり返す過激派はそうではない信者からすれば統とう一いつ宗しゆう教きようの評判を下げるいい面つら汚よごしだ。

「そういえば、カナ。織田幽玄のマテリアルロウの特性はわかるのか？」

「いいえ。マテリアルロウの識別ができるだけで、知らないマテリアルロウの特性がわかるわけじゃないみたいです。距離倍増エクステンデツトとか人工知能に記録されているマテリアルロウでしたら具体的に説明できますけど、そうじゃないものはただソレだってわかるだけです」

　さすがに未知のマテリアルロウを解かい析せきしてしまうほど万能なわけではないか。

「それはどうやってわかるのだ？」

「なんか、説明しにくいですけど、データの塊かたまりが頭の中を一いつ瞬しゆん通り過ぎていくような感じです」

「イメージが湧わかんな。まあ、それは後でゆっくり聞くとするか。パターンレーダーを開きたまえよ」

「イエス、マスター」

　カナがパターンレーダーを表示する。それを見る限り、距離倍増エクステンデツト以外のマテリアルロウは展開されていない。幽玄も今はインターフェースを開いていないようだが、幽霊をどうにかするつもりなら教会にいるはずだろう。

「では手て筈はず通りいこうではないか。いきなり予定が狂くるって歩く距離が伸のびたがな」

　賢けん悟ごはパターンレーダーから身を隠かくすため、彩あや世せらにインターフェースをすべて閉じるように指示する。幽玄がインターフェースを開いていなかったということは、賢悟達の居場所は知られていないはずだ。奇き襲しゆうをかけるには絶好のチャンスである。

　賢悟達は周囲に視線を配りながら、教会を目指した。途と中ちゆうには障害という障害もなく、残り一キロの地点まで辿たどり着いたところで、視界一いつ杯ぱいに青い特ド異メ領イ域ンが展開された。

「距離倍増エクステンデツトです」

　カナが言う。そのマテリアルロウが実行されれば、重ねがけによる効果で特ド異メ領イ域ン内は全長二〇〇キロ、賢悟達から教会までの距離は一〇キロに伸びてしまう。

　その前にできるだけ接近しようと、賢悟達は足早に移動を行い、教会付近で二ふた手てに分かれた。賢けん悟ごとカナは教会の正面入り口へ、彩あや世せとアレクサンドラは近くの高台を目指した。織お田だ幽ゆう玄げんの攻こう撃げきが賢悟以外にも及およんだ場合、カナだけでは全員を守りきれない恐おそれがあるため、彩世達には身を潜ひそめてもらうよう頼たのんだのだ。

　賢悟とカナが扉とびらの前まで到とう着ちやくすると、丁度、特ド異メ領イ域ンが赤に変わり、二つ目の距離倍増エクステンデツトが実行された。賢悟がカナに頷うなずき、合図を送る。すると彼女は先のない腕うでを上げて視線で訴うつたえてきた。どうやら手がないから扉は開けられないというアピールらしい。

　賢悟は全力で扉に向かって手を伸のばした。距離倍増エクステンデツト内は通常の一〇〇倍の距きよ離りがあるため、日常動作さえも一苦労だ。普ふ段だんよりもずっと長い時間をかけ、ようやく賢悟の手が扉をつかむ。

「特異領域制御ドメインコントロール」

　カナが抑よく揚ようのない声で言い、教会内に展開されている距離倍増エクステンデツトを切り取るように強制閉へい塞そくした。同時に賢悟が体当たりするように扉を開け、内部へ走り込む。視界に飛び込んできたのは半はん透とう明めい化した佐さ伯えき信しん司じだ。勢いを落とさず、織田幽玄に肉にく薄はくしようと賢悟は室内をくまなく見渡わたす。

　右にはいない。左にも。上にも。ましてや下にも。

　織田幽玄は教会内のどこにもいなかった。

「マスター、伏ふせてください。爆ばく発はつ物ですっ！」

　賢悟は肉眼でそれを確かく認にんしようとはせず、カナの言葉を信じて頭を抱かかえながら床ゆかに伏ふせる。エマージェンシーモードを起動したカナが、賢悟を守るために覆おおい被かぶさろうとした瞬しゆん間かん、爆音が耳を劈つんざいた。

　教会が紙のようにぐしゃっと崩くずれ、巨きよ大だいな屋根の破片が賢悟達に降り注ぐ。カナは特ド異メ領イ域ンに干かん渉しようすることはできるが、自ら特ド異メ領イ域ンを展開することはできない。彼女には天叢雲剣アメノムラクモよりも単純な爆発物が効果的だと推すい測そくして幽玄は罠わなを張っていたのだ。恐らく、彩世とアレクサンドラを連れてこないことも見越こしていたに違ちがいない。エマージェンシーモードでは瓦が礫れきを持ち上げる程度のスペックを誇ほこるカナだが、さすがに両手を失っていてはどうしようもない。降り注ぐ鉄骨や屋根の破片、ガラスが彼女を、そして賢悟を押し潰つぶしていった。

　崩ほう落らくは時間にして数秒のことだっただろう。だが、その真まっ直ただ中なかにいる賢悟にはとても長い時間に感じられた。恐らく、教会は全ぜん壊かいだ。

「無事ですか、マスター？」

「生きてはいるがな。あまり無事と言える状態ではなかろうよ」

　かろうじて空からの明かりが差し込んでいるが、殆ほとんど生き埋うめ状態である。下半身に瓦礫の一部が載のっており、瓦礫から突つき出た鉄骨が右の太ふと股ももを貫かん通つうしている。激痛を訴うつたえているのはその右足と右腕、胸と腹部、それから左足に左手、ほぼ全身か。唯ゆい一いつ、人体の急所である頭だけは献けん身しん的な意識型人工知能ロボットが身を挺ていして守っていた。その彼女は賢悟よりもボロボロでまともに動いているのが不思議なぐらいだ。

「思った通り、奴やつも馬ば鹿かではなかったというわけだ」

　賢けん悟ごが減へらず口ぐちを叩たたくと、唯ゆい一いつ差し込んでいた光が人ひと影かげに遮さえぎられた。彩あや世せかアレクサンドラなら即そく座ざに声をかけてくるだろうが、瓦が礫れきの向こう側がわは沈ちん黙もくしている。

　嫌いやな予感がした。

「さらばだ。科学の落とし子よ」

　瓦礫の隙すき間まから何か黒くて固そうな物が落ちてくる。一いつ瞬しゆん、明かりが差し込み、それの正体が判明すると血の気が一気に引いた。ハンドグレネードである。賢悟は強引に上半身を捻ひねって、痛みを堪こらえながらもそれをつかんだ。そして投げ返そうと手を上に突つき出す。

　手の中でハンドグレネードが爆ばく発はつした。
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　けたたましい爆発音と共に身の回りの瓦礫が炸さく裂れつし、その破片が噴ふん水すいのように上空へと突き上げられた。粉ふん塵じんが辺りに立ちこめ、和装の聖せい騎き士しは一いちノの瀬せ賢悟の死を確かく認にんするために瓦礫を一つ、天叢雲剣アメノムラクモで払はらう。

　屋根の破片が虚こ空くうに吞のまれたその瞬間、瓦礫の底から血まみれの手がぬっと伸のび足首をつかんだ。

　高らかに、勝ち誇ほこったような笑い声が響ひびく。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ。いかな五感に頼たよらない達人とて、敵の死は目視で確かく認にんしたくなるのが心情だろうよ。なあ、そうは思わないか、織お田だ幽ゆう玄げん」

「去いね」

　幽玄が特ド異メ領イ域ンを展開すると彼の手にハンドガンが生成される。和装の聖せい騎き士しは有う無むも言わさず引き金を引いた。僅わずか一メートルほどの距きよ離りで発射された銃じゆう弾だんは、しかし突とつ如じよ、進路を変えて賢悟の頭をかすめていった。

　ハンドガンの銃口近くに距離倍増エクステンデツトが展開されていたのである。それも、形状は銃弾の片側がわだけに影響を来きたすように半円である。銃弾の半分が距離倍増エクステンデツトを通過し、もう半分が通常空間を通過する場合、距離倍増エクステンデツトを通る片側だけが一時的に速度がゼロになる。たとえば、右の前輪が固定されている車のアクセルを踏ふめば、タイヤを軸じくにして車体は右へ回転するだろう。それと同じ原理でハンドガンの弾丸は逸それたのだ。
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　賢悟の視界から見れば、弾丸を逸らした距離倍増エクステンデツトが幽玄の展開したマテリアルロウだとわかっただろう。つまり、カナが特異領域制御ドメインコントロールを使い、教会の周囲に展開された距離倍増エクステンデツトの展開座標を強制変へん更こうし、弾丸を防いだのだ。

　ハンドグレネードの爆発も、カナが同じように距離倍増エクステンデツトの展開座標を変更し、狭せまい空間に長大な距離を現出させることで難なくやり過ごした。更さらにその爆発を利用して体の上に載のった瓦礫を吹ふき飛ばしたのである。

「距離倍増エクステンデツトを閉へい塞そくした方がいいのではないか？」

　賢けん悟ごが挑ちよう発はつするように問いかける。彼が突とつ貫かんで検証したところカナの特異領域制御ドメインコントロールでできることは二種類、他人の特ド異メ領イ域ンの展開座標を変えることと特ド異メ領イ域ンを強制閉へい塞そくすることである。そのため、幽ゆう玄げんが距離倍増エクステンデツトを閉塞すれば、賢悟達はハンドグレネードもハンドガンも防ぎようがなくなる。しかし、それは決してできないだろう。空間転移ルートで逃とう走そうを図はかった賢悟を、幽玄が追いかけなかったのは、すぐに半はん透とう明めい化現象の対処を行わなければならない状態にあったからだ。距離倍増エクステンデツトを閉塞すれば、賢悟を仕留められるだろうが、今度は半透明化現象に手の施ほどこしようがなくなる可能性が高い。

　無論、神の意志にどちらかを諦あきらめるという選せん択たく肢しはない。だから、賢悟は織お田だ幽玄に選びようのない二に者しや択たく一いつを迫せまったのだ。

「迷ったな？」

　一いつ瞬しゆん、幽玄の動きが止まっていた。

「これが科学だ、織田幽玄っ。貴様の迷いはこの世に神なき証明ぞっ！」

　五感を超こえ心ですべてを感覚する幽玄に当たり前の迷いが生じる。以前、彼が空むなしいと断じた人の知ち恵えが今、彼を追い詰つめようとしていた。

「愚おろかな。我が一刀は神の鉄てつ槌ついなり。人の知恵では決して防げぬ」

　幽ゆう玄げんは刀を抜ぬき放ち、刀身を賢けん悟ごに向ける。特異領域制御ドメインコントロールでも防ぎきれず、カナが両腕うでを落とされた正体不明のマテリアルロウだ。だが、賢悟は賭かけに勝ったとばかりに笑えみを返した。

「阿あ呆ほうめ」

　カナの特異領域制御ドメインコントロールは一度に複数の特ド異メ領イ域ンに干かん渉しようできない。ハンドグレネードと同時に天叢雲剣アメノムラクモを展開されれば為なす術すべがなかった。

「よもやその刀、鞘さやに納める時間があると思ったわけではあるまいな？」

　賢悟の台詞せりふよりも早く、彼らのいる場所から六〇〇メートル離はなれた高台に身を潜ひそめていた彩あや世せが、織お田だ幽玄に照準を定めた。狙そ撃げき用の領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを選せん択たくし、非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを発射する準備が整えられる。

　織田幽玄の動きは光速だが、そのすべてが光速というわけではない。光歩コウホにせよ天叢雲剣アメノムラクモにせよ、彼の速度が光速と化す前には必ずマテリアルロウの展開が行われている。それにはタッチインターフェース、モーションインターフェース、ボイスインターフェースのいずれかを使用しなければならない。光速の天叢雲剣アメノムラクモは居合いの体勢からは連発可能のようだが、刀を抜き放った今の状態では一度、刀を納めなければならない。逆に正体不明のマテリアルロウは刀を抜き放つことで展開されるようだが、その効果を発揮するにはやはり刀を納める必要がある。そして、光歩コウホで狙撃を躱かわそうにも幽玄の足は賢悟がしっかりとつかんでいる。光歩コウホは光速移動を可能にするが、その際に光速に加速するだけのエネルギーが放出されているわけではない。光速移動にもかかわらず、周囲の物が一つも破は壊かいされないことがその証しよう拠こである。それは生身で光の速度を押さえ込めるということだ。つまり、幽玄には撃うたれる前に狙撃手を斬きるしか手立てがない。

　非ス殺タ傷ン兵ガ器ン発射のスタンバイを終えた今の彩世ならば、刀を抜き放った織田幽玄とは条件的にほぼ五分と五分、勝敗を決するのはそれぞれのモーションインターフェースの起動速度だろう。ならば、特異領域制御装置ＤＣＵの操作に特化した電でん脳のうが、ただの人間を相手に万が一にも負けるはずがない。

　彩世は幽玄に照準を定めた二本の指を〇・一ミリ前に突つき出す。傍はた目めには微び動どうだにしていない彼女の動作に反応して非ス殺タ傷ン兵ガ器ンが発射された。

　赤いレーザーを放った直後、彼女はもう別の行動を起こしていた。飛行フライトと安全地帯シエルターを展開、そして加ア速ク装セ置ルの展開と閉へい塞そくを合計三四回繰り返す。

　限界ぎりぎりの速度で回避運動を行ったにもかかわらず光が右足を貫つらぬいた。織田幽玄は抜き放った打うち刀がたなではなく、左手で脇わき差ざしを逆手に持ち天叢雲剣アメノムラクモを展開したのである。彼はすぐさま非ス殺タ傷ン兵ガ器ンから身を伏ふせると、右手の打刀の切っ先を彩世へと向ける。間かん髪はつ入いれず、その刀を鞘に納めようと始動する。

　彩世の右足には黒い線状のブラックホールが浮かび、彼女の体を吞のみ込み始めた。だが、最初から彼女が右足を負傷するとわかっていたかのように清らかな声が詠えい唱しようした。

「聖なる剣デユランダル」

　事前に受けた賢けん悟ごの説明通り、アレクサンドラはすべてを切断するマテリアルロウを使い彩あや世せの右足をブラックホールごと切断する。彩世は右足を失いながらも、その二本の指の照準を織お田だ幽ゆう玄げんから一寸たりともずらしてはいなかった。彼女はかの天才科学者、社交的なサイエンティストこと西さい条じよう古ふる人ひとが生み出した人を超こえる種族なのだ。普ふ段だんのぼんやりした性格からは想像もつかないほどの能力をその身に秘ひめている。

　今の幽玄の体勢では二射目の非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを躱かわすのは難しいだろうが、彼も刀を鞘さやに納める寸前である。ここまでの展開をほぼ予測していた賢悟にも、どちらのマテリアルロウが先に届くかまではわかるはずもない。清せい十じゆう郎ろうがいればそれさえも計算してのけたかもしれないが、生あい憎にくと彼は不在だった。

　だから、賢悟は勝率をより高めるため、別の方法をとった。

「数多あまたの未来に光あれ」

　アレクサンドラはホログラム・ディスプレイに映された現在の時刻を見ながら彩世を視界にいれ、彼女を覆おおうように未み来らい見みのマテリアルロウを展開した。未来を決定づける未来見は、ＤＣＵ管理者アドミニストレータの観測と認にん識しきによりその結果が左右される。アレクサンドラが現時刻と、彩世の今の姿をイメージするのは彼女がそれ以上の負傷を負わない未来を決定づけるためだ。

　一度目の天叢雲剣アメノムラクモの際にはイメージに失敗し彩世が右足を貫つらぬかれる未来を見た。だが、二度目、今回はアレクサンドラの頭の中に思い通りの未来がよぎる。

　彩世は幽玄のマテリアルロウを被ひ弾だんするより先に非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを発射する──一秒にも満たない内にその未来は実現された。織田幽玄が鞘に刀を納めるまさに間ま際ぎわというところで、彩世の非ス殺タ傷ン兵ガ器ンが彼の肩かたを貫つらいたのだ。ダメージこそ与あたえないものの非ス殺タ傷ン兵ガ器ンに触ふれた生物は激痛と共に意識を失う。織田幽玄とて例外ではなく、彼は前のめりに倒たおれた。

　彩世はだめ押しに防護壁シールドを展開して幽玄を完全に拘こう束そくし終え、ふう、と安心したかのように息をつく。そして、涙なみだ目めでアレクサンドラに訴うつたえた。

「痛いよう」

「ご、ごめんなさい。すぐ治しますね」

　彩世の右足に再生手術オペが展開された。切断面から足が生えてくることに彩世は「変な感じ」と感想を述べる。彼女は再生した足を上げ下げし、地面を蹴けった後に、アレクサンドラを振ふり返り、治ったというように嬉うれしそうな笑え顔がおを見せた。

「行こっか。一いちノの瀬せ君はサーシャちゃんが治せるけど、カナちゃんは研究室まで連れてかないといけないもんね」

「はい。急ぎましょう」

　言って、アレクサンドラは空間転移ルートを展開する。六〇〇メートルの距きよ離りを転移すると彩世達は瓦が礫れきの上に降り立つ。

「わあー、教会が完全に壊こわれちゃったねー。一いちノの瀬せ君、どこー？　返事できるー？」

　彩あや世せが這はうようにして瓦が礫れきに耳を寄せると、

「かんらかんらよ。計算通りではないか、彩あや世せ、サーシェンカ」

　賢けん悟ごの声と共に彩世の目の前にぬっと血まみれの手が現れ、親指を立てる。それはまるで手首が地面から生えているかのようである。彩世は悲鳴を上げることこそ何とか堪こらえたものの、青ざめた表情でその場に固まった。

「い、一ノ瀬君、手、引っ込めて。怖こわいよう」

「なんだ？　幽ゆう霊れいは平気だったではないか？　克こく服ふくしたのではなかったのか？」

　からかうように賢悟が言うと、すねた口調で彩世が反論した。

「だって、あれは半はん透とう明めい化現象だもん。本物の幽霊じゃないもんねーだっ」

　この手もただ血まみれなだけだと賢悟が突つっ込もうとすると、一いつ緒しよに生いき埋うめになっているカナが口を挟はさむ。

「てか、早く出たいです。ぶっちゃけると私、あと一時間ももたずに機能停止しますよ。マスターの立てたロボットの負傷を顧かえりみない作戦のせいで死んじゃいます」

「というわけだ。できるだけ優やさしい方法でこの瓦礫をなんとかしてくれまいか？」

「わかったよう」

　彩世はおつかいでも頼たのまれたように気楽に応じ、賢悟達の上にある瓦礫を片かたっ端ぱしから飛行フライトで上空に飛ばした。瓦礫の中から現れたのは全身を血まみれにした賢悟と、まるで廃はい車しやのようにボロボロになった両腕うでのないカナである。アレクサンドラが再生手術オペを展開しようと賢悟に駆かけ寄っていく。

「しかし、こうして治ち療りようしてもらうのも何度目だろうな？」

　賢悟が問いかけるが、アレクサンドラは答えなかった。彼女はまるでここにはないものを見ているかのような目をしている。

「サーシェンカ？」

　悪い未来を見た。そんな表情に思えた。そして、賢悟の予想は的中する。

「逃にげましょう！　半透明化現象が進度を増しますっ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった口調でアレクサンドラが警告する。

「彩世、来いっ！」

　賢悟は彩世を呼びながら、目の端で数メートルしか離はなれていない瓦礫が瞬またたく間に半透明化していくのを見た。瓦礫の奥に微かすかにちらつくのは幽霊となった佐さ伯えき信しん司じである。アレクサンドラが言った通り、半透明化現象が進度を増しているのだ。

　半透明化の影えい響きようがすぐ足あし下もとにまで及および、賢悟の体は瓦礫をすり抜ぬけるようにして地面へと沈しずんだ。反射的に手を伸のばし、鉄骨をつかむ。腕と上半身の力を振ふり絞しぼり、体を持ち上げようとするが、今度は手が鉄骨をすり抜けた。

　周囲のすべてが半はん透とう明めい化していて、賢けん悟ごは地中へと落下する。その寸前、猛もうスピードで飛んできた彩あや世せが賢悟の手をつかみ、引っ張り上げた。そのまま彼らはカナとアレクサンドラに手を伸のばす。

「カナ！」

「サーシャちゃん！」

　賢悟がカナの、彩あや世せがアレクサンドラの手を取ったところで、アレクサンドラは空間転移ルートを展開した。

　転移した数秒後、教会から半径二キロ圏けん内に半透明化現象が広がった。
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　目の前の自衛隊員がまさに仏ぶつ頂ちよう面づらという表情で直立不動の姿勢を崩くずそうとしない。理り璃りが彼の仕事熱心さと融ゆう通づうの利きかなさに半ば呆あきれているのが清せい十じゆう郎ろうにもわかった。

「ただ園その崎ざき博士に僕の訪問を伝えるだけがどうしてできないのさ。これだけ厳重な警備態勢なら司令部へ定期報告ぐらいしているだろう？　ついでに言えばいいだけじゃないか」

「それは自分の任務ではありません。お引き取りください」

　もう何度目になるかわからない問答に理璃はそろそろ疲つかれてきたようだ。元より軍人が融通を利かせるわけはないと彼女も承知しており、その上でこうして粘ねばっていれば中にいる園崎が顔を出してくるかもしれないと無茶を頼たのんでいるのだ。当初、理璃はプロジェクトユートピアを管かん轄かつする日本政府の機関に連れん絡らくをとってみたのだが、通り一遍のお役所返事で園崎へ連絡がつくのは何週間後かという状じよう況きようだった。園崎の個人的な連絡先は残念ながら変わっており、こうなれば直接会いに行くしかないという結論に至ったのである。

「そう堅かたいことを言わなくてもいいじゃないか。君だって僕のことは知っているだろう？　まあ、こんなに若い姿は見慣れないかもしれないが、こないだの内ない外がい理り論ろんの発表は見なかったかい？　なんだったら飛行免許証でも見せようか？」

　伝導路を飛行するための飛行免許証は現在、最も一般的な身分証明書であり政府の機関なら容易に照会が可能である。

「結構です。園崎博士に用があるのでしたら個人的に連絡をとってください」

　理璃が唇くちびるをむっと引き結ぶ。わかってはいても杓しやく子し定じよう規ぎな返答を聞き続けるとさすがにイラッとしてくるようだ。そろそろこの問答が一時間経たつのを清十郎は体内時計で確かく認にんして、それぐらいで成果がなければ一いつ旦たん引き返そうと理璃が言っていたことを思い出す。彼女が訪ねてきたことを知れば、園崎も無視することはないと思っていたが、しばらく会わないうちに関係が白紙になっているということは社会生活を送る上でままあることだ。そうでなければ、これほどの重要施し設せつで不ふ審しんすぎるほど粘っている理璃の存在が研究施設の実質的なトップである園崎重しげ久ひさに伝えられていないということであり、それは自衛隊が無能か、さもなくば園その崎ざきにそれだけの余よ裕ゆうがないのだろう。

「とりあえず行こうか。他ほかの方法を考えることにしよう」

　清せい十じゆう郎ろうが思ったのと同じタイミングで理り璃りがそう口にする。彼女の体内時計もどうやら相当な精度のようである。彼が頷うなずこうとしたその時、足あし下もとに若じやつ干かんながら震しん動どうを感じ、そして鼓こ膜まくが張り裂さけるかと思うぐらいの轟ごう音おんが辺りに響ひびいた。

　見張りの自衛隊員達も驚おどろきを隠かくせない様子で、その半数ほどが一言、二言、司令部からの通信に返事をした後、地下実験施し設せつの内部に引っ込んでいった。どう考えても、何らかの事故が起きたに違ちがいないだろう。地下実験施設が何をするための施設か考えれば、その事故がどういうものかは自おのずと見えてくる。

「特異領域災害ドメインハザードだろうね」

　理璃が清十郎と同様の結論を口にした。

「レベル３ですね。外に漏もれたのが若干の震動と音だけなのは幸いですけど」

「通常の一〇倍以上もある地下実験施設で震動と音が漏れたんだから相当なものだけれどね。もしかしたら人類進化計画はもう破は綻たんするのが時間の問題なところまできているのかもしれないよ。不ふ審しんな訪問者に構っている余よ裕ゆうもないぐらいにさ」

　清十郎が引き返したくなるほどの予想を理璃はさらっと言ってのけた。相手が賢けん悟ごであればとっくに辞退を申し出ているところだが、立場上そうそう逃にげたいとは言い出せない。

「心配することはないよ。最悪の事態に陥おちいっても、君を守れるだけの備えはしてきているんだ。中ちゆう途と半はん端ぱな場所にいるよりは僕のそばにいた方が安全だと断言してもいい」

　そろそろ清十郎の性格を把は握あくした理璃の抜ぬけ目めないフォローにより、彼は胸を撫なで下ろす。だが、逆に言えばそれだけ危険な事態に陥る可能性があるのだと嫌いやな汗あせが背中を伝った。

「さて、少し移動しようか」

　言うや否いなや、理璃は自分と清十郎に空間転移ルートを展開する。転移した場所は地下実験施設の敷しき地ちから少し離はなれた場所にある海の上だ。体が落下するより前に飛行フライトが展開され、清十郎は海上すれすれを浮遊した。

　目の前に見えるのはマルチメタル合金という金属が敷しき詰つめられ、真っ平らに整地されただだっ広い島だ。言うまでもなく、この島全土がプロジェクトユートピアの地下実験施設を建造するための土地だ。元々は計画の関係者しか入島を許可されていなかったが、現在は人類進化計画の参加者に技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの展開を行うための施設が島内にあり、比ひ較かく的自由に出入りができる。

「さすがにもう少し近づかないと無理かな。海中に行くけどいいかい？」

「はい」

　理璃は自らと清十郎の全身に酸素容器ボンベを常時展開した。全環かん境きよう適応用の酸素容器ボンベは特ド異メ領イ域ン内に酸素を生成し、水中での呼吸を可能にするばかりか、その酸素が水圧からも身を守り、衣服を濡ぬらさず、更さらには会話までできるようになる。

「一気に行くよ」

　理り璃りはそう言うと飛行フライトで清せい十じゆう郎ろうを海の中へと誘ゆう導どうした。あたかも一つの生物かのように群れを成す数千匹ひきの魚達の横を通り過ぎ、辺りがどんどんと暗くなっていく。理璃は視界を確保するために発光ライトを展開した。海の中を明かりで照らしながら更に潜もぐっていけば、海中に降る雪と言われるマリンスノーを肉眼で見ることができた。その正体がプランクトンの排はい出しゆつ物や死し骸がい等であることを知っていた清十郎はあまりいい気分はしなかったが、特異領域制御装置ＤＣＵを使わなくともこれだけ幻げん想そう的な景色が生まれるのだと感心した。

　その間も潜せん水すい艦かん顔負けの速度で潜水は継けい続ぞくされ、あっという間にマリンスノーを置き去りにした。すでに視界に映っているのは海中の断だん崖がいだけで、それは海上から見た島へとつながっている。理璃は海深八〇〇〇メートルの地点まで潜り、ようやく潜行を停止する。

「ここがどの辺りかわかるかい？」

「大おお凡よそは。この断崖の内部がプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつでしょう？　直線距きよ離りでいえば、五〇〇メートルもないんじゃありませんか？」

「さすがじゃないか。素す晴ばらしいよ。君はなにをどう計算してそういう答えに辿たどり着くんだい？」

「なにをどうと言われると説明が難しいですが」

　清十郎が言葉を濁にごす、理璃はもったいつけるように言った。

「もしかして、だけどさ」

「なんですか？」

「君はこの断崖が数字に見えるんじゃないかい？」

　清十郎は真顔で理璃を見返した。そのことは賢悟にも言っていない。一体なぜ、という疑問はすぐに確信へと変わった。

「天あま川かわ先生もそうなんですね？」

「まあね。もっとも、僕は初めから周囲の環かん境きようを数字に置き換かえることができたわけじゃないよ。勿もち論ろん、昔から数字には強かったし、時間をかければ解けない問題なんてないと思っていたさ。事実、そうだったしね。君も大体は同じなんじゃないかい？」

　清十郎は躊躇ためらいがちに、しかしはっきりと頷うなずいた。今、理璃が言ったことはすべて自分のことかのように当て嵌はまっている。

「やっぱりね。じゃあ、君が周囲の環境を計算できるようになったのは、特異領域制御装置ＤＣＵを移植した後ってわけだ」

　肯定する代わりに清十郎は尋たずねた。それは以前から疑問を抱いだいていたことだ。

「どうして俺達だけこんな風に見えるんですか？」

「サンプルが少ないから正確にはわからないけどね。僕は、特異領域制御装置ＤＣＵと僕らの脳の相性が致ち命めい的に悪かったんじゃないかと思っているんだ」

「良かったのではなくてですか？」

「まあ、良かったとしてもいいんだけれどね。少し細かい話になるけど説明しようか。知っての通り特異領域制御装置ＤＣＵというのは特異点ネットワークを経由して特異点コンピュータ九つ十く九もにアクセスするための機械だ。けれど不思議に思ったことはないかい？　どうして人の脳に移植しないと特異領域制御装置ＤＣＵは起動しないんだろうね？」

　特異領域制御装置ＤＣＵはその基本原理に何が起こるかわからないという性質を持つ特異点を使っており、設計者である九十九伊い月つきが亡なくなったことも重なって、実用化された今でも未いまだいくつかのブラックボックスを有している。理り屈くつはわからないがこうすれば作動するという部分が何箇か所しよか存在し、その一つが人の脳に移植するということだ。科学者達の研究により現在では特異領域制御装置ＤＣＵの起動に脳の特異点である意識が必要だというところまではわかっている。

「たとえばこういう考えはどうだい？　特異領域制御装置ＤＣＵから特異点ネットワークを通じて特異点コンピュータ九十九に送られた情報は、九十九からまた脳の特異点である意識まで戻もどってくるんだ。なにせ、九十九が存在するのは『外側がわ』だからね。僕達のいる『内側』に干かん渉しようするには『内側』にあるものを使うのが一番てっとり早い。まあ、意識が特ド異メ領イ域ンを展開する能力を備えているかはわからないけれど、この理屈でいけば特異点コンピュータの情報が意識まで届くことになる。マテリアルロウは物理法則を改変するけど、それには一度、この世のあらゆるものを数値化するのがわかりやすい。つまり、僕達が見ているのは特異点コンピュータが数値化した情報の一部だってことさ」

　いくつか穴のある理屈だが、清せい十じゆう郎ろうと理り璃りが環かん境きようや現象を数字として捉とらえることができるという点については整合性がとれている。

「本来、数値化された情報は意識のバックグラウンドで動いているから認にん識しきされるはずがないものの、俺達の脳が特異領域制御装置ＤＣＵと極端に相性が悪く、その数値化された情報を認識した状態で受け取ってしまっているということですか？」

「まあ、そういうことだよ。本当はもっと悪い仮説を立てたんだけど聞きたいかい？」

　無論、そんな夢見の悪くなりそうな仮説は聞きたくなかったが、理璃の目が話したいと口ほどに物を言っているので清十郎はノーと言えなかった。

「どんな悪い仮説ですか？」

「僕達の見ている風景こそがこの世界の本当の現実だってことさ」

　やっぱり聞くんじゃなかったと即そく座ざに後こう悔かいしたのは清十郎が理璃の言ったことを正確に理解したからである。清十郎の目には確かに周囲の環境が数値化されて見えるが、勿もち論ろん、数値化されないものもあるし、同時に風景なども映像として映っている。理璃が言ったのは、この世界の本当の現実がすべて数字でしかないということだ。そして、それを今の現実として変へん換かんしているのが脳であり意識だ。数字を現実へと変換する機能に支障を来きたしてしまうほど、清せい十じゆう郎ろうと理り璃りの脳は特異領域制御装置ＤＣＵと相性が悪かった、ということである。

「それはあまり考えたくない仮説でしょう？」

「けれど、考えずにはいられなくてね。まあ、あまり気にしないことさ。それよりも実用的なことで言えば、これを利用して特異点方程式が解きやすくなるんだ。本当は誰だれかに教えたくて仕方がなかったんだけど、僕以外にこれを理解してくれる人がいなかったからさ」

　うずうずしながら理璃が言う。言っていることは難解極きわまりないが、態度はとても子供っぽい。彼女は清十郎と自分が似ていると言ったが、清十郎はやはり似ていないと思った。

「どうするんですか？」

「簡単だよ。最初に結果をイメージするんだ。これ以上ないってぐらい精密にね。後はそのイメージを数値化すればあっという間に特異点方程式が解けているよ」

　理璃の説明を聞くと本当に簡単そうに思えてくるが、問題はイメージの精度だろう。たとえば、『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の特異点方程式を解くには『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』を精密にイメージしなければならないが、見たこともないそれをイメージする方法はないに等しいだろう。かといって普ふ通つうの特異点方程式ならば清十郎は大体、解ける。あまり使い道のなさそうな技術だと思った。

「その顔は役に立たないと思っている顔だね」

　ずばり指し摘てきされ、清十郎は返答に困る。

「じゃ、論より証しよう拠こさ。具体的な使い方を教えてあげるよ。これのポイントはさ、特異点に関するものについては数値化できない僕達が、それをイメージにまで落としてくれば数値化できるってことなんだ」

　理璃の言う通り、特異点に関するものは清十郎も数値化できない。彼女の仮説を元に理由づけするなら、それは元々、特異点自体を正確に観測、認にん識しきすることが人間にはできないからだろう。つまり、脳は特異点に関する数値を正しく受け取っていないのだ。

　それを一いつ旦たんイメージにまで落とし込めば、数値化できるようになるというのは、頭の中に思い描えがいた特異点が特異領域制御装置ＤＣＵによって、認識されるからなのだろうか？

「あの断だん崖がいを見てごらんよ。僕の予想ではどこか一部がすでに特異領域災害ドメインハザードの影えい響きようを受けているはずなんだ。いいかい？　あれを見ながら頭の中にまったく同じ断崖を想像するんだ。最初はゆっくりでいいよ。試ためしてごらん」

　理璃が言った通りに清十郎は断崖を注視する。同時にそれと同じ物体を想像上に構築した。だが、予想以上に難しく細部どころか、全体像さえ定まらず失敗した。理璃に視線をやるともう一回というように人差し指を立てるので、清十郎は再度トライした。やはり失敗する。理璃が何回でも試ためしていいというように再び人差し指を立てるのを横目で見て、成功するまでやめられないような重圧を感じた。

　ただ断だん崖がいを睨にらみ、同じものを頭の中に描えがく。その地じ道みちな作業を何度繰くり返しただろうか、初めてそのイメージが上う手まくいったと思った瞬しゆん間かん、映像が弾はじけるように拡かく散さんし、清せい十じゆう郎ろうの頭の中に特異点方程式とその解がよぎった。

「わかりました」

「どこだい？」

　清十郎が断崖の一部を指差す。

「亀き裂れつが入ったような形状で幅はば二・二センチ、長さ五・七センチほどの範はん囲いが半はん透とう明めい化しています」

　満足そうに理り璃りが微ほほ笑えみ、背せ伸のびをすると清十郎の髪かみを乱すようにぐしゃぐしゃと頭を撫なでた。彼は少し居い心ごこ地ちが悪そうにしていたが黙だまって為なすがままにされていた。

「よくできたね。正解だよ。じゃあ、もう少し近づいてみようか」

　理璃が飛行フライトを操あやつり、半透明化現象が発生している断崖へと慎しん重ちように近づいていく。残り一〇メートルほどの距きよ離りまで近づいたところで、頭の中を考え難がたい数字が横切り、清十郎は血相を変えて理璃を振ふり返った。

「随ずい分ぶんと筋がいいね。君の計算通り、大きいのが来るよ」

　次の瞬しゆん間かん、清十郎は驚きよう愕がくして目を丸くした。海深八〇〇〇メートルの地点から海上まで続いている長く巨きよ大だいな断崖が僅わずかに、しかしはっきりと揺ゆれ動いたのである。先さき程ほど、地上で聞いた時とは比べ物にならないほどの轟ごう音おんが辺りに木こ霊だまし、耳を塞ふさいでも鼓こ膜まくが破れるかと思ったぐらいだ。

　次し第だいに音と揺れは小さくなっていき、まるで何事もなかったかのように落ちついた。見れば先程、亀き裂れつ状に半透明化していた箇か所しよが一〇〇倍以上にその範囲を広げている。

「どうやら静観していられる状じよう況きようじゃないようだね」

「どうするつもりですか？」

「勿もち論ろん、この断崖を通って直接、地下実験施し設せつの重しげ久ひさに文句を言いに行くのさ」

　理璃と清十郎は巨大な岩の塊かたまりで出来た断崖に体当たりでも仕し掛かけるように一直線に飛んでいく。まさに衝しよう突とつする寸前、清十郎が肝きもを冷やしたのと同時に理璃は特ド異メ領イ域ンを展開した。

「侵入工作インベート」

　透とう過かの現象マテリアルと固体の性質マテリアルをセットアップした侵入工作インベートは、特ド異メ領イ域ン内の物質に固体を透過する性質を付ふ与よする。侵入工作インベートを纏った理璃と清十郎は断崖をまるでホログラムかのようにすり抜ぬけていった。
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　一いつ般ぱん的な地下実験施し設せつは特ド異メ領イ域ンで作られた要よう塞さいであり、大まかに言って二種類の機構を備えている。一つが実験に伴ともなう特異領域災害ドメインハザードの影えい響きようを施設外に及およぼさないようにするためのもの。もう一つが部外者の侵しん入にゆうを阻はばみ、研究の機密を守るためのものだ。

　勿もち論ろん、プロジェクトユートピアの地下実験施設にも防護用マテリアルロウが厳重に張り巡めぐらされていたのだが、それらはすべて理り璃りが初見で特性を看破しあっという間に突とつ破ぱしてしまった。マテリアルロウの解かい析せきには、分析用のマテリアルロウと併へい用ようして先さき程ほどのイメージを特異点方程式化する方法を使ったのだそうだ。

「状じよう況きように応じて頭の中にそれほど必要じゃない領域が出来るじゃないか。たとえば、考えるだけなら足や手を動かすための領域は別にいらないんだ。だから、そういう無む駄だな部分は眠ねむらせて、別のことに脳の容量を使えばいいんだよ。そうしたら特異点方程式を解くのだってずっと楽になるよ。騙だまされたと思ってやってごらんよ」

　理璃は丁てい寧ねいにレクチャーしてくれたが、すぐに真ま似ねできるような簡単な芸当ではなかった。そもそも脳の機能を部分的に眠らせるなんて、訓練してもできるようになるとは思えない。

「騙されたでしょうが」

　思わず清せい十じゆう郎ろうは不平を漏もらした。

「自分の体なんだ。本来、思い通りに動かせない方がおかしいのさ」

　天才科学者は言うことが違ちがう。だったら髪かみの毛を動かせるのか、と尋たずねようとも思ったが本当に動かしそうな気もしたのでやめておいた。

「いくらマテリアルロウの解析が得意でも、下調べも準備もなく、いきなり地下実験施設を強行突破するのは無茶がすぎると思いますが」

　清十郎は最初に比べて随ずい分ぶん、理璃に意見ができるようになっていた。無論、賢けん悟ごに言うよりも随分、大人しいのは言うまでもなく、彼は内心でもっと多くの苦言を繰くり返している。

「いくら僕でも勝算もなくこんな真似はできないよ。ほら、賢悟の奴やつが言ってたじゃないか。織お田だ幽ゆう玄げんとかいうマーシアハがこの実験施設に真っ正面から堂々とやってきて最下層近くまで侵入したって」

「それはなにが言いたいんでしょう？」

「日数をかけて偵てい察さつしたにせよ、マーシアハが解析して突破に成功した場所だ。科学の専門家である僕が初見でそれをできなきゃ立場がないじゃないか」

　やはり理璃はあの一いちノの瀬せ賢悟の先生役を平気な顔してやっていられる人間だ。その考え方は常人のそれとは大きく異なり、下手をすれば賢悟よりもぶっ飛んでいる。

「世間一般ではそういうのを勝算とは言いません」

「世間と僕と一体、どっちが正しいと思うんだい？」

　そう返されればぐうの音ねも出ない。少なくとも彼女は特とく異い領りよう域いき理り論ろんを巡めぐって大多数の人間が否いなを唱える中、その正しさを証明してみせた科学者だ。

「それに古ふる人ひとが西さい条じよう研究所に展開していたマテリアルロウの方が正直、ずっと厄やつ介かいだったよ。こういうのは考えた人間の性格も出るんだろうね」

　防護用マテリアルロウの性能に性格を感じられるほど清せい十じゆう郎ろうは達観していない。同意する代わりに頭をよぎったのは次の疑問だ。

「そういえば西条教授はどこでなにをしているんでしょうか？」

「どこにいるかはわからないけれど、なにをしているかなら簡単だよ。第一、あいつに研究以外をする甲か斐い性しようなんてあるわけがないのさ」

　その口調がどことなく怒おこっているように思えて、清十郎は曖あい昧まいに頷うなずくことしかできなかった。

「さて、と。どうやら目的の場所が見つかったね」

　彼らの目の前には第七観測室とホログラム・ディスプレイに表示された部屋があった。地下実験施し設せつには必ず備わっている実験の観測とデータ収集を行う場所である。織お田だ幽ゆう玄げんの侵しん入にゆうによって人手が足りなくなったのか、ここに到とう着ちやくするまで自衛隊員の一人にも遭そう遇ぐうしなかったのは清十郎にとって嬉うれしい誤算だが、理り璃りの予想では侵入者を発見する余よ裕ゆうもないぐらいの事故が発生しているとのことだった。

「さすがに中には人がいるでしょうね」

「まあ、黙だまってもらうさ。ところで、ロックされているみたいだから一回壊こわしてくれるかい？」

　理璃が観測室の扉とびらが開かないのを確かく認にんしてそう言った。清十郎は頷き、扉に廃ジ棄ヤ処ン分クを展開する。ゴミの性質が付ふ与よされた扉は故障し、続けて廃棄物再生箱リサイクルボツクスで修理する。それによって電子ロックが初期化された後、ナノスマートフォンでシステムにアクセスして再設定を行う。一分も経たたずに扉が開く。

　理璃がおもむろに研究室に入ると、中にいた職員数名が驚おどろいた様子で振ふり返る。声を発する暇ひまも与あたえず彼女は防護壁シールドで全員を拘こう束そくした。

「天あま川かわ先生、待ってください。今、気がついたんですがこれって犯罪なのでは？」

「安心しなさい。僕はちゃんと法律を守るよ。確か不法侵入と傷害罪は二、三年、刑けい務む所しよに入ればやっていいんじゃなかったかい？　良い弁護士を雇やとえば執しつ行こう猶ゆう予よがつくかもしれないね」

「違ちがうでしょうっ！　やっちゃいけないのが前提でしょうっ！」

「冗じよう談だんだよ。心配しなくても君が逮たい捕ほされないようには上う手まく取り計らうよ。まあ、僕に脅おどされたってことにすれば問題ないんじゃないかい？　この際だから前科が増えるのだって仕方ないだろうしね。言っている意味がわかるかい？　僕はそれぐらいヤバイ状じよう況きようだと思ってるってことさ」

　そこまで言われ、ようやく清十郎は事態の深刻さに気がついた。自分の身の安全ばかりを考えていた彼と違ちがい、理り璃りは最初からずっと特異領域災害ドメインハザードの影えい響きようが地下実験施し設せつの外に漏もれることを危き惧ぐしていたのだ。

　自分の情けなさを今いま更さらながら自覚し、謝罪の代わりにと観測室の機器を操作する。流れるような指使いでホログラム・ディスプレイのキーボードを叩たたくと、地下実験施設の最下層の状じよう況きようが複数のモニターに表示された。

　その中の一つに、清せい十じゆう郎ろうは視線を注ぐ。映っているのは地下実験施設の職員らしき男だ。紺こんの作業用ジャケットを羽織っており、左胸にはアルファベットのＳが二つ重なったようなワッペンが付いていた。ダブルエスという園その崎ざき科学研究会に所属している証あかしである。清十郎は記き憶おくを辿たどり、その男が人類進化計画の記者会見時に園崎と一いつ緒しよにいた研究メンバーの一人であることを思い出す。

　更に清十郎は現在の実験施設の状況を詳くわしく画面に表示させる。

「助かるよ。旧科学の機器には少しばかり疎うといんだ。特に世界国家第一大学の外にあるやつは、操作方法が頻ひん繁ぱんにバージョンアップするから覚える気にもなれなくてね」

　理璃が清十郎と同じことをできないとも思えなかったが、確かに知らないものはどうしようもないだろう。科学者があまり興味を持たない旧科学の最新機器を調べるのは清十郎の趣しゆ味みなのだ。機器操作の正確性と練度には無む駄だに自信があり、こういった専門の研究機関でしか使われないようなマイナー機種が最も彼の得意とするものだった。

「あれをごらんよ」

　理璃が示したモニターには男の拡大映像が映っている。その体の一部、主に首と肩かたの辺りがうっすら半はん透とう明めい化していた。よく見れば、男の唇くちびるが微かすかに動いている。

「誰だれかと話してませんか？」

「そのようだね。音声に出せるかい？」

「やってみます」

　別の観測室にいる人間と通信しているのだろうと見当をつけ、清十郎はその回線の傍ぼう受じゆを試みる。とはいえ、同じ地下実験施設内の回線であるため、通信チャンネルを合わせるだけで事は済んだ。

「首九〇パーセントと右肩三〇パーセントが霊れい化かしたみてえだ。右手にも五パーセントほど飛び火してやがる。距離倍増エクステンデツトを該がい当とう箇か所しよに二つ重ねろ」

　園崎重しげ久ひさの声だった。指示を受けた男は、距離倍増エクステンデツトを自らの首、右肩、右手を覆おおうように展開する。スコープを通して見た男の体はまるで赤い絵の具で分厚く塗ぬりたくられたようになっている。同じ場所に特ド異メ領イ域ンがいくつも重なっている時に見られる現象だ。

「あっちの観測室と通信をつなげるかい？」

　若じやつ干かん、声のトーンを落として理璃が言った。清十郎は頷うなずき、園崎がいる観測室と通信回線をつないだ。

「よし。進行速度、三〇パーセント減少。全身にもう一つ距離倍増エクステンデツトを追加しろ」

　理り璃りは緊きん急きゆう事態の対処にあたっている園その崎ざきに声をかけた。

「やあ、大変そうじゃないか、重しげ久ひさ。困っているようだから一つ助言するけれど、人類進化計画は一いつ旦たん中止して、早いところ技術的特異点テクノロジカルシングラリテイをすべて閉へい塞そくした方がいいよ。残念だけど、ここまでいったらもうどうにもならないからね」

　突とつ然ぜんの通信に驚おどろいたのか、数秒ほど沈ちん黙もくした後に園崎は言った。

「……その声、理璃かよ。ったく、どうやって入ってきやがったんだか。なにしに来たってえんだ？」

「今、言ったじゃないか。君が危険な研究を続けようとしているから忠告しに来たんだ。誰だれかに言われないとやめられないときだってあるだろうからね。勿もち論ろん、気持ちはわかるよ。上う手まくいきかけた研究を自分で白紙に戻もどす決断をするほど辛つらいことはないさ」

「俺はともかくとしてだ。他ほかの連中まで惑まどわすのはやめてもらえねえか。生あい憎にくと人類進化計画は順調だ。まあ、こういう想定外の事態も研究にはつきものだって話だわな。そんなに心配してもらわなくとも、この方法で問題なく対処できるんで家に帰ってゆっくり昼ひる寝ねでもしているがいいさ」

「さっき最下層にいる彼に展開した距離倍増エクステンデツト、一体いくつ目なのさ？　三つや四つじゃきかないんじゃないかい？」

　理璃が言わんとしていることが清せい十じゆう郎ろうにもよくわかった。最下層にいる男は明らかに半はん透とう明めい化現象を起こしている。それでいて完全に半透明化していないのは距離倍増エクステンデツトを全身に展開しているからだ。距離倍増エクステンデツトは特ド異メ領イ域ン内の距きよ離りを一〇倍にする。そして、半透明化現象は距離と時間に比例して半透明化の進度を増す。距離倍増エクステンデツトを展開すれば全身の距離は一〇倍になるため、半透明化の進行速度は一〇分の一に減少する。更さらに二つ重ねがければ一〇〇分の一に、三つならば一〇〇〇分の一だ。

　言い換かえれば、距離倍増エクステンデツトを展開するごとに半透明化の進行速度は九〇パーセント減少するのだが、先さき程ほど、園崎は距離倍増エクステンデツト展開直後にもかかわらず進行速度が三〇パーセントしか減少しなかったと言った。これは半透明化現象が数秒ごとに進行速度を加速させているということだ。

「答えられないんだったら、僕が言うけどさ。重ねがけされているのはさっきのを合わせて合計一一個の距離倍増エクステンデツトだ。だから、彼は一〇〇〇億人分の体積を持っていることになる。この地下実験室の一層分とほぼ同じぐらいの空間だよ。距離倍増エクステンデツトを展開していなければそれだけの範はん囲いが特異領域災害ドメインハザードに汚お染せんされているってことだよ。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを閉へい塞そくせずにどうやって抑おさえる気なんだい？　この方法で問題なく対処できるって君は言うけれどさ、それを信用する気には到とう底ていなれないね。なぜって、さっきからどう見たって特異領域災害ドメインハザードは悪化しているじゃないか」

「ちっと黙だまれよ」

　苛いらついた口調で園その崎ざきは理り璃りの言葉を遮さえぎり、不安そうに彼の様子を窺うかがっている研究員達へと振ふり返る。

「気にすんな。予定通り観測を続けろ」

「こんなペースで距離倍増エクステンデツトの重ねがけをしていつか破は綻たんするだろうなんてことは計算しなくてもわかるよ。聞いてるのかい？　馬ば鹿かにもわかるって言ってるんだ」

　同種の特ド異メ領イ域ンを重ねがけする際には、すでに展開されている特ド異メ領イ域ンの数と同じだけの負担がかかる。重ねがけの数が多くなるほど一つの特ド異メ領イ域ンを展開する負担は膨ふくれ上がるのだ。それを当然、熟じゆく知ちしているであろう園崎は、しかし理璃の言葉に耳を貸さなかった。

「左上じよう腕わんに距離倍増エクステンデツトを展開。急げ」

「それともまさか技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは距離倍増エクステンデツトの重ねがけを前提に使用するマテリアルロウなのかい？」

「続けて左胸に展開だ」

「ねえ、重しげ久ひさ。君がこの状じよう況きようでそれだけ落ちつき払はらっているのはもしかしてこうなることを予想していたんじゃないかい？」

　園崎は無反応を貫つらぬいていたが、その彼の周りからはざわめきが起こる。研究員達が思わず漏もらした動どう揺ようだろう。

「なにが言いてえんだ？」

「これは僕の教え子の仮説を僕なりに考えてみたものだけれどね。人類進化計画は知能の共有を行うために莫ばく大だいな借金しているんじゃないかい？」

「さっぱりわかんねえな。なにかと思えば、いきなり金の話かよ？」

「相変わらず察しが悪いじゃないか。僕が言いたいのは、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは知能の共有を行うマテリアルロウなんかじゃなく、むしろその半はん透とう明めい化現象を引き起こしている元げん凶きようじゃないかってことさ。そして、その影えい響きようを距離倍増エクステンデツトで抑おさえ込むことによって初めて知能の共有が可能になるんじゃないかい？　勿もち論ろん、それで何事もなければ君の計画は成功しただろうね。だけど、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開している限り、半透明化現象は増大していくんだ。まるで借金が利子で増え続けるようにね。計画を続けるためには次から次へと距離倍増エクステンデツトを重ねがけしていくしかない。だから、人類進化計画では世界中から参加者を募つのっている。計画の参加者が増え続ければ、進しん化か脳のうの性能も向上を続け、距離倍増エクステンデツトの重ねがけを増やし続けることができるからね。けれど、君は計算ミスをした。最初の借金が多すぎて、距離倍増エクステンデツトの重ねがけが間に合わないんだ。もっとも、一番の問題は君がケアレスミスをしたってことじゃないよ。だって、そうだろう？　馬鹿みたいな話じゃないか。知能の共有を行おうとすれば特異領域災害ドメインハザードが発生する。特異領域災害ドメインハザードが起こらないようにするために、君は未来永えい劫ごう、距離倍増エクステンデツトを重ねがけしていこうって言っているんだからさ」

　園崎は一いつ瞬しゆん、眼光を鋭するどくするも、すぐさま取り繕つくろうように鼻で笑った。

「未来永えい劫ごうってこたあねえさ。俺に考えがねえとでも思ったのかよ？」

「勿もち論ろん、君が更さらに馬ば鹿かげたことを夢想しているのはわかっているよ。なぜなら、君はこの綱つな渡わたりのように危あやういバランスをずっと保ち続けて、いずれ人知を超こえるほどの性能になるであろう進しん化か脳のうが、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの問題を運良く解決してくれるのを待っているんだからね！」

「ちったあ、落ちつけや。お前さんの仮説が大体は当たってるってことは認めてやろうじゃねえか。だがな、残念ながら一つだけ間ま違ちがってんぜ。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは人の知能を次元の違う領域まで引っ張り上げる。それは、たかだか今の天才程度の頭脳が予測する未来を軽く覆くつがえすのさ。だから、この特異領域災害ドメインハザードがいずれ収まるのは必然ってえわけだ」

　理り璃りはこれみよがしにため息をつき、

「君はわかっていないね。どう考えても間違えようのない必然を覆すような偶ぐう然ぜんが起こる科学を特とく異い領りよう域いき理り論ろんって言うのさ」

　まるでその言葉を裏づけるかのように、丁度、研究メンバーの一人が切せつ羽ぱ詰つまったような声を上げた。

「園その崎ざき博士っ！　一二層に隔かく離りした人間の霊れい化かが全身の五〇パーセントに急上じよう昇しようしましたっ！」

「慌あわてなさんな。全身に距離倍増エクステンデツトを追加展開しろ。霊化が進んだのは何名だ？」

　答えが返ってくるよりも先に、今度は他ほかの研究員達が次々に声を上げ始めた。

「一〇層、一一層も同じです！　霊化七〇パーセントに進行、更に急上昇していますっ！」

「九層、八層、七層も、ほぼ全員ですっ！　距離倍増エクステンデツトの効果が殆ほとんどありませんっ！」

「限界数まで距離倍増エクステンデツトを展開しろっ！　容量を惜おしむんじゃねえぞっ！」

　通信回線の向こう側がわで怒ど号ごうと絶ぜつ叫きようが木こ霊だまする。先さき程ほどまでの事務的な静せい寂じやくはなりを潜ひそめ、ダムが決けつ壊かいするかのように恐きよう怖ふが溢あふれ返った。

「駄だ目めです。抑おさえきれませんっ！　実験施し設せつに霊化が広がりますっ！」

「一いつ般ぱん人への知能領域の共有が停止しても構わんっ！　距離倍増エクステンデツトを倍に増やせっ！」

「そ、園崎博士っ！　れ、その、あ……」

「どうしたっ!?　はっきり言いやがれっ！」

　口ごもった研究員を園崎が顔を赤くしながら激しく叱しつ咤たする。それでも、研究員は喉のどに何かが詰つまったように口をぱくぱくさせ、ようやく言葉を吐はき出した。

「園崎、博士……のっ、体が、れ、霊化していますっ！　お、凡およそ三〇パーセントっ！」

　真っ赤に染まった園崎の顔は血の気が引くように青ざめた。反射的に彼は叫さけんだ。

「全員、距離倍増エクステンデツトを展開しろっ！」

　モニターの向こうの園崎のいる室内が現実味をなくしたかのようにぼやけて見えた。遅おくれて部屋全体が半はん透とう明めい化したのだと気がつく。かろうじて無事だったのは園崎重しげ久ひさ一人だけだ。

　半ば呆ぼう然ぜんとする彼に向かって、理璃は鋭い声を発した。

「重久。今すぐその霊化って現象と技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの特性を僕に教えなよ」

「なに言ってやがる」

「君は、一体、いつまでくだらない意地を張っている気なんだ！　僕が特異領域災害ドメインハザードを止めてあげるって言ってるんだよ！　それでも教えたくないなら、僕の研究の中から好きなものを持っていくといいさ。このままじゃ地球全土に被ひ害がいが及およぶ。それぐらいのことはわかっているはずじゃないかっ！」

　園その崎ざきは苦い表情を浮かべるが、迷いを振ふり切るかのように自分の顔を両手で叩たたく。そして、理り璃りの要求に応こたえるように言った。

「技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは幽ゆう霊れいを作り出すマテリアルロウだ」




　　　　　　　11




　園崎重しげ久ひさの話によれば、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを人体に展開するとその人間からは幽ゆう気き線せんという目には見えない特異点の一種が放出されるようになる。この状態を霊れい化かというが、幽気線は原則として霊化した人間、つまり同じく幽気線を放つ人間同士をつなぎ、霊化した部分の情報を共有する性質を持つ。園崎はこの仕組みを利用して脳と脳をつなぎ、進しん化か脳のうを実現していたのである。

　ただし、この幽気線は互たがいの情報を共有する以外に、あらゆる性質を失わせる特性を持っている。幽気線の影えい響きようを受けることを被ひ幽ゆうと言い、被幽し続けると更さらに霊化が進む。霊化進度はパーセントで表されるが、全身が一〇〇パーセント霊化することを幽霊になるという。これはあらゆる性質を失い、世界に存在はするが死んでいるも等しいことから名づけられている。

　技術的特異点テクノロジカルシングラリテイによって霊化するのは脳の一部のみだが、放ほうっておけば他ほかの部位も幽気線によって被幽し霊化が進んでしまう。

　幽気線の強さを表すのが幽ゆう気き線せん力りよくだ。霊化した初期段階での幽気線力は霊化進度と単位をそろえれば平均〇・〇四二パーセント毎時であり、霊化進度が一時間ごとに〇・〇四二パーセント上じよう昇しようすることを示している。一日に換かん算ざんすれば二四倍で、凡およそ一パーセントだ。つまり、何もしなければ僅わずか一〇〇日で霊化進度一〇〇パーセントに達し、進化脳を持った人間は幽霊と化してしまうのである。

　幽気線力は霊化した箇か所しよからの距きよ離りに比例して小さくなるため、進化脳を持った人間には距離倍増エクステンデツトを展開して他の部分が霊化しないような対策をとっていた。距離倍増エクステンデツトを展開すれば霊化箇所からの距離は一〇倍、幽気線力は凡そ一〇分の一に低下する。これでも一〇〇〇日、凡そ三年足らずで幽霊になってしまう。そのため人類進化計画の参加者には更に距離倍増エクステンデツトを二つ追加し、合計三つが重ねがけで展開されていた。これにより平均一〇万日、約二七〇年は幽霊化しない計算となる。人体に大きな影響が見られるのが霊化進度五〇パーセントを超こえたあたりからとなるが、その数値に達するのも一三五年の歳月が必要である。人間の寿じゆ命みように比べて十分に長いことから安全性が保たれているとされた。

　園その崎ざきの誤算は幽ゆう気き線せん力りよくが遅ち々ちとしてではあるが、時間の経過と共に強くなっていくということだった。異変に気がついた頃ころには手て遅おくれで一人の科学者が霊れい化か五〇パーセントを超こえてしまう。園崎らは丁度その時、世界国家第一大学を訪おとずれていたため、彼を沢さわ渡たり研究所の地下実験施し設せつへ隔かく離りしたのである。なぜなら、霊化が五〇パーセント以上進んだ場合、その人間が放つ幽気線は通常の物質にまで影えい響きようを与あたえ始める。霊化していない人間はもとより、空気や水、土ど壌じよう、ありとあらゆる物が幽気線の影響を受け汚お染せんされ、自らも幽気線を放出する霊化物質と化す。それが技術的特異点テクノロジカルシングラリテイのもたらす特異領域災害ドメインハザード、霊れい化か汚お染せんだ。理り璃り達が半はん透とう明めい化現象と呼んでいた現象の正式名めい称しようであった。

「それで、七層から下のエリアが全部、霊化汚染に冒おかされたってわけだ」

「ああ、そうだ」

　今、理璃と清せい十じゆう郎ろうのいる第七観測室は五層に位置する。僅わずか二層下では凶きよう悪あくな幽気線が飛び交かっているのだ。

「もう一度聞くけど、本当に技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは閉へい塞そくできないのかい？」

「できねえよ。というか、閉塞したとしても霊化汚染は止まらねえんだ。確かに若じやつ干かんは幽気線力が弱まるかもしれねえが、その結果どうなるか、お前さんなら予想がつくだろうがよ」

「進しん化か脳のうを使用して展開している距離倍増エクステンデツトが閉塞されて、人類進化計画への参加者は全員、霊化の一いつ途とを辿たどる。この地下実験施設の霊化汚染も一気に広がって全階層を吞のみ込む。その後、地上を広こう範はん囲いに汚染するってわけか。よくもまあ、こんな一つ間ま違ちがえたら手の施ほどこしようのない計画を立てたもんだよ。正直言って、まともな考えとは思えないね」

「特異点を正気で研究できる方が普ふ通つうじゃねえのさ。お前さんにはわかんねえだろうがな」

「まったく頭にくるぐらいに悪びれないね、君は。まあ、いいさ。その話は霊化汚染をなんとかした後にゆっくりとしようじゃないか」

　理璃はモニター越ごしの園崎に背を向けると清十郎に視線を合わせる。

「心配しなくてもついて来いとは言わないよ。十分に助けてもらったことだしね。送ってやれないのは申し訳ないけれど、彼らと一いつ緒しよに退たい避ひしてくれるかい？」

　彼らというのは第七観測室にいた地下実験施設の職員達だ。理璃は防護壁シールドの拘こう束そくを解くと状じよう況きようを説明し、一刻も早く退避するように命じたのである。

　最悪の事態に陥おちいっても清十郎を守れるだけの備えはして来たと言った理璃が彼を帰す判断をしたのは、この状況が彼女の想定を上回っているということに他ほかならない。留とどまろうというのは自殺行こう為いだろう。しかし、清十郎は理璃の申し出に同意しなかった。

「ここなら各エリアごとの幽気線力を計測することもできますし、それを定期的にモニターして通信で伝えることもできるでしょう。時間はかかりますが施設内へマテリアルロウの展開もできます」

　危険だとは承知していた。こんなことは学生の領分ではなく、この実験施し設せつで働く人間の仕事だろう。だが、事態を収束する役目を負った地下実験施設のＤＣＵ管理者アドミニストレータは全員が進しん化か脳のうを持っていたため、霊れい化か進度が五〇パーセント近い数値にまで達している。更さらなる霊れい化か汚お染せんを引き起こさないためにはこの施設から退たい避ひするしかない。日本政府には状じよう況きようが伝わっているはずだが、すぐに応おう援えんが来るわけでもない。ただ待っているだけでは霊化汚染は悪化する一方だろう。そして今、理り璃りをサポートできるのは清せい十じゆう郎ろうしかいないのである。

「力不足で申し訳ありませんが、いないよりはマシでしょう？」

「いいや。君は優ゆう秀しゆうだ。心強いよ。それじゃ、さっさと片付けようか。終わったらなにか奢おごるよ。好きなものはあるかい？」

「でしたら、葉よう華か堂どうのクリームあんみつ花はな吹雪ふぶきをお願いします」

　清十郎の口から出てきたのが甘味であることに少々驚おどろき、理璃は笑えみをこぼした。

「僕も大好物だよ。どうせなら花か鳥ちよう風ふう月げつを頼たのもうじゃないか」

　和わ菓が子しの老舗しにせ、葉華堂が誇ほこる甘味のフルコースメニューである。

「胸が躍おどるようです」

「もう少しの辛しん抱ぼうさ。後二時間、ちょうど小こ腹ばらが空すく頃ころに食べられるだろうね」

　理璃は笑顔で答えた後、気持ちを切り替かえたように真しん剣けんな表情を浮かべた。

「さて、行ってくるとするよ」

「はい。気をつけてください」

　理璃は手を振ふって応こたえ、自身に距離倍増エクステンデツトを五つ重ねがけしてから空間転移ルートを展開する。彼女の体が一いつ瞬しゆんにして室内から消えると、モニターの向こう側がわに転移した。モニターが映しているのは六層エリアのエレベーター前である。清十郎はモニターの数値を確かく認にんしながら理璃に通信する。

「現在、六層エリアの幽ゆう気き線せん力りよくは〇・〇一一パーセント毎時です。七層エリアはその約一〇〇倍、一・二〇パーセントです。天あま川かわ先生の霊化進度を計測開始します」

「八層から下の状況はわかるかい？」

「八層エリアは五・三三パーセント、九層が一二・四パーセント、一〇層が二〇・二パーセント、一一層は四五・五パーセント、一二層一〇二パーセント、最下層が三六〇・一パーセント毎時です」

　最下層は距離倍増エクステンデツトなしに一〇分いれば六〇パーセント霊化し、二〇分もいれば幽ゆう霊れいになってしまうほど高レベルの幽気線が出ていた。

「多分、一番霊化が進んでいるのは最下層に隔かく離りされていた研究員だろうね。恐おそらく、この霊化汚染の大部分は彼から発せられている幽気線によるものだよ。だから、階層を下りるほど幽気線力が強くなってるってわけだ」

「最下層に転移して片付けますか？」

「いいや、一層ずつ降りることにするよ。各エリアに距離倍増エクステンデツトを展開しながらね。一番幽ゆう気き線せん力りよくが高いルートを教えてくれるかい？」

「わかりました。誘ゆう導どうします」

　清せい十じゆう郎ろうは地下実験施し設せつのマップと細かな幽気線力の測定量を睨にらみ、瞬しゆん時じに言われた通りのルートを頭の中に構築し、それを理り璃りに伝える。特ド異メ領イ域ンは長ちよう距きよ離りからの展開も可能のため、安全な場所から距離倍増エクステンデツトを展開することもできることはできたが、長距離から広大な範はん囲いの特ド異メ領イ域ンを展開した場合、マテリアルロウを実行するのにかなりの時間を要する。刻一刻と進行する霊れい化か汚お染せんの対処をするにあたってそれは得策とは言い難がたい。多少の被ひ幽ゆうは覚かく悟ごの上で理り璃りは距離倍増エクステンデツトを幽気線が飛び交かうエリア内から展開することに決めたのだ。

　彼女はまず、万一にも幽気線が外に漏もれることのないように六層エリアを距離倍増エクステンデツトで覆おおい、防ぼう波は堤てい代わりにする。続いて七層から一〇層まで清せい十じゆう郎ろうの誘導に従って降りていきながら、同時に各エリアを五つに重ねがけした距離倍増エクステンデツトで覆おおった。

「七層から一〇層までは幽気線力が〇・〇一パーセント以下に減少、逆に一一層より最下層の幽気線力が急上昇を続けています。毎時七、いえ、一〇メガパーセントっ！　なおも上じよう昇しよう中ですっ！」

　一〇メガパーセントは一〇〇〇万パーセントのことだ。これは一時間ごとの数値であり、毎秒なら約二七七八パーセントである。つまり、普ふ通つうの人間がそこにいれば一秒と経たたずに幽霊と成り果てるレベルの幽気線力だ。

　理璃は自身に五つ重ねがけした距離倍増エクステンデツトを展開している。彼女への幽気線力は通常の一〇万分の一に落ちることから、毎秒約〇・〇二七八パーセントで霊化が進む。毎分なら一・六七パーセント、三〇分も経てば五〇パーセントに達する。

「妙みようだね」

「どうしました？」

「いくらなんでも霊化汚染の進行が早すぎるよ。僕が七層から一〇層までの幽気線を距離倍増エクステンデツトで封ふうじ込めた直後だってのも気になる。園その崎ざきの当初の計算と違ちがって、幽気線力が強まったことと関係があるのかもしれないね」

　死地に最も近い場所にいる彼女はそれでも興味深く現象を解かい析せきしているように見えた。ともすればこの状じよう況きようを楽しんでいるようにさえ感じられるから不思議だ。

「もしかしたら、この方法じゃ駄だ目めなのかもしれないよ」

　通信越ごしに会話をしながら、理璃は一一層に到とう着ちやくすると飛行フライトと加ア速ク装セ置ルを駆く使ししながら一気にそのエリアを飛び抜ぬけていく。当然、エリア全体を覆うように距離倍増エクステンデツトを重ねがけで展開しながらだ。

「幽気線力が一いつ旦たんは減少しましたが、現在は元の数値に戻もどっています。天あま川かわ先生の霊化進度が一五パーセントを超こえました」

　感情を殺すように清せい十じゆう郎ろうは淡たん々たんと数値を報告する。後二〇分もすれば被ひ幽ゆうできる限界ラインを超こえてしまう。だというのに理り璃りは冷静そのものだった。

「やっぱりね。霊れい化か汚お染せんの大本を何とかするしかないってことか。清十郎、最下層の隔かく離りエリアに行くのに一番近い場所を教えてくれるかい？　時間がないからそこまで転移するよ」

「わかりました」

　隔離エリアに直接転移しないのは、そこに空間転移ルートを妨ぼう害がいするマテリアルロウ、転移無効アンチルートが展開されているからである。重要施し設せつには大たい抵てい、展開されているマテリアルロウだが、この状じよう況きようにおいて閉へい塞そくできないのは隔離されていた研究員が展開したものだからだ。彼はすでに幽ゆう霊れい化しており、意思の疎そ通つうは不可能だ。本人は死んだのにマテリアルロウだけが何の問題もなく動作しているというのははた迷めい惑わくな話である。

「ナノスマートフォンにマップを送ります」

　理璃が開いたホログラム・ディスプレイに最下層のマップが表示される。隔離エリアが赤い色で塗ぬられており、その隣となりのエリアに黄色の光点があった。そこが転移場所なのだろう。空間転移ルートを展開するための座標も記されていた。

「助かるよ」

　すぐさま彼女は最下層へと転移する。モニターには最下層の映像が表示されているが、そこに現れた彼女の姿にノイズが走って見えた。霊化汚染の影えい響きようで物質はあらゆる性質を失っていく。にもかかわらず、モニターや計測機器が生きているのはより厳重に距離倍増エクステンデツトが展開されているからだ。最下層ではその厳重に張られた距離倍増エクステンデツトさえ超こえて、カメラの霊化が進んでいるのだろう。だから、故障したようにモニターにノイズが入るのだ。恐おそらく、長くは持たない。理璃との通信もいつ途と絶ぜつするかわからなかった。

「隔離エリアの幽気線力は計測できるかい？」

「できません。計測器が完全に霊化しているようです」

「まあ、そうだろうね。五分、いや三分が限界ってところか」

　理璃が見積もったのは隔離エリアに入って霊化進度が五〇パーセントに達するまでの時間だ。僅わずか三分、その時間内に霊化汚染を収めなければ彼女の命も危険だった。隔離エリアには転移無効アンチルートが展開されているため、空間転移ルートで別の場所に転移することもできないのだ。

「まっすぐ行って、三つ目の部屋の中央にいるはずです」

　清十郎の言葉に理璃は頷うなずき、隔離エリアの壁かべに向かって飛行フライトで突つっ込んだ。侵入工作インベートを展開しているわけではないが、彼女の体はその壁を透とう過かする。壁が完全に霊化して固体としての性質を失っているのだ。

　分厚い壁を何枚もすり抜ぬけた先にあった隔離エリアは、見渡わたす限りの半はん透とう明めいでまるで現実感のない空間だった。天てん井じようまでは数百メートルあるのだが、半透明化しているため距離感が上う手まくつかめない。何もかもが近くにあるのに遠くに見える。そう、まるで生気を失ったかのようにだ。モニター越ごしに見ている清せい十じゆう郎ろうでさえ、死を内包したような空間と見えない幽ゆう気き線せんの重圧に頭がどうにかなりそうだった。現地にいる理り璃りが感じている恐きよう怖ふは恐おそらくその比ではないだろう。

　彼女は分析用黒水アナライズブラツクを立方体で常時展開した。その黒い水は次の瞬しゆん間かんには半はん透とう明めい化してしまった。それはこの隔かく離りエリアを余すことなく幽気線が満たしているという証明だ。

「参ったね。気がおかしくなりそうだよ」

　そう言ったのは彼女が本当に滅め入いっている証しよう拠こだろう。一秒ごとに死に近づく重圧に正気を保っていられる人間などそうはいない。誰だれかに話しかけなければ自分を保つことさえ難しいのだ。

「間ま違ちがった部屋に入らないでくださいね。まっすぐ行って三つ目ですよ」

　どんな言葉が適切なのかわからず、清十郎はそう繰くり返した。

「君は僕を馬ば鹿かにしているのかい？　子供のおつかいじゃないんだから、こういうときは気の利きいたジョークの一つぐらい言うものだよ」

　理璃が飛行フライトで隔かく離りエリアを滑かつ空くうする間、清十郎は必死になって考えた。だが、極限と言っていいほどの緊きん張ちようを強いられた頭は今いま更さら、気の利いたジョークなど思いついてはくれない。それでも、一人奮ふん闘とうする彼女にほんの少しでも助けになればと清十郎は言った。

「先生、俺は初恋の女の子と結婚するのが夢なんです」

「君はなにを言っているんだい？」

　茹ゆだった頭は案の定、洒しや落れたユーモアなど許さなかった。しかし、ほんの少し緩ゆるんだ理璃の口調が泥どろ臭くさくても構わないことを教えてくれた。

「まったく、その話は後で甘いものでも食べながら、ゆっくり聞かせてもらうよ」

　清十郎が指示した部屋に到とう着ちやくした理璃は迷わず中へ侵しん入にゆうする。

　そこにはともすれば存在さえもうっかり見過ごしてしまいそうなぐらいに生気を失った作業着姿の研究員がいた。

「削除デリート」

　理璃は容よう赦しやなく物質を消しよう滅めつさせるマテリアルロウを幽ゆう霊れいに展開した。特ド異メ領イ域ンは青から黄、瞬またたく間に赤へと変わる。しかし、マテリアルロウが実行されたにもかかわらず、まったく変化のない状態で幽霊はそこにいた。当然、幽気線力に何の変化も見られない。

「再生手術オペ」

　人体を再生するマテリアルロウを展開するも幽霊にはまるで効果がなかった。物理法則に左右されない特ド異メ領イ域ンをもってしても霊化した人間を元に戻もどすことはできないのだろう。その表情に焦しよう燥そうを滲にじませながら、次に彼女が選せん択たくしたマテリアルロウは世界国家第一大学において特異領域災害ドメインハザードの防災活動にあたる空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくが使うものだ。

「消火準備セツトオンフアイア」

　特異領域災害ドメインハザードは従来の災さい害がいに比べ、多種多様な現象を引き起こす。世界国家第一大学では日常的に発生する特異領域災害ドメインハザードに対して、毎回のように有効なマテリアルロウを消防員にセットアップさせるのは不可能に近い。そのため、空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくはすべての災害を火災に一元化することを考えた。

　消火準備セツトオンフアイアはあらゆる現象に火の性質を付ふ与よするマテリアルロウだ。そして、もう一つの防災用マテリアルロウは火の性質を持った現象を消失させるマテリアルロウである。

「消火活動フアイトアフアイア」

　特異領域災害ドメインハザードに対して汎はん用よう性の高い効果を発揮する消火準備セツトオンフアイアと消火活動フアイトアフアイアのコンビネーションだったが、しかし霊れい化か汚お染せんにはやはり何の影えい響きようも与あたえることができなかった。

　理り璃りはいくつかのマテリアルロウを試ためしながら、同時に分析用黒水アナライズブラツクを幽ゆう霊れいに展開することで、その性質を解かい析せきしようとしていた。保有しているマテリアルロウを片かたっ端ぱしから展開している時間がないからだ。しかし、分析用黒水アナライズブラツクは先さき程ほどからずっと幽ゆう気き線せん以外に反応を示していない。彼女が展開した四つのマテリアルロウに対して波は紋もん一つ立てないのだ。それは最悪の可能性を示し唆さしていた。

　追い詰つめられた理璃は嫌いやな考えを払ふつ拭しよくせんとばかりに切り札を使う。

「時間停止タイムストツプ」

　特ド異メ領イ域ン内の時間を止めるマテリアルロウである。『天あま川かわの時間移動説』からすれば、時間が止まった物体は通常時間から置き去りにされて目の前から消しよう滅めつする。霊化汚染が時間と共に進む特異領域災害ドメインハザードなら距離倍増エクステンデツトと同じく効果的なはずだ。

　赤い特ド異メ領イ域ンが幽霊の輪りん郭かくを覆おおう。瞬しゆん間かん、目の前から消滅するはずの幽霊は、しかし先程までと同じく半はん透とう明めいの体を赤く染め上げてその場所に立っていた。

　時間は止まらなかったのだ。霊化汚染は未いまだ理璃の前で目に見えない猛もう威いをふるっている。

　頭の片隅で行われているカウントダウンは霊化進度が五〇パーセントに達するまでに一分一二秒と告げていた。隔かく離りエリアから脱出する時間を考こう慮りよに入れれば、もう三〇秒もないだろう。その残り少ない時間で理璃はどうしようもない結論に行き着く。それは彼女の教え子が直感したのと同じ答えであり疑問だ。

　幽霊はあらゆる性質を失っている。この世ですべての性質を失ったものが何かといえば、それは無むだ。無とは存在しないということだ。存在しないものを消すことはできない。存在していないものを再生することも、火の性質を与えることもできない。そして、存在しないものには時間さえも存在しない。存在しない時間は止めることができない。

　だが、この世に何の影響も及ぼさないはずの無が、一体なぜ霊化汚染を広げているのか。理璃はそれに対して一つの仮説を立てたが、検証する時間は残されていなかった。

「賢けん悟ごに伝えてくれるかい？」

　理璃が清せい十じゆう郎ろうに伝言を頼たのむ。それがどういう意味なのかわからないわけがなかった。彼女は直接、それを賢けん悟ごに伝えることができないと悟さとったのだ。

「はい」

　残り少ない時間の中、短い言葉にありったけの希望を込めて、理り璃りは言う。彼女の教え子が必ずその謎なぞを解いてくれると信じて。

「霊れい化か汚お染せんは世界の矛盾の現れだ」

　だから、清せい十じゆう郎ろうは彼女を安心させるために言った。

「わかりました。必ず伝えます」

「任せたよ」

　理璃は隔かく離りエリアのその室内に距離倍増エクステンデツトを展開する。脳を限界まで酷こく使しして重ねがけできた特ド異メ領イ域ンは七つだ。彼女はある程度、地下実験施し設せつに霊化汚染が広がるのを覚かく悟ごし、七層から一二層までに展開していた距離倍増エクステンデツトを閉へい塞そくする。その分の容量を使い、更さらに距離倍増エクステンデツトを重ねがけした。展開したのは合計一二個の距離倍増エクステンデツト、だがそれでもまだ足りない。分析用黒水アナライズブラツクには目に見えない幽ゆう気き線せんの牙きばが食い込む。彼女の体が刻一刻と生物としての性質を失っていく。

　理璃は自らの脳の機能の内、特異領域制御装置ＤＣＵの制せい御ぎよに関かかわるもの以外を次々と眠ねむらせていく。もう一つ、更にもう一つと距離倍増エクステンデツトを展開していく彼女は、とうとう姿勢を制御する機能さえも眠らせ、前のめりに倒たおれる。

　その間ま際ぎわ、意識が朦もう朧ろうとしながらも理璃は距離倍増エクステンデツトを限界まで展開し続けた。

　重ねがけされた特ド異メ領イ域ンの数は一七個、幽ゆう霊れいから部屋の外までの距きよ離りは直線で九京けい五〇〇〇兆キロメートル、約一万光年だ。天あま川かわ理璃は光が一万年かけてようやく渡わたりきるほどのまさに天文学的な距離をその場に作り上げたのだ。

　それによって、地下実験施設を吞のみ込み地上にまで侵しん食しよくしようとしていた霊化汚染の加速はかろうじて止まった。七層から一二層までのエリアではその余波が残ってはいるものの、十分に対処できるレベルにまで落ちついたのである。

　しかし、決して霊化汚染の脅きよう威いが去ったというわけではない。その恐おそるべき特異領域災害ドメインハザードは一万光年もの距離さえ征せい服ふくせんとばかりに刻一刻と規模を広げていく。穏おだやかにさえ見える特ド異メ領イ域ンの内部では、幽気線がかつてないほどの激しさで荒あれれ狂くるっているのだ。

　理璃はこの未み曾ぞ有うの災さい害がいを収めるための時間を命いのち懸がけで作った。距離倍増エクステンデツトの展開に脳の容量をすべて使いきった彼女はその場に眠り続け、決して目覚めようとはしなかった。
















神は極きわめてレベルの高い数学者であり、極めて高等な数学を使って宇宙を構築した。





──ポール・ディラック









特ド異メ領イ域ンが物理法則を作っているといっても、広義には特ド異メ領イ域ンさえも物理法則の一つだ。結局のところ我々は物理法則から逃のがれることはできない。





──渡わた瀬せ恭きよう一いち郎ろう















　　　第四章「科学者の勝敗と勝敗の科学」
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　正面から日本大統領、鈴すず木き正まさ道みちがやってくる。清せい十じゆう郎ろうは華か麗れいなモップさばきで通路をピカピカに磨みがき上げながら、彼の様子にさりげなく目を配った。

　あの後、すぐに地下実験施し設せつに到とう着ちやくした自衛隊が収束しかけていた霊れい化か汚お染せんを更さらに距離倍増エクステンデツトで抑おさえ込んだ。それによって施設内の安全性の確かく認にんがとれると、霊化した研究員の代わりとなるＤＣＵ管理者アドミニストレータが配備された。とはいえ、地下実験施設を実質的に回していたベテラン研究員の数が致ち命めい的に足りず、勝手を知らない人間をメインとして構成された各セクションはまともに稼か働どうしていない。九割近くの職員が特異領域災害ドメインハザードの被ひ害がいを受けるという事故から通常稼働へと建て直す混乱に乗じて清十郎は新しく配備された清せい掃そう員の中に紛まぎれ込んだのである。賢けん悟ごに理り璃りの伝言を伝えるのは勿もち論ろんとして、この先、人類進化計画がどうなるのかを見極きわめなければならない。それには内部から情報収集するのが一番だと判断した。日本政府が事実をありのまま発表するとはとても思えなかったからだ。

　事故発生より六時間が経過し、初めて鈴すず木き正まさ道みちは地下実験施し設せつを訪おとずれた。今後の人類進化計画の存そん亡ぼうを決めるのはこのタイミングをおいて他ほかにないだろう。正道を乗せたエレベーターは一〇層エリアに到とう着ちやくする。すぐに別のエレベーターで彼を追いかけた清せい十じゆう郎ろうは、一〇層エリアに到着すると丁度、通路の先を正道が右に曲がっていく姿を視界に捉とらえた。

　彼は床ゆかにモップがけしながら全力で正道を追いかける。常人が同じ真ま似ねをすれば、とても清せい掃そう中には見えないと怪あやしまれたに違ちがいない。しかし、彼は世界国家第一大学が誇る環かん境きよう美び化か推すい進しんセンターの美び化か清せい掃そう員いんだ。その変へん幻げん自じ在ざいのモップさばきをモーションインターフェースに組み込むことによって繰くり出されるマテリアルロウは、彼の後ろに塵ちりの一つさえ残さない。更さらには清掃箇か所しよを施設保護膜ワツクスというダイヤモンドの性質を持った蠟ろうでコーティングすることによって、新品よりもピッカピカに磨みがき上げるのだ。

　鈴木正道も一いつ瞬しゆん、何事かと清十郎を振り返ったが、彼がモップを振るう度たびに広大な通路が目に見えて綺き麗れいになっていくのを確かく認にんすると納なつ得とくして再び歩き始めた。その歩調にピタリと清掃速度を合わせ、つかず離はなれず怪あやしまれない、そのぎりぎりのところを見切って、清十郎は正道を追いかけていく。

　まさに清掃を極きわめた清十郎にのみ許された完かん璧ぺきな追つい跡せき術、これを看破できる人間などこの世にいるはずがない。そう思った矢先である。通路の角をモップがけしながら勢いよく曲がると、鈴木正道が清十郎を待っていた。

　まさか見破られたのか、と清十郎の心臓が高鳴る。正道は余よ裕ゆうに満ちた態度で彼に言った。

「素す晴ばらしい清掃技術ですね。あなたのような一流の清掃員がいるとは知りませんでした。これからもどうか頑がん張ばってください」

「ありがとうございます」

　ほっと胸を撫なで下ろしながら、清十郎はそれが作法とばかりにモップを左隣どなりに立ててから頭を下げる。軽く挨あい拶さつして去っていく正道が中央観測室に入って行くのが見えた。清十郎は再びモップを握にぎると、今度はナノスマートフォンを操作して中央観測室の音声を傍ぼう受じゆした。中央観測室と通信可能な第七観測室の装置を改造する時間があったからこそできた芸当だが、異常に気がつかれるのは時間の問題だ。五分ないしは一〇分で傍受を打ち切らなければ清十郎の居場所まで特定されかねない。

　そのため、一声たりとも聞き逃のがすまいと清十郎は全身を耳にする。

「勿もち論ろん、やめねえよ。幸いにも理り璃りの奴やつが特異領域災害ドメインハザードが漏もれるのを防いでくれたことだしな。第一、人類進化計画を凍とう結けつしたってなんの解決にもならねえのは最初に言ったじゃねえか。多少、予定は狂くるったが計画は未いまだ続行可能だ。このまま計画の参加者が増えりゃ、進しん化か脳のうは人の知ち恵えを超こえる。そうなりゃ、なにもかも上う手まくいくってもんだ」

　その声は園その崎ざき重しげ久ひさのものだ。あれだけの事故を起こしておきながらあろうことか彼は多少、予定が狂くるった程度と言い切った。

「そうはいっても現実問題、霊れい化か五〇パーセントに迫せまる職員が多すぎます。距離倍増エクステンデツトの展開に容量を取られて計画参加者への知能領域の提供率が落ちていますよ。どう対策をとるおつもりですか？」

　さして驚おどろいた風もなく正道は園その崎ざきに尋たずねる。こちらもこちらで対策がとれていれば、続けるのには異存ないといったニュアンスだ。

「特とく異い領りよう域いき理り論ろんに関する共有を九割ほどカットすればなんとかならあ。天才の学問って言われるだけあって、半分以上の容量がそれに取られてるからな」

「それはさすがに気がつかれると思いますが？」

　進しん化か脳のうは知能を向上させるのだ。そんな無茶なことをして気がつかれないという方が不思議だろう。

「今までだって人類進化計画の参加者が、計画に疑問を抱いだかないように調整してきたじゃねえか。ちょっとそれの規模を大きくするだけでいい」

　清せい十じゆう郎ろうは耳を疑う。同時に底知れない恐きよう怖ふと強い憤いきどおりを感じた。園崎が言ったのは、進化脳を持った人間は人類進化計画の欠点や不備などについて考えられなくなるということだ。それは自由であるべき人間の精神を侵おかすマインドコントロールや洗脳に等しい行こう為いである。何よりも問題なのは、その洗脳に等しい行為を企くわだてたのが世界を統治する日本政府だということだ。

「今後は進化脳の能力に疑問を抱かないようにするということですか？」

「そうすりゃなんの問題もねえだろう。あんた方にもな」

　正道はしばし黙もつ考こうした後に、

「なんの問題もない、とは言い切れませんね。勿もち論ろん、大局的な見方をするのは大いに結構ですが、重要なのは国民の利益です。彼らがリスクを負うだけのリターンが得られるかどうかというのが一番、肝かん要ようでしょう」

　世界国家の首相たる男の発言に清十郎は目の前が真っ暗になった。どう考えても正道は間ま違ちがっているとしか思えない。国民の利益を追求する以前の問題だ。いかに彼が世界国家日本を統治する役職についていようとも、国民にリスクを強要する権利があるはずがない。

「それについちゃなんの問題もねえよ。ゆっくり説明しようじゃねえか。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイが起きた後の人類の暮らしについてなあ」

　そこまでで清十郎は通信の傍ぼう受じゆを打ち切る。これ以上は通信装置の不自然な動作に感づかれる恐おそれがあるからだ。それに確かく認にんしたいことは嫌いやというぐらいに確認できた。疑っていたとはいえ、清十郎は心のどこかで日本政府が計画の凍とう結けつや廃はい止しを決め、潜せん在ざい化している特異領域災害ドメインハザードの防ぼう災さいに注力してくれることを期待していたのだ。しかし、その期待は完全に裏切られたといってもいいだろう。

　天あま川かわ理り璃りが動けない今、一いつ介かいの学生である清十郎が何を訴うつたえたとしても正まさ道みちが考えを改めるとは思えない。勿もち論ろん、日本政府はビクともしないし、人々は人類進化計画の危険性に気がつかないままだ。一いち縷るの望みは彼の親友である一いちノの瀬せ賢けん悟ごだった。内ない外がい理り論ろんを発表し、九つ十く九も科学賞を受賞した彼の言葉ならあるいはこの状じよう況きようを覆くつがえせるかもしれない。

　清せい十じゆう郎ろうは考える。次に自分のとるべき行動は何か。日本政府の協力が得られそうにないこの状況で、どうすることが特異領域災害ドメインハザードを収縮させるにあたって最善なのか。

　結論に至った清十郎は中央観測室の電子ロックを廃ジ棄ヤ処ン分ク、廃棄物再生箱リサイクルボツクスを用いたいつもの方法で解かい錠じようし、おもむろに扉とびらを開いた。

「失礼します！」

　と、あくまで自然な態度を装よそおい、室内に入る。扉をロックしたと思っていた正まさ道みちは突とつ然ぜんの来訪者に多少の動どう揺ようを覗のぞかせたが、園その崎ざきは何食わぬ口調で声を飛ばした。

「なんの用だ？　掃そう除じなら間に合ってるぞ」

「神かん崎ざき清十郎と申しますっ！　園崎博士にお願いがあって参りました！」

　言いながら正道の後ろにいる園崎に視線を向ける。彼は霊れい化か汚お染せんの影えい響きようにより、全身が半はん透とう明めい化してしまっていた。

「なんだ？」

「災さい害がい対策要員が不足していると聞きました。よろしければ、私をその一員に加えていただけないでしょうか？」

　地下実験施し設せつの災害対策要員は、特異領域災害ドメインハザードが起きた際にその被害を最小に抑おさえるための人間だ。当然、起こりうる特異領域災害ドメインハザードに有効なマテリアルロウをセットアップしていなければならないが、必要なマテリアルロウを予あらかじめセットアップしているＤＣＵ管理者アドミニストレータのみを採用するというのは非効率だ。大たい抵ていは実験施設の内部にマテリアルのダウンロードセンターがあり、採用された後にそこでダウンロード及およびセットアップを行うのだ。

「災害対策要員は今のところ大いに人手不足だからな。申し出はありがてえ。が、申しん請せいを受け付けてんのは五層エリアの事務局だ。今回はまあ大目に見てやるが、次に妙みような真ま似ねしやがったらただじゃおかねえぞっ！」

　逃にげ出したくなるぐらいの迫はく力りよくで園崎が怒ど鳴なる。勘かん繰ぐられているのかもしれないが、他ほかにも理由はあるだろう。恐おそらく自分がどこまで霊化しているかを見せたくなかったのだ。そう考えながら清十郎は頭を下げ、そそくさとこの場を退散する。

　必要な情報は概おおむね、集まった。彼は再び清掃員を装うと地下実験施設をピカピカに磨みがき上げながら賢悟と連れん絡らくをとる隙すきを窺うかがった。
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　教会から半径五キロは霊化汚染に侵しん食しよくされた。世界国家第一大学の誇ほこる防災機関、空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくはすぐさま防ぼう災さい用航空要よう塞さいである空くう挺てい消しよう防ぼう署しよを現地に向かわせる。しかし、霊れい化か汚お染せんに干かん渉しようする手立てはなく、周辺の住民を避ひ難なんさせるのが精せい一いつ杯ぱいだった。空挺消防局は大学を運営する『シングラリティ』にこの未知の特異領域災害ドメインハザードを報告する。すぐに現象を収める手段がないことから、半径五〇キロ圏けん内ないの住民を避難させることとした。

「ごめんなさい」

　安全区域から霊化汚染の様子を観察している賢けん悟ごにアレクサンドラが頭を下げる。幽ゆう玄げんを倒たおした後、彼女は現在の状じよう況きようを未み来らい見みで見ていた。未来見が未来を決定づけるマテリアルロウだと確証が得られた今、霊化汚染の進度を急激に高めたのは未来見が原因と考えられる。

「謝る必要はあるまいよ。今回の未来見はサーシェンカの意志によるものではないのだろう」

「でも、未来はわたしの認にん識しきによって決まります。でしたら、わたしがこういう結果を恐おそれていたから起きたことなのかもしれません」

「ならばもっと良い未来で上書きすればいいではないか。言ってしまえば、霊化汚染よりも未来見の方が遙はるかに驚きよう異いだ」

　未来を決定づける未来見ならば霊化汚染を止めるだけの力があるだろう。けれど、アレクサンドラは怯おびえるように頭かぶりを振ふった。

「……できません」

「そいつはなぜだ？」

「今、まで」

　そう言ってアレクサンドラは言葉を止める。何かを言おうとして、けれども言葉にならず、代わりに涙なみだがこぼれる。彼女は途と切ぎれ途切れの声をかろうじてつなげて、精せい一いつ杯ぱいその思いを口にした。

「今まで……わたしが見た未来で、沢たく山さんの人が……亡なくなりました。未来見が未来を決定づけるマテリアルロウなら……それはわたしが……わたしが殺したんです。わたしが皆みなを殺しました」

　アレクサンドラは真っ赤な瞳ひとみを賢悟に向ける。その視線は頼たよりなく、恐きよう怖ふに怯えていた。

「わたしが未来見を使えばまた誰だれかが死ぬかもしれません。わたしはそれが怖こわいです。でも、きっとまた人が死にます。わたしが臆おく病びようだから、わたしは何回だって誰かを殺します。わたしはもう、殺したくありません。だから、ごめんなさい……」

　皮肉な話だ。未来見のマテリアルロウは絶大な力を有している。ＤＣＵ管理者アドミニストレータの観測と認識によって未来を決定づけるそれは、どんな不可能さえも可能に変えるだろう。だが、その強力なマテリアルロウも普ふ通つうの少女が手にすれば、ただ重たい枷かせにしかならない。未来見を展開する瞬しゆん間かん、恐怖が頭をよぎればその未来が実現する。知らずにとはいえ、彼女は今までその臆病さゆえに幾いく人にんもの人に死の未来を強要した。今回、霊化汚染を悪化させたことでその事実を真っ正面から突つきつけられたのだろう。

　なぜ、彼女のような少女に未み来らい見みが宿ったのだろうか？　わからない。そもそも理由などないのかもしれない。だが、不思議で仕方がなかった。

「無む理り強じいはせんよ。サーシェンカの言う通り、恐きよう怖ふ心を抱いだいたまま未来見を使えばただ逆効果なだけだ。誰だれも責めはしまい。君はただ不幸なだけの少女だ。救世主でもなければ、消防隊員でもない。特異領域災害ドメインハザードからただ逃にげて、生き延びることが唯ゆい一いつ君のしなければならぬことだろうよ」

　これ以上、つきあう必要はないと賢けん悟ごはアレクサンドラに言った。

「前にも言ったがな、サーシェンカ。好きにすればいいのだ。誰になにを断る必要もない。所しよ詮せん、人間なんてものは誰だれも彼もがやりたいように生きているだけだ。やれ世間体だの他人の意見だの、まったくもってくだらないではないか。大事なのは自分がどうしたいか。結局のところ、それだけしかあるまいよ。だから、怖こわければ胸を張って堂々と逃げたまえ」

　言い捨てて、賢悟がこの場を立ち去ろうとするとアレクサンドラが泣きそうな声で聞いてきた。

「どうしてあなたは逃げないんですか？」
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「吾輩わがはいは助けたいのだ。それに、この程度の難問から逃げているようではとても『外側がわ』には辿たどり着けぬだろうからな」

　アレクサンドラと別れると、すぐにプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつにいる清せい十じゆう郎ろうから連れん絡らくがあった。彼の話により地下実験施し設せつで事故が起こったことや半はん透とう明めい化現象が霊れい化か汚お染せんという特異領域災害ドメインハザードであること、またその後の日本政府の対応などについて事細かに賢けん悟ごは知った。

　そして『霊化汚染は世界の矛む盾じゆんの現れだ』という天あま川かわ理り璃りからの伝言を聞くと、しばし黙だまり込み、それから言った。

「皆かい目もくわからんが、まずは今できることをやるしかあるまい。黙っていては霊化汚染は悪化する一方だろうよ」

「人類進化計画はどうする？」

「直じか談だん判ぱんしたいところだが、やめろと言ったところでやめるわけでもなかろうて。道理が通るようなら元々、そんなことにはならんだろうしな」

「だからといって放ほうっておくわけにはいかないだろう」

「無論だとも。幸いにも霊化汚染の発生地域の一つは世界国家第一大学だ。すでに空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくから『シングラリティ』に報告はいっている。一両日中には霊化汚染の厄やつ介かいな性質がわかるだろうよ。そうなれば否いやが応おうでも『シングラリティ』が日本政府に人類進化計画の廃はい止しを迫せまるはずだ」

　そこまでいけば、プロジェクトユートピアの地下実験施設についても世界一の研究機関である『シングラリティ』が調査に乗り出すだろう。

「霊化汚染の調査結果が遅おくれたらどうする気だ？」

　プロジェクトユートピアの地下実験施設で発生している霊化汚染は現在小康状態を保っているが、いつ何なん時どき、理璃の展開した距離倍増エクステンデツトを越こえてくるとも限らない。一刻も早い対処が必要なのだ。

「空挺消防局がそれほど無能だとは思えんがな。先さき程ほど、現場の消防隊長にかけ合って吾輩わがはいが霊化汚染の独どく自じ調査を行う許可をもらった」

　世界国家第一大学は教育機関ではあるが、実質的にいえば大学を運営する『シングラリティ』の研究施設だ。特とく異い領りよう域いき理り論ろんを教え、ＤＣＵ管理者アドミニストレータを養成するのはそれが研究の役に立つからである。そのため、優ゆう秀しゆうな科学者には大学内において研究を行うための様々な特権が暗あん黙もくの了りよう解かいで与あたえられる。空挺消防局が『シングラリティ』に所属していることから、賢悟は内ない外がい理り論ろんの第一人者としての名声を利用して今回の特異領域災害ドメインハザードについて独自調査する許可を取りつけたのである。

「それとなく機会を見て、調査結果を空挺消防局に渡わたせば問題なかろう。それでも、検証を行わないわけにはいかないだろうがな。まあ、上う手まくいけば今日にでも結果は出よう。『シングラリティ』も組織が巨きよ大だいな分、動きが早いとは言い難がたいが、霊化汚染の調査結果を見て傍ぼう観かんすることだけはあるまい。吾輩の予想では三日後にはプロジェクトユートピアの地下実験施設へ空挺消防署が向かうことになるはずだ。問題はそれまで保もつかだが？」

「天あま川かわ先生が展開した距離倍増エクステンデツトは約一万光年分の距きよ離りを作っている。霊れい化か汚お染せんの莫ばく大だいな進行速度の上じよう昇しようを計算に入れても一週間は保もつだろう」

　賢けん悟ごの予想通りに事が進めば、プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつに空くう挺てい消しよう防ぼう署しよが到とう着ちやくしてからまだ四日の猶ゆう予よがあるということだ。

「ならば問題なかろうて。なに、要はそれまでに吾輩わがはいが霊化汚染を完全に止める方法を考えればいいのだろう？　簡単な話ではないか」

　自信満々に賢悟は言い放つ。彼は問題が大きければ大きくなるほど俄が然ぜんやる気が増す問題中毒だ。平時には大変、困った性格であることは間ま違ちがいないが、非常事態では彼ほど頼たよりになる男もそうそういない。

「空挺消防局が本格的に防ぼう災さい活動を始めるのはいつだ？」

「二、三時間で大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいが住民の避ひ難なんを完かん了りようさせ、同時に空挺消防局も特異領域災害ドメインハザードの一回目の調査を終えるだろう。このタイミングで吾輩が霊化汚染に距離倍増エクステンデツトが有効であることなどを伝える。またすぐに二回目の解かい析せきに出動するとしてまた二時間。距離倍増エクステンデツトをセットアップしたＤＣＵ管理者アドミニストレータを集めてくるのに二時間。早くて七時間後ではないか」

「承知した。俺もそれまでにはそっちに戻もどれるようにしよう」

「そいつはすぐに動けない事情があるということか？」

　プロジェクトユートピアの地下実験施設はターミナルで新しん都ととつながっており、新都はターミナルで世界国家第一大学とつながっている。途と中ちゆうの伝導路を飛ぶ時間を考こう慮りよに入れても、一時間もかからないはずである。

「俺が手て土産みやげもなしにそっちへ行ってもなんの役にも立たないだろう？」

　清せい十じゆう郎ろうがセットアップしているマテリアルロウは霊化汚染に対する防災活動向きではない。役に立たないというのは確かにその通りだ。

「なるほど。つまり、手土産を期待していろということか？」

「あまり大きなものを期待するなよ。はっきり言って、つまらないものだ」

「なになに、そいつはご謙けん遜そんというやつではないか？」

「いやいや、本当につまらないものだが、よろしければどうぞというぐらいだ。そうに決まっているだろう」

「これはこれはご丁てい寧ねいにこんなご馳ち走そうをいただいてしまってと答える準備はできているがな。というかそれ以外の答えはないだろうよ」

　一いつ瞬しゆんの間ができ、だーはっはっはっはー、と男達はひとしきり大笑いした後に通話を切った。

　すぐに賢悟が真しん剣けんな表情で気合いを入れ直すと、

「マスター、今のはなにがどう面おも白しろいんですか？」

　水をさすかのような冷たい無表情でカナが聞いてきた。
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　賢けん悟ごとの通話を終え、清せい十じゆう郎ろうは六層エリアにあるダウンロードセンターを訪おとずれた。すでに事務局にて災さい害がい対策要員としての申しん請せいは出しており、清せい掃そう業務終しゆう了りよう後はここで必要なマテリアルのダウンロード、必ひつ須すマテリアルロウのセットアップを行うように指示が出された。潜もぐり込んだわりに意外とバレないのはそれだけ緊きん急きゆう事態でありバタバタとした状じよう況きようが続いているからだろう。清十郎はこの機に乗じてさっさと最後の目的を済ませてしまうことにした。

　六層エリアはその敷しき地ちの半分以上がダウンロードセンターとなっており、約五〇名の人間が同時にマテリアルのダウンロードを行うことができる。清十郎はナンバー一七と書かれた一室に入った。

　視界に映ったのは漆しつ黒こくの闇やみとそれを照らす無数の瞬またたきだ。室内は幾いく千せんの星々が煌きらめく宇宙空間となっていた。勿もち論ろん、マテリアルロウによって生み出された疑似的な宇宙である。スコープ越ごしに見れば部屋全体に赤い特ド異メ領イ域ンが展開されているのがわかるだろう。清十郎はその空間に身を投じた。重力のない疑似宇宙では体が宙に浮かび、室内の床ゆかや壁かべに敷しきつめられた常じよう温おん超ちよう伝でん導どう体たいのおかげで自由に飛行することができる。

　星に照らされた宇宙を生身で飛ぶのはまさに爽そう快かいそのものだが、何も娯ご楽らくのためにこのような作りになっているわけではなく、マテリアルのダウンロードが最も行いやすいというのが理由だ。

　霊れい化か汚お染せんの対処をするにあたり、必ひつ須すとなるマテリアルロウが距離倍増エクステンデツトである。距離倍増エクステンデツトをセットアップするにはまず構成マテリアルである距きよ離りの物理マテリアルと倍加の現象マテリアルをセットアップしなければならない。

　清十郎は宇宙に浮かんだホログラム・ディスプレイを操作して表示内容から『倍加の現象マテリアル』を選せん択たくする。すぐに周囲の様子に変化が見られる。星の明かりが一度消え、その後、ぼんやりとした光が清十郎を囲むようにいくつも現れた。光と熱を放つ星──恒こう星せいである。清十郎はその星を覆おおうようにダウンロード用の特ド異メ領イ域ンを展開した。

　ゼロマテリアルロウを実行しながら待っていると、恒星の放っていたぼんやりとした光が急激に強くなり、爆ばく発はつするような勢いで宇宙全体を照らし出した。まるで閃光爆発フラツシユボムを見たかのような現象は俗に言う超ちよう新星である。恒星がその進化の最終段階で大爆発を起こしたものだ。特とく異い領りよう域いき理り論ろんが確立するまでは殆ほとんど遠くの銀河でしか見られなかった現象だが、今では地球上で疑似的にそれを実現することができる。

　超新星を観測後、清十郎はゼロマテリアルロウを閉へい塞そくする。必要なのは倍加の現象マテリアルだ。ダウンロードされるマテリアルはＤＣＵ管理者アドミニストレータの観測と認にん識しきに左右される。つまり、超新星によって恒星の光が一〇〇万倍に倍加する現象を正確に観測し、また認識することで、倍加の現象マテリアルを手に入れることができる。

　だが、ダウンロードは失敗し、インターフェースのマテリアルマネージャに追加されたのは爆ばく発はつの現象マテリアルだ。倍加という現象はその認にん識しきが難しくダウンロードが容易ではない。光が倍増したのを爆発と捉とらえてしまえば今のように爆発の現象マテリアルがダウンロードされるし、光量のみに注意を傾かたむけすぎれば今度は光の物質マテリアルをダウンロードしてしまう。超ちよう新星の現象の中から、倍加という現象のみを抽ちゆう出しゆつするように観測及および認識をしなければ、倍加の現象マテリアルはダウンロードできないのだ。

　ではなぜ超新星という旧科学でも起こる現象からわざわざダウンロードしなければならないのか。たとえば倍加の現象マテリアルを単体でセットアップした倍増ダブルのマテリアルロウは物質を倍にする現象を起こす。そして、特ド異メ領イ域ン自体はダウンロードできないという特性を利用してダウンロード難度の高いマテリアルを簡単にダウンロードできるようにならないか考えた科学者がいた。園その崎ざき重しげ久ひさだ。

　彼が確かめたのは以下の通りである。まず、真空に倍増ダブルのマテリアルロウを展開する。当然、その特ド異メ領イ域ン内では常に物質を倍加する現象が起きている。そこへゼロマテリアルロウを実行した特ド異メ領イ域ンを展開して、更さらに倍増ダブルを重ねがけで展開する。ＤＣＵ管理者アドミニストレータの観測と認識では倍増ダブルの特ド異メ領イ域ンが一つから二つに──つまり倍になっており、特ド異メ領イ域ン内では重ねがけと倍増ダブルの効果で倍加の現象が起きている。ゼロマテリアルロウを閉へい塞そくした時、どう考えてもダウンロードされるのは倍加の現象マテリアルだという園崎の仮説に反して、ダウンロードされたのは真空の物質マテリアルだった。

　園崎はこれにより、特ド異メ領イ域ンが直接的に作用している現象や物質についてはダウンロードできないという新たな仮説を立てる。彼が唱えたこの特とく異い点てん観かん測そく不ふ能のう説せつは様々な実験で確かめられ、すぐにその正しさが証明された。園崎曰いわく、特ド異メ領イ域ンが直接作用する現象がダウンロードできないのは、人が特異点の観測や認識を間接的にしか行えないからである。人間が特異点を正しく観測するには言うまでもなく特異領域制御装置ＤＣＵが必要だ。そのため、人はあくまでも特異領域制御装置ＤＣＵの作り出した仮想的なイメージや数値から特異点を間接的に見ているにすぎない。脳は感覚器として特異点を知覚しているが、その精度は観測可能と言えるほど高くはない。特ド異メ領イ域ンは特異点の連続であるから同様にこれを観測することもできない。そのため、特異点が引き起こす一いつ切さいの現象も正確に観測しているわけではなく、つまりはダウンロードすることができないというのだ。以前、清せい十じゆう郎ろうは粉塵爆発ダストエクスプロージヨンから爆発の現象マテリアルをダウンロードしたが、これは粉塵爆発ダストエクスプロージヨンが火と砂糖と酸素を生成するマテリアルロウだからである。つまり、粉塵爆発ダストエクスプロージヨンによる爆発は特ド異メ領イ域ンが直接的に引き起こした現象ではなく、特ド異メ領イ域ンが生成した物質が引き起こした間接的な現象であるためにダウンロードが可能だったのだ。

　特異点観測不能説を考こう慮りよに入れ、科学者達はそれでもどうにかダウンロードの難度を下げることを考えた。そうして開発されたのがダウンロードセンターである。これは特ド異メ領イ域ンを間接的に利用してダウンロードを簡単にするというものだ。今、清せい十じゆう郎ろうのいるダウンロードセンターで起きている超ちよう新星は特ド異メ領イ域ンが直接引き起こす現象ではなく、特ド異メ領イ域ンが生成した恒こう星せいが引き起こす現象のためにダウンロードが可能だ。そして、特ド異メ領イ域ンを使わない旧科学のどの現象と比べても、倍加という現象を可能な限り前面に押し出すように計算がされている。現状で倍加の現象マテリアルをダウンロードするにあたって、この施し設せつよりも適当な場所というのは存在しない。それでも、ダウンロード成功までに要する平均期間は一ヶ月。今までの最短記録でさえ二週間だ。世界国家第一大学での霊れい化か汚お染せんの防ぼう災さい活動はおろか、この地下実験施設の霊化汚染が臨界に達するのにも間に合わない。

「できるはずだ」

　清せい十じゆう郎ろうは一人呟つぶやく。彼は精神論で何とかしようなどとは天地がひっくり返っても考えない男だ。賢けん悟ごに七時間で駆かけつけると言ったのはそれなりの計算があってのことだ。

「もっとだろう。もっとだ。不要な認にん識しきはすべて消せばいい」

　清十郎は自分に言い聞かせるように言葉を漏もらす。彼には周囲の環かん境きようが数字に見える。たとえば一〇〇万倍に膨ふくれ上がる恒星の光量や、超新星による爆発のエネルギー、星の直径、そこまでの距きよ離り、様々な数字が風景に浮かぶ。

　その視界の中から清十郎は一つずつ倍加の現象以外のものを意識的にそぎ落としていく。星の直径や爆ばく発はつのエネルギー、恒星の光量を視界から消し去り、単純に倍加という記号を目の前に作り上げる。

　何度も何度も試ためし、幾いく度どとなく失敗し、その度たびに観測と認識を修正する。そして、二時間後、頭に完かん璧ぺきなイメージが描えがけたと思った瞬しゆん間かん、彼のマテリアルマネージャにはとうとう倍加の現象マテリアルがダウンロードされていた。
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　空くう挺てい消しよう防ぼう署しよの二度目の出動が終わり、霊化汚染の解かい析せき結果は賢悟が予あらかじめ伝えてあった独どく自じ調査の結果と一いつ致ちした。これによって、賢悟は現場の消防隊員らの信しん頼らいを勝ち取り、防災作戦の会議に出席する資格を得る。

　賢悟はその場で真っ先に手を挙げ、発言した。

「解析班の提出したデータにはないので信じ難がたいかもしれんが、この崩ほう壊かいした教会のどこかに霊化汚染の元げん凶きようが存在する。それに適切な対処を施ほどこせば、被ひ害がいの拡かく大だいは食い止められるはずだ」

「元凶というのは？」

　解析班のリーダーが賢悟に尋たずねる。

「霊化物質よりも遙はるかに強い幽ゆう気き線せん力りよくを持っているもの、幽霊だ。元はといえば、この幽霊が原因で教会一帯は霊れい化か汚お染せんに冒おかされたのだ」

　賢けん悟ごの発言を受け、今度は消防隊長が質問した。

「その幽ゆう霊れいというのは具体的になんだ？」

「簡単に言えば特異領域災害ドメインハザードの被ひ害がい者のことだ。霊化汚染によって完全に霊化した人間は生物としての性質をすべて失い、代わりに幽ゆう気き線せんを放出し始める。姿形こそ見えはするが、干かん渉しようする術すべはなにもない。まさに幽霊だ」

「つまり、その幽霊を人間に戻もどすことで霊化汚染は収まるというわけか？」

「干渉する術がないと言ったであろう。幽霊は人間としての性質をほぼすべて失い、無に等しい存在となっている。天あま川かわ先生が別の場所で発生した霊化汚染の対処を試みたが、大方のマテリアルロウがまるで効果なしだったそうだ。時間停止タイムストツプ、再生手術オペ、消火準備セツトオンフアイアと消火活動フアイトアフアイアもな。幽霊は元が人間というだけで、君達が解かい析せきした霊化汚染とまったく同種のものと考えてもらっていいだろうよ」

「そんな馬ば鹿かなっ！　それでは霊化汚染は拡かく散さんする一方だっ！」

　霊化汚染に為なす術がないと知ってか、消防隊長が反射的に声を張り上げる。

「だが、時間を稼かせぐことは可能だ。少なくとも、距きよ離りをとることで幽気線の影えい響きようを最小限に抑おさえられることはわかっている。つまり、幽霊を距離倍増エクステンデツトで隔かく離りするのだ」

「しかし、それでは根本的な解決にならない」

　消防隊長がそう言うと、解析班のリーダーが提案した。

「もう一度、解析班を出動させましょう。空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくの総力を挙げれば、対処方法が見つかるかもしれません」

「吾輩わがはいと天川先生の解析結果に疑問があるというのならそうしたまえよ。だが、現場に出向く人間はいつ霊化したとしてもおかしくないのだぞ。ミイラ取りがミイラになれば、霊化汚染は更さらに拡かく大だいする。同じ危険を冒すのならば、効果が明確な方法を試ためすべきだ。幽霊を距離倍増エクステンデツトで隔離すれば、少なくとも当分は時間を稼げる。霊化汚染の解決策を考えるのはそれからでも遅おそくはあるまい」

　会議室が静まり返る。いきなり、同じことを言っても、まともに取り合ってはもらえなかっただろう。だが、独自調査の正しさを証明した今、いち早く霊化汚染の解析を行っていた賢悟は、この場の誰だれよりも強い発言力を有していた。

「わかった。幽霊を距離倍増エクステンデツトで隔離しよう」

　消防隊長はそう決断し、そのための防ぼう災さい作戦が検けん討とうされた。

　一つの距離倍増エクステンデツトでは霊化汚染を止められないと予測されることから、幽霊の隔離にあたっては数名の消防隊員による重ねがけを前提とする。当然、重ねがけの数が増えるほど距離倍増エクステンデツトの展開は困難になる。各隊員の能力を考え距離倍増エクステンデツトを展開する人間を選出しなければならないし、現場では選出された人間が必ず決められた順番で距離倍増エクステンデツトを展開しなければならない。それが実現できたとしても距離倍増エクステンデツトの数は九つが限界だ。たった一人で一万光年の距きよ離りを作り出した天あま川かわ理り璃りがいかに優すぐれた頭脳の持ち主かわかろうというものである。

　ともあれ、特異領域災害ドメインハザードの現場では何が起こるかわからない。プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつには配備されていた幽ゆう気き線せんの測定機器もこの現場にはないのだ。それは何時間、あるいは何十分活動を行えば幽ゆう霊れいになってしまうのかまったくわからないということである。唯ゆい一いつわかっているのは幽ゆう霊れいとの距離が近づけば近づくほど、活動時間が長くなればなるほど、危険が増すことだけだ。次の瞬しゆん間かんには命を失う恐きよう怖ふに耐たえながら、可能な限り迅じん速そくに幽霊を距離倍増エクステンデツトで隔かく離りしなければならなかった。

　消防隊長から各隊員に霊れい化か汚お染せんの解かい析せき結果と今回の防ぼう災さい作戦が告げられる。隊員達は安全性が確保されていない極きわめて危険な現場だと理解する。しかし、怖おじ気けづく者は一人としていなかった。彼らは防災活動のエキスパートだ。最さい先せん端たんの特ド異メ領イ域ン研究や特ド異メ領イ域ン実験が行われている世界国家第一大学で決して避さけることのできない特異領域災害ドメインハザードをこれまで幾いく度どとなく防いできた。

　消防隊員は特異領域災害ドメインハザードが決して自然には鎮ちん静せい化しないことを知っている。自分達が逃にげれば後がないことを知っている。特異領域災害ドメインハザードが拡かく大だいすれば世界国家第一大学に住むあらゆる人間が危険に曝さらされるだろう。自分達の家族や友人、恋人が命を落とすかもしれない。だから、どれだけ危険な現場であろうと覚かく悟ごを決めてただ職務を全まつとうするのだ。

　航空要よう塞さいである空くう挺てい消しよう防ぼう署しよ、その四号機は現在、霊化汚染の中心地である崩ほう壊かいした教会の上空を浮遊している。防災作戦の開始時刻は深夜〇時丁度、残り時間はもう幾いくばくもない。消防隊員らはセットアップしたマテリアルロウ、領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰ、モーションインターフェース、ボイスインターフェースの最終チェックを完かん了りようさせ、いつでも出動可能な態勢で待機している。

　そして、いよいよ作戦開始の時刻が訪おとずれた。

「只ただ今いまより霊化汚染の防災作戦を開始する。各隊出動っ！」

　消防隊長の号令の下もと、消防隊員達が飛行フライトを展開し地上へ向かって降下していく。霊化汚染の影えい響きようが及およばないように空挺消防署の高度は一万メートルを維い持じしている。これだけ上空だと外気は凡およそマイナス四〇度に達し、低気圧に加え低酸素のため人間が生身で活動すれば瞬またたく間に低体温症しようや凍とう傷しよう、低酸素症に陥おちいるだろう。それを予防するために消防隊員は酸素容器ボンベを常時展開している。

　霊化汚染の中心地までの移動手段が高々度からの降下である最大の理由は速度だ。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいと違ちがい、消防隊員には加ア速ク装セ置ルと安全地帯シエルターを展開できる者が殆ほとんどいない。そのため、重力を味方につけ、上空から直下に落下するのが最も加速度を得られる方法なのだ。速度が速くなればそれだけ短時間で目標地点に到とう達たつすることができる。つまり、それだけ被ひ幽ゆうする時間が短くなるのだ。

　また大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいには霊れい化か汚お染せんの影えい響きようが少ないと思われる場所から、降下地点に防護壁シールドと安全地帯シエルターを展開してもらっている。降下する消防隊員はそのポイントに寸すん分ぶんの狂くるいなく着地をしなければ、減速できないまま地面に激げき突とつし、間ま違ちがいなく即そく死しするだろう。それほどの危険を冒おかさなければ霊化汚染を止めることは難しい。

　真っ先に空くう挺てい消しよう防ぼう署しよから降下した先せん遣けん隊が、いよいよ降下地点に近づく。日ひ頃ごろ、幾いく度どとなく繰くり返した訓練通り、その軌き道どうには寸分のずれも見られない。まずは作戦の第一段階が成功すると思われたその時、地上からまるで天を貫つらぬかんばかりに長大な剣が延びてきた。

　先遣隊の一人が予想外の出来事に目を見張りながらも純ア鉄イ生ア成ンを盾たてのように展開する。地上から延びる剣けんは雲を突つき抜ぬけ、純ア鉄イ生ア成ンの盾をも容易たやすく貫いて、先遣隊の一人を紙でも切るかのように真っ二つに斬り裂さいた。

「今すぐ大学特殊警備隊に応おう援えんを頼たのみたまえっ！」

　空挺消防署からその様子を見ていた賢けん悟ごは間かん髪はつ入いれずに消防隊長へ進言した。

「あのマテリアルロウは聖なる剣デユランダルだ。そうでなくとも、このタイミングでこんな馬ば鹿かを仕し掛かけてくる輩やからは統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派以外にいるわけがなかろうっ！」

　織お田だ幽ゆう玄げんを倒たおし、油断していたのかもしれない。あるいは霊化汚染を収束させることに頭が一いつ杯ぱいだったか。考えてみれば、この状じよう況きようは予想できたことだ。いかに幽玄が強力なマテリアルロウを有していようと、たった一人で日本政府や世界国家第一大学にテロを仕し掛かけるのは無む謀ぼうという他ほかない。彼には過激派の仲間がいたのだ。

　消防隊長は賢悟の指示を受け、すぐに合同作戦を展開している大学特殊警備隊の警備隊長へ連れん絡らくをとる。だが、聖なる剣デユランダルの展開座標から見て、敵は崩ほう壊かいした教会付近にいる。そこは霊化汚染の真まっ直ただ中なかだ。そんな場所で戦せん闘とうを行えば霊化進度が五〇パーセントを超こえるのは目に見えている。幽ゆう霊れいになるのも時間の問題だ。

「隔かく離り部隊の一人目に距離倍増エクステンデツトを展開させろ。座標は当初の予定から変へん更こう、過激派の連中が潜ひそんでいる瓦が礫れきの周辺を狙ねらえ」

「マーシアハの馬ば鹿か共を霊化汚染から守る気か!?」

　消防隊長が声を荒あららげる。賢悟は冷静に回答した。

「馬鹿を言いたまえよ。幽霊が増えるというのは霊化汚染が広がるということだ。あんな連中がどうなろうと吾輩わがはいも知ったことではないが、霊化だけはしてもらっては困るのだ」

　織お田だ幽ゆう玄げんとの死闘の後、霊化汚染は爆ばく発はつ的にその勢いを増した。考えられる可能性は未み来らい見みの力で幽玄が霊化し、幽霊になったということだ。

「そもそも幽ゆう気き線せん力りよくが低いレベルの場所を確保しないことには大学特殊警備隊も助けに来れまい」

　地上から更さらに十二本の長大な聖なる剣デユランダルが天に延びてくる。先遣隊は飛行フライトで落下に減速をかけ、回避行動をとった。そこへ追い打ちをかけるように更に展開された二四本の聖なる剣デユランダルが先遣隊に襲おそいかかる。数名が攻こう撃げきを避さけきれず、地上に血の雨が降り注ぐ。この時点で迅じん速そくに行わなければならない防ぼう災さい作戦に大おお幅はばな修正が加えられた。

　距離倍増エクステンデツトで幽ゆう霊れいを隔かく離りする防災作戦の要かなめ、隔離部隊が空くう挺てい消しよう防ぼう署しよから出動し、ゆっくりと降下を始めた。彼らの前衛を務めるのは振ふり袖そで姿の人工知能ロボット、カナである。無論、両腕うでを含ふくめ全身の修理は完かん了りようしている。おまけに高々度仕様に改造済みだ。

「奴やつらに目に物を見せてやりたまえよ、カナ」

「イエス、マスター」

　隔離部隊をめがけて聖なる剣デユランダルが延びる。事前にそれを察知したカナは平へい坦たんな口調で言った。

「特異領域制御ドメインコントロール」

　神に背そむく者を斬きり裂さく聖なる刃やいばはカナの直前で止まり、一いつ瞬しゆんで刀身と柄つかとを入れ替かえた。カナは目の前の柄を握にぎり、地上にいるであろう聖せい騎き士しを狙ねらい聖なる剣デユランダルを振ふるう。あらゆる物質を斬り裂さくその剣けんは崩ほう壊かいした教会の瓦が礫れきを蹴け散らすように切断していき、中に潜ひそんでいた統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派を炙あぶり出した。

　敵が特異領域制御ドメインコントロールという未知の科学に動どう揺ようしている隙すきを突つき、隔離部隊の一人が教会一帯に距離倍増エクステンデツトを展開する。本来、先せん遣けん隊が確認するはずだった幽霊がこの特ド異メ領イ域ン内に入っていれば幸いだ。

　カナは降下地点に展開されていた安全地帯シエルターを特異領域制御ドメインコントロールで操あやつって自らの身に纏まとわせるかのように座標位置を変へん更こうする。そして、そのまま崩壊した教会の中へと突っ込んだ。落下エネルギーを直接受け止めた瓦礫の山は破片となって四方へ吹ふき飛ぶ。

　舞まい上がった砂すな埃ぼこりの中から安全地帯シエルターに守られていたカナは無傷で姿を現す。彼女はエマージェンシーモードの各センサーとスコープ、パターンレーダーを駆く使しして敵の数を探さぐる。そして結果を賢けん悟ごに通信した。

「マスター、周囲にいる敵は三〇名です」

「目視での霊化進度はどうだ？」

「近くの瓦礫は殆ほとんど半はん透とう明めいになって触さわれもしません。霊化していても触れるやつは私が落下したときに全部、吹ふっ飛ばしちゃったみたいです」

「より半透明化の進んでいるところに幽霊がいるはずだ。探せるか？」

「はい。問題ないと思います」

　霊化した瓦礫の山は透すけているが、逆に霊化物質のすべてが重なって見え、物の判別が難しい。カナは人工知能に収められた佐さ伯えき信しん司じの映像データと目の前の風景を照らし合わせながら、霊れい化か汚お染せんの元げん凶きようとなった幽霊を探たん索さくする。瓦礫の奥に影かげがちらついたのを確かく認にんした。それは探していた幽霊ではなく、過激派の展開した聖なる剣デユランダルだ。更さらに二本、三本とカナを狙ねらう刃の数が増えていく。カナが完全に包囲されているのを悟さとると同時に、一二本の黄金の剣が瓦礫の向こう側がわから一いつ斉せいに三日月を描えがく。

　逃にげ場ばを完全に塞ふさぐ全方位からの大上段に対して、カナはその内の一いち撃げきに自ら向かっていく。そして、目の前に迫せまった聖なる剣デユランダルを特異領域制御ドメインコントロールにて強制閉へい塞そくする。しかし、飛び込んだ活路を塞ぐように赤いドーム状の特ド異メ領イ域ンが展開された。剣の聖域テイルフイングである。聖なる剣デユランダルの位置を消失させるそのマテリアルロウは聖なる剣デユランダルの効果を特ド異メ領イ域ン全体にもたらす。位置という物理がなくなるということはどの場所にいても同じということであり、すなわちそれは特ド異メ領イ域ン内のすべての場所に聖なる剣デユランダルが存在するということだからだ。カナはすぐさま特異領域制御ドメインコントロールを使い剣の聖域テイルフイングを強制閉塞させた。

　一度に一つの特ド異メ領イ域ンに対してしか効果を発揮できない特異領域制御ドメインコントロールだが、特ド異メ領イ域ンの閉塞は一いつ瞬しゆんだ。複数人を相手取っているとはいえ今のカナをマテリアルロウで仕留めるのは至難だろう。

　それを悟さとったのか、過激派の聖せい騎き士し達は剣の聖域テイルフイングが強制閉塞されるや否いなや聖なる剣デユランダルを展開せずに素す手ででカナに突とつ進しんしてきた。特異領域制御ドメインコントロールは他人が展開した特ド異メ領イ域ンに干かん渉しようすることしかできない。カナにはこの単純な体当たりを止めるマテリアルロウは使えないのだ。

　彼女は両手を腰こしに回し、賢けん悟ごが念のためにと持たせておいた武器を握にぎった。それは二挺ちようの火か炎えん放ほう射しや銃じゆうだ。二つの銃口を聖騎士に向け引き金を引く。カナはそのまま薙なぎ払はらうように銃口で半円を描いた。放出された炎ほのおは広こう範はん囲いに広がり、向かってくる聖騎士達に襲おそいかかる。ジェット噴ふん射しやのような炎の激流をマテリアルロウなしで防ぐ術すべはない。しかし、それを承知で六名もの聖騎士達は聖なる剣デユランダルを展開しなかった。

　彼らの体が炎に包まれる。カナが目を疑ったのはその後だ。過激派の聖騎士六名は炎でその身を焼かれながらも、彼女に向かって突進を続けるのだ。マテリアルロウを展開すればカナに利用されるだけと知った彼らは死を覚かく悟ごして特とつ攻こうを仕し掛かけてきたのである。

　火炎放射銃の引き金を絞しぼり続け、炎に包まれる聖騎士らへ駄だ目め押しの猛もう火かを浴びせる。だが、それでも止まらない。絶命してもおかしくないぐらいの火傷やけどを負っているであろう彼らは何かに取り憑つかれたかのように猛然と突つっ込んでくる。

　炎を纏まとった手がカナに伸のび、彼女は無我夢中でそれを躱かわす。一人、二人と聖騎士達は力尽つき、灰へと変わる。そして、とうとう六人全員が地面に倒たおれた。体が焼き尽くされる寸前まで向かってくる執しゆう念ねんに底知れない恐おそろしさを感じながらも、カナは安あん堵どのため息をつく。その時、炎に包まれている死体が動いた。

　這はいずるかのように彼はカナの足首にしがみつく。痛覚を持たない彼女の内部センサーは聖騎士の纏った炎が自身の耐たい熱ねつ温度を超こえ、足首を焦こがすのを報しらせた。

　だが、それを振ふりほどこうとしている間にも周囲で機会を窺うかがっていた一〇人もの聖騎士がここぞとばかりに突進をしてきた。その手には聖なる剣デユランダルが握られている。特異領域制御ドメインコントロールで一本の聖なる剣デユランダルを奪うばい取って足あし下もとにしがみついている聖騎士の手を切断した。

　だが、その時点で一〇人の聖騎士に囲まれ、聖なる剣デユランダルの届く距きよ離りにまで肉にく薄はくされていた。回かい避ひする術すべはないとカナの人工知能は瞬しゆん時じに計算結果を弾はじき出す。一〇本の刃やいばがカナの全身めがけて同時に振ふり下ろされた。

　僅わずか数センチというところだろうか。一〇本の聖なる剣デユランダルはすべてカナの体に触ふれる寸前で防護壁シールドに阻はばまれて止まっていた。

「ごめん、カナちゃん。おまたせー。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たい、到とう着ちやくしたよう」

　まるで待ち合わせにでも遅おくれたかのような気軽さで、上空から彩あや世せが降りてきた。

「修理不能になる寸前まで待ちました。てか、大学特殊警備隊の応おう援えんは一人だけですか？」

「んーん。皆みな、遅おそいから先に来ちゃっただけだよう」

　カナの体に迫せまっている一〇本の聖なる剣デユランダルが消失する。次いで一〇人の聖せい騎き士しが崩くずれ落ちるかのように地面に倒たおれた。会話中に彩世が非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを撃うち込んだのだ。

「後、何人いるかなあ？」

「最初が三〇人でしたから、後一四人だと思います」

「了りよう解かいー。じゃ、マーシアハの相手は任せちゃっていいよう。カナちゃんは自分の用事済ませてね」

「わかりました。気をつけてください」

「はあいー」

　まるで警けい戒かいせずに言った彩世の背後から聖騎士の一人が斬きりかかる。彼女は振り向きもせずにその刀を防護壁シールドで防ぐとほぼ同時に非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを撃ち込んだ。

「残り一三人だようー。それじゃ、後でね」

　彩世は笑え顔がおで手を振り、上空に聖なる剣デユランダルを展開している聖騎士達へ突つっ込んでいった。

　カナは再度、幽ゆう霊れいの探たん索さくを再開する。より霊化が進み、半はん透とう明めい化が色濃こく出ている瓦が礫れきの中心に視線を注ぐ。そうして教会の壁かべと天てん井じようが重なっていたその奥に、とうとう霊れい化か汚お染せんの元げん凶きよう、幽霊を発見する。

「マスター、発見しました。座標を送ります」

　運悪く幽霊の位置は最初に展開した距離倍増エクステンデツトの僅わずかに外だ。

「特異領域制御ドメインコントロールでずらしますか？」

「いや、このままでいい。すでに隔かく離り部隊は降下を再開しているのでな。一分で距離倍増エクステンデツトの重ねがけを行い幽霊を隔離、そのままお前を回収して空くう挺てい消しよう防ぼう署しよに帰投する。遅おくれずに降下地点へ移動したまえよ」

「イエス、マスター」

　カナの返事の後、間を置かずに隔離部隊が真まっ直すぐ降下してきた。彼らは幽霊を中心とした広こう範はん囲いの距離倍増エクステンデツトを短時間で展開しなければならない。それも高速で落下しながらだ。それらの条件を満たすマテリアルロウの展開を行うタイミングは降下開始より一三秒ジャスト、誤差はコンマ五秒も許されない上、幽霊にあわや接せつ触しよくする距きよ離りにまで接近する。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの消防隊員らはこの一三秒間に全神経を尖とがらせながら挑いどむ。一人目が見事に距離倍増エクステンデツトを展開して離り脱だつ、カナの回収を終えれば息つく間もなく、その二秒後には二人目の消防隊員が降下してくる。遠景にして見れば、隔かく離り部隊の八人はまるで一本の糸でつながっているかのようだ。彼らは決められたルートを一センチとて外れることなく降下し、機械のように正確なタイミングでマテリアルロウを展開、そして離脱をやり遂とげていく。見事な降下技術と連れん携けいに問題が生じたのは丁度、五人目が降下を始めたその時である。

　彼の目の前を眩まばゆいばかりの光が駆かけ抜ぬけたのだ。気がつけば降下したはずの五人目の消防隊員の姿はどこにもなく、代わりに羽は織おり袴はかまを纏まとった男が上空を浮遊していた。

「距離倍増エクステンデツトで隔離するは汚お染せんを悪化させるにすぎん。我がすでに試ためしたことだ」

　織お田だ幽ゆう玄げんである。彩あや世せの非ス殺タ傷ン兵ガ器ンを受け霊れい化か汚お染せんの真まっ直ただ中なかで昏こん倒とうした彼は、霊化することなく生きていた。それは幽玄が幽霊と化したから霊化汚染が強まったわけではないという証明だ。未み来らい見みが直接、霊化汚染を強化したのか。賢けん悟ごはなぜかそうとは思えなかった。

「三秒、猶ゆう予よをやろう。去れ。さもなくば汝なんじらは神の意志によって裁かれよう」

　当然、ここで撤てつ退たいの指示など賢悟にも消防隊長にも出せるわけがない。少なくとも距離倍増エクステンデツトは霊化汚染に効果がある。統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派の言うことを真まに受けて汚染を拡かく大だいさせるわけにはいかないのだ。

　三秒はすぐに経過し、和装の聖せい騎き士しは刀の柄つかに手を置いた。

「天叢雲剣アメノムラクモ」

　光速の刃やいばが煌きらめく。カナは即そく座ざに特異領域制御ドメインコントロールで天叢雲剣アメノムラクモを封ふうじるが、幽玄は同時に左手で脇わき差ざしを抜ぬき、刀身を降下前の隔離部隊へと向けた。彼らを失えば距離倍増エクステンデツトで霊化汚染を抑おさえる作戦は完全に瓦が解かいする。そうはさせじと地上から赤いレーザーが飛来する。彩世の放った非ス殺タ傷ン兵ガ器ンだ。しかし、先の一戦と違ちがい幽玄は動きを拘こう束そくされていない上、アレクサンドラがいない。幽玄は光歩コウホを展開し、文字通りの目にも止まらぬ光速移動でそれを難なく回かい避ひする。再びその姿が肉眼で確かく認にんできた時、幽玄は体を地上へと反転させていた。

　丁度、抜ぬいた脇差の切っ先が彩世に向いている。彼女がそれに気がつき、飛行フライトと加ア速ク装セ置ルの重ねがけによる決死の回避運動を試みる。

「神の鉄てつ槌ついを避さける術すべはない」

　脇差が鞘さやに納まる。同時に彩世の四し肢しから鮮せん血けつが飛び散った。手足を斬きり落とされこそしなかったものの、その腱けんを断たれ彼女は力なく地面に倒たおれ込む。幽玄は今度は打うち刀がたなの切っ先を隔離部隊へと向けた。

「神の声を聞け。科学を盲もう信しんした愚おろか者もの共よ」

　刀身が鞘さやに入る。先さき程ほどの彩世と同じく降下前の隔離部隊は全員がそのマテリアルロウに斬り裂さかれ、地上へ落下していく。すぐさま幽玄の左方から無数の非ス殺タ傷ン兵ガ器ンが放たれた。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいが応おう援えんに駆かけつけたのだ。幽玄が光歩コウホで避けようとするのをカナは特異領域制御ドメインコントロールで強制閉へい塞そくした。しかし、今回も彼が一枚上手だ。光歩コウホと同時に展開された天叢雲剣アメノムラクモが警備隊員を悉ことごとく斬きり捨てる。応おう援えんにやってきた中隊の半数以上が一いつ瞬しゆんで虚こ空くうに吞のみ込まれ、幽ゆう玄げんは光速移動することなく無数の赤いレーザーの間を縫ぬうように飛行して身を躱かわした。

　更さらに降下を終えていた隔かく離り部隊の一人が目に見えて半はん透とう明めい化し始めた。それは一番最初に降下した消防隊員である。長く現場に留とどまったために霊れい化かが進んでしまったのだろう。このままでは他ほかの消防隊員や、地面に倒たおれている彩あや世せ、カナも霊化し物言わぬ幽ゆう霊れいと成り果てる。霊れい化か汚お染せんは避ひ難なん区域を越こえて広がってしまうだろう。

　現場を指揮する消防隊長は何の指示も出せなかった。降下した隔離部隊がその場所に留まれば霊化汚染によって命を失う。しかし、幽玄がいるために空くう挺てい消しよう防ぼう署しよには容易に帰投することができない。大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいは幽玄にまるで歯が立たず、あっという間に兵数を減らしていくのだ。普ふ通つうに考えれば、この場から撤てつ退たいするのが最も正しい判断なのだろうがそれもできない。彼らが戦っているのはテロリストではなく特異領域災害ドメインハザードなのだ。災さい害がいを放置したまま逃にげるというのは消防隊員としては最悪の選せん択たくだ。

　八はつ方ぽう塞ふさがりの状じよう況きようで消防隊長はアドバイザーである一いちノの瀬せ賢けん悟ごを振ふり向く。しかし、つい先さき程ほどまで隣となりにいたはずの彼の姿がそこにはなかった。




　　　　　　　５




　織お田だ幽玄は自身の体が地球の重力に引かれるのを感じた。展開した飛行フライトが強制閉塞され、物理法則に従って落下しているのだ。幽玄は最も厄やつ介かいな敵であるカナを五感以外で感知する。彼女と戦うならばまず他人の特ド異メ領イ域ンを利用できない状じよう況きようを作ることが先決で、そしてその準備は粗あら方かた整った。彼はこの場に現れた数分の間に警備隊員と消防隊員の八割をその二刀でもって斬きり伏ふせたのだ。

　味方のＤＣＵ管理者アドミニストレータから孤こ立りつし、周囲に利用できる特ド異メ領イ域ンを失った今が世界に二人と展開できる者のいないマテリアルロウ、特異領域制御ドメインコントロールを操あやつる意識型人工知能ロボットを仕留める最大のチャンスだ。自由落下するしかない幽玄はそれでも決して焦あせることなく、心にカナの姿を確かに捉とらえ、腰こしの刀に手を置いた。

　抜ぬくか否いなかのその刹せつ那な、幽玄は伏ふく兵へいを感覚する。その数は無数だが、ＤＣＵ管理者アドミニストレータではない。だが、自由落下するしかない今の彼には捨て置くことのできない存在だ。この戦場に姿を現して初めての悪条件、これが偶ぐう然ぜんではないと彼は知っている。すなわち、先の一戦で無資格者ゲストにもかかわらず幽玄に勝利する起因を作った恐おそるべき知ち謀ぼうの持ち主、一いちノの瀬せ賢けん悟ごの仕し業わざをおいて他ほかにはあるまい。

　幽ゆう玄げんが気配を察知し上空へ視線を注ぐと、雨あられのように落下してくる飛行物体の群れを視し認にんした。その赤いシルエットは空くう挺てい消しよう防ぼう車しやだ。空挺消防署に格納されているこの自動車のような外観をした小型航空機には自動操縦で救助活動を行うほど優ゆう秀しゆうな他律型人工知能が搭とう載さいされている。

　本来は救助や輸送を行うための航空機が、どういう命令を受けたのか一機残らず幽玄に向かってくる。空挺消防車は機体の一部を開き、中から畳たたみ一いち畳じようほどの金属板を次々に吐はき出した。雨あられのように降ってくる空挺消防車から、更さらに雨あられのように金属板が放出され、幽玄に襲おそいかかる。

　彼は天叢雲剣アメノムラクモを展開し、金属板と空挺消防車を瞬またたく間に虚こ空くうへ吞のみ込んでいく。自由落下する幽玄よりも、真下に推すい進しんする空挺消防車とそこから放出される金属板の方が速度は上だが、一向にその差は縮まる気配を見せない。光の速度で振ふるわれる刀を前に近づくことができないのだ。

　だから、これが本命なわけがない、と幽玄は冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきする。あの用意周しゆう到とうな科学者は敵の戦力を十分に把は握あくした上で二重三重の罠わなを張ってくる。一度はその策略の前に屈くつしたが、ＤＣＵ管理者アドミニストレータではない人間に二度続けて敗北するなどあってはならない。それは統とう一いつ宗しゆう教きようにおいて神の力を持った者が神の力を持たない者に敗北を喫きつするということ、神が人に敗北することを意味するのだ。

「人の知ち恵えの空むなしきを知れ。そう言ったはずだ、科学の落とし子よっ！」

　幽玄は落下してくる空挺消防車に背を向け、地面の方向へと向き直る。目の前に迫せまっていたのは大量の火か炎えんだ。頭上に意識を引きつけておいて地上からカナに奇き襲しゆうさせる賢けん悟ごの作戦は見破られた。天叢雲剣アメノムラクモは火炎を虚空に吞み込み、その先にあるカナの右腕うでに斬きりつけた。その腕に黒い弧こ線せんが浮かび上がったと思ったのも束つかの間、次の瞬しゆん間かんそこにカナの姿はなく、ただ彼女が手にしていた火炎放射銃じゆうだけが残されていた。

　だが、幽玄は天叢雲剣アメノムラクモの手て応ごたえに違い和わ感を覚える。そして、今度は水平方向をぐるりと見渡わたした。後方にあった雲の奥からチカッと光が漏もれ、そこから炎が溢あふれるように押し寄せる。正体を見極きわめようと天叢雲剣アメノムラクモで火炎のみを虚空に吞み込む。視界が捉とらえたのは火炎放射銃を握にぎったカナの左腕が単独で飛んでいるところだった。それはロケットパンチの応用で、先さき程ほど、幽玄が斬ったのも右腕だけだろう。

「小こ賢ざかしい」

　幽玄は未いまだ特異領域制御ドメインコントロールの影えい響きよう下にあり飛行フライトを展開できない。ということはカナの本体は少なくともマテリアルロウがすぐに展開できる距きよ離りにいるはずだ。恐おそらく、この全方位からの攻こう撃げきはすべてフェイクで、本命はこのまま幽玄を自由落下させ地面に激げき突とつさせることだろう。和装の聖せい騎き士しは敵のペースに吞まれることのないようにまずは空中に五メートル四方の純ア鉄イ生ア成ンを常時展開した。その空に浮かぶ鉄板の上に着地し、足場を確保する。純ア鉄イ生ア成ンを強制閉へい塞そくされるならその瞬しゆん間かんに飛行フライトを展開すればいい。それも一瞬で閉塞されるだろうが、光速移動のできる幽ゆう玄げんにとって一瞬は十分すぎる時間である。

　火か炎えん放ほう射しや銃じゆうから大量の火炎が放出され、同時に垂すい直ちよく方向から空くう挺てい消しよう防ぼう車しやと金属板が降り注ぐ。そのどれも一瞬で斬きり払はらうこともできたが、幽玄は刀の柄つかに手を置いたまま光歩コウホを使って鮮あざやかに身を躱かわす。火炎と空挺消防車が体をかすめる瞬間、それらに巧こう妙みように隠かくされた赤いレーザーが横切って行くのが見えた。生き残った警備隊員の非ス殺タ傷ン兵ガ器ンである。

　数台の空挺消防車が純ア鉄イ生ア成ンに衝しよう突とつして炎上した。すぐに鉄板の上は黒い煙けむりに包まれる。今度はそれを目め隠かくしに非ス殺タ傷ン兵ガ器ンが放たれるが幽玄にとって視界の有う無むは問題にならない。回かい避ひと同時に非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの発射地点めがけて天叢雲剣アメノムラクモを展開、邪じや魔まな警備隊員を虚こ空くうに吞のみ込む。

　その間に敵は次の行動を終えていた。パターンレーダーには展開した鉄板状の純ア鉄イ生ア成ンが箱の形状に変形しているのが映っている。カナが特異領域制御ドメインコントロールを用い純ア鉄イ生ア成ンの展開座標を強制変へん更こうし、幽玄を閉じ込めたのだ。

　これではいかに飛行フライトで光速移動しようとこの箱の中からは出られない。天叢雲剣アメノムラクモで純ア鉄イ生ア成ンを吞み込むか、純ア鉄イ生ア成ンの常時展開をやめ物理的に破は壊かいしなければ煙に燻いぶられ続ける羽目になる。だが、恐おそらく賢けん悟ごはそれを狙ねらって何らかの罠わなを仕し掛かけている。

　幽玄は閉じ込められた純ア鉄イ生ア成ンの箱からあえて出ようとはせずに、インターフェースを開いて領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを選択した。展開されるは幽ゆう霊れいを中心とした巨きよ大だいな立方体の特ド異メ領イ域ン、一辺が一〇キロにも達するそれは霊れい化か汚お染せんされた区域を丸々吞み込んでいる。実行予定のマテリアルロウはターミナルで使われている最短路線ラインだ。それは特ド異メ領イ域ン内の距離を消失させる。最短路線ラインが実行されれば特ド異メ領イ域ン内では幽霊に直接、触ふれているに等しい状態になるのだ。勿もち論ろん、霊化汚染はあっという間に拡かく大だいするだろう。

　カナはこれを特異領域制御ドメインコントロールで閉へい塞そくせざるを得ない。その瞬間を決して逃のがさぬよう幽玄は心を研とぎ澄すます。純ア鉄イ生ア成ンに閉じ込められた状態では外の様子を五感で感覚できない。しかし、彼は心で外界を知覚する悟さとりを開いている。この心しん覚かくを有しているからこそ、人が知覚できない光速のマテリアルロウを自由自在に操あやつることができるのだ。

　数秒後、幽玄の展開した立方体の特ド異メ領イ域ンは強制閉塞され、彼は心覚でカナの居場所を捉とらえる。天叢雲剣アメノムラクモで純ア鉄イ生ア成ンを虚空に吞み込み、飛行フライトと光歩コウホで地上に急降下する。その最中、特ド異メ領イ域ンで生成したハンドガンをカナに照準を合わせ、引き金を絞しぼった。

　光速移動の状態から放たれる弾だん丸がんは、しかし光歩コウホの特性により光速には達しない。だが、その光の速度をもってカナの周囲を旋せん回かいして、彼女を取り囲むように数千発の銃じゆう弾だんの雨を降らせる。そして、この弾丸の雨は特ド異メ領イ域ンではないためカナには干かん渉しようすることができない。必殺の銃弾はカナの全身へと吸い込まれるように直ちよく撃げきし、彼女は反動で仰あお向むけに倒たおれる。だが、妙みようだった。発射された銃弾は意識型人工知能ロボットの原型を残さないほどの量だ。しかし、彼女の人工皮ひ膚ふには銃弾の跡あとが一つしか残っていない。

　一体、どういうことだ？

　その疑問に答えるかの如ごとく、上空から声が響ひびいた。

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ。随ずい分ぶんと不可解な顔をしているではないか。なあ、織お田だ幽ゆう玄げん」

　一いちノの瀬せ賢けん悟ごが空からゆっくりと降りてくる。伝導路もないこの場所で、空を飛ぶかのようにゆっくりとだ。彼は地上に降り立つと、カナを守るかのように幽玄の前に立ち塞ふさがった。

「まあ、不可解なのは吾輩わがはいも同じなのだがな。一体、貴様の目的はなんなのだ？　霊れい化か汚お染せんを悪化させるのが統とう一いつ宗しゆう教きようの本ほん懐かいでもあるまい」

　賢悟の言葉に耳を貸さず、幽玄は即そく座ざに光歩コウホで突とつ進しんした。しかし、次の瞬しゆん間かん、信じられないことが起こった。光速で移動する幽玄と同じ速度で刀が彼に迫せまってきたのだ。地面を這はうように姿勢を低くして、すんでのところでそれを回かい避ひする。彼を襲おそった刃やいばは周囲の瓦が礫れきを一つ斬きり裂さき、虚こ空くうに吞のみ込んだ。
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　天叢雲剣アメノムラクモである。神の意志を代行するためのその刃は正せい導どう十じゆう三さん聖せい騎き士しの中でも幽玄にしか使えないはずだった。

「ありえぬ」

　驚きよう愕がくのあまり言葉が漏もれた。賢悟は天叢雲剣アメノムラクモを展開した。カナの全身に発射された数千発の銃じゆう弾だんも、その光速のマテリアルロウでもって悉ことごとく虚空に吞み込んだのだ。

「そうでもなかろうよ。理論さえわかれば誰だれにでも使えるのが科学の良いところだ」

「汝なんじはＤＣＵ管理者アドミニストレータではなかったはずだ」

「やれやれ、ようやく喋しやべる気になったと思えばそんな初歩的な質問とはな。いいか、よく考えてみたまえよ。カナの特異領域制御装置ＤＣＵを作ったのは吾輩わがはいだ。ならば、自分の脳にそれを移植するのは自然な流れではないか。むしろ、なぜ吾輩に特異領域制御装置ＤＣＵが移植されていないと思ったかが謎なぞで仕方ない」

　特異領域制御装置ＤＣＵを移植してから脳にそれが定着するまで凡およそ一週間から一ヶ月かかる。賢けん悟ごはカナと同時期に特異領域制御装置ＤＣＵを移植しており、まさに防ぼう災さい作戦開始の数時間前にぎりぎりで定着したのである。そんな都合の良い出来事をさしもの幽ゆう玄げんも想定してはいなかった。

「天叢雲剣アメノムラクモは神の意志によりもたらされたものだ。従来の科学では実現できん」

「だが、マテリアルロウである限りは科学だ、と言いたいところだが、確かに吾輩は天叢雲剣アメノムラクモの構成マテリアルさえ知らなかったな。ましてや、セットアップする時間はないに等しかった。さて、それでは一体どうやって天叢雲剣アメノムラクモをセットアップしたのだと思う？」

　賢悟は一つの謎を問いかける。セットアップする時間がなかったにもかかわらず、賢悟の特異領域制御装置ＤＣＵには天叢雲剣アメノムラクモがセットアップされていた。どう考えてもそんなことはありえない。

「答えは簡単だ。つまり、セットアップはしなかったのだ」

　賢悟の周囲に七枚のインターフェースが出現する。賢悟はタッチインターフェースにより、天叢雲剣アメノムラクモを展開、手に握にぎった特ド異メ領イ域ンの刃やいばで光速の刺し突とつを放った。一いつ瞬しゆんにも満たない間に数千回もの連続突づきが繰くり出され、それを幽玄は光歩コウホによる光速移動で回かい避ひし続ける。賢悟は天叢雲剣アメノムラクモでの連続突きを継けい続ぞくしながらも辺り一帯を覆おおう特ド異メ領イ域ンを展開した。広こう範はん囲いにもかかわらず、すぐに色が青から黄色へと変わったのはそれがゼロマテリアルロウである証しよう拠こだ。ダウンロード用のこのマテリアルロウは特ド異メ領イ域ンの範囲、距きよ離りが余よ程ほど長大でない限り即そく座ざに実行することが可能なのである。

　特ド異メ領イ域ンは赤に変色した後に閉へい塞そくされた。

「さあ、吾輩が一体なにをダウンロードしたのか。とくと見るがいい」

　天叢雲剣アメノムラクモによる攻こう勢せいが途と絶だえた隙すきを突き、今度は幽玄が天叢雲剣アメノムラクモを振ふるう。一瞬の光線にしか見えないそれを賢悟は光速移動で避けた。つまり、光歩コウホを展開したのだ。

　笠かさの下で幽玄は表情を険しくし、賢悟はニヤリと笑った。

「特ド異メ領イ域ンからマテリアルロウをダウンロードしたというのか？」

「不可能ではなかろうよ。なにせ吾輩わがはいのここは特異点を観測できるのだ」

　特ド異メ領イ域ンが直接的に作用している現象や物質についてはダウンロードできないという特とく異い点てん観かん測そく不ふ能のう説せつは人間が特異点を直接、観測することができないという理り屈くつに基づく。だが、人類進化計画によって人工的に生み出された賢悟の脳は特異点を観測できる。その彼が特ド異メ領イ域ンを対象にゼロマテリアルロウを展開した結果が、たった今起きたマテリアルロウのダウンロードである。賢けん悟ごはこれを使って天叢雲剣アメノムラクモや飛行フライトをダウンロードしたのである。

「無む闇やみ矢や鱈たらと無む駄だな攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのは天叢雲剣アメノムラクモをダウンロードするためか」

「そいつは正解だ。光速で振ふるわれる特ド異メ領イ域ンの刀にゼロマテリアルロウを合わせるのは少々、骨が折れたがな」

　その答えを聞き、幽ゆう玄げんのトーンが一段と落ちる。

「汝なんじはやはり『外側がわ』に一番近い。忌いむべき科学の落とし子よ」

「皆かい目もく、意味がわからんがな。だから、殺すと言いたいのだろう？」

「否いな、我はただ正しく導くのみだ。汝が死すは神の定めよ」

　幽玄は静かに居合いの構えをとる。

「天叢雲剣アメノムラクモと光歩コウホが使えようと心しん覚かくに至らぬ汝は我の意識には追いつけぬ」

「心覚とやらがなにかは知らんが、少なくとも言えることが一つある」

　一方の賢悟は構えもせずに幽玄へと告げた。

「神の加護など存在しない。マテリアルロウはただ科学の産物だ」

　両者の視線が交こう錯さくし火花が弾はじけた。賢悟はダイレクトインターフェースで天叢雲剣アメノムラクモを展開、光速の刀を幽玄に叩たたきつける。和装の聖せい騎き士しはくぐるように光歩コウホでそれを回かい避ひし、賢悟へと光速で詰つめ寄る。賢悟は同じく光歩コウホでバックステップを行う。光速で走る二人の視界からは風景という風景が消え、ただ真っ白な輝かがやきに包まれる。いかに脳の知覚速度を特異領域制御装置ＤＣＵで強化していようと光速というのは速すぎる。それは特異点を観測できる賢悟の脳だとしても同じことだ。光速での行動中は五感の認にん識しきが追いつきようがない。視覚でも聴ちよう覚かくでも光速を捉とらえることはできず、思考さえも遅おくれるだろう。

　だが、幽玄の心覚は別だ。それはたとえ光の速度であろうと正確に感覚する。無論、体を自由に動かすまではできないがモーションインターフェースの準備は事前に済ませてあった。幽玄は心を研とぎ澄すまし、そして心で賢悟の居場所を捉とらえた。瞬しゆん時じに天叢雲剣アメノムラクモを展開、光速移動中の光速攻撃、賢悟はこれを認識することさえできない。

　光が弾け、凶きよう刃じんは賢悟を襲おそう。一瞬にも満たない時間が薄うすく引き延ばされ、光速はあたかもスローモーションかのように認識される。自らの速度に意識を置き去りにされた科学者はあさっての方を向いており、その首筋に天叢雲剣アメノムラクモの刃やいばを立てる。外しようのない完かん璧ぺきな手て応ごたえだった。しかし、その光速の居合いは空くうを切った。

　刀の引きに合わせるように、賢悟の天叢雲剣アメノムラクモが上段から迫せまってくる。彼はこの攻こう防ぼうを知覚していない。ただ数秒前に思い描えがいた動きをなぞっているだけだ。まるで、こうなることを知っていたかのように、数秒前の彼が今の彼を操あやつっているのである。

　その予測の正確さに舌を巻きながらも、賢悟の一刀を避さけようとした幽玄は、今度こそ驚おどろきを露あらわにした。体が動かないのである。いや、正確には光速で動くことができないのだ。当然、それでは天叢雲剣アメノムラクモを躱かわしようがない。

　次の瞬しゆん間かん、幽ゆう玄げんの体に黒い線が走った。その時点で、ようやく思い至った。特異領域制御ドメインコントロールである。それによって、光歩コウホが強制閉へい塞そくされたのだ。

　彼は咄とつ嗟さの判断で体の内部に聖なる剣デユランダルを展開し、黄金の刃やいばで自らの肉体を切り落とした。その半身はブラックホールに吞のみ込まれ、虚こ空くうへと消える。更さらに自身の体へと応急処置フアーストエイドを展開する。損傷の悪化を停止させるマテリアルロウは半身を失った幽玄の傷口を完全に止血し、更には生命活動さえも維い持じした。しかし、戦せん闘とうの継けい続ぞくは最も早はや、不可能に等しい。

　幽玄は体を支えることもできず、そのまま地面に倒たおれた。代わりに、カナがむくりと体を起こし、無表情のまま言った。

「狸たぬき寝ね入いりです。ぶい」

　緩かん慢まんな動きのＶサインが瀕ひん死しの幽玄に突つきつけられた。

「妙みような真ま似ねはするでないぞ。応急処置フアーストエイドを強制閉塞されればどうなるかわからないわけでもあるまい」

　幽玄に警告した後、賢けん悟ごは幽ゆう霊れいのいる方角へ視線を向けた。

「さあて、邪じや魔ま者は片付けた。とっとと仕上げようではないか！」

「なんだか悪者みたいな台詞せりふですね、マスター」

　賢悟は幽霊を中心として展開されている特ド異メ領イ域ンにゼロマテリアルロウを展開し、距離倍増エクステンデツトをダウンロードする。続けて、タッチインターフェースで距離倍増エクステンデツトを展開、当初の予定通り九つの特ド異メ領イ域ンを重ねがけすることにより幽霊を距きよ離りの壁かべで隔かく離りした。

　その後、結果を消防隊長に報告する。彼の話によれば残りの聖せい騎き士しも大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいに鎮ちん圧あつされたそうだ。

　一段落したとばかりに賢悟は緊きん張ちようを緩ゆるめ、再び和装の聖騎士へ視線を戻もどした。

「もう一度尋たずねるが、統とう一いつ宗しゆう教きようは霊れい化か汚お染せんを収めたいのではないのか？　それがなぜ、我々の邪魔をするという結論に至ったのだ？」

「未いまだ気づかぬとは愚おろかよ。これは神の怒いかりだ。ただ受け入れる以外に鎮しずめる術すべなどない」

「わからんな。現に距離倍増エクステンデツトで霊化汚染は抑よく制せいできているではないか」

「神の怒りを無理矢理に抑おさえればなにが起こるか自おのずと知れよう。これから起こる天てん罰ばつは神を信じようとしない汝なんじらの傲ごう慢まんな振ふる舞まいが原因だ」

　話にならないと思ったか、賢悟は会話を中断して先に怪け我が人の救助に向かう。その途と中ちゆうで賢悟のナノスマートフォンに着信があった。相手は彼の友人だ。

「まったく遅おそいではないか、清せい十じゆう郎ろう。たった今、万事解決したところ──」

「逃にげろ！」

　軽口を叩たたこうとした賢悟の言葉を遮さえぎり、清十郎は切せつ羽ぱ詰つまった声を出した。

「どういうことだ？」

「幽ゆう気き線せん力りよくが急上じよう昇しようしているっ！　このままでは五分と保もたずに全員霊れい化か進度五〇パーセントに達するぞっ!!」

　賢けん悟ごは即そく座ざにその意味を理解したのだろう。すぐさま清せい十じゆう郎ろうの言う通りの行動に移った。見れば九つの距離倍増エクステンデツトで閉じ込めたはずの幽ゆう霊れいを中心として霊れい化か汚お染せんが一気に広がっていく。まるで波が押し寄せるかのように物という物が瞬またたく間に半はん透とう明めい化していった。
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　消防隊長に状じよう況きようを報告し、至急避ひ難なん区域である半径五〇キロ圏けん外がいまで退たい避ひするように告げた後、賢悟はカナと自身に飛行フライトを展開する。真っ先に見つけたのは地面に倒たおれている少女だ。

「彩あや世せっ、生きているなら返事をしたまえっ！」

「痛いよう。動けないよう」

　彩世は涙なみだぐみながらそう答えた。どうやら消防隊員の誰だれかが応急処置ファーストエイドを彼女に展開してくれていたようで命に別状はない。

「ボイスインターフェースの設定、増やしておけばよかったなあ」

「それは後でゆっくりと考えるがよかろうな。ともかくだ。残念ながら霊化汚染の隔かく離りに失敗した。幽気線力は現在、急上昇中だ。まったく要因がわからん以上は一いつ旦たん退ひくしかあるまい。運ぶぞっ」

　賢悟は彩世に飛行フライトを展開して、カナと共に上空へと飛ひ翔しようする。すぐさま地面に霊化汚染が広がる。靴くつを投げ捨てれば五メートル下に到とう達たつした時点で霊化物質と化した。

「彩世、加ア速ク装セ置ルだっ」

　彩世は賢悟の指示に従い、ボイスインターフェースで加ア速ク装セ置ルを展開、彼らは急加速した。光歩コウホを使えば一いつ瞬しゆんでこの場から逃のがれることができるが、特ド異メ領イ域ンマネージャを確かく認にんしたところ自分にしか効果が得られないマテリアルロウだとわかった。それでは助かるのは自分だけだ。

　上空にまで広がる霊化汚染から必死の逃とう走そうを行いながらも、途と中ちゆう、逃にげ遅おくれている消防隊員らにカナが特異領域制御ドメインコントロールで加ア速ク装セ置ルを融ゆう通づうする。生き残った警備隊員も加ア速ク装セ置ルを駆く使しして他ほかの消防隊員らの避ひ難なんを助けていた。高度九〇〇〇メートルにまで達すると、ようやく空くう挺てい消しよう防ぼう署しよが見えてきた。

　残り一〇〇〇メートル、空挺消防署まで辿たどり着けば逃げきれる。そう思った矢先、最後尾にいた消防隊員の一人が上昇を止めた。近くにいた警備隊員が手を伸のばしたが、その手は彼をすり抜ぬけた。霊化進度が一〇〇パーセントに達し、幽霊と化してしまったのだ。

「距離倍増エクステンデツトっ！」

　賢悟は六つに重ねがけした距離倍増エクステンデツトをその場に展開したが焼け石に水だった。今度は消防隊員に手を伸ばした大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの一人が失速し、幽霊化した。霊化汚染の進行が速すぎるのだ。

　賢けん悟ごは負傷している彩あや世せをカナに任せて先に行かせると、自らは殿しんがりを務め、最後尾で距離倍増エクステンデツトを展開し続ける。だが、それでも霊れい化か汚お染せんは抑おさえきれず、賢悟のすぐ上を飛んでいる消防隊員の両足が半はん透とう明めい化し始めた。賢悟よりも霊化汚染の現場にいた時間が長いために霊化が進んでいるのだ。

「距離倍増エクステンデツトっ！」

　消防隊員の腰こしまでが半透明化し、ついには失速した。賢悟は彼の手をつかみ引っ張り上げようとしたが、彼の重みで賢悟までもが失速する。消防隊員は脂あぶら汗あせを流しながらも覚かく悟ごを滲にじませて言った。

「置いていけ。このままでは二人とも助からん」

「阿あ呆ほうがっ！　助かるに決まっているっ！　吾輩わがはいを誰だれだと思っているのだっ！」

　消防隊員を鼓こ舞ぶするように賢悟は叫さけんだ。しかし、彼の体はとうとう胸の位置まで霊化した。そして、賢悟は足のつま先に違い和わ感を覚える。力がまるで入らないのだ。見れば靴くつを脱ぬぎ捨てた足がうっすらと半透明になっていた。

　賢悟は直感的に間に合わないことを悟さとる。自分一人だけなら光歩コウホを展開してすぐにこの空域から離り脱だつすることは可能だ。しかし、それではこの消防隊員を助けることができない。

　考えている間にも消防隊員の霊化は肩かたまで進み、賢悟の片足は足首まで霊化した。

　手を離はなして見捨てるしかない。このままではただ共とも倒だおれだ。

　だが、できない。できるわけがなかった。この状じよう況きようは賢悟のミスだ。霊化汚染を甘く見て、完全に分ぶん析せきを終えないまま安易に距離倍増エクステンデツトで隔かく離りしようとしたからこそ、このような事態を招いた。自分がもっと慎しん重ちように事を運んでいればこんなことにはならなかったはずなのだ。

　消防隊員の首が霊化する。もう限界だった。

「つまらないものだがよかったらお二人でどうだろう？」

　聞き覚えのある声と共に目の前に空間転移ルートの特ド異メ領イ域ンが展開される。姿を現したのは賢悟の友人にして最高の相棒、神かん崎ざき清せい十じゆう郎ろうだ。彼は賢悟と消防隊員を覆おおうように距離倍増エクステンデツトを展開した。九つに重ねがけされた距きよ離りの壁かべに阻はばまれ霊化汚染はその進行速度を減少した。

「助かったぞ。ナイスタイミングだ、清十郎っ！」

「いいからつかまれっ！　転移する！」

　伸のばされた手を賢悟はしっかりとつかむ。瞬しゆん間かん、清十郎はダウンロードセンターでセットアップを行った空間転移ルートを展開する。霊化汚染の進行よりも早く彼らはその場から転移した。




　賢悟と清十郎が現れたのは空くう挺てい消しよう防ぼう署しよのデッキである。先に退たい避ひしていたカナがすぐに駆かけ寄ってきて、彩世が他ほかの負傷者と一いつ緒しよに救護室に運ばれたことを賢悟に伝えた。

「何人、やられた？」

「ざっと見た限りでは霊化汚染にやられたのは七人だろう」

　清せい十じゆう郎ろうが賢けん悟ごの問いに答える。彼がそう言うのならそれはほぼ正確な数値だろう。聖せい騎き士しにやられた人数を考えれば被ひ害がいはもっと大きい。賢悟は奥歯を強く嚙かみながら、別の疑問を尋たずねた。

「今の避ひ難なん区域の中に霊れい化か汚お染せんは収まるのか？」

　清十郎が浮かべた苦い表情だけで答えはわかったが、彼は更さらに絶望的な数値をつけ足した。

「現在の霊化汚染の進行速度を考えれば、一時間も経たたずに半径二〇〇キロ圏内の幽ゆう気き線せん力りよくが毎時二八〇パーセントに達するだろう」

　約二二分で霊化進度一〇〇パーセントに達する数値である。距離倍増エクステンデツトを展開できる消防隊員や賢悟らはともかくとして、世界国家第一大学の住民は助からない。しかも霊化汚染は自然に収まるものではない。このままでは霊化汚染が世界国家第一大学の敷しき地ち中、いや、世界中に広がるのさえも時間の問題だ。

「ともかく避難が最優先事じ項こうだ。空くう挺てい消しよう防ぼう署しよを全機出動させ、大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの力も借りるしかあるまい」

　賢悟はすぐさま作戦司令室に向かう。消防隊長にかけ合い、七機あるすべての空挺消防署の出動を促うながした。緊きん急きゆう事態ということで消防隊長は現場の判断で避難区域を五〇キロから一〇倍の五〇〇キロに拡かく大だい。旧日本列島と同じ形状、面積である世界国家第一大学にとって、それは大学内から退去するにも等しいエリアを含ふくむ。

　賢悟達を乗せている空挺消防署四号機は、一度目の避難勧かん告こくにて半径五〇キロの僅わずか外に避難していた住人らを、新たに決定した避難区域の外まで誘ゆう導どうすることとなった。付近にいる大学特殊警備隊や非番の消防隊員らすべてに緊きん急きゆう出動の命令を出し、霊化汚染の進行を早めてしまう最短路線ラインを閉へい塞そくするよう中央交通ターミナルに通知した。また中央交通ターミナルの交通士の内、空間転移ルートを展開できる者には自主的な協力を要よう請せいする。

　まさに世界国家第一大学の総力を挙げての避難誘導であった。空挺消防局と大学特殊警備隊、そして中央交通ターミナルはそれぞれのマテリアルロウを駆く使しして僅わずか四五分で五〇〇キロ圏けん内にいる全住民、また渡と航こう者を含めた約一〇〇〇万人を最北にある北海道の夕ゆう張ばり地下避難所へ移動させた。




　同避難所にて、避難誘導に奮ふん闘とうしていた賢悟は、同じく避難の協力を行った清十郎と共にようやく一息つくことができた。彼らが腰こしを下ろしてぐったりとしていると、カナが二本の缶かんコーヒーを抱かかえ、治ち療りようを終えた彩世と一いつ緒しよにやってくるのが見えた。

「飲みますか？」

「ああ。ありがとう」

　清十郎が答えると、カナが缶コーヒーを放ほうり投げる。それは放物線を描えがき、彼の手に収まった。

「気が利きくではないか。吾輩わがはいにもくれ」

　カナはこくりと頷うなずき、缶かんコーヒーを投げつける。それは直線を描えがき、取り損そこねた賢けん悟ごの額に直ちよく撃げきした。

「絶好調です。ぶい」

「力加減がおかしいだろうよっ！　なんで吾輩にだけ剛ごう速そつ球きゆうなのだ!?」

　カナは首をかしげ、

「故障でしょうか？」

「ほほう。ならば、ちょいと見てやるからこっちに来たまえ」

「嫌いやです」

　カナが一歩後ずさり、賢悟の瞳ひとみがギラッと光る。それが合図だった。

「光歩コウホ」「特異領域制御ドメインコントロール」

　すかさず、光速で飛びかかろうとした賢悟だったが、カナの特異領域制御ドメインコントロールに光歩コウホを強制閉へい塞そくされ、未み遂すいに終わる。

「落ちつけ、お前ら。両方ともこんなことに使うマテリアルロウじゃないだろう。間ま違ちがっているだろう」

　最さい先せん端たん科学の結けつ晶しようともいうべきマテリアルロウが、些さ細さいな揉もめ事ごとに使われていることに、清せい十じゆう郎ろうが苦言をこぼす。

「しかしだな、清十郎。吾輩が思うにロボットとの主従関係は白黒つけておかなければ──」

　清十郎は手を広げて賢悟の言葉を制した。

「甘味炎上砂糖シユガーファイア」

　彼の手に生成されたのは角砂糖だ。一いつ瞬しゆんでそれに興味を移した賢悟は、ずいと身を乗り出してきた。

「そいつは新作ではないか？」

　と言うと、清十郎は得意気な表情を浮かべる。

「この砂糖は舌の上で甘みが燃え広がる。コーヒーに溶とかして飲めば、甘みに焼やき焦こがされるかのような独特の喉のどごしが味わえるだろう」

「どれひとつ」

　賢悟が甘味炎上砂糖シユガーファイアで生成した角砂糖を一個つかみ、缶コーヒーを拾ってきて、その中に落とす。缶を口につけたところで、遠くの方から微かすかに喚わめくような声が聞こえた。清十郎と賢悟は顔を見合わせ、味わう間もない勢いでコーヒーを一気飲みし声の方向へ駆け出した。

　すると、次し第だいに声の輪りん郭かくがしっかりしてきて、どうやらそれが泣き声らしいことがわかる。声は避ひ難なん所の本部から聞こえてきていた。賢悟が本部に到とう着ちやくすると、そこにいたのは年配の夫ふう婦ふだ。泣き崩くずれる妻の肩かたを夫が強い力で抱だき抱かかえている。

「なにがあったのだ？」

　賢けん悟ごは近くにいた大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの女性に声をかけた。空くう挺てい消しよう防ぼう署しよ四号機の消防隊長と共に避ひ難なんの陣じん頭とう指揮をとった賢悟はすでに顔が知れている。

「それが、家に帰して欲しいとおっしゃるんです」

　困ったように警備隊員が答える。ここにいるということは夫ふう婦ふはあの霊れい化か汚お染せんの中心地から半径五〇〇キロ圏けん内に住んでいたということである。家に帰るのは死にに行くも同然だ。

「そいつはどういう事情だ？」

「お子さんが家にいらっしゃると」

「全住民の避難を確かく認にんしたのではなかったのか？」

「はい。人数が人数ですからナノスマートフォンの個人情報を抽ちゆう出しゆつしての確認を行っているのですが、避難者のデータベースにはお子さんの名前があるんです。多分、避難の際に別区域の部屋へ移動してしまっただけだと──」

「そんなはずがないってさっきから言ってるじゃないっ！　どうして何度も言っているのにわかってくれないのっ！」

　説明の途と中ちゆうで泣き崩くずれていた女性が涙なみだ混じりの怒いかりを発する。夕ゆう張ばり避難所には現在、約一〇〇〇万人の人間が収容されている。避難者同士が安否確認を行いやすいように五〇〇〇室ある広大な部屋を避難者の居住区域ごとに分けあてがっている。ただし、このどさくさで本来の居住区域とは別の部屋に誘ゆう導どうされているということも考えられなくもない。

「なにか確証があるんですか？」

　賢悟は比ひ較かく的、冷静に見える夫の方に尋たずねた。

「電話がつながったんだ。息子は家にいると言っていた」

「今、通話はできますか？」

　夫は首を振ふった。

「話せたのも十数秒ぐらいで、それから何度かけても圏けん外がいでつながらなくなった」

「多分、故障でしょう。それに子供の言うことですから、避難所のことを家だと言っているのかもしれません」

　警備隊員が夫婦に聞こえない声量で賢悟に耳打ちする。それも確かにありうる可能性だ。だが、そうと決めつけるのは早計すぎるだろう。

「一いつ緒しよに避難はしなかったんですね？」

「ええ。妻が丁度、買い物に出て息子むすこが留守番をしているときに避難警報が鳴ったそうで」

「息子さんは他ほかにはなにか言ってませんでしたか？」

「いえ。いや、そういえば自分の手が透すき通ってると訳のわからないことを言っていたかな」

　賢悟は清せい十じゆう郎ろうに視線でもって疑問を尋たずねる。

「避難した人間は全員が霊化八パーセント以内に収まっている計算だ。半はん透とう明めい化するほど被ひ幽ゆうしていないはずだろう」

　避ひ難なん所の人間が霊れい化かしたという話も聞かない。逆に霊化していれば嫌いやでも耳に入るはずだ。すなわち、夫ふう婦ふの息子むすこは極きわめて避難していない可能性が高い。ナノスマートフォンで連れん絡らくが通じないのも霊れい化か汚お染せんの影えい響きようだろう。だとすれば、こうしている間も刻一刻と霊化を進めているはずだ。

　賢けん悟ごは夫婦の息子の名前と映像データ、彼がいると思われる自宅の住所を警備隊員に確かく認にんする。その後、泣いている妻に向き直り、しゃがみ込んで視線を合わせた。

「もったいないからその涙なみだはとっておくのだな。感動の再会を果たしたのに涙が出ないでは締しまらんだろうからな」

　賢悟の言葉に妻の瞳ひとみからは更さらに涙が溢あふれた。

「お願いします。あの子を助けてっ。助けてくださいっ！　お願いしますっ！」

「任せたまえよっ！」

　懇こん願がんするような声に賢悟は強く応こたえる。避難所の本部を後にしようとすると、見知った消防隊長がやってきた。彼は賢悟の顔を見ると即そく座ざに言った。

「一いちノの瀬せ先生、捜さがしたよ。霊化汚染の対策本部を設置した。すぐにでも会議を行おう」

「後から行くっ！　先に思いつくことから考えておけっ！」

　賢悟は消防隊長の横を通り抜ぬけ、驚おどろきながらも振ふり向いた彼に走りながらそう言った。

「二分がリミットだろう。距離倍増エクステンデツトを使っても一〇分だ」

　隣となりを走る清せい十じゆう郎ろうが取り残された子供が霊化するまでの時間を算出した。霊化汚染は時間との勝負だ。その子供はもとより、こうしている間にも汚染区域は拡かく大だいしていく。

「外に飛ばしてくれるか？」

「承知した」

　清十郎は賢悟の体に空間転移ルートを展開し、彼を夕ゆう張ばり避難所の上空に転移させた。目的地までの距きよ離りが離はなれれば離れるほど空間転移ルートの展開には時間がかかるため、五〇〇キロ以上離れた目的地に一いつ瞬しゆんで転移するのは難しい。

　だが、今の賢悟は飛行フライトと光歩コウホを展開できる。光の速度であれば一秒間で地球を七周半することが可能なのだ。

「光歩コウホ」

　周囲の風景が白く染まる。一秒にも満たない時間で辿たどり着いたのは静しず岡おか県にある海沿いの町だ。すでにここは霊化汚染の真まっ直ただ中なかで、こうしている間にも賢悟の霊化は進んでいるだろう。

　眼下に見える家に賢悟は光速で降下すると、すぐさまドアに手をかける。だが、開かない。時間が惜おしいと彼は天叢雲剣アメノムラクモでドアを虚こ空くうに吞のみ込んだ。

「いるか、直なお人とっ！　小こ林ばやし直人っ！　助けに来たぞ！」

　子供の名前を呼ぶも返事はない。自宅は三階建ての一いつ軒けん家やとかなり広いが、光歩コウホはあまり役に立たない。賢悟は幽ゆう玄げんと違ちがい、光速移動中に周囲の環かん境きようを認識することができないのだ。彼はまず自身の行動を邪じや魔ましないように家の外部にのみ六つ重ねがけした距離倍増エクステンデツトを展開する。その後、一階から声を出しながら虱しらみ潰つぶしに子供を捜さがした。

　キッチンにはいない。リビングにも風ふ呂ろ場ばにもトイレにもいなかった。三分が経過し、賢けん悟ごは二階へ駆かけ上がった。寝しん室しつと子供部屋、それからベランダ。隅すみ々ずみまで目を通したが、やはりどこにもいなかった。五分経過。賢悟は三階へと上がった。その途と中ちゆう、賢悟はバランスを崩くずし階段から滑すべり落ちそうになる。すんでのところで飛行フライトを展開し、事なきを得た。

　右足の膝ひざ下したから感覚が消えたのだ。霊れい化かが更さらに進んでしまったのだろう。だが、それを気にしている余よ裕ゆうもない。飛行フライトを駆く使しして三階に到とう着ちやくする。広い書しよ斎さいとホームシアターがあった。その室内を隈くまなく捜そう索さくするもやはり誰だれもいなかった。

　家の外に出たのだろうか？　子供の足で行ける範はん囲いは限られるとはいえ、何の手がかりもない上に時間がなくては捜しようがない。だが、行くしかないだろう。

　賢悟は窓に天叢雲剣アメノムラクモを展開しそのまま外へ出ようとする。だが、窓は虚こ空くうに吞のみ込まれることなくその場にあった。ただし、完全に半はん透とう明めい化した姿でだ。次ついで窓だけではなく壁かべや床ゆか、天てん井じようまでもが一気に半透明化していき霊化物質へと変化した。

　賢悟はそれを見て一つの仮説を立てる。もしも、家の建材の内、いち早く霊化物質となった物があるとすれば子供はそこに触ふれようとするのではないか？　そうすれば建材と建材の間に入り込んだとしても不思議はない。では一体どこの建材の霊化が早かったか。恐おそらく三階途中の階段、賢悟が足を滑らせた場所だ。霊化物質ということは幽ゆう気き線せん力りよくがそれだけ強い。だから、そこに触ふれた途と端たん、足の霊化が進んだのではないだろうか？

　賢悟はその半分以上が霊化物質となった住宅に距離倍増エクステンデツトを六つ重ねがけする。その分、行動が阻そ害がいされるが家の中に子供がいるのならば距離倍増エクステンデツトなしで霊化物質に直接触れさせるわけにはいかない。

　彼は光歩コウホで階段まで移動し、丁度自分が足を滑らせた段に着地しようとした。霊化物質と化した階段は賢悟の体をすり抜ぬけ、彼は階段の内部に落ちる。通常ならば誰も立ち入ることのできないその狭せまい空間に、昔ながらの麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶった子供が膝を抱かかえながら座っていた。

「助けにきたぞ、直なお人と」

　賢悟の声にその子はゆっくりと顔を上げる。憔しよう悴すいしきった表情で目は虚うつろだった。ほぼ全身が半透明化しており、霊化進度は五〇パーセントを超こえているだろう。

　それでも、間に合った。

「しょんぼりするな。もっと喜びたまえよ。なにせ今から奇き跡せきの生せい還かんなのだからなっ！」

　賢悟が言うと、少年は微かすかにはにかんだ。

「偉えらいぞ。強い子だっ！」

　少年の手を強く握にぎり、賢悟は飛行フライトで上じよう昇しようしていく。階段をすり抜ぬけ、天井を貫かん通つうして、あっという間に家が米粒つぶに見えるような高度にまで到とう達たつする。

　その時、風が吹ふいた。

　少年の被かぶった麦むぎ藁わら帽ぼう子しが飛ばされる。それを追いかけるようにして賢けん悟ごは飛行フライトで避ひ難なん区域から離り脱だつしていく。風を追い抜ぬき、麦藁帽子をつかんだ。そして、少年の頭に戻もどしてやろうと振ふり返った瞬しゆん間かん、賢悟が握にぎりしめていた手は空くうをつかみ、ぬくもりを失った。

　ただその光景を凝ぎよう視しするしかなかった。

　賢悟の目の前で、たった今、少年は生物としての性質をすべて失い幽ゆう霊れいと化したのだ。彼は全身を半はん透とう明めい化し落下することもなく、ただそこにある。触ふれることすらできない彼は、まるで空に焼きついた一枚の絵のようだ。

　胸をぎゅうと締しめつけるような黒い感情が全身を蝕むしばみ、呼吸をすることも忘れていた。カタカタと歯の根の合わぬ音が響ひびく。霊れい化か汚お染せんから逃のがれようという気力さえどこかへ消えてしまった。

　だが、それでも、そこまでの衝しよう撃げきを受けてなお、賢悟は科学者だった。目の前には幽霊と化し命を失った少年がいる。この手につかんでいるのは一部たりとも霊化していない麦藁帽子だ。

　一体、なぜだ？　自宅はすべてが霊化物質と化した。少年もそうだ。なのに、なぜ彼の被っていた麦藁帽子だけが霊化せずにいられたのか？　もしかすれば、このことが霊化汚染を収束させる切り札になるかもしれない。

　賢悟は熟じゆつ考こうしようとして、考え直すように頭を振ふった。そのことを考える前にもう一つだけ、やらなければならないことがあったからだ。

　賢悟は光歩コウホを展開する。彼は一いつ瞬しゆんにして静しず岡おかから北ほつ海かい道どうの間を飛び抜ぬけると夕ゆう張ばり地下避難所に戻もどってきた。その足で避難所の本部に赴おもむき、先さき程ほどの夫ふう婦ふが避難しているエリアを警備隊員に確かく認にんする。

　マテリアルロウを駆く使しして建造された地下避難所は避難者一〇〇〇万人全員に簡易的な住居を提供している。賢悟はエレベーターで八層エリアに移動し、八〇五区画にある夫婦の仮住居を訪おとずれた。

　ドアの前まで来たもののチャイムを鳴らす指が震ふるえ、遅ち々ちとして前に進まない。あの夫婦に息子むすこの死を伝えなければならない。だが、なんと言うのが一番正しいのだろうか。どう言おうと間違いな気がした。いくつもの難問を解いてきたはずのこの頭脳が今は何と頼たよりないことか。問題中毒の彼が初めて直面する。これは決して解けない問題だ。

　どうしても踏ふん切ぎりがつかないでいると、目の前の扉とびらが勝手に開いた。中から出てきたのはあの夫婦だ。恐おそらく息子の帰りを今か今かと玄げん関かんから外の様子を窺うかがっていたのだろう。夫婦と対面した賢悟は喉のどからなかなか出てこない言葉を力尽づくで絞しぼり出すかのように言った。

「間に合いませんでした」

　それ以上言えることはなく、賢悟は麦藁帽子を夫に手渡わたして深く深く頭を下げる。その両肩かたを夫は強くつかんで賢けん悟ごと目を合わせる。彼は言った。

「ありがとう。助けに行ってくれたのは君だけだ。本当にありがとう」

　夫はそう言った。堪こらえきれない涙なみだがぽたぽたと腕うでに抱かかえた麦むぎ藁わら帽ぼう子しに落ちる。傍かたわらの妻が夫と同じようにお礼を述べた。それは殆ほとんど涙にかき消されて言葉にならない。彼女は夫から麦藁帽子を受け取り、それを優やさしく抱だきしめると、膝ひざから崩くずれ落ち悲痛な声を上げた。

　賢悟は立ち尽つくしていたが、やがて一礼して、仮住居を後にする。どれだけそこから離はなれようとも母親の慟どう哭こくは決して耳から離れなかった。

　もう二度とこんな声を聞きたくはない。霊れい化か汚お染せんを徹てつ底てい的に解かい析せきし、すぐに収束させてみせる。そう賢悟は誓ちかった。

　しかし、その数分後、似たような叫さけびが世界中から発せられることとなる。

　八〇五区画から八層エリアのエレベーターに向かう途と中ちゆう、耳元でナノスマートフォンの着信音が鳴った。脳波で応答を行うと、電話の向こうで清せい十じゆう郎ろうが言った。

「悪い報しらせだ。新しん都との摩ま天てん楼ろうが崩ほう壊かいした」
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　プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつは海に囲まれた孤こ島とうに存在する。特異領域災害ドメインハザードの発生に備え、その半径二〇〇キロ圏けん内に居住地域は存在しない。しかし、そこから丁度三五〇キロの地点にあるのは世界国家日本の首都である新都だった。

　教会付近の幽ゆう気き線せん力りよくが急激に上じよう昇しようを始め、賢悟らが退たい避ひを始めたのとほぼ同時期に地下実験施設の霊化汚染が再びその進行を活発化させた。瞬またたく間に地下実験施設の殆ほとんどが霊化物質と化し、地上や海中へと幽気線を延ばし始めたのである。教会一帯を覆おおっていた霊化汚染同様に、急激に上昇した幽気線力が僅わずか数時間足らずで三五〇キロ圏内の海水という海水を霊化させ、ついにその影えい響きようは新都にまで及およんだのだ。

　真っ先に霊化進度が一〇〇パーセントを超こえたのは地じ盤ばんに敷しき詰つめられた伝導基き礎そだった。あらゆる性質を失わせる幽気線は伝導基礎から常じよう温おん超ちよう伝でん導どう体たいの性質を奪うばい去り、そして危き惧ぐされていた事態が起きた。磁じ力りよく柱ちゆうに支えられていた無数の超高層建築物は、磁力を失い崩壊を始めたのだ。

　轟ごう音おんと共に崩れ落ちていく摩天楼、落下する建築物の中で人々は悲鳴を上げる。斜ななめに倒たおれた超高層ビル同士が衝しよう突とつし、あるいは上空から降ってきた巨大な瓦が礫れきの雨が建造物に無数の風かざ穴あなを空けた。瓦礫に押し潰つぶされた者、上空へと身を投げ出された者、境きよう遇ぐうは様々なれど彼らには一様に等しい結果が待っていた。死だ。

　日本政府の立案した都市立体高層化計画、クリーンかつ安全な建築方法であると彼らが銘めい打うった摩天楼は一いつ瞬しゆんの内に阿あ鼻び叫きよう喚かんが木こ霊だまする地じ獄ごく絵え図ずを描えかいた。生存者は一万人に一人だ。それは新しん都とに存在するＤＣＵ管理者アドミニストレータの数とほぼ同じで、マテリアルロウを駆く使しして生き延びた彼らはその地じ獄ごくの中で必死の救助活動を行おうとした。瓦が礫れきに埋うもれ、かろうじて息のある瀕ひん死しの人間をＤＣＵ管理者アドミニストレータならば救うことができる。だが、そんな彼らを襲おそったのは霊れい化か汚お染せんだ。

　霊化物質と化した伝でん導どう基き礎そは、その上に降り立ったＤＣＵ管理者アドミニストレータ達を僅わずか三〇分で幽ゆう霊れいへと変えた。原因のわからない彼らは半ばパニックになりながらも、それでも救助活動を続けようとして次々と霊化していく。逃にげるべきなのだ。そうしなければ生き延びた者まで命を失う。しかし、新都に住む人間達には必要な情報が与あたえられていなかった。

　霊れい化か汚お染せんという言葉さえ知らない彼らは、摩ま天てん楼ろうが崩ほう壊かいした理由を推すい測そくすることもできなければ、霊化物質から距きよ離りをとるという最も単純な行動さえ行うことなく、事故や災さい害がいに当たり前に出動してくるであろうレスキュー隊や自衛隊の救助を待った。だが、霊化したその場所に日本政府が救助部隊を出動させるわけがない。本来ならば摩天楼を支える役目についている自衛隊員達はいち早く都市から脱だつ出しゆつしており、一一九や一一〇番は回線が塞ふさがっているかのようにまったく通話がつながらなかった。

　僅わずかに生き残った新都の住民はそれでも救助を待ち続け、そして全員が幽霊と化した。

「起こるべきことが起こったというわけだ」

　夕ゆう張ばり避難所に隣りん接せつする大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの夕張警備基地で賢けん悟ごは言った。彼らがいるのは第一司令室である。空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくと大学特殊警備隊はこの場所に霊化汚染の対策本部を設置したのである。司令室中央、平台状に表示されたホログラム・スクリーンには世界地図が表示されていた。その地図の一部分は赤く塗ぬり潰つぶされ、霊化汚染の汚染区域を示している。

　会議に参加しているのは空挺消防署四号機の署長及および賢悟と共に防災作戦を行った消防隊長、それから夕張警備基地の警備司令と警備大隊長及び関連各部署の職員数名、それに清せい十じゆう郎ろうだ。

　彼らはこの事態に誰だれも驚おどろきを示してはいない。摩天楼は崩壊する可能性があり、地下実験施し設せつの霊化汚染はいつ拡かく散さんしてもおかしくはなかった。問題はそれが想定よりもずっと早かったということだ。

「汚染区域の予測範はん囲いはまだか？」

「たった今、計算結果が出ました。画面に表示します」

　消防署長が問い、スタッフの一人が答えた。ホログラム・スクリーンには時間ごとの予測汚染区域が表示されている。それによれば約一週間で地球の半分を、一〇日後には地球全土を霊化汚染が吞のみ込む。

　消防署長は画面を睨にらみながら険しい表情を浮かべる。あまりに絶望的だった。

「清十郎、どうだ？」

「楽観的要素と不確定要素を入れすぎだろう。霊化汚染は場所によってその進行速度が大きく異なる。物質や生物に応じてそれぞれ受ける幽ゆう気き線せん力りよくに違ちがいがあるからだ。この結果は殆ほとんど人間が受ける幽ゆう気き線せん力りよくに近い値あたいで計算しているだろう。これだけ大規模になると、可能な限り物質ごとの詳しよう細さいな値で計算を行わなければ誤差がどんどん大きくなる」

　清せい十じゆう郎ろうの発言に息を吞のんだかのように警備司令が言った。

「それは霊れい化か汚お染せんの進行状じよう況きようがもっと深刻だということか？」

「恐おそらくそういう結果になるはずです。機器を貸してくれれば計算結果を出せますが？」

「ああ、使ってくれ」

　消防隊長が続けて清十郎に申し出た。

「サポートに何名必要だ？　専門の消防隊員をつけよう。何とか半日以内に頼たのめるか？」

「一人で構いません。多分、一〇分ぐらいでいけるでしょう」

　消防隊長が信じられないといった顔で賢けん悟ごに問いかけるような視線を向けた。汚染区域の予測範はん囲いは特異領域災害ドメインハザードの解かい析せきを専門とする消防隊員が総出で行っても数時間かかったのだ。それより更さらに詳細な計算を行うというのに清十郎は僅わずか一〇分で解析を終えると言った。それもたった一人でだ。

「解析に関して清十郎より優ゆう秀しゆうな人間はいません。多分、天あま川かわ先生より上です」

「勝手にハードルを上げるな。俺が天川先生より上なわけがないだろう」

　言いながら清十郎は汚染区域の予測範囲を解析していた。特異領域制御装置ＤＣＵが脳に移植されていることにより、ＤＣＵ管理者アドミニストレータの脳は通常の人間に比べて遙はるかに高い計算力や記き憶おく力を発揮するが、清十郎の能力は群を抜ぬいていた。驚おどろくべき速度で霊化汚染を解析していき、脳波で操あやつるナノスマートフォンを用いて結果を出力する。彼が最初に宣言した通り、凡およそ一〇分でホログラム・スクリーンに汚染区域の予測範囲が表示される。

　それは霊化汚染が地球の半分を覆おおうまでに約一八時間、約二〇時間後には地球自体が霊化物質と化すことを表していた。

「……計算に間ま違ちがいはないのか？」

　警備司令が尋たずねる。

「数時間前の状じよう況きようから計算した現時刻の霊化汚染の予測範囲がこれです。世界国家第一大学内だけでも適合させてみてください」

　大学特殊警備隊は各隊員が情報収集サーチのマテリアルロウを展開して、大学内の霊化汚染の範囲を調査している。情報収集サーチは特ド異メ領イ域ン内にある一いつ切さいの情報をＤＣＵ管理者アドミニストレータ本人に伝達するマテリアルロウだ。しかし、霊化汚染は特ド異メ領イ域ンにさえ影えい響きようしその働きを無効化する。警備隊員は大人数で情報収集サーチを世界国家第一大学全域に展開し、情報収集サーチが働かない区域を割り出すことで霊化汚染の範囲を逆算しているのだ。

「現時刻の調査結果と霊化汚染の予測範囲、一いつ致ちしています。誤差はミリ単位以下、殆ほとんどありません！」

　確かく認にんした警備隊員の一人が、やはり信じられないといった風に報告を上げる。これほど広大な霊れい化か汚お染せんの範はん囲いをミリ単位の誤差なく計算してのけたのだから、その精度の高さは信しん頼らいできると言えよう。そして、それは同時にただでさえ絶望的な状じよう況きようが更さらに悪化したことを示していた。収束させる手立てのない霊化汚染に対してタイムリミットが二〇時間後なのだ。最も早はや、一日の猶ゆう予よもなく人類の逃にげ場所は消え去り、地球上のすべてが幽ゆう霊れいと化すだろう。対策本部を設けたはいいが、警備司令や消防署長でさえ口を開くことができなかった。

「案外、『シングラリティ』の科学者連中がなんの指示も出してこないのは地球を見限ったのかもしれんな」

「笑えない話だろう、それは」

「この状況で幹部の誰だれ一人として表に出てこないのはそういうことだとしか吾輩わがはいには思えんがな。それどころか、この非常時に空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくと大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいのトップ二名が召しよう集しゆうされたそうではないか。とても霊化汚染を収束させようと思ってのこととは思えんよ」

　世界国家第一大学を運営する研究機関『シングラリティ』には空挺消防局を経由して真っ先に霊化汚染の報告を上げているが一向に音おと沙さ汰たがない。それどころか、現場が混乱に陥おちいるのを承知の上で空挺消防局の消しよう防ぼう総そう監かんと大学特殊警備隊の参さん謀ぼう総そう長ちようを召集したのだ。世界最さい高こう峰ほうの科学者達を擁ようする研究機関ならば、霊化汚染の進行状況も正確に把は握あくしているはずだろう。恐おそらく彼らは今回の霊化汚染に対して解決不可能と判断したのではないかと賢けん悟ごは思っている。つまり、地球から脱だつ出しゆつする計画を立てているということだ。その連れん絡らくがこの時点で何もないのは、脱出できる人間に限りがあるということだろう。

「まあ、真しん偽ぎはともあれ、『シングラリティ』にも霊化汚染を収束させる手立てがないのは間ま違ちがいあるまい。さて、どうする？　今ならまだ選せん択たく肢しがあるだろうよ。このまま霊化汚染に立ち向かうか、それとも諦あきらめて宇宙へ逃げるか。後者は確実な手段だが、その代わり助けられるのは一ひと握にぎりの人間だけだ」

　賢悟はこの場の人間に問いかける。彼らの覚悟を試ためすように。けれど、答えはなんとなくわかっていた。

「特異領域災害ドメインハザードから人々を守るのが我々の義務です。防ぐ手段がないからと逃げるわけにはいかない。これは全隊員の総意です」

　消防署長が言い、警備司令がその言葉に頷うなずく。

「この世界の危機にただ逃げるしかできないようでは世界最強の軍隊の名が泣きます。我々以外の誰が民間人の盾たてになるというのでしょうか。少なくとも、民間人よりも後に死ぬような腑ふ抜ぬけは我が隊には一人もいません」

　どんな企業からも引く手数多あまたであるＤＣＵ管理者アドミニストレータが、大学特殊警備隊や空挺消防局といった危険な職につくのは本心から人々を守ろうと思ったからに他ほかならない。この土ど壇たん場ばで怖おじ気けづいて逃げ出すような隊員がいないことは、先の避ひ難なん誘ゆう導どうの際に知れている。

「いいから案があるなら、さっさと言え。時間がないだろう」

　わざわざ聞くなとばかりに清せい十じゆう郎ろうが催さい促そくする。賢けん悟ごはこれだけ未み曾ぞ有うの大だい災さい害がいにもかかわらず、不ふ謹きん慎しんにも笑いがこみ上げてきそうになる。

「まったく清すが々すがしいぐらいの馬ば鹿か共ではないか」

　ニヤリ、と賢悟は笑う。そうして、手の平の上に特ド異メ領イ域ンを展開した。マテリアルロウが実行され、生成されたのは一本の麦むぎ藁わらだ。あの少年が被かぶっていた麦藁帽ぼう子しから麦藁の物質マテリアルをダウンロードしておいたのである。

　彼は言った。

「これが霊れい化か汚お染せんに対する人類の切り札だ」
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　幽ゆう気き線せんの強さを表す幽気線力は物質ごとによって異なると清十郎は言った。これは物質ごとに幽気線に対しての抵てい抗こう力りよくが異なるためだ。清十郎が解かい析せきしたところ、鉄や土、水といった無機物と動植物などの生物では、生物の方が一〇倍以上幽気線に対して抵抗力を持つ。中でも一番、抵抗力が強いのが人間だ。

　そのため、人間が幽ゆう霊れいと化す環かん境きようでは周囲の物質は殆ほとんど霊化物質へと変化している。だが、あの少年が幽霊となった時、彼が被っていた麦藁帽子は霊化していなかった。これは麦藁帽子が幽気線に対して人間よりも強い抵抗力を持つということに他ほかならない。実際に霊化汚染の影えい響きよう下で検証したところ、どれだけ幽気線力が強いところでも麦藁は霊化しなかった。その抵抗力は少なくとも人間の一〇万倍以上、もしかすると一億倍近くの抵抗力を持つ可能性もあったが、正確に計測するには霊化汚染の中心まで麦藁を持っていかなければならず、検証する人間が霊化してしまう可能性があるため正確な数値は調べられなかった。

　だが、それは逆に麦藁を幽霊に接せつ触しよくさせても霊化しないかもしれないという意味だ。また、汚染区域に取り残された少年がかろうじて霊化せずにいられたのは、麦藁帽子が幽気線を遮さえぎっていたからと思われ、それについても検証の末、どんな物質であれ霊化が一定以上進むまでは幽気線を遮ることが判明した。

　以上二点の事こと柄がらを踏ふまえ、賢悟は霊化汚染を封ふうじ込めるための作戦を立案する。特ド異メ領イ域ンを利用して幽気線に強い抵抗力を持つ麦藁の壁かべを大量に生成し、汚染区域のすべてを覆おおうのである。距離倍増エクステンデツトとは違い、麦藁を生成するマテリアルロウ麦藁ストローは麦藁の物質マテリアル単体でセットアップ可能なため、ＤＣＵ管理者アドミニストレータであれば誰だれでも作戦に加わることができる。

　大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいは中央交通ターミナルと連れん携けいして世界国家第一大学の居住者と渡と航こう者、計三〇〇〇万人を大学外の都市や都市型母ぼ艦かんヘヴンに移動させた。約一時間で旧日本列島ほどの大きさのある世界国家第一大学からは人っ子一人いなくなった。

　そして丁度、その時点で世界国家第一大学全体に霊化汚染が拡かく散さんした。すぐさま、大学特殊警備隊は作戦を第二段階に移行する。一二機ある都市型母ぼ艦かんヘヴンを拠きよ点てんとし、世界国家第一大学を球状に覆おおうように総員で麦藁ストローを展開した。僅わずかでも隙すき間まができれば、そこから幽ゆう気き線せんが抜ぬけてしまうため、麦むぎ藁わらで覆おおった部分を更さらにコーティングするように麦藁ストローを常時展開する。広こう範はん囲いの特ド異メ領イ域ンは展開までの時間がかかることや領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの作成が困難であるため、小規模な特ド異メ領イ域ンを無数に展開するしかなかった。大だい学がく特とく殊しゅ警けい備び隊たいの総力を挙げ、それでも特ド異メ領イ域ンの数が足りなくなるぎりぎりのところで、世界国家第一大学を丸々覆う麦藁ストローの壁かべが出来上がった。作戦開始より丁度、三時間が経過していた。

　一方、空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくは大学特殊警備隊が作戦行動を開始したのと同時に、七機あるすべての空挺消防署を出動させ、もう一いつ箇か所しよの霊れい化か汚お染せん区域であるプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつを目指していた。場所が世界国家第一大学からほぼ地球の裏側がわとなるため、空間転移ルートを展開するには時間がかかりすぎる。ターミナルも機能を停止させているため、世界国家第一大学の誇る最速の航空要よう塞さい、空挺消防署で行くのが最も早かった。

　最高時速六六万キロで飛行できる空挺消防署は加速と減速の時間を差し引いても、地球の裏側に五分以内で辿たどり着く。

　だが、地下実験施設の霊化汚染はすでに広がりすぎている。施設の職員や新しん都との住民が幽ゆう霊れいと化し、幽気線力が爆ばく発はつ的に高まっているのだ。その汚染区域は現時点で半径二〇〇〇キロメートルだ。五分どころか、秒単位で被ひ害がいは拡かく大だいしていた。

　賢けん悟ごは光歩コウホを使い、いち早くその周辺区域までやってきた。そうして高々度から大量の麦藁を霊化汚染めがけて投下していく。彼が一秒ごとに生成できる麦藁の量は決して多くはないが、新たにダウンロードしたマテリアルロウ、倍増ダブルを併用することによりそれを莫ばく大だいな量にまで増やしていた。倍増ダブルは特ド異メ領イ域ン内の物質を倍に増やす効果を持つ。上空で麦藁ストローを展開すれば、生成された麦藁は地上へ落下する。その途中に五つ重ねがけした倍増ダブルを展開する。三二倍に増えつつも落下する麦藁を光速移動で追い抜き、更に五つ重ねがけした倍増ダブルで三二倍に増やす。これを麦藁が地上に到とう達たつするまで繰くり返せば、街を覆おおえるほどの麦藁が汚染区域へと降り注ぐ。

　莫大な量の麦藁の重みで海面には数十メートルもの高波が立つ。近辺の都市に被ひ害がいが出ないように天叢雲剣アメノムラクモでその波を虚こ空くうに吞のみ込むと、後はその繰くり返しだ。賢悟の役目は空挺消防署が到とう着ちやくする五分間、何とか汚染区域を半径三〇〇〇キロメートルまでに抑おさえることだ。清せい十じゆう郎ろうの計算では汚染区域が半径三〇〇〇キロメートル内に留とどまれば、空挺消防署の総力を挙げることでぎりぎり霊化汚染を封ふうじ込めることができるという。

　目に見えない幽気線の存在を、純ア鉄イ生ア成ンを展開させることによって、かろうじて位置を確かく認にんし、そのぎりぎり外に麦藁の雪崩なだれを起こす。軌き道どうを誤って霊化汚染に近づきすぎれば、次の瞬しゆん間かんには幽霊となっていてもおかしくはない。織お田だ幽ゆう玄げんと違ちがい、賢悟はまだそれほど光速移動に慣れているわけではない。集中力を欠き、光歩コウホの展開に僅かでもミスがあれば、その誤差は光速という膨ぼう大だいな速度によって彼をあさっての方向へと導くだろう。一いつ瞬しゆん一瞬がまるで綱つな渡わたりのようで、いつ自分が霊れい化かしてしまうかわからない恐きよう怖ふから心臓が早はや鐘がねを打ち続ける。全身から冷ひや汗あせが滲にじんでいた。いくら霊れい化か汚お染せんから逃にげようと感覚のない右足は、じわじわと霊化が進んでいる事実を突つきつけてくる。まるで生きた心地ここちのしない五分間だった。

　だが、やり遂とげた。賢けん悟ごの背後にまるで城のようにも見える巨きよ大だいな航空要よう塞さい七機が姿を現したのだ。空くう挺てい消しよう防ぼう署しよである。すぐに賢悟のナノスマートフォンに清せい十じゆう郎ろうから通信があった。

「どうだ、清十郎」

「汚染範はん囲いは半径二九七二キロメートルだ。上出来だろう。後は消防隊員に任せるといい」

　空挺消防署からはすでに消防隊員らが飛行フライトで出動している。総勢七〇二二名だ。彼らは清十郎の計算に基づいて立てた防ぼう災さい作戦通り、規則正しい編隊を組む。そして、一いつ斉せいに麦藁ストローを展開した。それはまさに地上から空につながる巨大な壁かべを構築する。しかし、半径二九七二キロメートルもの汚染区域を囲むにはどうしても人員が足りない。一人のＤＣＵ管理者アドミニストレータが展開できる特ド異メ領イ域ンの数には限界があるのだ。

　そこで賢悟は骨組みとなる部分だけを残して麦藁ストローを閉へい塞そくさせることを考えた。麦藁ストローのマテリアルロウを閉塞した場所には生成された麦むぎ藁わらが残る。常時展開されていない麦藁は通常の物質であるために強度に限りがある。長く伸のばしすぎれば自重で切れるだろうし、風雨の影えい響きようも受ける。麦藁の強度を計算し、消防隊員らはぎりぎり麦藁が切れないところで常時展開した麦藁ストローを組み合わせている。まるで空にかかる巨大な麦藁細工のように麦藁と麦藁ストローで編み込んだ防ぼう壁へきが、次々と汚染区域の外側がわに構築された。幽ゆう気き線せんは僅わずかな隙すき間まさえ抜ぬけると考えられるため、その防壁は三重四重にも重ねられている。

　また万一、風雨などの影響により麦藁の防壁が破損してしまわないように空挺消防署には世界国家第一大学の気候を制せい御ぎよしていた気象局の職員──気象制御士が乗っていた。彼らは、気圧を操あやつるマテリアルロウ、高気圧ハイプレツシヤーや低気圧ロウプレツシヤーなどを駆く使しして防壁周辺の気象環かん境きようをほぼ無風状態に整えていく。

　空挺消防署が現場に到とう着ちやくしてから一時間三〇分が経過し、霊化汚染の周囲を覆おおう麦藁の防壁が完成した。汚染範囲は半径三七〇〇キロメートルに拡かく大だいしていたものの、防壁はその外側四〇〇〇キロメートルを完全に覆っている。

　だが、これで終わりではない。霊化汚染は地中、海中、そして上空にも進行するのだ。今度は防壁に蓋ふたをするように上空を麦藁の防壁で覆い、また地中と海中にも麦藁の防壁を構築しなければならない。空挺消防局は消防隊員を二手に分かれさせる。空挺消防署七機と三〇〇〇人の消防隊員は上空で麦藁ストローの展開を行い、残りは地中と海中に向かう。後者はまず掘削作業ドリルのマテリアルロウで地中を削けずり取り、そこに麦藁ストローを展開して麦藁の防壁を構築する。海中は酸素容器ボンベを展開して同様に麦藁ストローを展開、麦藁の防壁を構築する。また防壁が海流で破損しないように資源生成士が多種金属合金マルチメタルのマテリアルロウでマルチメタル合金の防壁を作り、海を両断するかの如ごとく海水を遮さえぎっていた。

　作戦開始より丁度、三時間。世界国家第一大学のＤＣＵ管理者アドミニストレータ達の力によって汚お染せん区域半径三九〇〇キロメートルを丸々閉じ込める麦むぎ藁わらの防ぼう壁へきが完成した。

「防壁の外に霊れい化か汚お染せんの侵しん食しよくは見られません。霊化汚染を封ふうじ込めることに成功しました」

　清せい十じゆう郎ろうの解かい析せき結果を聞き、空くう挺てい消しよう防ぼう署しよ四号機の消防署長は防ぼう災さい作戦に関かかわった全員に通信を発する。

「作戦成功。霊化汚染の封じ込めが完かん了りようした」

　耳を劈つんざくような大だい歓かん声せいが地上から、上空から、そして海上からも湧わき起こる。マテリアルロウを使っていない生の声がまるで地球を揺ゆらさんばかりに大気を振しん動どうさせていた。無論、これから汚染区域内の住民を避ひ難なんさせるという仕事が残っているし、この封じ込めた霊化汚染の処理方法も考えなければならない。また防壁を維い持じするために消防隊員は麦藁ストローを常時展開していなければならないため、それまでは他ほかの防災活動を行えないだろう。問題はまだまだ山積みなのだ。しかし、それでも僅わずか二〇時間で人類が絶ぜつ滅めつするという最大の危機を乗り切ったのだ。消防隊員や他のＤＣＵ管理者アドミニストレータらが声を上げるのも無理はないだろう。

「続いて救助作戦に移行する。各隊はフェーズ１を実行せよ」

「待ちたまえ」

　賢けん悟ごが通信に割って入る。心なしか、彼の声は強こわ張ばっていた。

「清十郎、近くに第四京きよう都と府が見えるな？　その付近が霊化していないか確かめてくれないか？」

「第四京都府は霊化汚染に隣りん接せつしていない。問題ないはずだろう」

「問題なければそれでいいのだ。上空から一いつ瞬しゆん、確かく認にんするだけでいい。それまで救出作戦は待ってくれ」

　賢悟は現在、救出活動を行うために汚染区域内の都市、第二大おお阪さか府を低空飛行している。上空からその都市を一望し、そして嫌いやな直感が頭をよぎったのだ。もしかすれば、致ち命めい的な考え違いをしていたかもしれなかった。

　すぐに清十郎から通信が返ってくる。彼は努つとめて平静を保とうとしているのがわかる声で、こう言った。

「第四京都府にごく狭せまい範はん囲いだが霊化汚染が確認された」

「ターミナルだ」

「馬ば鹿かなっ!?　汚染区域に入っているところはいくら日本政府でも最短路線ラインを閉へい塞そくするだろう。現に今、ターミナルは休止状態だ」

「そうだ。まともな神経ならば霊化汚染を拡かく大だいさせるターミナルを使おうなどとは考えられないし、民間人がなにを言ったところで動かしはしないだろうよ。だが、新しん都とには国会議事堂と首相官かん邸ていがある。大統領を逃にがす数分の間だけ、最短路線ラインが展開されていたとしてもおかしくはなかろう」

　世界国家第一大学ほどの数はないが、ターミナルは都市に必ず一つは存在する。そして各ターミナル同士は最短路線ラインでつながれている。最短路線ラインは特ド異メ領イ域ン内の距きよ離りを消失させるため、各ターミナルは隣となり合っているに等しい。つまり、一つのターミナルが霊れい化か汚お染せんに冒おかされれば、そこからすべてのターミナルに霊化汚染が拡かく散さんするのだ。たとえ、最短路線ラインが展開されていたのが数分だとしても、ほんの小さな物体が霊化物質と化してしまえばもう取り返しがつかない。霊化汚染はターミナルを経由して各都市に伝でん播ぱし、その種を世界中に撒まき散らすだろう。

　それを悟さとったであろう清せい十じゆう郎ろうは呆ぼう然ぜんと口にした。

「……世界中に一体、いくつ都市があると思っている。一万や二万じゃきかないだろう？」

「惚ほうけていないで計算したまえよ、清十郎。今、短時間で最も適切な人員を割り振ふれるのはお前しかいないではないか！」

　賢けん悟ごの叱しつ咤たに清十郎は押し黙だまる。そのまま数秒間、沈ちん黙もくした後に決断した。

「各都市に広がった霊化汚染はまだごく小規模のはずです。この大きさなら空くう挺てい消しよう防ぼう車しやに乗せた小隊で抑おさえきれるでしょう。今から、各隊員の行き先を画面に出しますから指示を願います！」

「了りよう解かいした！」

　消防署長はすぐさま、清十郎が表示した内容に従い消防隊員を各都市に派は遣けんさせた。無数の空挺消防車がサイレンを鳴らしながら、各都市へと飛んでいく。だが、絶対的に人数が足りない。霊化汚染を封ふうじ込めた時点で半数以上の消防隊員が限界まで特ド異メ領イ域ンを展開している。小規模とはいえ霊化汚染を封じ込める麦むぎ藁わらの防ぼう壁へきを構築するには特ド異メ領イ域ンの常時展開は必ひつ須すだ。つまり、霊化汚染を一箇か所しよ、封じ込めるごとに活動できる人員が減っていくのだ。またそうしている間にも汚染区域内の居住者達の霊化は刻一刻と進んでいく。

　清十郎はターミナルを考こう慮りよした新たな汚染区域の予測範はん囲いを必死に解かい析せきしていた。頭をフル回転させ、かつてない速度で計算を終えるも、彼はそれをなかなか言葉にできなかった。自分の出した計算結果が信じられなかったのだろう。

「……霊化汚染は二時間で地球全土を覆おおいます」

　間に合うのか。地球上のあらゆる都市に飛び火した霊化汚染すべてを、疲ひ弊へいしきった今の消防隊員達にたった二時間で封じ込めることが果たして可能なのか？

　いや。今は考えている暇ひまがあれば動くことだ。賢悟は光歩コウホを展開し、第二大おお阪さか府から最も離はなれた都市へとやってきた。

　そして、そこで絶望的な光景を目まの当あたりにする。霊化汚染はすでに都市の一画を吞のみ込み、半はん透とう明めい化させていたのだ。小隊編成の消防隊員では麦藁の防壁で覆おおうのに一時間はかかるだろう。移動時間を含ふくめれば二時間以内に彼らが対処できる都市は二箇か所しよに満たない。だが、世界中に都市は何万、いや何十万と存在する。とても間に合うはずがないという事実を実感せざるを得なかった。

　どんなに頭を巡めぐらしても打開策は浮かばない。足りないものは足りないのだ。目の前が絶望の色に染まる中、賢けん悟ごの耳に届いたのはある歌だった。

　清らかな澄すんだ声こわ音ねだ。焦しよう燥そうを払はらうように心に染しみ入ってくるそれは、どこかで聞いたことのある聖歌だった。

　声の方向へ視線を飛ばす。そこには白い修道服を纏まとったプラチナブロンドの少女がいた。

「理解し難がたき神より光あれ」

　彼女がそう唱えると、そこかしこから同じ言葉が聞こえてきた。見れば黒い修道服姿の人間達が霊れい化か汚お染せんを包囲している。彼らは一いつ斉せいに聖歌を歌い始めた。すると霊化汚染の周囲に麦むぎ藁わらが出現する。聖歌にボイスインターフェースが反応しているのか、麦藁ストローが次々と展開されていた。恐おそらく、消防隊員らの防ぼう災さい活動を見ていたのだろう。

　彼らは見事な麦藁の防ぼう壁へきを構築し、霊化汚染を封ふうじ込めた。

　賢悟はアレクサンドラの方へ下降を始めた。彼女はそれに気がついたかのように振ふり向き、そして言った。

「救世主じゃありませんけど、ちっぽけなことしかできませんけど、でも、わたしも助けたいです。誰だれかに手を差し伸のべるぐらいは、こんな臆おく病びようなわたしにもできると思うんです」

　こんな状じよう況きようで思わず賢悟は唇くちびるを吊つり上げる。来ると思っていた。ただ泣いて引き籠こもっているような彼女でないことはわかっていたのだ。確かにアレクサンドラは普ふ通つうの少女だろう。だけど、世界が滅ほろびる未来を見れば命を懸かけてそれを防ごうとするぐらいに善良な少女だ。不器用でも、方法がまったく正しくなかったとしても、その心こころ根ねだけは誰よりも純じゆん粋すいだった。

「助かったがな、サーシェンカ。生憎と霊化汚染は世界中に広がっている。状況はあまりに絶望的だが、最後まで戦う覚かく悟ごはあるか？」

　真しん剣けんな顔をしたまま生き真ま面じ目めに頷うなずくのだと思った。しかし、アレクサンドラは微ほほ笑えんで、彼に言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。マーシアハも世界中にいますから」

　アレクサンドラはホログラム・ディスプレイを何枚も表示する。そこに映っているのは世界中の各都市で霊化汚染の封じ込めに尽じん力りよくしている聖せい騎き士し達の姿だった。全員が麦藁ストローのマテリアルロウをセットアップしていて、見事な連れん携けいで麦藁の防壁を構築していく。またマーシアハは統とう一いつ宗しゆう教きようの信者だが、その殆ほとんどが普段は何らかの職につき普通の生活を送っている人々だ。見知った彼らの防災活動を見て、近しい人間は自分達もと協力を申し出てくる。今、世界各地にいる殆どのＤＣＵ管理者アドミニストレータが霊化汚染の防災活動に当たっていた。

「マーシアハは第三救世主、世界を救う人々なんです」

　そうアレクサンドラは誇ほこらしげに言った。多分、彼女が霊化汚染の真まっ直ただ中なかまで来たからだろう、と賢悟は思う。アレクサンドラは認めていないものの、統一宗教の過激派以外にとっては未いまだ彼女は救世主だ。その彼女が、霊れい化か汚お染せんを止めるために自ら動くというのだ。ただ黙だまって見ているような人間ならば元々、神など信じていないだろう。

「確か第一救世主メシアはきっかけにすぎないんだったか？」

「はい。生あい憎にくと今回メシアは不在のようですけど」

「ならばこの霊化汚染を止めた後は存分にメシアを名乗るがいい。誰だれがなんと言おうと、彼らを動かしたのは君をおいて他ほかにいまい！」

　言いながら、賢けん悟ごはマーシアハ達が各地で行っている防ぼう災さい活動のデータを空くう挺てい消しよう防ぼう署しよ四号機に向けて送信し、それを受け取った清せい十じゆう郎ろうは新たな防災計画を瞬しゆん時じに練り上げる。マーシアハが手て薄うすの都市に消防隊員達が向かい、麦むぎ藁わらの防ぼう壁へきを構築していく。

　そうこうするうちに大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいが応おう援えんに駆かけつけた。その中には彩あや世せや、カナの姿もある。清十郎の指示に従い、空挺消防局が、大学特殊警備隊が、統とう一いつ宗しゆう教きようが、アレクサンドラや賢けん悟ごが一丸となって霊化汚染の対処を行う。

　それでも世界各地に広がった霊化汚染は刻一刻とその範はん囲いを拡かく大だいしていく。賢悟は完全な封ふうじ込めを諦あきらめ、進行速度を可能な限り減速させる方向へと作戦の変へん更こうを提案する。すぐに清十郎が再計算を行い、各員に作業内容を割り振ふる。

　世界中が一丸となった防災作戦は休むことなく継けい続ぞくされた。

「いくようっ。一いちノの瀬せ君っ！」

　彩世が飛行フライトと加ア速ク装セ置ルを展開し、空挺消防署も真っ青の速度で上空を飛び麦藁ストローを次々と展開しては山のような麦藁を降らせる。賢悟は光歩コウホを使いその大量の麦藁を受け止めるかのように倍増ダブルで麦藁の量を更さらに増加させた。それをアレクサンドラが麦藁ストローの常時展開で縫ぬい止める。カナが微び調ちよう整せいのために特異領域制御ドメインコントロールを使う。霊化汚染を封じ込める麦藁の防壁がまた一つ完成した。

　それをきっかけに猛もう威いを振るった霊化汚染の進行はかろうじて減速する。作戦開始より約二〇時間が経過し、ほぼ全員がこれ以上は特ド異メ領イ域ンを展開できないというところまで麦藁ストローの常時展開を行っていた。だが、それでも霊化汚染は地球の八割を侵しん食しよくしていた。汚染区域の住民には麦藁で作った防護服を配っているとはいえ、それで完全に防ぎきれるものでもなく、また全員に行き渡わたっていないのが現状だ。

　とにもかくにも現時点でできうる限りのことは行った。賢悟はアレクサンドラと一いつ旦たん別れ、カナと彩世を連れて空挺消防署四号機へ向かう。逆に空挺消防署から賢悟達の方へと向かってきたのが清十郎だ。

　彼らが疲ひ弊へいしきった体で何とか声を上げて再会の挨あい拶さつを行おうとした瞬しゆん間かん、雲間を縫って島ほどもあろうかという航空要よう塞さいが姿を現した。空挺消防署七機分をも上回るその巨きよ体たいはドーナツ状で、ゆっくり賢悟達へと下降してくる。距きよ離りが近くなるほどに全ぜん貌ぼうが見渡わたせなくなり、代わりに見覚えのある人物が、そのドーナツ型航空要塞の外周に立っているのがわかった。五人のＤＣＵ管理者アドミニストレータに守られているその男は、日本大統領、鈴すず木き正まさ道みちだ。

　彼はいつもの如ごとく腰こしの低い口調で、けれども不ぶ躾しつけに切り出した。

「一いちノの瀬せ先生にお願いがあって参まいりました」
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　今いま更さら、何のお願いがあるのだと賢けん悟ごが問いただすより先に鈴木正道が言った。

「ご同行願えないでしょうか？」

「ここで言えばよかろう。聞かれてまずい話をするわけではあるまい」

　霊れい化か汚お染せんへの対策を何一つ講じなかった日本政府が今になって姿を現す。それは十じつ中ちゆう八はつ九く、人に聞かれたくない話をするつもりだろうと賢悟はあえてそう言った。

「かしこまりました」

　正道の後ろにいた一人の男が彼の肩かたに触ふれ、飛行フライトを展開した。正道の体がドーナツ型航空要よう塞さいから離はなれ、賢悟へと近づいてくる。大統領を警護するように五人の男が周囲を警けい戒かいしながら飛行していた。

「あれ、大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいの制服だよう」

　彩あや世せが警護の男を指差して言う。確かに五人の男達が纏まとっているのは警備隊員の制服に違ちがいない。鈴木正道が賢悟達と数メートルの距きよ離りにまで接近すると、彼を警護している五人の男が特ド異メ領イ域ンを展開した。それは全員の周囲を囲むような箱状のものだ。

「防護壁シールドです」

　マテリアルロウが実行される少し前にカナが言う。あらゆる物質、現象の運動を停止させる防護壁シールドに囲まれれば、特ド異メ領イ域ンでも使わない限り外に会話が漏もれることはない。当然ながら通信も不可能になる。自衛隊には防護壁シールドをセットアップしているＤＣＵ管理者アドミニストレータがいないため、どうやら大統領を警護しているのは大学特殊警備隊に間違いないようだ。

「日本政府は霊化汚染の対策を進めています」

「当たり前のことではないか。元はといえば君達が蒔まいた種だ。さっさとなんとかしてくれるなら有り難がたい」

　防ぼう災さい作戦に加わらないどころか行方ゆくえを暗まし、霊化汚染が小康状態になってから姿を現した正道に、当然ながら賢悟は良い感情を持っていない。彼らは本来、最前線で霊化汚染の解決に尽じん力りよくしなければならない立場にあるのだ。

「解かい析せきの結果、霊化汚染を防ぐのは不可能に近いでしょう。霊化物質を元に戻もどす方法はありません。ここまで霊化した土地が広がってしまった以上、地球を放ほう棄きするのが最も合理的です」

「よくもいけしゃあしゃあとそんなことが口にできるものよな。霊化汚染の原因はそもそも日本政府のプロジェクトユートピアではないか。それがいの一番に地球を諦あきらめるだと？　無能なのも大たい概がいにしたまえよ！」

「それについては返す言葉もありません。ただ我々もこのような事態を望んだわけではありませんでした。霊れい化か汚お染せんがここまで拡かく大だいすることはまったくの想定外です」

「吾輩わがはいにはとてもそうは思えんがな」

「と言いますと？」

「地球を失うリスクを予あらかじめ計算に入れていたのではないかと言っているのだ。人類進化計画の最終目標は肉体からの解放と不老不死だ。頭の悪い政治家共ならば故こ郷きようを犠ぎ牲せいにするかもしれないリスクと釣つり合あいがとれると考えても不思議はなかろうて」

　正まさ道みちは血相を変えたように手を振ふって、

「とんでもないことです！　決してわたくし共はそのようなことを考えておりません！」

　賢けん悟ごは舌を鳴らす。こんな話をしても仕方がないことはわかっている。本当に彼らが予め地球の放ほう棄きをリスクに計算していたなら、今いま更さら、指し摘てきされたぐらいで馬ば脚きやくを露あらわすことはないだろう。だが、どうしても言わずにはいられなかったのだ。

「それで、その巨きよ大だいドーナツが地球脱だつ出しゆつ用のスペースシップというわけだ」

「さすがは一いちノの瀬せ先生、その通りです。都市型宇宙航行機ヒノマル。まだ製造途と中ちゆうですが、急ピッチで作業を進めています」

「『シングラリティ』と共同でか？」

「そこまでお見通しとは感服いたします」

　大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいが正道の警護についている理由はそれ以外にないだろう。『シングラリティ』も日本政府と同じくもう地球は終わりだと判断したということだ。あるいは地球脱出は『シングラリティ』の提案ということも考えられる。

「ここまでくれば最悪、地球脱出もやむを得まいがな。問題は間に合うのかということだ」

　高度に科学が発達した現代においても宇宙開発はさほど進んでいない。特異領域制御装置ＤＣＵの作業効率が地球から離はなれると著いちじるしく低下するためだ。様々な説が飛び交かっていたこの現象も、今では特異領域制御装置ＤＣＵが特異点ネットワークを経由しなければ動作しないためだと仮説が立てられる。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠牲者五〇億人が特異点となって構築する特異点ネットワークは『外側がわ』に存在すると思われる。そして、恐おそらくそれは地球の『外側』に存在するため、地球の『内側』から離れた宇宙まで行くと特異点ネットワークまでの距きよ離りが遠くなりすぎて作業効率が落ちるのである。

　その上、物理法則の調整性、その発はつ散さん調ちよう整せいの影えい響きようにより大たい気き圏けんがかつてからは考えられないほど分厚く高温になっているため、旧科学による宇宙ロケットでは突とつ破ぱが不可能だ。人類を宇宙に逃のがす宇宙船を造るのが至難であるのは言うまでもなく、宇宙で人が生きていけるだけの生活環かん境きようを整えるのは輪をかけて困難だ。

「ヒノマルは二年前から製造を進めておりました。技術的に困難と思われていた部分も『シングラリティ』の方々の力を借りることで何とか解決できています。完成は二四時間後になるでしょう。ですが、問題が一つありまして、一いちノの瀬せ先生にお願いしたいことがあるのです」

「言いたまえよ」

　鈴すず木き正まさ道みちは姿勢を正し、そうして賢けん悟ごに深く頭を下げた。

「今回の特異領域災害ドメインハザード、霊れい化か汚お染せんについて危険性がないという科学的見解を国民に発表していただきたいのです」

　賢悟はその意味を即そく座ざに理解した。

「吾輩わがはいを御ご用よう学者に仕立てて、パニックを防ごうというのか？」

「最も発言力があると思われる人類進化計画の主任研究者、園その崎ざき博士は地下実験施し設せつで幽ゆう霊れいとなり、残念ながら壇だん上じように立つことができません。ですが、人類進化計画は計画の最終段階には内ない外がい理り論ろんを応用した肉体からの解放などを取り入れています。内外理論の第一人者であり九つ十く九も科学賞を受賞した一ノ瀬先生の言葉ならば、世界中の国民が安あん堵どするでしょう」

　幽ゆう気き線せんは目に見えない。霊化物質か幽霊を見ない限りは何が起きているのかわからないだろうし、それにしたって傍はた目めにはただ半はん透とう明めい化して見えるだけだ。世界中で霊化汚染の防ぼう災さい活動が行われていた最中は誰だれも彼もが逃にげるのに必死で考える余よ裕ゆうはなかっただろうが、一時的に霊化汚染が小康状態を保っている今は違ちがう。人々は正しい情報を求めて右う往おう左さ往おうし、日本政府や科学者達が何の発表も行わなければあっという間にデマと不安が広がるだろう。

　だが、問題ないと言ったところで実際には噓うそなのだ。霊化汚染に直面している人々は幽気線力の高い順に嫌いやでもそれに気がつくだろう。それでも、気がついた頃ころにはすでに手て遅おくれで彼らはパニックを起こす前に物言わぬ幽霊と化す。果たして、その前にヒノマルの製造が間に合うのか。

「二四時間後、霊化汚染の被ひ害がいはどうなっている？」

　賢悟は清せい十じゆう郎ろうに聞いた。

「なにもしなければ世界人口の約半数が霊化するだろう」

　噓をつくことで人が救えるのなら御用学者の汚お名めいも喜んで着せられようというものだ。しかし、世界人口の約半数はあまりに犠ぎ牲せいが多すぎる。

「それだけの国民を日本政府は見捨てるのか？」

「全人類を救う方法があるのならどうぞおっしゃってください。いくらでも協力はいたします」

　そんな方法があるのならとっくに実行している。日本政府と『シングラリティ』が、地球を脱だつ出しゆつせざるを得ないと判断したのはそれだけ絶望的な状じよう況きようだからだ。

「地球の八割に霊化汚染が広がっている。これは殆ほとんどの国民が汚染区域にいるということです。危ないから逃にげろと言って残りの二割に全人類を集めるのはとても現実的ではないでしょうし、その場所にいれば死ぬとわかっていて冷静に行動できる人はごく僅わずかです。本当のことを言えば間違いなくパニックによる二次災さい害がいが起こるでしょう。言わなければ尚なお更さらです。また霊化進度が五〇パーセントに達した人間は言わば動く霊れい化か汚お染せんと言えます。彼らが比ひ較かく的、霊化汚染が軽度の場所に移動すれば助かるはずの人間まで助からなくなる。今、ヒノマルを製造している人間にも霊化汚染の実情は隠かくしているのです。もしも、我先に地球を脱だつ出しゆつしようという人間が出てくれば二四時間後にヒノマルが完成しない可能性さえある。多くの人を欺あざむくことになるでしょうが、これが最善の方法なのです。わたくし共は決して感情に流されるわけにはいきません。多くの国民の代理となり、何よりも正しい選せん択たくをしなければならない。時には冷れい酷こくな決断をしなければならない。勿もち論ろん、この事態を引き起こしたのはわたくし共です。だからといって、助かるはずの人を殺していいわけでもありません。より多くの国民の幸せを追求すること、それが政治家に課せられた使命であり義務だと思っております。全人類の半分しか救えないわけではありません。一いちノの瀬せ先生の言葉があれば、全人類の半数もの人間が救えるのです」

「つらつらつらつらと、よくもまあ白しら々じらしい言葉が吐はけるものだ」

　賢けん悟ごの皮肉をまるで意に介かいさず、鈴すず木き正まさ道みちは再び頭を深く下げた。

「なんと言われようとも構いません。ですが、どうか、人類を救うためご協力いただけないでしょうか？」
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　賢悟は一いつ旦たん、空くう挺てい消しよう防ぼう署しよ四号機に戻もどり、あてがわれた室内で休きゆう憩けいをとっていた。三〇分、それが彼に与あたえられた日本政府の要よう請せいに回答するまでの猶ゆう予よだった。

「どう思う？」

　賢悟が尋たずねる。無論、霊化汚染に危険はないという見解を発表することについてだというのは清せい十じゆう郎ろうや彩あや世せも承知していた。それは重い決断で、軽はずみな意見を言えるわけがない。賢悟の判断一つで、確実に人生が狂くるう人間がいるのだ。

　そして、だからこそ清十郎と彩世は自らのことかのように真しん剣けんに考えた。彼が背負うであろう重い責任を少しでも共有するためだ。

「感情論を排はいせば鈴木大統領の案は確かに最善の手段だろう。全人類の半数以上を助ける方法はあるのかもしれないが、残念ながら時間がない。それに不確定要素が多すぎるだろう。全員を助けようとすれば最悪、人類は霊化汚染が原因で絶ぜつ滅めつするかもしれない」

　自分で言ってそれが大それた発言だと思ったのか、清十郎は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべ、メガネを両手でかけ直す。人類が絶滅するかどうかの決断を十代の少年にさせようというのが本来、間ま違ちがっているのだ。

「でも、こんなの誰だれにもわからないよね。正しい答えってないと思うなあ。大統領の頼たのみを断ってさ、たとえば霊化汚染のことをみんなに教えたとするでしょ。それで、もし沢たく山さんの人が死んじゃってもあたしはそんなに悪いことじゃない気がするよう。だって、それが一番良いと思ったんだもん。それって仕方ないことだよね」

　彩あや世せの言っていることも一理ある。問題は全人類を救うという最良の答えがどこにも見つからないということだ。一番、選びたい道は選べない。なのにタイムリミットばかりが迫せまってくる。

　突つきつけられているのは二つの選せん択たくだ。人類絶ぜつ滅めつのリスクを負って、全人類を助けるために最善の行動をとるか。それとも、全人類の半数を確実に助けるか。日本政府が、鈴すず木き正まさ道みちが後者を選択したのはよくわかる。人類絶滅のリスクなど負えるわけがない。どんなリターンが得られようと取り返しのつかないリスクだけは負ってはならない。どんな馬ば鹿かでも辿たどり着く結論だ。

　確実に全員を助けられないならば、確実に半数を助けられるように妥だ協きようするしかないだろう。理り屈くつではわかっているのだ。なのに、その提案にすぐに頷うなずくことができなかった。早く行動に移さなければ、三〇分という時間でさえもどんな二次災さい害がいが発生するかわからない。より多くの人間を助けたいのならば、一刻も早く行動に移るべきなのだ。

「少し一人にしてくれるか？」

　賢けん悟ごがそう言うと、頷いてすぐに清せい十じゆう郎ろうが出ていく。

「根こんを詰つめちゃ駄だ目めだよう」

　言って、彩世も室外へと出ていった。残ったのは賢悟一人、それと意識型人工知能ロボットだ。賢悟が彼女に視線を注ぐと、

「だって、私は一台ですよ？　邪じや魔まなら出ていきますけど」

「……いや、まあいい。静かにしていたまえよ」

「イエス、マスター」

　賢悟が疲つかれきった様子で壁かべにもたれながら床ゆかに座り込むと、カナはとことこと歩いてきてその隣となりにちょこんと正座した。

　無言のまま時間は過ぎる。何の答えも出せていないのにもう残り時間は一〇分を切った。

「参ったな。どうやら本格的になにも思いつかんようではないか」

「マスター、さっきから気になっていることがありますが、聞いてもいいですか？」

「構わんが、なんだ？」

「本当のことを教えると絶滅するって、人間はそんなに馬鹿なんですか？」

　身みも蓋ふたもない質問に賢悟は数秒間、絶句するしかなかった。

「どうだかな。本当のところは誰だれにもわからんよ。わからんからそのリスクを避さけたいのだとも言えような。心理学だけは特とく異い領りよう域いき理り論ろんをもってしても発達していないのだ。人の心が科学で表せるようになるのはまだ随ずい分ぶんと先の話だろうよ」

　賢悟の説明にカナはわからないといった風に小首をかしげる。

「でも、マスター、私は夢を見ました」

　その反論に今度は賢けん悟ごが疑問を覚える。

「そいつはなんの夢だ？」

「前に話した一いちノの瀬せ佳か奈なの夢です。マスターがお父さんと喧けん嘩かして車に轢ひかれそうになっていました」

　そんなこともあった、と賢悟は懐なつかしい過去を振ふり返る。それはただ一度だけの親子喧げん嘩か、幼い日の忘れられない家族の絆きずなだ。彼はひとしきりその記き憶おくを遡さかのぼった後、すくっと立ち上がった。不思議そうな顔で見上げてきたカナの頭をぐしゃぐしゃと撫なでると彼女は不満そうな声を上げた。

[image: ]

「マスター、髪かみが乱れます」

　賢悟は彼女の頭から手を離はなして言った。

「決めたぞ。日本政府の要よう請せいに従ってやろうではないか」
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　都市型宇宙航行機ヒノマルはその名の通り、都市としての機能を有している。地球を放ほう棄きして宇宙航行機の中に第二の日本を作る計画上、そこには当然、大統領が執しつ務むの拠きよ点てんとする大統領官かん邸ていが存在する。鈴すず木き正まさ道みちはヒノマルの大統領官邸、その記者会見室に多くの記者を呼び出し今回の霊れい化か汚お染せんについて日本政府としての見解を発表する準備を行っていた。

　記者会見室は正面奥に演えん壇だんがあり、その手前には三〇〇席ほどの椅い子すが用意されている。その席すべてを埋うめ尽つくしても足りないぐらいの記者が室内に詰つめ寄せていた。

　世界中に生放送されている日本大統領の会見はすでに始まっており、鈴すず木き正まさ道みちは霊化汚染についての現状を説明している。賢けん悟ごは室内の脇わきにある椅子に座りながらその様子を見ていた。

「今回発生いたしました特異領域災害ドメインハザード、霊化汚染につきましては、すでに大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいと空くう挺てい消しよう防ぼう局きよくが総力を挙げて防ぼう災さい活動を行っております。多くの方々がご覧らんになったと思いますが、大量の麦むぎ藁わらが積み上がって都市を覆おおっており、これが霊化汚染を防ぐ防ぼう壁へきとなっているのでございます。現在、この霊化汚染は小康状態を保っており、ただちに何らかの被ひ害がいをもたらすものではないと思われます。つきましてはこの後、内ない外がい理り論ろんの第一人者である一いちノの瀬せ賢悟先生が霊化汚染の特性や予想される今後の展開について詳しよう細さいな説明をいたしますので、どうぞその意味をご理解の上、日本国民の方々には冷静な判断と行動を心がけるようにお願いしたく存じます」

　正道の説明の後、記者からはいくつかの質問が投げかけられる。霊化汚染の原因は日本政府のプロジェクトユートピア──人類進化計画にあるのか。またその主任研究員である園その崎ざき重しげ久ひさは今何をしているのかなどといった質問が中心だったが、正道はそれらに対して認めざるを得ない点についてははっきりと認め、極力、日本政府の責任については言げん及きゆうせずに、毅き然ぜんと説明を行いながらも結果的にはのらりくらりと明言を避さけ、後の賢悟へと回答を委ゆだねる形で壇上から退去した。

　入いれ替かわりで賢悟は壇上へと進み出た。日の丸の国旗に一礼をし、記者達の前に出る。視線のすべてが彼に集中した。内外理論を発表した時、恐おそろしく緊きん張ちようをしていたことが今は酷ひどく懐なつかしい。九つ十く九も科学賞受賞後に各地で講演を行ったからか、それともこの状じよう況きようからか、賢悟はこれ以上ないぐらいに腹が据すわっていた。

　今、世界中の人間がテレビの向こう側がわで賢悟の言葉を待っているだろう。彼はその一人一人に視線で語りかけるように真まっ直すぐ前を向く。

「君達はタキオンという物質を知っているか？」

　賢悟は唐とう突とつにそんなことを口にした。科学に疎うとい人間が聞けば、そのタキオンが今回の霊化汚染に関係があるのだと思ったに違ちがいないだろう。けれども、タキオンというのは光速を超こえる速さを持つとされる仮想的な粒りゆう子しの名前だ。それがたとえ実在したとしても霊化汚染には無関係だ。

「かつて吾輩わがはいはこのタキオンを巡めぐって父親と大おお喧げん嘩かをした。一体、何の話だと思っているかもしれないが、今回の事故に大きく関係があるので心して聞いてくれたまえ。後にも先にも吾輩が父親と喧嘩したのはその一回だけだった」




　喧けん嘩かの理由はとてもくだらないことだった。だが、当時の賢けん悟ごには極きわめて重要なことで、彼の父親がタキオンなる物質を発見した研究機関があると発言したことに端たんを発する。もしも実際にタキオンを発見したならば、それはとんでもないことが起こる可能性を示していた。なぜなら、タキオンは過去に向かう物質とも言われている。たとえば、タキオンを使い光の速さを超こえる速度で通信可能な超ちよう光こう速そく通信機を作ったとする。これを地球と光速に近い速度で航行する宇宙船に設置し、両者の間で通信を行う。アインシュタインの相対性理論は移動している物質の速度が光速に近づくほど、時間の流れが遅おそくなることを説明した。たとえば宇宙船が地球を出発して三年経たったとしよう。この時、地球から宇宙船を見れば、光速で移動する宇宙船では時間が遅く進むことから、まだ二年しか経過していないのだ。では、光速に近い速度で航行する宇宙船から地球を見た場合、どうなるだろうか？　宇宙船を基点に考えた場合、逆に地球が光速で遠ざかっているのだ。つまり、宇宙船からは地球の時間が遅く進んでいるように見える。驚おどろくべきことに出発から二年目の宇宙船から地球を見た時、地球では一年しか経過していないのである。

　地球と宇宙船、どちらも相手の時間が遅くなっているように見えるというのは矛む盾じゆんしているように思えるかもしれないが、それこそ相対性理論の結論、時間の進みは観測者によって異なり、そのどれもが正しいということなのだ。相対性理論の名が示す通り、時間は絶対ではなく、相対的なのである。

　さて、ここで超光速通信機を使い三年目の地球から宇宙船に情報を送信したとしよう。するとまだ地球を出発してから二年しか経過していない宇宙船に情報は届けられる。今度は宇宙船からその情報を地球に送り返す。宇宙船から見た地球ではまだ一年しか経過していないため、結果、三年目の地球から一年目の地球に情報が送られたことになる。つまり、過去に情報が送れることを示しているのだ。

　そして、これは因果律が破れることを意味する。因果律というと難しく聞こえるかもしれないが、あらゆる結果は原因があって生じているということだ。極ごく々ごく当たり前のことだが飴あめを食べたから甘さを感じるのであって、甘さを感じたから飴を食べるわけではない。もしも、過去へ情報を送信できるなら、未来の出来事を知ることができる。それは交通事故に遭あった後に、交通事故に遭う前の自分にそれを伝えることが可能だということだ。本来は交通事故に遭うという原因が生じたから、交通事故に遭ったことを知るという結果があるのであり、交通事故に遭うのを先に知るのは因果律が破れている。仮にそんなことがありうるのなら、人類の生活は一変してしまうだろう。

　もっともこのタキオンによる因果律の破れは特とく異い領りよう域いき理り論ろんが確立され『天あま川かわの時間移動説』の正しさが証明されると完全に否定された。超光速通信機を利用して過去に信号を送っても、あらゆるものは時間を移動しているため、その信号はどこにも届かないのである。

　とはいえ、当時はまだタキオンなる物質の存在に夢を見ることができた。賢けん悟ごは父親の持ってきた情報に胸をときめかせ、幼いながらに英語で書かれていたタキオン発見に関するその論文を辞書を引きながら必死に読み解いていったのだ。しかし、結論は何のことはないただ父親が論文を読み違ちがえていただけだった。タキオンが発見されたという記述はどこにもなかったのである。

　その時の賢けん悟ごのキレようといえば凄すさまじいという他ほかなかっただろう。彼は父親を無能と罵ののしり、それでも科学者なのかと論あげつらった。幼い彼は知能こそ成せい熟じゆくしているものの、情操は歳とし相応だった。言ってしまえば、ずっと欲しがっていたおもちゃを買ってくれると約束した父親が、途と中ちゆうで気が変わりやっぱり買わないと言い出したに等しい出来事だったのだ。

　タキオンが欲しいと駄だ々だをこねるならまだ可か愛わいげがあるものの、賢さかしい彼の悪口は的確に父親の急所を刺さした。当時、思うように進んでいなかった父親の研究について、その理論の不正確さを徹てつ底てい的に指し摘てきし、あまつさえ才能がないからだと言い放ったのだ。

　子供にそうまで言われた父親は、けれども論文を斜ななめ読よみしていたことを謝り、そして彼を諭さとそうとした。どんなに正しくても言ってはならないことが世の中にはある。それは人を傷つける言葉だ、と。しかし、当時の賢悟にそんな理り屈くつは通じなかった。正しいものは絶対的に正しい。それは科学的な事実を認めようとしない阿あ呆ほうの言い訳だと頑かたくなに彼は言う。

　科学を神としてはいけない、それが父親の反論だった。科学を絶対視すれば人に優やさしくなれないこともある。間かん髪はつ入いれずに賢悟は答えた。なら、優しさなんかいらない。

　瞬しゆん間かん、乾かわいた音と共に賢悟の頰ほおが熱を持った。父親が彼を打ったのだ。体が普ふ通つうの人間に比べて頑がん丈じようだった賢悟は痛みを感じない。その分だけ父親が憎にくくて、そして悲しくてたまらなかった。

　彼は家を飛び出した。走って走って、ただ脇わき目めも振ふらず逃にげるように走り続けた。自分を全否定されたような気分だった。生まれた時から科学が好きで、科学しか自分にはないと思っていたからだ。何よりも科学が大事で何がいけないのか。優しさなんていう曖あい昧まいなものよりも確かな事実を大切にすることの何がいけないのか。彼にはまったくわからなかった。科学が一番であることを否定されるということは自分はいらないということじゃないか。自らの脳が弾はじき出した結論が怖こわくてたまらなかった。賢悟は父親の本当の息子むすこではない。本当はまったくの赤の他人で、それも自分は人類進化計画という忌いむべき研究から生まれた悪あく魔まの子だ。

　科学が神で何が悪いのか。自分は科学から生まれた。科学という名の神から生まれた。そうでなければ本当に悪魔の子供になってしまう。

　随ずい分ぶんと遠くまで走ってきた。やがて疲つかれ果てて足を止める。そうして振り向けば、すぐ後ろに父親の姿があった。彼はずっと賢悟を追いかけてきていたのだ。唐とう突とつに自分の行動が恥はずかしくなり、けれど何と言えばいいのかわからず、賢悟は再び逃げ出した。

　その足が向かった先は車道で、まるで計ったようなタイミングで乗用車が彼に向かってきていた。タイヤと地面が擦こすれる摩ま擦さつ音が耳に響ひびく。乗用車が賢悟に衝しよう突とつする寸前、大きな体が彼に覆おおい被かぶさった。

　鈍にぶい音が辺りに響ひびく。体に痛みはない。だけど、心は激しく痛みを訴うつたえる。賢けん悟ごを守るように抱だいている父親の服に赤い色が滲にじむ。彼の手をドロリとした液体が伝った。

「大だい丈じよう夫ぶか？　痛いところないか？」

　賢悟は震ふるえながら、何とかそれに頷うなずいた。

　父親は安心したように笑って、

「すまなかったな、賢悟。すまなかった。お前の気持ちをわかってやれなくてすまなかった。でもな、俺はお前に優やさしい子になって欲しいんだ」

「どうして……？」

　実の子供じゃないのに、とは聞けなかった。父親が隠かくしているなら、知らないふりをしようと決めたのだ。だけど、本当は聞くのがただ怖こわかっただけなのかもしれない。

「優しいっていうのは当たり前のことだ。お前が当たり前に、幸せでいられるようになって欲しいんだ」

　優しいというのは目の前の父親のような人間のことだと思った。当たり前の優しさを持っていない自分自身が情けなくて仕方がなかった。

「僕も、父さんみたいに優しくなれるの？」

「なれるとも。お前は俺の子だ。なれるに決まっている」

　父親は力強く賢悟を抱だきしめる。しばらくして救急車のサイレンが聞こえてきた。幸いにも父親の命に別状はなく、数ヶ月ほどで退院した。




「吾輩わがはいにも今ならわかる。血のつながらない吾輩を育てた父が特別に優しかったわけではない。そいつは多分、当たり前の優しさというやつなのだ。車に轢ひかれそうな子供を助けるために反射的に体が動く。親なら当たり前のことだろう。今回の霊れい化か汚お染せんもそうだ。空くう挺てい消しよう防ぼう署しよや大だい学がく特とく殊しゆ警けい備び隊たいも『シングラリティ』からの命令があって防災活動を行ったわけではない。命いのち懸がけのその行動を彼らは自主的に行ったのだ。統とう一いつ宗しゆう教きようのマーシアハ達も、その他ほかにもそれこそ世界中の人々が必死に霊化汚染を止めようとした。それは皆みな、人として当たり前の行動なのだろうよ」

　だから、この当たり前の優しさを信じようと思う。人がそれほど愚おろかではないと信じようと思う。赤の他人を助けるのが当たり前の人間なのだと信じたいのだ。

　静まり返った室内に賢悟の声だけが響いている。彼はその静せい寂じやくを壊こわさぬように静かに言葉を発する。

「もしも、万が一、霊化汚染が人々に遅ち々ちとした死をもたらすとする。それを知ったとしても我々人間は決してパニックなど起こさないだろう。我先に逃にげたい気持ちは勿もち論ろんある。誰だれだって死にたくはないのだ。しかしだ。それでも、他人を犠ぎ牲せいにして生き残ろうというような人間はいやしない。死を呼ぶ特異領域災害ドメインハザードがこの土地にゆっくりと訪おとずれる。我々はどうするだろうか？　吾輩わがはいの知っている大人達は恐おそらく、まず冷静に幼おさな子ごを若者に託たくして、一番最初に逃にがすだろう。そして、次にか弱い女性を避ひ難なんさせる。死はどんどんと近づいてくる。残った男達に老人はきっとこう言うのだ。自分達は足手まといだからここに置いていけと。人知を超こえる力の前に人はいつだって無力だった。恐るべき特異領域災害ドメインハザードが襲おそいかかろうとするとき、母親は我が子を守りきることができないだろう。けれど、彼女は間ま違ちがいなく我が子を抱だきしめ、最後の一いつ瞬しゆんまでその子の盾たてとなるに違いない。我々人間はいつだって弱き者を助け、未来ある若者のために道を築いてきたのだ。たとえ人類が絶ぜつ滅めつするその直前になっても、我々はその誇ほこりと尊厳を決して失うことはあるまい。吾輩はそう信じている。だから──」

　今から言おうとしていることはもしかしたら致ち命めい的な間違いで、単なる思い込みの為なせる業わざなのかもしれない。ただ人類が滅ほろびへの道を歩む、その後押しをするだけということも考えられよう。

　けれども、言えやしない。言えるわけがなかったのだ。安全などと。霊れい化か汚お染せんが危険ではないなどとそんな馬ば鹿かげたことがあるものか。ここで噓うそを言わせるために、理り璃りは命懸がけで時間を稼かせいだわけではない。

　科学者がするべきことはなんだ？　霊化汚染を解かい析せきしてきたのは何のためだ？

　その危険性を正しく人々へ伝えるためではないか。

「──逃げろ」

　賢けん悟ごは言う。世界中に向けて。喉のどが張り裂さけんばかりに訴うつたえる。

「安全な場所はもう地球上にありはしない。いいか？　霊化汚染は死をもたらす！　我々は決死の防ぼう災さい活動を行ったがそれを防ぐことが未いまだできていない！　このまま黙だまって待っていれば二四時間以内に地球の人口は半分に減少するだろう！　どこもかしこもが危険なのだ！　だから、成せい層そう圏けんまで逃げるのだ！　そこまで避ひ難なんすればまだしばらくは霊化汚染の影えい響きようを受けまい！　ＤＣＵ管理者アドミニストレータはなんとかして無資格者ゲストを連れていけ。二四時間だ。たった一日だ。成層圏で生き延びてみせろっ！　そうすれば吾輩がなんとしてでも霊化汚染を止める！絶対にだ！　だから、今すぐ逃げるのだ。逃げて、逃げて、なにがなんでもここから逃げて、なんとしてでも生き延びろっ！」

　ブツンと賢悟の声が唐とう突とつに途と切ぎれる。放送が中断されたと同時に、マイクの電源を切られたのだ。すぐさま、記者会見室の壁かべと天てん井じよう、そして床ゆかに赤い特ド異メ領イ域ンが展開される。恐らく実行されているマテリアルロウは防護壁シールドだ。賢悟や記者達をここから出さないつもりだろう。

「一いちノの瀬せ先生、とんでもないことを言ってくれましたね。これは訂てい正せいするのが一苦労ですよ」

　鈴すず木き正まさ道みちの周囲には五名の警備隊員が警護についている。防護壁シールドを展開しているのは彼らだろう。

「この期ごに及およんで訂正できると思うてか？」

「なんとでも方法はございます。無論、一いちノの瀬せ先生に責任をとっていただくことになりますが。とりあえずはこれ以上、風評を流されないように拘こう束そくいたします」

　警備隊員達が二本の指を前に突つき出し、賢けん悟ごに非ス殺タ傷ン兵ガ器ンの狙ねらいをつける。赤い光線が逃にげ場ばがないほど無数に放たれた。だが、すでに賢悟の姿はそこにはなかった。

「阿あ呆ほうめ。相手の戦力も満足に把は握あくせずに仕し掛かけてくるような低能だから、貴様は園その崎ざき重しげ久ひさの方ほう便べんにまんまと騙だまされるのだ」

　賢悟は光の速度で五人の警備隊員を通り過ぎ、正道の背後をとっていた。

「一体どうなさるおつもりですか？」

「無論、帰るのだ。貴様らは貴様らで国民を助けなければならないだろうしな。これ以上、長居をしても悪い。せいぜいこの都市型宇宙航行機の完成を急ぎたまえよ」

「防護壁シールドで囲まれた室内からどうやって出るつもりです？」

「なに、迎むかえが来るのでな」

　賢悟が言うなり、電子音を立てて防護壁シールドが展開されていたはずの自動ドアが開いた。

「ではな」

「捕とらえなさいっ！」

　加ア速ク装セ置ルを展開して襲おそいかかってきた警備隊員は、しかし全員が赤いレーザーに貫つらぬかれてその場に倒たおれた。

「迎えに来たよう」

　そう言ってドアの向こうに姿を現したのは彩あや世せだ。隣となりには清せい十じゆう郎ろうと、そしてカナもいる。ドアに展開されていた防護壁シールドはカナが特異領域制御ドメインコントロールを使い強制閉へい塞そくしたのである。

「放送局一社から許可が取れた。好きなだけ続きを言うといいだろう」

　清十郎が賢悟のナノスマートフォンの設定を変へん更こうしながらそう言った。すぐさま、世界放送のテレビに賢悟の姿が映り、彼は都市型宇宙航行機ヒノマルの内部を駆かけ抜ぬけながら、成せい層そう圏けんまで逃げるよう世界中の人々へ訴うつたえ続けた。

　一人でも多くの人間に霊れい化か汚お染せんの危険性が伝わるようにと。
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「吾輩わがはいはプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつへ向かおう」

　ヒノマルから脱だつ出しゆつした後、空くう挺てい消しよう防ぼう署しよ四号機へ向かう途と中ちゆうに賢悟はそう切り出した。すぐに反論したのは清十郎だ。

「それは無茶もいいところだろう！　あそこは最初に霊化汚染に冒おかされた場所だ。幽ゆう気き線せん力りよくがどれだけ上じよう昇しようしているか考えただけでも血の気が引く。麦むぎ藁わらが一いつ瞬しゆんで霊化物質になったとしてもおかしくないだろう」

「霊れい化か汚お染せんの始まりは技術的特異点テクノロジカルシングラリテイによって幽ゆう霊れいがこの世に生まれたことだ。霊化汚染が常時展開した特ド異メ領イ域ンにまで影えい響きようを及およぼすのはやはりそれが関連しているのだろうよ。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開し幽霊となったＤＣＵ管理者アドミニストレータを消し去ることができれば、霊化汚染は収束する可能性がある」

　プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつには技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開した幽霊がもっとも多く存在する。園その崎ざき重しげ久ひさを始めとする人類進化計画の研究者達がそうだ。

「それは天あま川かわ先生にもできなかったことだ」

「だからこそ、吾輩わがはいがやるのだ。先生はただ時間を稼かせいだだけではなく、解かい析せき結果を吾輩に残してくれたんだろうよ」

　──霊化汚染は世界の矛む盾じゆんの現れだ。それが彼女が賢けん悟ごに残した言葉だった。

「わかったのか？」

「大おお凡よその仮説は立った。あれは多分、収しゆう縮しゆく調ちよう整せいの一種なのだ」

「それは現象が違ちがいすぎるだろう。収縮調整はマテリアルロウによって発生した物理法則の矛盾を解消するために、その発生した現象を消失させるものだ」

「では万が一、発生した現象を消失させられない状じよう況きようにあったとしたらどうだ？」

「そんなケースは聞いたことがない」

「恐おそらく、それが今回の霊化汚染なのだろうよ。まあ、悠ゆう長ちように議論を交かわしている時間もないがな。吾輩はこれからプロジェクトユートピアの地下実験施設に行き、この仮説を直接確かめよう」

「馬ば鹿かを言うな！　幽ゆう気き線せん力りよくを計ることもできないんだぞ！」

　プロジェクトユートピアの地下実験施設の霊化汚染は強すぎる。物質や特ド異メ領イ域ンを霊化させる霊化汚染はそのレベルが一定水準を超こえた時、特ド異メ領イ域ンを常時展開して生成した幽気線の計測機器さえ霊化させてしまい、正確な値あたいを計ることができないのだ。

「大凡でいい。どのぐらいだ？」

　だから、賢悟は清せい十じゆう郎ろうに尋たずねた。彼ならば実際と近似の値を頭で導き出すことができるはずである。

「麦藁ストローの常時展開で完全な防ぼう壁へきを維い持じしながら進んだとしても、お前が受ける幽気線力は毎時四五パーセントから五五パーセントだ。隔かく離りエリア内は恐おそらくその一〇倍以上、五分保もてばいい方だろう」

　すでに右足の霊化が進んでいる賢悟は、二時間と保たずに幽霊と化すと思っていいだろう。

「それも麦藁ストローが最後まで保てばの話だ。常時展開した麦藁ストローが万一、霊化することがあれば幽気線力はずっと強い値を示すだろう」

　それこそ数分、いや数秒で死に至る可能性さえある。自分がいつ死ぬかもわからないというのだから、こんなに恐ろしい話もない。だからこそ、彼はあえて自信満々に軽口を叩たたく。

「なに、大したことではあるまいよ。要は制限時間内に問題を解けというだけの話だ。いつものテストとなんら変わらんではないか」

　今いま更さら、後には退ひけないのだ。霊れい化か汚お染せんを収束させる可能性があるとすれば、それは賢けん悟ごだけだ。ならば、命の危険があろうと行くしかない。大人達が若者と子供を逃にがし、老人は足手まといにならぬよう人生の終わりを受け入れる。母親が子供の盾たてとなるなら、科学者のすべきことは霊化汚染を解かい析せきし、それを止める方法を考えることだ。

　誰だれも彼もが命を懸かけて戦っているのだ。自分一人だけ役目を果たさず逃げるわけにはいかない。

「まったくお前と会ってから俺の人生設計は狂くるいっぱなしだ」

　それは自分も行くという意味だろう。幽ゆう気き線せん力りよくの計算が可能な清せい十じゆう郎ろうが現場に来れば更さらに高い精度で数値を把は握あくすることができる。だが、その申し出を受けるわけにはいかなかった。

「お前には万が一、吾輩わがはいが霊化汚染を止められなかった場合の保険を頼たのみたい」

　訝いぶかしげな表情を清十郎が浮かべ、

「なにをしろというんだ？」

「領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの作成をしてくれまいか。形状は回転楕だ円えん体たいだ。赤道半径六三七八キロメートル、極きよく半はん径けいは六三五七キロメートルだ」

「不可能だろう、それはっ！」

　賢悟の言葉を聞くなり清十郎が声を上げる。無理もない。特ド異メ領イ域ンの形状やサイズを決める領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰは、特ド異メ領イ域ンの総そう範はん囲いが広がるほど作成が困難になる。平面上に一辺が一〇キロメートルである正方形の特ド異メ領イ域ンを展開する領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを作成するのには数学史上最大の難問と呼ばれる数式を一つ解くのと同程度の閃ひらめきが必要だ。賢悟が口にした特ド異メ領イ域ンのサイズはそれを遙はるかに上回る。

「理論上は可能だ」

「解かれるまでに何千年かかるかわからない問題を二四時間以内に解けるわけがないだろう！」

「何千年かかるかわからないだけで、何千年かけなければならないわけではあるまい。もし、その領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰが作成できれば確実に霊化汚染を収束させることができる。可能性がゼロではないなら試ためす価値があるのではないか？」

　清十郎がやはり不可能だという表情で賢悟を睨にらむ。しかし、彼は言葉を返せずにいた。確かに可能性はゼロではないのである。本当に僅わずかな値あたいではあるものの、賢悟と一いつ緒しよにプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつへ向かうよりも霊化汚染を収束させられる確率が上がるのだ。

「清十郎。こと特異点方程式に関していえば吾輩はお前が悩なやんでいる姿を見たことがないぞ。天あま川かわ先生でさえ深い眠ねむりについて数字と格かく闘とうしているにもかかわらずだ。お前は専門の科学者が数年かけて解いた高度な特異点方程式を数時間で解ける。だが、その科学者が解けなかった特異点方程式は解けない。そいつはなぜだと思っているのだ？」

「未知の問題を解く発想力が俺にないからだろう」

「それもあるかもしれんがな。なによりも問題なのは、お前が解けない問題は解けないと初めから諦あきらめているからだ」

「買かい被かぶりだろう」

「そうだ。買い被っているのだ。吾輩わがはいはお前と初めて会ったときからずっとお前を買い被っている。いい加減、この直感が正しかったことを見せつけて欲しいのだがな。なにしろ吾輩はずっとお前に言いたかった言葉があるのだ」

「なんだ？」

「今はまだ言えんよ。お前がさっきの領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを完成させたら教えてやろうではないか。なに、別に失敗しても構わんよ。あくまで保険だからな」

　それでも、清せい十じゆう郎ろうはやってみるとは言わない。だから、賢けん悟ごは彼が頷うなずくしかない状じよう況きようへ追い込むことにした。

「彩あや世せ、清十郎を手伝ってくれるか？」

「ん、んー。仕方ないかあ。わかったよう」

　少し迷ってから彩世が答える。すぐに清十郎が意見を翻ひるがえした。

「わかった。やってはみよう。やってはみるが、やってみるだけだからな。当てにするんじゃないぞ」

　察しのいい彼は恐おそらくこう思ったのだ。賢悟が無理難題を清十郎に押しつけたのは、彩世をプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつに連れていきたくなかったからだと。清十郎を手伝うという名目がなければ、彼女は危険を承知で間ま違ちがいなく賢悟についてくるだろう。そして彩世は彩世で、賢悟の意図を読んで清十郎に領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの作成をさせるためにそれを了りよう承しようしたのだ。つまり、阿あ吽うんの呼吸で清十郎を嵌はめたのだ。

「あたしもわかったけどさ、一いちノの瀬せ君。霊れい化か汚お染せんを止めるのが無理でも、生きて返ってこなかったら承知しないよう」

　珍めずらしく彩世は真しん剣けんな顔をしていた。

「任せたまえよ。彩世も清十郎をちゃんと手伝いたまえよ」

「わかってるよう。神かん崎ざき君がサボってたり、諦あきらめそうになったらぶっ飛ばせばいいんだよね？」

「その通りだ」

「手伝ってくれるんだろう？　それはただの見張りだろう？」

　これから死地へと向かう彼と、その友人を送り出す彼らはほんの一時、腹の底から笑い合う。

「マスター、私はどうしますか？」

「強制はせんがな。ついてきてくれるなら大助かりだ」

　カナはそれを聞いて、いつもの無感情な声で、けれども少しだけ嬉うれしそうに言った。

「じゃ、行きます」

「えー、ずるいよう」

　彩あや世せが若じやつ干かんふくれ気味に言う。まるで賢けん悟ご達がこれから遊園地にでも行くかのような反応だ。

「さて。それではちょいと地球を救いに行くとするか」

　賢悟は飛行フライトを展開して、カナと共に成せい層そう圏けんまで上じよう昇しようしていった。
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　現時点においては成層圏まで行けば周囲に霊れい化か物質が一いつ切さい、存在しない。賢悟はまずインタフェースを開き、領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの再設定を行う。特ド異メ領イ域ンの展開方法の一つに座ざ標ひよう軸じく指定と呼ばれるものがあるが、これは名前の通り特ド異メ領イ域ンの座標軸を任意のものに指定することができる。

　たとえば、安全地帯シエルターは人体に対して座標軸指定展開をしているため、ＤＣＵ管理者アドミニストレータが移動しようと、それに応じて特ド異メ領イ域ンも移動する。また体を動かした時にそれに合わせて特ド異メ領イ域ンが変形するのも座標軸指定の応用である。

　賢悟は特ド異メ領イ域ンが上下前後左右の六面に展開され、箱状になるような設定を行う。マテリアルロウには麦藁ストローを選せん択たくし、自らを座標軸指定した。そして座標軸を中心とし一辺が三メートル、五メートル、七メートル、一〇メートルの立方体となるように四種類の設定を行う。

　この四種類の特ド異メ領イ域ンを同時に展開すれば、箱の中にいくつも箱がある多重構造をした麦藁ストローの防ぼう壁へきが完成する。当然、最後の三メートルの箱の中には座標軸に指定された賢悟とカナがいる。

　賢悟はこの麦藁ストローの防壁を維い持じしたまま飛行フライトでプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつを目指す。空間転移ルートを使わないのは少しでも被ひ幽ゆうを避さけるためだ。霊れい化か汚お染せんによって霊化した物質は主に二種類に分けられる。霊化進度が一〇〇パーセントを超こえ、あらゆる性質を失った霊化物質と幽ゆう気き線せんは出すもののまだかつての物質としての性質を備えているものだ。

　後者は半霊化物質とでも言うべきものだが、これについては麦藁ストローで密閉さえしていればその影えい響きようをほぼ完全に防ぐことができる。半霊化物質は物質としての性質を残しているため常時展開した麦藁ストローの防壁を通り抜ぬけることはできないのだ。一方で空間転移ルートは特ド異メ領イ域ンを転移させることができないため、転移した瞬しゆん間かんにどうしても半霊化物質による大量の幽気線を受けるだろう。また、その後に麦藁ストローの防壁を展開したとしても半霊化物質を防壁内部に取り込んでしまうため意味がない。半霊化物質が存在しない場所で麦藁ストローの防壁を展開し、その防壁を維い持じしたまま地下実験施設に向かうのが、時間はかかるが最も安全な方法なのだ。

　もっとも完全に霊化した霊化物質は無と等しいために常時展開した麦藁ストローさえもすり抜ける。賢悟とカナは麦むぎ藁わらを主材料とする防護服で足のつま先から頭の天てつ辺ぺんまで保護しているが、霊化物質はそれさえすり抜け、体内から直接幽気線を放射するだろう。そうでなくとも視界を確保する関係上、幽ゆう気き線せんを完全に防ぐことはできない。入り込んだ幽気線は酸素容器ボンベにさえ影えい響きようを与あたえ、吸い込む酸素さえ霊れい化かする。結局のところ、霊れい化か汚おん染せんから逃にげることが最も有効な対策なのである。

　彩あや世せに協力してもらいダウンロードしたマテリアルロウ、加ア速ク装セ置ルの展開と閉へい塞そくを繰くり返して、賢けん悟ごは飛行速度をみるみるうちに加速させる。使えそうなマテリアルロウは清せい十じゆう郎ろうや彩世、消防局員らに協力してもらい、一通りダウンロードしてあった。無論、成せい層そう圏けんで活動ができるのは酸素容器ボンベを常時展開しているからだ。

　賢悟のインターフェースを操作して、飛行を制せい御ぎよしているのはカナだ。麦藁ストローの防壁を展開しているため、周囲は一辺が三メートルの麦藁ストローに覆おおわれていて何も見えない。エマージェンシーモードを起動したカナが飛行速度や進行方向などから現在位置を割り出しているのである。

　賢悟は成層圏を飛びながら領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰやインターフェースのチェックを行っていた。三〇分が経過し、カナが垂すい直ちよく方向に飛行フライトの舵かじを切り、彼らはほぼ真下に向かって落下するように加速していく。地表が見えてくれば、そこにはプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつがあるだろう。もっとも、麦藁ストローの防壁のせいで賢悟の目に映るのは麦むぎ藁わらだけだ。

「成層圏を抜けました。一分二〇秒で地上に到とう達たつします」

　カナの言葉を聞き、嫌いやな汗あせが額から落ちる。成層圏を抜ぬければ、もうまもなく霊化汚染の中心地だ。地下実験施設の上空なら、麦藁ストローの防壁をすり抜けてくる霊化物質も大量に存在するだろう。今この時点をもって、二時間のカウントダウンは始まったのだ。

「どこに降りますか？」

「無論、このまま突つっ込むに決まっているではないか。といっても、手持ちのマテリアルロウでは急停止が難しいからな。時速一〇〇〇キロまで減速し、最下層まで一気に突とつ破ぱしろっ！」

　賢悟はダイレクトインターフェースで天叢雲剣アメノムラクモの照準をプロジェクトユートピアの地下実験施設に合わせた。

　邪じや魔まな物は一いつ切さいを虚こ空くうに葬ほうむる。

　賢悟が天叢雲剣アメノムラクモを展開しようとしたその時、視界が開け、目の前にプロジェクトユートピアの地下実験施設が映った。四重に重ねた麦藁ストローの防ぼう壁へきが一いつ瞬しゆん、剝はぎ取られたのだ。常時展開した麦藁ストローは消えた麦藁をすぐに生成して再び防壁を構築した。だが、一瞬とはいえ特ド異メ領イ域ンに影えい響きようを与あたえられるのは特ド異メ領イ域ンだけだ。

　そして、今の一瞬でなにが起きたのか賢悟は冷静に予測を立てていた。彼は四重に重ねた麦藁ストローの防壁を一番外側の一〇メートルの立方体のみ残して閉塞した。

　防壁の内側に姿を現したのは羽は織おり袴はかまを纏まとった和装の聖せい騎き士し、織お田だ幽ゆう玄げんだった。

　賢悟が奥歯をぐっと嚙かみしめる。生きていたか。それも、よりにもよって最悪のタイミングで現れたものだ。

「あの状じよう況きようで幽ゆう霊れいにならずにすんだというのは興味深いがな。もっとも驚おどろくべきは貴様が信じる神とやらだ。まるで人に滅ほろべと言わんばかりではないかっ！」

「愚おろかな科学の落とし子よ。元はといえばすべて汝なんじら科学者が蒔まいた種よ。神を恨うらむは筋すじ違ちがいというものだ」

「ならばその神に人のやっていることにいちいち出しゃばってくるなと言ってやれっ！」

　賢けん悟ごは先手をとって天叢雲剣アメノムラクモを展開する。織お田だ幽ゆう玄げんの光歩コウホをカナの特異領域制御ドメインコントロールで封ふうじる必勝パターンだが、織田幽玄はいとも容易たやすく光速の一刀を躱かわした。最短路線ラインを自身の周囲に展開したのだ。確かに特ド異メ領イ域ン内の距きよ離りを消失させる最短路線ラインの内部であれば、光も徒歩もあまり関係がない。〇メートルの距離を移動するのに速度など必要ないのだ。

　勿もち論ろん、長距離になればなるほど最短路線ラインの展開に時間がかかることから、速度で光歩コウホとまともにやり合うのは不利になるだろうが、この一〇メートルの麦藁ストローの防ぼう壁へきの中では思うように距離もとれない。それどころか防壁が邪じや魔まをして天叢雲剣アメノムラクモの展開も制限されていた。

「天叢雲剣アメノムラクモ」

　右手で打うち刀がたなを、左手で脇わき差ざしを逆手に握にぎり、幽玄は天叢雲剣アメノムラクモを二つ同時に展開する。狙ねらいは賢悟でもカナでもなく麦藁ストローの防壁だった。打刀の天叢雲剣アメノムラクモはカナが強制閉へい塞そくしたが、もう一方が防壁を破る。虚こ空くうに吞のまれた麦むぎ藁わらはすぐに麦藁ストローによって再生成されるが、その一いつ瞬しゆんの隙すき間まに半はん霊れい化か物質が防壁の内部に入り込む。

　幽玄の狙いは想像に難かたくない。自分もろとも賢悟達を霊化させようというのだろう。

「させはせんよ！」

　天叢雲剣アメノムラクモを展開する。しかし、幽玄には当たらない。彼は二刀の天叢雲剣アメノムラクモをカナに警けい戒かいさせながらも、光歩コウホと最短路線ラインを駆く使しして賢悟の攻こう撃げきから悉ことごとく身を躱す。その戦い方に賢悟は疑問を覚える。幽玄はまるで打って出てくる気配がないのだ。ただ時折、隙すきを見ては天叢雲剣アメノムラクモで防壁を虚空に吞み込むだけだ。

「なかなかどうして、いやらしい作戦ではないか」

　賢悟達には時間がない。それを見越こして幽玄は時間稼かせぎをしているのだ。賢悟が焦あせって下手な手を打てばその致ち命めい的な隙を狙えばよし、そうでなくともこのまま逃にげ続けるだけで賢悟達は時間切れだ。

「マスター、後五秒で地上です」

「了りよう解かいだっ！」

　避さけられるのを承知で、賢悟は天叢雲剣アメノムラクモを展開する。光速の刃やいばが幽玄の行き先を制限して賢悟らよりも下方に誘ゆう導どうした。

「飛行フライトを切れっ！」

　カナは特異領域制御ドメインコントロールで幽玄の飛行フライトを強制閉塞する。自由落下した聖せい騎き士しめがけて賢悟は光速の刀で追い打ちをかける。幽玄は最短路線ラインで麦藁ストローの防壁までの距離を消失させ、一瞬で麦藁の上に着地する。そのまま、麦藁を蹴けった反動を光歩コウホで加速し、賢悟の天叢雲剣アメノムラクモを回かい避ひしようというのだ。それを先読みして、賢けん悟ごは麦藁ストローを閉塞した。

　まさか霊れい化か汚お染せんから身を守る防ぼう壁へきを消すとは思わなかっただろう。落下する織お田だ幽ゆう玄げんの体は麦藁ストローの防壁がなくなったことにより、自身が展開した最短路線ラインで地上までの距きよ離りをゼロにした。落下速度は時速一〇〇〇キロ、その途と方ほうもない速度で幽玄は地上に激げき突とつする。

　最も早はや、それを回かい避ひする手段はないだろう。しかし、あるいはそれを誘ゆう導どうされたのは賢悟の方だったか。最大限に警けい戒かいしていたはずの賢悟にさえ悟さとられずに抜ぬいた打うち刀がたなの刀身が真まっ直すぐ彼に向けられていた。

　刹せつ那なの間、賢悟の顔が蒼そう白はくに染まる。一いつ瞬しゆんの油断、罠わなに嵌はめた瞬間をまんまと狙ねらわれた。幽玄の本当の狙いは初めからこれだったのだ。

　刀が鞘さやに納められると同時に、幽玄の体が地面に衝しよう突とつする。

　そして、賢悟の体は正体不明のマテリアルロウに斬きり刻まれ、全身から夥おびただしい量の血が溢あふれ出た。
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　空くう挺てい消しよう防ぼう署しよ四号機の一室で清せい十じゆう郎ろうと彩あや世せはパターンレーダーを覗のぞき、賢悟の現げん況きようを確認した。そろそろ、プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつに到とう着ちやくする頃ころだからである。パターンレーダーには彼が展開しているであろう複数の特ド異メ領イ域ンが簡単な図形と数値で表示されている。まもなく賢悟は成せい層そう圏けんから下降を始める。その時、パターンレーダーには地上から賢悟のいる上空へと向かう一つの特ド異メ領イ域ンが映された。このまま行けば衝しよう突とつすると予想した通り、地上から現れた何者かは賢悟と接せつ触しよくし、次々に特ド異メ領イ域ンを展開していく。明らかに交戦を始めたのだ。そのままの状態がしばらく継けい続ぞくされ、彼らが地表へ到着したその時、麦藁ストローの防壁がすべて閉へい塞そくされた。

　地上に激突したと思われる敵は全身に何らかの特ド異メ領イ域ンを展開しているが動く気配はない。そして、飛行フライトを展開しているカナと賢悟は二手に分かれ、みるみる内に離はなれていく。一方は地上から高度五メートルほどの場所に留とどまり周囲には再び麦藁ストローが展開された。もう一方は地下実験施設を深く潜もぐっていき、かなり下層でようやく止まった。麦藁ストローは展開されず、そこから動く気配はない。

　彩世が唐とう突とつにドアの方向へと走り出す。その手を清十郎が咄とつ嗟さにつかまえて制止した。

「神かん崎ざき君、離してっ！」

「冷静になれっ！　あいつは自力でなんとかする。そうでなければ今から行っても手て遅おくれだろうっ！」

「でも、怪け我がしているかもしれないよう。敵もまだ生きているかもしれないじゃんっ！　それに一いちノの瀬せ君だったら、怪我したまま霊化汚染を止めにいっちゃうよっ！」

「大だい丈じよう夫ぶだっ。あの馬ば鹿かほどしぶとい奴やつもいないっ。なにがあっても帰ってくるだろうっ！」

「それって絶対？　絶対なんてないよね？」

　彩あや世せは今にも清せい十じゆう郎ろうを振ふり払はらってプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつに向かおうという勢いだ。

「ああ、そうだ。絶対はないだろう。だから、最善を尽つくさなければならない。あいつはきっと生き延びている。お前の言う通り、瀕ひん死しの重傷でも幽ゆう霊れいを消しよう滅めつさせる実験を行おうとするかもしれない。俺達がやるべきことはあいつに霊れい化か汚お染せんを止める方法を用意してやることだろう。違ちがうか？」

　清十郎は賢けん悟ごに頼たのまれた領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを完成させると言ったのだ。

「ナノスマートフォンも霊化汚染で使い物にならない。完成した領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰのデータを持っていくのはお前が一番早いはずだろう？」

　成せい層そう圏けんで麦藁ストローの防ぼう壁へきを展開してプロジェクトユートピアの地下実験施設に向かうなら、加ア速ク装セ置ルの展開と閉へい塞そくを高速で行える彩世が現状で最も速い。

「できるの？　だって、一いちノの瀬せ君が言った領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰって世界国家第一大学よりもずっと大きいんだよ」

　赤道半径六三七八キロメートル、極きよく半はん径けいは六三五七キロメートルの回転楕だ円えん体たい、それは確かに桁けた違いの大きさの特ド異メ領イ域ンだ。特とく異い領りよう域いき理り論ろんを確立した五人の天才科学者ですら誰だれ一人としてそれだけのサイズの特ド異メ領イ域ンを展開することに成功してはいない。

　賢悟らが地下実験施設の上空に到とう達たつする間に清十郎は領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの作成に取り組んではみたが、あまりに難解な特異点方程式の計算を行わなければならず、作業が進まないばかりか頭が沸ふつ騰とうしそうだった。

「やるしかないだろう」	

　ただでさえ収束できるかどうかわからない霊化汚染の真まっ直ただ中なかで、敵と交戦するという不測の事態まで発生した。その上、カナか賢悟のどちらか一方は麦藁ストローを展開しないまま幽ゆう気き線せん力りよくの強い地下実験施設の下層まで落ちた。いかに賢悟といえども、無事にすべてを解決することが極きわめて困難であろうことは容易に想像できる。彼の手助けをするなら、前ぜん人じん未み踏とうのその難問に挑いどまなければならない。

　清十郎は消防局長に事情を話し、特異領域災害ドメインハザード解かい析せき班の協力を得る。そうして彼は、理り璃りの教えを反はん芻すうした。清十郎には周囲の環かん境きようが数字に見える。だが、特異点に関しては別だ。そのため、それをイメージにまで落とすのだ。最初は一部分だけでいい。一つずつ、組み立てよう。

　彼は世界国家第一大学を一〇〇区画に分けそれら一つ一つを覆おおう特ド異メ領イ域ンを脳内にイメージした。また同様にその一区画を覆う特ド異メ領イ域ンの領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを解析班に計算させる。

　そうして、出来上がった領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの特異点方程式を今度は現実のイメージに置き換かえる。置き換えた特ド異メ領イ域ンのイメージを二つつなぎ合わせ、再び数字に戻もどすと特異点方程式が出来上がる。それは二区画分を覆おおう特ド異メ領イ域ンの領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰだ。この方法ならば、比ひ較かく的平易な特異点方程式を解き続けることで、領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの大きさを足していくことができるだろう。清せい十じゆう郎ろうはそれを地道に繰くり返し、ついに世界国家第一大学を丸ごと覆う領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの作成に成功する。だが、すでに一時間三〇分ほどが経過していた。

　賢けん悟ごが必要とする特ド異メ領イ域ンは今作成したものよりも遙はるかに大きい。清十郎は更さらに特ド異メ領イ域ンの範はん囲いを広げようとしたが、しかしそこから先は何度試ためしてもイメージが上う手まく数字に置き換えられなかった。計算間ま違ちがいによる領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰのエラーを量産している内に、時計の針は賢悟がプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつに到とう着ちやくしてから二時間が経過したことを示した。
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　一体、今は何時なのか。周囲のあらゆる物が半はん透とう明めいになっている地下実験施設の通路上で賢悟は目覚めた。体は床ゆかに寝ねそべっていて、全身の力がまるで入らない。賢悟は直前の記き憶おくを振ふり返った。

　全身を斬きり刻まれ、今にも地面に激げき突とつしようという最中さなか、賢悟にはマテリアルロウを展開する猶ゆう予よがあった。正体不明のマテリアルロウを受け絶命していないのは、織お田だ幽ゆう玄げんが刀を鞘さやに納める瞬しゆん間かんに光歩コウホを展開できたからだろう。彩あや世せがそのマテリアルロウの狙ねらいは逸そらしたことを知っていた彼は、同じようにして急所を外したのである。恐おそらく、あのマテリアルロウは織田幽玄も完全に使いこなせていないのではないか。賢悟はそう仮説を立てていた。

　僅わずかな時間を使い、賢悟はまずカナに麦藁ストローの防ぼう壁へきを展開する。次に応急処置ファーストエイドを展開して傷の自然悪化を防いだ。落下する体はカナと離はなれていき、代わりに地面が迫せまってくるが、減速は間に合いそうもない。初めからそれを見越こしていた賢悟は限りなく透とう明めいに近い地面めがけて飛行フライトの舵かじを切った。

　完全に霊れい化か物質と化していた地面はその性質を失い、賢悟の体をすり抜ぬける。その瞬間、無数の幽ゆう気き線せんが体に降り注ぐようなおぞましい感覚を覚える。想像以上に傷が深いのか朦もう朧ろうとする意識の中、霊化した地面をすり抜けながらも、何とか落下速度を飛行フライトで減速させていく。

　八層、九層、一〇層まで落ちたか。ようやく落下速度がゼロになり、賢悟は飛行フライトでその場所に浮遊する。かろうじて霊化していない床を見つけ、そこに降り立つ。瞬間、全身の力が抜けていき、そのまま気絶したのだった。

「さて、どうしたものか」

　ナノスマートフォンを開こうとしたが、霊れい化か汚お染せんの影えい響きようで起動しなかった。応急処置ファーストエイドのおかげで傷口は悪化していないが、そうでなければ死んでいてもおかしくない出血量である。着ていた防護服は真っ赤に染まっている。再生手術オペを展開できればいいのだが、残念ながらダウンロードできなかった。マテリアルのダウンロードが観測と認にん識しきによって難易度があるようにマテリアルロウのダウンロードも同様なのだろう。賢けん悟ごにとって再生手術オペのダウンロードは難しかったのだ。

　身を起こそうとしたが、しかしできなかった。体の損傷もさることながら、霊れい化かが進んでいるのだろう。どれだけ気を失っていたかはわからないが、防護服もボロボロで殆ほとんど用をなしていない。頭部を覆おおっていたフルフェイスヘルメットに至っては破損が激しかったのか落下途と中ちゆうにどこかへ落としてしまったようだ。この状態で麦藁ストローもなしに霊れい化か汚お染せんに曝さらされたのだから、むしろ生きているのが不思議なぐらいだ。僥ぎよう倖こうと言ってもいいかもしれない。

「ふむ。どうやら仮説が当たったのかもしれぬな」

　一人呟つぶやいて、賢悟はダイレクトインターフェースにて飛行フライトを展開、その引力を利用して体を起こす。そして、麦藁ストローの防壁を展開した。更さらに距離倍増エクステンデツトを重ねがけしようしたが、失敗する。頭が若じやつ干かん、朦もう朧ろうとする今の状態では特ド異メ領イ域ンの重ねがけを脳が処理しきれないのだ。仕方なしに単一の距離倍増エクステンデツトを全身に展開した。

　選せん択たく肢しは二つ。進むか。戻もどるかだ。記き憶おくの限りでは一〇層エリアまで落下した。ここは霊化汚染が極きよく端たんに強く、賢悟のコンディションは万全とは程ほど遠い。更に一いつ緒しよに来たカナとははぐれてしまった。当初の予定とはまるでかけ離れた状じよう況きようと考えていいだろう。

　だが、賢悟が選択したのは前進だ。今、引き返せば霊化汚染は確実に地球を覆い尽つくす。それだけはなんとしてでも避さけなければならない。

　そういう意味では一〇層エリアまで一気に来られたのは幸いだっただろう。清せい十じゆう郎ろうの情報からすれば、ここに目的のものがあるはずだ。賢悟はそれを探そうと飛行フライトを展開し、通路を飛んだ。突とつ如じよ、彼を襲おそったのは激痛だ。

「……はっ……あ……」

　肌はだを撫なでる空気の一ひと粒つぶ一粒が鋭えい利りな刃は物ものと化したかのように、全身の傷を刺し激げきする。応急処置ファーストエイドを閉へい塞そくすれば次の瞬しゆん間かんに即そく死しすることは間ま違ちがいない。現代医い療りようの発展に感謝しつつ、歯を必死に食いしばっては痛みに耐たえて、ひたすら前進した。

「まったく、これは本格的にやばそうではないか」

　疲ひ労ろうのせいか霊化汚染のせいか、今度は視界がぼんやりと歪ゆがむ。見えなくなれば打つ手がないと全神経を集中して目を凝こらした。

　まだ、かろうじて見えている。それを確かく認にんし、更に奥へと進んでいくと、ぼんやりとした視界に目的地が現れた。

　中央観測室である。天叢雲剣アメノムラクモで扉とびらを吞のみ込もうとしたが何も起こらない。完全に霊化しているのだ。賢悟は霊化が進むのを覚かく悟ごの上でそのまま扉に突つっ込んだ。体の内部から幽ゆう気き線せんを直接浴びせられる嫌いやな感覚を味わうも、幽ゆう霊れいになる前に部屋の内部へと辿たどり着く。

　麦藁ストローの防ぼう壁へきを一番外側がわの部分のみを残して閉へい塞そくし、辺りを見渡わたす。そこには半はん透とう明めいになった男女が数名いる。衣服の左胸にダブルエスのワッペンを付けた彼らは人類進化計画の元研究員だ。今は完全に霊化して幽霊となっている。

　賢けん悟ごは丁度人が一人入るサイズの立方体の麦藁ストローを展開し、その麦むぎ藁わらの棺ひつぎの中に幽霊を一人ずつ隔かく離りしていった。それを終えれば、今度は麦藁ストローを中央観測室の壁かべや床ゆか、天てん井じように張り巡めぐらせ、その部屋の内部を丸々覆おおう。最後に椅い子すやモニターなどの機材に麦藁ストローを展開して、可能な限り霊れい化か汚お染せんの影えい響きようを防ぐ。

　賢悟の目の前に残ったのは、幽霊となった園その崎ざき重しげ久ひさだけだ。

「まったく無む謀ぼうな計画を立ててくれたものだ」

　生きていれば徹てつ底てい的に詰なじってやったものをと思いつつ、賢悟が独ひとり言ごちる。

　すると──

「そうでもねえよ」

　ついに幻げん聴ちようまで聞こえてきたのかと思った。決して返ってくるはずのない言葉が返ってきたのである。彼は事実を確かく認にんしようと園崎を注意深く観察する。体は完全に半透明化しており、微び動どうだにしない。無論、生きている気配はまったく感じられない。

　しかし、その男は言った。

「なにを腑ふに落ちねえ顔してやがんだ。天才のくせに俺がなんで喋しやべれるのかがわからねえってか？」

　幽霊と成り果ててなお、園崎はまだ生きていた。理由はまるでわからないが、賢悟は事実をありのままに受け入れ、先さき程ほど思ったことを真っ先に実行へと移した。

「いいや。吾輩わがはいがわからないのはこの期ごに及およんでなぜ、貴様に反省の色が見えないのかということでな。認められないなら吾輩がはっきり言ってやるが、園崎重久、貴様の人類進化計画は完全に失敗したぞ」

　園崎の表情に変化は見られない。しかし、場の空気からか、賢悟は彼が笑ったように感じた。

「状じよう況きようがわかってねえようだな。人類進化計画ってえのは、凡ぼん人じんが天才を超こえるための計画なんだよ。今、凡人が起こした特異領域災害ドメインハザードに、世界中の天才がてんやわんやの大おお騒さわぎだ。計画は大成功ってえもんだろうが」

「負まけ惜おしみはそのぐらいにしておくのだな。それではただの阿あ呆ほうだ。貴様がなにをしたいのか皆かい目もくわからん」

　会話を交かわしながら賢悟は園崎を注意深く観察する。霊化しているのは間ま違ちがいがない。体を動かすことは完全にできないようだった。彼が最も早はや、喋ることしかできない状態ならば何も問題はないだろう。だが、そうでないのなら、万一に備えて出方を慎しん重ちように窺うかがう必要がある。そして、賢悟は彼の口調や発する言葉から嫌な気配を感じていた。

「俺は、いや俺達はよ。一いちノの瀬せ賢けん悟ごという科学の災さい厄やくを生み出しちまったんだよ。だから、その責任をとらなきゃなんねえ。これはそのために必要なことってえわけだ。理り不ふ尽じんなのは百も承知だ。人間の勝手な都合に巻き込んだのはすまなく思っているさ」

　それは賢悟に対する明確な敵意の表れだった。

「笑わせてくれるわ。吾輩わがはいが一体、なにをしたというのだ」

「なにをしたかだと？　忘れてんじゃねえぞ。俺は以前、お前さんの研究でお前さんの代わりに、天才ではない誰だれかが事故を起こすって警告したじゃねえかよ。よく考えてみやがれ。その事故がこの通り起きたじゃねえか」

　確かに人類進化計画は肉体からの解放、ひいては不老不死という最終目的に『外側がわ』という概がい念ねんを利用している。だから、賢悟の内ない外がい理り論ろんがなければ人類進化計画は成立せず、霊れい化か汚お染せんは起こらなかったと言えなくもない。

「そいつはインチキにも程ほどがある暴論だろうよ。本気で言っているなら正気を疑わざるを得まい。自分でやっておいてほら見たことかとは子供の理り屈くつだ」

「つくづくわかってねえんだな、お前さんは。俺ら凡ぼん人じんはそんなもんさ。こじつけだろうと子供の理屈だろうと起きたことには変わりねえ。科学者ならそっから目を離はなすんじゃねえよ。なんなら、もう一つお前さんが信じられねえとっておきを教えてやるよ。こいつは人類進化計画を立てた動機としてぜってえ外せねえ。つっても、お前さんには一度言ったことがあるっちゃあるんだがな」

「時間がないのだ。さっさと言いたまえ」

　園その崎ざきは言う。それは腹の底から絞しぼり出した怨おん念ねんともいうべき響ひびきで、賢悟の鼓こ膜まくを激しく揺ゆさぶる。とても噓うそだとは思えなかった。そして、だからこそ賢悟はその動機を到とう底てい、信じることができない。

「勝ちてえんだよ、俺は。どんな手段でもどんなやり方でもいい。一回で構わねえ。天才って輩やからがぐうの音ねも出ねえぐれえの勝利が欲しいんだ」

　賢悟は真っ向から園崎重しげ久ひさを睨にらみつける。

「お気の毒としか言いようがないがな、園崎。そいつは益ます々ます、狂きよう気きの沙さ汰たというしかあるまい。なにせ、そんなくだらないことのために失敗するとわかりきっている特ド異メ領イ域ン実験を継けい続ぞくして、霊化汚染を巻き起こしたというのだからなっ！」

「くだらねえだろうさ」

　暗い声で園崎は言う。

「お前さんらはいつだって俺ら凡人に勝ち続けてきたんだからな。簡単に手に入る勝利を手放すのはちっとも惜おしくねえだろうよ。だがな、俺にとってはやっとつかんだチャンスだ。それは一生に一回こっきりしか回ってこねえかもしれねえもんさ。世界中を巻き込むかもしれねえ。霊化汚染がどこまで広がるかわからねえ。そりゃ失敗は目に見えてた。だが、可能性はあった。もしかしたら、万が一、成功するかもしれねえっ！　諦あきらめられるわけがねえのさ！　俺だけじゃねえ。人類進化計画に関かかわった奴やつらは全員、うだつの上がらねえ科学者ばかりさ！　だから誰だれも諦めなかった！　だから誰一人諦めきれなかった!!　お前さんには一生わからねえことだろうさっ!!」

　がなり立てた勢いに任せるかのように、園その崎ざきは続けて言った。

「展開１オープンワン！」

　室内全体を対象として網あみ状に広がる特ド異メ領イ域ンが展開される。瞬しゆん時じに特ド異メ領イ域ンの色が黄色に変わり、マテリアルロウが実行される寸前、賢けん悟ごはかろうじて網の目に身をくぐらせた。

「幽気線ゴーストメークっ！」

　赤く染まった特ド異メ領イ域ンは、賢悟が霊れい化か汚お染せんを防ぐために展開した麦藁ストローをみるみる半はん透とう明めい化させていく。まさに霊化汚染と同じ現象──いや、それよりも数段強いだろう。考えられることは一つだ。

「この阿あ呆ほうが。よもや幽ゆう気き線せんの現象マテリアルをダウンロードしようとはな」

「なあに、簡単だったぜ。しこたま幽気線を浴び続けたおかげでなあっ！」

　ボイスインターフェースを使い園崎が更さらに幽気線ゴーストメークを展開する。今度はまったく逃にげ場ばがなく、室内全体に特ド異メ領イ域ンが展開された。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイによる進しん化か脳のうの効力が続いているのか、範はん囲いが広くなったにもかかわらず特ド異メ領イ域ンの色は瞬時に黄色に変わる。

「幽気線ゴーストメークっ！」

　赤く染まった特ド異メ領イ域ンが、幽ゆう霊れいとなった研究員の姿を露あらわにする。常時展開した麦藁ストローが霊化してしまったのだ。それは幽霊が発する幽ゆう気き線せんよりも幽気線ゴーストメークの方が遙はるかに幽気線力が強いという証明だろう。賢悟がそのマテリアルロウを分ぶん析せきするや否いなや、宙に浮かんでいた彼の体は徐じよ徐じよに降下して半透明化した麦藁ストローの上に足をつく。更さらに幽ゆう玄げんにやられた全身の傷口から血が溢あふれた。

　飛行フライトと応急処置ファーストエイドの効力が弱まっている。幽気線ゴーストメークが特ド異メ領イ域ンに干かん渉しようし、マテリアルロウさえも恐おそるべき速度で霊化させているのだ。飛行フライトの引力が更さらに弱まり、賢悟は床に膝ひざを突ついて、ひれ伏ふすように上半身を折った。すでに飛行フライトの力がなければ立てないほどの重傷なのだ。その上、傷の進行を停止させていた応急処置ファーストエイドもその力を弱め、血が体中から抜ぬけていく。出血多量で意識は朦もう朧ろうとなり、幽気線ゴーストメークは刻一刻と賢悟の霊化を加速させる。

「は。なんだそりゃ。死にかけじゃねえか。そりゃあもう駄だ目めだろ。死ぬのが先か霊化するのが先かってやつだ」

　床ゆかに這はいつくばるようにして立ち上がることすらできない賢悟と、彼を見下ろすかのように直立した園崎重しげ久ひさ。優位に立っているのは誰なのか今更、言うまでもない。その絶体絶命の状じよう況きようで、しかし一いちノの瀬せ賢悟はいつもと変わらない不ふ遜そんな声で反論した。

「死ぬのが先か、霊化が先かだと？　阿呆め。そんなこともわからないから貴様は、人類進化計画に失敗したのだっ！」

　瞬しゆん間かん、赤色の特ド異メ領イ域ンが幽ゆう霊れいと化した研究員の一人を覆おおう。すぐに変化は起こった。半はん透とう明めい化した幽霊の足あし下もとがほぼ透明に近くなり、そして完全に消え去ったのだ。その現象は足下から上半身に向かって波は及きゆうするかのように広がり、やがて完全にその幽霊は消しよう滅めつした。

「な……」

「かんらから、かんらからから、かんらかんらよ！」

　園その崎ざきの驚おどろきをかき消すように賢けん悟ごは高らかに笑う。まるで、すべての謎なぞを解いたと言わんばかりに。

「……いってえ、なにをしやがった？」

「やれやれ、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの開発者がわからないとは、そっちの方が驚きなのだがな。よく考えてみたまえよ。そもそも、脳に技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開すると幽ゆう気き線せんが発せられるようになるのはなぜだ？」

　園崎は答えない。答えないことが賢悟の仮説を更さらに裏付ける一因となった。

「言えるわけがあるまいな。なぜなら、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイのメインマテリアルは生の性質マテリアルだ。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは大原則として、生きているという性質を特ド異メ領イ域ン内に付ふ与よする特性を持つ。だが、このマテリアルロウはそもそも生きている人間に展開したところでなんの効果も得られまい。だから、貴様は技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開したまま人類進化計画の参加者を殺したのだ」

　脳を破は壊かいされて死ぬはずの人間は技術的特異点テクノロジカルシングラリテイによって生の性質が与あたえられているため、蘇よみがえる。いや、死にきれないというのがこの場合は適切だろう。そして、この時、脳から幽気線が放出されるようになる理由は物理法則の調整性にあると賢悟は仮説した。

　特ド異メ領イ域ンは物理法則に優先する力を持つため、それが閉へい塞そくされた後も、物理法則に矛む盾じゆんを来きたす結果をもたらす場合がある。その矛盾を解消するのが物理法則の調整性であり、その内の一つが収しゆう縮しゆく調ちよう整せいである。たとえば、清せい十じゆう郎ろうがセットアップしている施設保護膜ワツクスは蠟ろうにダイヤモンドの性質を付加した保ほ護ご膜まくであり、展開すればダイヤモンド並の硬こう度どと輝かがやきを持った蠟を生成することができる。しかし、このような蠟は物理法則に矛む盾じゆんを来す。そのため、物理法則が緩ゆるやかに矛盾を収縮させ、やがてはなかったことにしてしまう。一定期間が経過すれば施設保護膜ワツクスはダイヤモンドの性質を失い普ふ通つうの蠟に戻もどってしまうのだ。

「収縮調整が技術的特異点テクノロジカルシングラリテイに発生すると考えればどうなるか。本来は生命活動を停止している人間が生きているという矛盾を解消するために、物理法則は緩ゆるやかにその人間を死に向かわせるだろうよ。そして当然、貴様らは定期的に技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開することでその収縮調整から逃のがれていた。そのため、通常の方法では矛盾を解消できなくなった物理法則がこの世に幽気線を生み出すという新たな現象を起こしたのだ」

　幽気線に触ふれたものは次し第だいにあらゆる性質をなくしていく。それは死んでいなければならない人間を殺すための収しゆう縮しゆく調ちよう整せいだと賢けん悟ごは言っているのだ。

「幽ゆう気き線せんは人を緩ゆるやかに死へと導く。半はん透とう明めい化させ、血液や骨、臓器、人体のあらゆるものを無に近づけ、生物としての性質を奪うばい去る。では、その緩やかに死へ向かう過程の初期段階、半透明化の更さらに前には一体、何が起こっているのか？　それは生の一要素である個性の消失だ。だから、霊れい化かした脳同士は幽気線に結ばれ一つのものになる。もしかすれば、物理法則にとって、矛む盾じゆんしているものの数は少ない方がいいという理由かもしれんがな。ともかく幽気線は真っ先に、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイによって矛盾を起こした脳すべてを、まとめて単一のものへと変化させるのだ。人類進化計画ではこの個性の消失による一体化の現象を距離倍増エクステンデツトで極限まで抑おさえ込み、知能の共有を成立させていたというわけだ」

　園その崎ざきは進しん化か脳のうによる知能の共有を維い持じしつつも、霊化が第二段階へ進まないように距離倍増エクステンデツトを重ねがけし、進行を極きよく端たんに遅おそくした。一向に矛盾が解消されないことから物理法則は、幽気線を矛盾の原因である進化脳以外のものにまで影えい響きようを与あたえるように変化させてしまったのだ。

　それによって通常の物質が霊化し、霊れい化か汚お染せんが広がり始める。幽気線力は益ます々ます強くなった。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開した人間の霊化が進み、死に近づく。だが、完全な死をもたらすには距離倍増エクステンデツトが邪じや魔まだった。だから、それを乗り越こえるべく、いよいよ幽気線は特ド異メ領イ域ンにさえ影響を与え始めたのだ。

「つまり、霊化とは遅ち々ちとした死の過程であり、進化脳が引き起こしている矛盾を解消するための収縮調整だ」

　物理法則の調整性は特ド異メ領イ域ンが引き起こした現象が世界に与える矛盾が強いほどに、その力を増すと考えられる。死んだはずのものが生きているということは世界にとって極きわめて矛盾が強いのだろう。だから、霊化汚染という地球を滅ほろぼしかねない特異領域災害ドメインハザードを引き起こした。

「幽気線は本来、死に向かうべきものが死に向かわない場合にこそ、その力を発揮する。よって、今まさに死にかけている吾輩わがはいはすでに刻一刻と死へ近づいているため、霊化が極きよく端たんに遅おくれる。ならば、どう考えても幽ゆう霊れいになるより死ぬのが先に決まっていよう。科学者ならもっとよく考えてから喋しやべるのだな」

　織お田だ幽ゆう玄げんが霊化しなかったのも同じ理由だ。あの時、彼は半身を失いまさに死の直前だった。そして、麦むぎ藁わらが幽気線に強い抵てい抗こう力りよくを持つ理由は、麦藁が麦という植物が死んだ残ざん骸がいであるためだ。恐おそらく、綿や絹、また動物の皮などの天然素材も幽気線に強い抵抗力を示しただろう。木造建築の家も然しかりだ。しかし、特異領域制御装置ＤＣＵの開発により、天然素材は殆ほとんどマテリアルロウによって生成される複合素材に取って代わられた。そうでなければ、霊化汚染はここまで急速に進まなかったはずだ。

　賢悟はその仮説から、逆算することにより技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの構成マテリアルや、進化脳の仕組み、そして人類進化計画の実態を推すい測そくしたのである。

「以上を踏ふまえてだ。貴様に質問しよう。霊化汚染とは収縮調整だ。だとすれば、霊化汚染を止めるにはどうすればいい？」

　はっとしたかのように園その崎ざきが反応する。霊れい化か汚お染せんを止めるには物理法則の矛む盾じゆんを解消すればいい。つまり、霊化汚染を加速させればいいのだ。

「閉──」「遅おそい！」

　園崎が幽気線ゴーストメークを閉へい塞そくするよりも早く賢けん悟ごは最短路線ラインを展開した。五人の研究員がその特ド異メ領イ域ンに覆おおわれる。幽ゆう気き線せんは霊化物質との距きよ離りが近づけば近づくほど幽気線力を増す。強力な幽気線を放つ幽気線ゴーストメークを逆に利用し、幽霊に向かってゼロ距離で照射させるように最短路線ラインを使ったのだ。それにより五人の幽霊の霊化が急速に進み、完全なる死へと近づく。園崎が幽気線ゴーストメークを閉塞した頃ころ、彼らは頭部を残して体を消しよう滅めつさせていた。

　同時に賢悟は大量の血を吐はいた。彼の体は霊化しないほどに死へと近づいている。しかし、幽気線ゴーストメークが閉塞された今、応急処置ファーストエイドの効力が復活した。

　園崎は一いつ瞬しゆん、焦あせったような気配を滲にじませたが、賢悟の傷を見ると平静を取り戻もどして言った。

「どうやらお前さんもそろそろ限界のようじゃねえか。確かに霊化はしねえだろうが、その体で俺を消すまで保もつものかよ。いっちょ我が慢まん比べと洒しや落れ込もうや！」

　ボイスインターフェースにて園崎は再び幽気線ゴーストメークを展開する。これを利用して幽霊を消滅させることはできるが、同時に応急処置ファーストエイドの効力が弱まり賢悟の傷が開く。彼は応急処置ファーストエイドなしではいつ死んでもおかしくないぐらいの重傷だ。園崎はそれを見越こして、どちらが先に死ぬかの我慢比べを迫せまってきたのだ。

「まったく貴様はいちいち一いつ手て遅いのだ」

　ダイレクトインターフェースを用い、賢悟は五体の幽霊同士を最短路線ラインで結ぶ。霊化が進めば進むほどに幽気線力は強くなっている。頭部だけになった幽霊の強い幽気線力が五体分、更さらにゼロ距きよ離りで幽霊達に照射され、幽気線ゴーストメークと相まって幽気線力を強める。

「終しまいだっ！　消えたまえよっ！」

　賢悟は結んだ最短路線ラインの中心から園その崎ざきへ向かって更に最短路線ラインを展開した。五体の幽霊が消え去る寸前の強い幽気線に照射され、園崎の体が弾はじけ飛ぶかのように急速に消しよう滅めつを始める。彼は幽気線ゴーストメークを閉塞して、自分自身に特ド異メ領イ域ンを展開した。それは霊化を抑よく制せいするための距離倍増エクステンデツトだろうか、その色はすでに赤く染まっていたが彼の消滅は僅わずかも減速せず、十数秒ほどで完全に消え去った。

　中央観測室から幽霊はすべて消え去り、園崎がいた場所に残されたのは一つの特ド異メ領イ域ンだ。恐おそらく技術的特異点テクノロジカルシングラリテイだろう。進しん化か脳のうは特異領域制御装置ＤＣＵをも共有していた。園崎が消えたとしても、別の進化脳の特異領域制御装置ＤＣＵが技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開させ続けているのだ。

　ともあれ、幽気線力の強い場所で最短路線ラインを駆く使しすれば幽霊を消滅させられることがわかった。幽霊が消滅する際に発する強い幽気線にも、死にかけの体でなら霊化せずに耐たえきることができる。そして恐らく物理法則に矛む盾じゆんを来きたしている進化脳を持った幽霊を消し去れば、霊化汚染を収束させることができる。少なくとも、この実験施し設せつにいる進しん化か脳のうを持った幽ゆう霊れいを消しよう滅めつさせれば霊れい化か汚お染せんはかなり収まるはずだ。

　賢けん悟ごが別の幽霊を捜さがすため、中央観測室の外へ向かおうとする。その時、どこからともなく不気味な声が聞こえた。

「完かん了りようしたぜえ。人類進化計画がよ」

　二度と聞くはずのなかったその声は園その崎ざき重しげ久ひさのものだ。辺りを見回すが当然、彼の姿はない。幽霊となった彼は確かに消滅したのだ。

「死の性質マテリアルをダウンロードしたって言えばわかるかよ？」

　死の性質マテリアルは第一級のレアマテリアルだ。理論上は存在を確かく認にんされていたものの、ダウンロードに成功した科学者はいない。それどころかダウンロードは不可能と言われていた。なぜなら、死を人が本当の意味で理解できるのは実際に死んだ時だけだからだ。それを園崎重久は、自身の体を限りなく死に等しい状態に近づける霊化汚染を利用し、自らが消滅する間ま際ぎわ、つまり極きわめて死と近似になるその瞬しゆん間かんに成し遂とげたのだ。まさに執しゆう念ねんと言うしかない。彼が行ったのは命いのち懸がけのダウンロードだ。

　そして今、目の前に起きている事象と、その死の性質マテリアルをダウンロードしたという事実から、彼がしたことは想像に容易たやすい。

「人類進化エヴオリユーシヨンと名づけようか。俺は肉体の死を超ちよう越えつした最初の人間っつーわけだ」

　一定の条件を満たした人間に人類進化エヴオリユーシヨンを展開すれば、肉体の死を超越することができる可能性があった。条件とはすなわち幽霊であることだ。収しゆう縮しゆく調ちよう整せいにより死へと近づく幽霊に、死の性質を付加する人類進化エヴオリユーシヨンを展開すれば、それ以上霊化は進まない。一方でまだかろうじて生きていると考えられる幽霊に、死の性質を付加するということは霊化汚染と逆の現象が起こる。つまり、収縮調整によって生へと近づくのだ。一方の収縮調整が園崎を死へと誘いざない、もう一方が生へと導く。収縮調整自体が矛む盾じゆんすることにより、発はつ散さん調ちよう整せいが起こる。つまりは生と死両方の性質を備えた人類がこの世に存在するという物理法則が成立し、園崎を人から進化させたのだ。その結果が肉体からの解放だ。

「一いちか八ばちかにも程ほどがある実験ではないか」

「そのための技術的特異点テクノロジカルシングラリテイだ。これで人類は進化を果たす。すべて人類進化計画の予定通りだ！」

「馬ば鹿かは大たい概がいにするのだな。その人類進化エヴオリユーシヨンが人類を絶ぜつ滅めつさせんとも限らんだろうよ。貴様はともかく他ほかの人間に試ためすなら五世紀は待ってからにしたまえ。なに、本当に不老不死なら一いつ瞬しゆんに等しい時間だ」

「必要ねえよ。人類進化エヴオリユーシヨンが起きたのは偶ぐう然ぜんじゃねえんだ。霊化した人間の脳からは幽ゆう気き線せんが発せられる。それはつまり進化脳につながる経路があることを意味している。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイは人類進化計画の参加者の他にも、霊化した人間の脳を進化脳につなげているってことだ。おかげで共有した脳は一〇〇〇万人をとっくに超こえた。今、俺の知能はお前さんよりも遙はるかに優ゆう秀しゆうだ。つまり、人類進化エヴオリユーシヨンは、完かん璧ぺきってわけよ。何世紀経たとうと綻ほころびなんざ出ねえ。言ったじゃねえかよ。人類進化計画は完かん了りようした！」

「阿あ呆ほうめ。完璧な科学などそもそもこの世には存在するわけがあるまいよ。吾輩わがはいの目が黒い内は、人類進化計画などという暴挙をこれ以上、許すはずがなかろう！」

「うるせえこって」

　賢けん悟ごの体に特ド異メ領イ域ンが展開される。それはみるみる内に賢悟の傷を癒いやし、肉体を再生した。再生手術オペだ。今まで死に近づく重傷だからこそ霊化しなかった賢悟は、これで幽ゆう気き線せんの影えい響きようをまともに受ける。そんな回りくどい手を使ってまで霊化させようというのなら、園その崎ざき重しげ久ひさの狙ねらいは賢悟を人類進化エヴオリユーシヨンで進化させることだろう。

「幽気線ゴーストメーク」

　光歩コウホで回かい避ひしようと思ったのは判断ミスだった。パターンレーダーを見れば、その特ド異メ領イ域ンは地下実験施し設せつ全体に展開されていて、逃にげ場ばなどなかった。幽気線ゴーストメークと施設全体が霊化物質と化すことによって照射される大量の幽気線を浴びれば、間ま違ちがいなく一いつ瞬しゆんで幽霊と化す。咄とつ嗟さに展開するマテリアルロウを麦藁ストローの防ぼう壁へきに切り替かえようとしたが、間に合わない。今度は賢悟が一いつ手て遅おそく、目に見えない大量の幽気線から身を躱かわす術すべがなかった。

　その時、目の前を光が走った。

　視界に映るのは赤く染まった特ド異メ領イ域ンと、何もかもが透とう明めいな世界。

　迫せまってくるのは、あらゆる性質を消失させるおぞましい現象。だが、賢悟は自身に降りかかる幽気線のすべてを浴びることはなかった。

　目の前に立ちはだかった和装の男が降り注ぐ幽気線の半分以上を受け止めていたからだ。

　幽気線ゴーストメークによって、応急処置ファーストエイドの効力が弱まったか、その男の体から血が大量に流れ出ていく。羽は織お袴はかまはボロボロで、被かぶっていた笠かさは見あたらない。

　そして、露あらわになったその顔には見覚えがあった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　今までの重低音とは違ちがう懐なつかしい声を聞き、賢悟は自身の言った言葉を思い出した。

　恐おそるべき特異領域災害ドメインハザードが襲おそいかかろうとする時、母親は我が子を守りきることができないだろう。けれど、彼女は間違いなく我が子を抱だきしめ、最後の一いつ瞬しゆんまでその子の盾たてとなるに違いない。

　目の前の男は母親ではないけれど、決して血はつながっていないけれど。

「すまなかったな、賢悟」

　ついさっきまで死し闘とうを演じていた織お田だ幽ゆう玄げんは彼に向かってそう口にした。
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　神の使徒と化した男は何の躊躇ためらいもなく科学者を斬きり続けた。考えることを放ほう棄きし、ただ神の意志を実行する機械と化したのだ。

　それから、同じ日々がどれだけ続いたか。いつもの如ごとく彼に新たな天てん啓けいが下る。それはやはり、『外側がわ』に近づく科学者の抹まつ殺さつで、彼は神の意志に従い、当たり前のようにその科学者の命を奪うばおうとした。

　何度、失敗しただろうか。神の使徒である男が、神の力をもってしても神の意志を果たすことができず、遭そう遇ぐうする度たびにその科学者を取り逃にがした。それほどまでに強敵だったのだ。

　男は命を捨てる覚かく悟ごで相打ちを狙ねらうことを決意する。そうして、絶好の機会が訪おとずれた。絶対に狙いを外しようのないタイミングで、刀を鞘さやに納める瞬しゆん間かん、あるいは自分が地面に叩たたきつけられる瞬間だったかもしれない。男は初めて神に敵対する科学者の顔を見た気がする。

　まだ幼い、一〇代の若者だった。心しん覚かくを有する彼は展開したマテリアルロウによって、その科学者の全身が斬り刻まれるのを、まるでスローモーションかのように感じていた。最も早はや、助かるまい。天啓を果たし、これでようやく眠ねむれる。そう思った瞬間のことだ。唐とう突とつにその科学者が誰だれだか思い出したのである。

　絶対に忘れるはずがない。それなのに、今の今まで完全に忘れていた。彼を手にかける、まさにその時まで気がつきもしなかった。

　あろうことか、その科学者は、彼が愛してやまなかった息子むすこだったのだ。

　まだ死ねない。男はそう思った。

　死んでも死にきれなかった。

　こんな再会はあんまりだ。こんな悲劇はないだろう。神を信じ、神の使徒と化したその男は、初めてその神を心の底から恨うらみ、憎ぞう悪おしたのだ。

　そうして、消えゆく命を寸前のところでマテリアルロウでつなぎ止め、再び立ち上がった。

　その男の名は織お田だ幽ゆう玄げん。

　本名を一いちノの瀬せ賢けん蔵ぞうという。
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　頭がまともに働かなかった。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠ぎ牲せい者となったはずの父親が、賢けん悟ごの目の前で倒たおれていた。

　生きていたなら、なぜ姿を現さなかったのか。なぜ統とう一いつ宗しゆう教きようの過激派などやっていたのか。なぜ自分の命までも奪うばおうとしたのか。そして、なぜ最後の最後で身を挺ていして自分を庇かばったのか。

　湧わき出てくる無数の疑問に、けれども死に瀕ひんした父はきっと答えることができないだろう。

　賢けん悟ごは麦藁ストローの防ぼう壁へきを幾いく重えにも展開して幽気線ゴーストメークから可能な限り身を守った。

「賢悟。聞いて……くれ」

　掠かすれそうな父の言葉に耳を寄せて、必死に聞こうとした。

「今まで……隠かくしていたが、お前は俺の子、じゃない。俺とお前は他人なんだ。だから、気に病やむこと、は何も……ない」

　その言葉で賢悟は頭に浮かんだ疑問がどうでもよくなった。父はただ間ま違ちがえた。今はそれに気がつき、後こう悔かいしている。それでいいではないか。人はとてもくだらない、非常に簡単な間違いを犯おかすことだってあるのだ。それを昔は許すことができなかった。

　今は違う。だから、ありったけの声で叫さけんだ。冥めい土どに向かう父を引き止めるように。

「馬ば鹿かを言うな。馬鹿なことを言うなよ！　俺は最初から、全部知っていた。全部、知っていたんだよ。それを今いま更さら、違うって？　血のつながりがないって？　そんなのないだろ。いいか、よく聞けよ。聞いてくれよ。血のつながりが一体、なんだっていうんだ。そんなものがそんなに大切なのかよ！」

　昔は怖こわくて聞けなかった。どうして赤の他人にすぎない自分を実の子供のように育てているのか、と。怖いから、父の思いに応こたえるためと言い訳を作って聞かなかった。

　だけど、なんてことだろう。彼の父親は、親に殺されそうになったという事実を残さないために、自分が実の親でないことを打ち明けたのだ。

　一体、なにを恐おそれていたのだろうか。一体、何が怖かったのだろうか。父親はいつだって彼のことを考えていたのに。多分、自らが死にゆくこの瞬しゆん間かんにも。

　だから、今度は彼が言うのだ。かつて父親が当たり前にしてくれたことを、今度は彼が返すのだ。

「俺はあんたの息子むすこだ。父さん」

　父は満足そうに微ほほ笑えみ、言った。

「優やさしい子に育ったな、賢悟」

　何も言えなかった。ただ涙なみだが溢あふれた。別れは本当にすぐそこだ。幽気線ゴーストメークの影えい響きよう下で父を助けるマテリアルロウは存在しない。手を握にぎると、弱い力で父は握り返してくれた。

「……喧けん嘩かの原因を覚えているか？」

　問われたままに賢悟は頷うなずく。父は脇わき差ざしを抜ぬき、虚こ空くうへと刀身を向けた。

「それが、このマテリアルロウの正体だ」

　あの証明不明のマテリアルロウのことなのだろう。賢悟には今、なぜ父がその話をするのかわからなかった。交かわさなければならない会話が他ほかにあるような気がした。

「ダウンロードしろ。それが神につながる鍵かぎの一つだ」

　口を挟はさむ間もなく、父は正体不明のマテリアルロウを展開する。しかし、今回は刀を鞘さやに納めず、いつもは目に見えていなかった特ド異メ領イ域ンが視界に映った。賢けん悟ごはそれにゼロマテリアルロウを展開する。すぐにダウンロードは完かん了りようした。

　これでいいのかと視線を父の顔に戻もどす。父はまた満足そうに頷うなずき、言った。

「人類進化計画なんてぶっ潰つぶしちまえよ」

　返事をしようとしたら、父は目を閉じて眠ねむった。

　そして、そのまま目覚めることはなかった。

　次し第だいに麦藁ストローの防ぼう壁へきが半はん透とう明めい化を始めた。賢悟は父の打うち刀がたなを手に取り、鞘から抜ぬき放ち、自らの腹に刃やいばを突つき刺さした。応急処置ファーストエイドを展開し、今度は右胸の辺りを貫かん通つうする。

「さっきの麦藁ストローといい悪あがきが好きじゃねえか。んなもん時間稼かせぎにもならねえよ」

　園その崎ざきが言い、再生手術オペのマテリアルロウを賢悟に展開する。通常、再生手術オペは対象に接せつ触しよくしなければ展開できないが、肉体から解放された園崎はどういう仕組みなのかその限りではないようだ。

「経緯はよくわかんねえが、お前の親父おやじさんも黙だまって見ていればいいものをな。お前さんは進化するだけで死ぬわけじゃねえ。言い方は悪いが、こりゃ無む駄だ死じにってもんだ」

「黙だまれ。無駄などではない。おかげで、間に合ったのだ」

「今いま更さら、なにが間に合ったってえんだ？」

　二人の会話に、平へい坦たんな声が割って入った。

「特異領域制御ドメインコントロール」

　室内に展開されていた幽気線ゴーストメークが閉へい塞そくされる。言うまでもなくカナの仕し業わざである。彼女は霊れい化か物質と化した壁かべをすり抜けて中央観測室までやってきた。

「助けにきました、マスター」

「甘えよ」

　幽気線ゴーストメークは特異領域制御ドメインコントロールで強制閉塞できる。だが、園崎は幽気線ゴーストメークを十と重え二は十た重えにも重ねがけで展開した。特異領域制御ドメインコントロールで干かん渉しようできる特ド異メ領イ域ンは一つのみだ。強制閉塞するのは一いつ瞬しゆんだが、進しん化か脳のうを有する園崎の特ド異メ領イ域ンは通常よりも展開速度が数段速い。結果、幽気線ゴーストメークを消しては現れての繰くり返しとなり、やはり霊化してしまうのは時間の問題だった。

　そのうえ園崎は肉体からの解放を果たしている。どうすれば攻こう撃げきが通るのかも定かでなければ、実際に不老不死である可能性もあった。

「天才は凡ぼん人じんに勝ち続けてきた。簡単に手に入る勝利を手放すのは惜おしくない。だから、天才に自分達の気持ちは一生わからない。園崎、確か貴様はそう言ったな？」

　賢悟は問う。それは園崎には無視できない内容で、ボイスインターフェースしか使えない彼は回答するために特ド異メ領イ域ンの展開を一時中断した。

「ああ。そうだろうがよ。実際、お前さんはなんで俺がここまで人類進化計画の完了に拘こだわるのかわかってねえんじゃねえか？」

「まあ、そいつについては皆かい目もく見当がつかんがな。貴様の主張には一つだけ誤りがある。いや、見えていないといった方が正しいか」

　園その崎ざきは幽気線ゴーストメークの展開を再開しようともせずに黙もつ考こうする。それはすでに勝利を確信した者の余よ裕ゆうか、それともそれほどまでに天才という存在に執しゆう着ちやくしているのか。賢けん悟ごにはわからない。だが、無言が生み出す張り詰つめた空気は、妄もう執しゆうとも言うべき情念を内包していた。

「なにが見えてねえってんだ？」

「天才は勝ち続けた。そして、同時に負け続けてきたのだ。中でも、ずっとずっと長きに渡わたって負け続けてきた男を吾輩わがはいはよく知っている。彼は戦うことすらできずに敗北を繰くり返した。戦うべき相手があまりに巨きよ大だいだと知っていたからだ」

　馬ば鹿かでなければ科学という巨大な敵を相手に立ち向かえないこともある。賢さかしさゆえに、その難問が途と方ほうもないスケールだとわかってしまうのだ。きっと、生しよう涯がいをかけても決して真理などには到とう達たつできないと。

「だが、彼は生まれて初めて戦いを挑いどまなければならない状じよう況きように追い込まれた。その途方もなく大きな難問を前に何度も敗北を喫きつするだろう」

　きっと、賢けん悟ご一人では霊れい化か汚お染せんを解決することが難しいと彼は思ったはずだ。そして、賢悟が出した問題に必死になって取り組んでいるに違ちがいない。

「負け続けた彼はそれでもようやく一歩を踏ふみ出し、吾輩が霊化するまでに必ず霊化汚染を収束する切り札を持ってくるだろう」

　たとえ奇き跡せきが起こらなければ成し遂とげられないことであったとしても、賢悟はそれを待っている。自身が霊化するその直前まで彼の友人が必ず奇跡を起こすと信じる。なぜなら、賢悟はずっと思っていたことがあるのだ。
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　領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの作成は一向に進まなかった。元より賢悟が注文したサイズの領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで出来るものではない。それどころか、清せい十じゆう郎ろうが生涯をかけたとしてもプログラムできるかどうか定かではなかった。しかし、可能性は決してゼロではなく、それ以外に友人を救う手立てはない。

　与あたえられたのは僅わずかな時間、清十郎は人生でかつてないほどの集中力を発揮した。しかし、たちまち疑問が浮かぶ。この解法が合っているのかがわからない。特異点方程式は解法を間違えれば一生解くことができず、そしてその解法は無限に等しく存在する。もっと言えば、使用した解法が合っているかどうか確かめるのは特異点方程式を解くしかないのだ。このまま、まともに計算していても、答えが出るのは何千年後になるかわからない。

　疑問を押しのけて彼は難問に挑いどむ。生まれて初めての挑ちよう戦せんだった。高度な特異点方程式を解くのに必要なのは、たまたま使用した解法が合っているという強運か、通常なら見分けられないはずの正しい解法を探さぐり当てるための閃ひらめきだ。後者は自分にはない。だからといって、運がなければ答えに辿たどり着くまで少なくとも一〇〇年以上かかる計算だ。

　それでも清せい十じゆう郎ろうは目の前の特異点方程式に挑み続け、気がつけば賢けん悟ごがプロジェクトユートピアの地下実験施し設せつに到とう着ちやくしてから四時間が経過していた。自分で提示したタイムリミットの倍の時間が経過してしまったのである。パターンレーダーを見れば、まだ賢悟の特ド異メ領イ域ンは展開されている。だが、今すぐ問題を解いたとして、彼にその領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを伝達する時間があるのか？

　目の前が真っ暗になった。清十郎の頭が瞬しゆん時じに弾はじき出した答えはノーだ。もう間に合わない。彼はその明めい晰せきな頭脳でもってそう悟った。

　その時、目の前にふっと一枚の紙切れが差し出された。メモ帳の切きれ端はしのようである。顔を上げるとそこには彩あや世せがいた。いつもと様子が違ちがう。清十郎にメモ帳の切れ端を差し出している手も、彼を見つめるその視線も、どこか意志が希き薄はくだった。まるで操あやつり人形にでもなってしまったかのようである。

「西さい条じよう、どうした？」

　彩世は答えない。代わりに清十郎の目の前にメモ帳の切れ端を見せた。

　そこには平仮名と片仮名で文字が書かれている。

『ねむるスーパーコンピュータ』

　次の瞬間、彩世の手が清十郎の額に触ふれ、赤い特ド異メ領イ域ンを展開する。全身が一気に脱だつ力りよくしたかのように清十郎の体は椅い子すから崩くずれ落ち、床ゆかに倒たおれた。視界が消え、音も聞こえず、倒れているという感覚すらない。五感がまったく機能していないのだ。まるで体が活動を完全に停止してしまったかのようだ。

　しかし、ただ唯ゆい一いつ、頭だけは光が差したかのように明快に動いていた。清十郎は理り璃りがレクチャーしてくれた言葉を思い出す。

『状じよう況きように応じて頭の中にそれほど必要じゃない領域が出来るじゃないか。たとえば、考えるだけなら足や手を動かすための領域は別にいらないんだ。だから、そういう無む駄だな部分は眠ねむらせて、別のことに脳の容量を使えばいいんだよ。そうしたら特異点方程式を解くのだってずっと楽になるよ。騙だまされたと思ってやってごらんよ』

　これはきっと彼女が言っていた無駄な部分を眠らせた状態だろう。なぜ、こんなことが起きたのかわからなかったが、彼にはそれを考えるより先にやるべきことがあった。

　清十郎は再び領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰの作成に挑ちよう戦せんする。時間の進みがひどく遅おそく、一秒が普ふ段だんの何十倍にも感じられ、そして代わりに頭は何十倍も速く回転した。

　赤道半径六三七八キロメートル、極きよく半はん径けい六三五七キロメートルの回転楕だ円えん体たい、清十郎はそれとほぼ同じ大きさの物体を思い浮かべる。

　地球だ。

　彼にはそのすべてが数字となって見えた。清せい十じゆう郎ろうは頭に浮かんだ無数の数字を片かたっ端ぱしから組み合わせては計算していく。次々に数の変わる特異点数、それらで構成された複雑怪かい奇きな特異点方程式に引き合うかのような適切な解法をみるみる内に当て嵌はめては、あっという間に解いていく。そして、すべての演算を終えた時、清十郎の頭には地球サイズの特ド異メ領イ域ンを展開するための領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰが完成していた。

　はっとなって体を起こした。まるで何年も過ごしたかのような濃のう密みつな時間だったが、時計を見れば倒たおれてからまだ二〇分しか経たっていない。

「神かん崎ざき君、どうしたの？　だいじょぶ？」

　彩あや世せが清十郎の顔を覗のぞき込んでいた。どうやら普ふ段だんの彼女に戻もどったらしい。やはり何が起きたのかはわからないが、今は考えている余よ裕ゆうはない。

「完成した。すぐにデータを送信するから持っていってくれ。もう殆ほとんど時間がないだろう」

　彩世は真しん剣けんな表情で頷うなずく。清十郎は完成した領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰのデータを彩世の特異領域制御装置ＤＣＵに送信しながらも、飛行フライトと酸素容器ボンベ、そして空間転移ルートを展開した。

　二人は瞬またたく間に成せい層そう圏けんに転移した。データの送信が完かん了りようすると彩世は言った。

「行ってくるようっ！」

　だが、彼女が麦藁ストローの防ぼう壁へきを展開して降下を始めようとした時、赤い特ド異メ領イ域ンが周囲を覆おおった。それは麦藁ストローの防壁をみるみる内に霊れい化かさせていく。

「馬ば鹿かなっ!?　幽ゆう気き線せんの特ド異メ領イ域ンだと!?」

　周囲一帯に展開された特ド異メ領イ域ンの中を突つっ切れば霊化することは間ま違ちがいなかった。清十郎は即そく座ざに空間転移ルートで空くう挺てい消しよう防ぼう署しよに転移した。

　しかし、そこでも驚おどろくべき光景が広がっていた。先さき程ほどと同様に幽気線ゴーストメークが空挺消防署を覆おおうように展開されていたのだ。

　清十郎はパターンレーダーを開く。見ればまだ二割残っていたはずの霊れい化か汚お染せんに冒おかされていない場所や、比ひ較かく的幽ゆう気き線せん力りよくの低い場所に幽気線ゴーストメークと思われる特ド異メ領イ域ンが展開されていた。成層圏も然しかりだ。霊化汚染は完全に地球を覆い、最も早はやどこにも逃にげ場ばはなかった。
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「なんのつもりだったか知らねえが、これでもう間に合わねえ。全人類がもうまもなく幽霊と化し、そして進化する」

　園その崎ざき重しげ久ひさは積年の恨うらみを果たしたと言わんばかりに、心の底から勝ち誇ほこるような大声を上げた。

「見たか、天才。俺の勝ちだっ!!」

　賢けん悟ごはじっと虚こ空くうを睨にらみ、そして冷めたような口調で言葉を返す。

「貴様は一体、誰だれと戦っているのだ？」

　賢悟には園その崎ざきの気持ちがやはりどうしてもわからない。彼が知っている科学者はいつだって他人を相手に戦ったことがなかった。天あま川かわ理り璃りも西さい条じよう古ふる人ひとも九つ十く九も伊い月つきも、彩あや世せも清せい十じゆう郎ろうも、父も。それから自分自身もだ。

「誰だと？　今いま更さらなにを言ってやがんだ？」

「阿あ呆ほうめ。科学者が戦うべき相手は同じ科学者なのかと聞いているのだ！」

　賢悟の主張を小こ馬ば鹿かにするように、園崎は鼻で笑った。

「なんだ？　早さつ速そく、負まけ惜おしみかよ？」

　賢悟は落らく胆たんしたようにため息をつく。

「貴様は随ずい分ぶんと勝敗に拘こだわっているようだがな。科学者に勝者がいるとでも思っているのか？」

「そりゃいるだろ。でなきゃ、俺らは一体、誰に負けたってえんだ？」

「だから、貴様は敵を知らんというのだ。いいか、一度しか言わんからよく聞きたまえよ。天才だろうと凡ぼん人じんだろうと誰もが等しく負け続けているのだ。それは我々が戦うべき相手が、科学者が解き明かすべき真理が、他ほかの何者でもないこの世界そのものだからだ」

「だから、なんだ？　そんな御ご託たくを並べるのはいつだって勝者だけじゃねえか。世界なんて得体の知れねえものに勝つことができる天才だけに言える言葉だろうがよ」

「ならば一体、どこの誰が勝ったというのだ!?　一体いつ、この世の真理が解き明かされたというのだ!?　さあ、答えてみたまえよっ!!」

　答えられるわけがない。誰だれも彼も、まだ何もわかっていないのだ。

「巨きよ大だいすぎるこの世の真理を相手に、我々は数え切れない敗北を喫きつしてきたのではないか。科学者は、遙はるか太たい古こより、絶対に勝ち目のない相手に戦いを挑いどんでいるのだ！　解き明かした科学は後世の科学者によって否定され、塗ぬり替かえられ、我々は未いまだ真理に到とう達たつできていない！　誰も彼もが負け続けているのだ！　人類が誕たん生じようしてから今の今まで本当の意味で勝利した科学者など一人もいまい！」

　科学は反証され続けて、今まで時代を築いてきた。正しいと思ったものは誤りで、誤りと思ったものが正しかったことも数知れないほどあるだろう。しかし、その正しいと判明した事実もいつ覆くつがえされるかわからない。特とく異い領りよう域いき理り論ろんも明日には間ま違ちがっていたことが証明されるかもしれない。

　だが、その敗北が恥はずかしいものか。

　負け続けることの何が悪いのか。

「科学者は決して一人では戦うまい。今までの科学の積み重ねと共に、今までの敗北の積み重ねと共に、深遠なる真理へと挑いどむのだ！　だから、科学者は生しよう涯がい負け続け、それでも最後に勝利を得る。真理を解くその科学者の叡えい智ちは、きっとかつての科学者達が積み重ねてきた数え切れないほどの敗北の賜たま物ものだ！」

　だから、きっと無む駄だではない。天才の陰かげに埋うもれて消えた凡ぼん人じん達の敗北は、いくつもいくつも積み重なりいつか真理へと届くのだ。

「敗北を積み重ねて最後の最後にただ一度の勝利を得る。それが我々科学者の戦いだっ！　人間を相手に勝利の美酒を味わいたいと言うのなら、とっととスポーツにでも鞍くら替がえすればよかろうっ！」

「さっぱりわからねえなあ、お前さんの言うことは。同じ分野の研究をしてりゃ、勝負するしかないだろうがっ！　先を越こされりゃ惨みじめな思いになるじゃねえかっ！　そんな綺き麗れい事ごとで納なつ得とくできるもんかよっ！」

「ならば、教えてやろうではないか。その敗北の素す晴ばらしさを。己おのれの研究を糧かてとして未来永えい劫ごう続いていくであろう科学のバトンを、刮かつ目もくして見るがいいっ！」

　賢悟はカナに特異領域制御ドメインコントロールを展開するように言った。彼が指示したのは、園その崎ざきがいた場所に残された特ド異メ領イ域ン、技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの展開座標を変へん更こうすることだ。賢悟の言葉に従い、カナは技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを彼の脳に展開させた。

　進しん化か脳のうは霊れい化か汚お染せんによって霊化した脳をも共有している。それは脳から幽ゆう気き線せんが出ているからだ。ならば、半ば霊化している賢悟に技術的特異点テクノロジカルシングラリテイを展開すれば共有した知能を使うことができるはずである。そして、今、地球は丸ごと霊化汚染に冒おかされ、全人類が霊化している。その中に清せい十じゆう郎ろうが含まれているのは道理だ。

「──かんらから、かんらからから、かんらかんらよ！」

　賢悟は技術的特異点テクノロジカルシングラリテイにより共有した特異領域制御装置ＤＣＵの中から清十郎のものを検けん索さくした。そして、作成されていた領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰを見て笑いが止まらなくなったのだ。やっとこの時が来たのだ。初めて出会った頃ころから彼に抱いだいていた感想をようやく口にすることができる。

「清十郎、やはりお前は天才だ！」

　今、賢悟の頭の中でその事実が証明された。前ぜん人じん未み踏とうの領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰ、地球規模の特ド異メ領イ域ンを展開できるようにプログラムされたそれは確かに清十郎の特異領域制御装置ＤＣＵに保存されていた。作成するのはいかに困難だっただろうか。しかし、彼は一日にも満たない時間でやり遂とげた。いや、それはきっと違ちがう。この領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰは天才と呼ばれるほどの頭脳を持っていながら、ただの学生の身分に甘んじ、燻くすぶり続けた彼の十数年に及およぶ人生の集大成だ。

　賢悟はその領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰをいくつかのマテリアルロウと組み合わせ、カスタマイズする。そして、ダイレクトインターフェースでまず一つ目のマテリアルロウを重ねがけで展開した。

　特ド異メ領イ域ンが地球を覆おおう。技術的特異点テクノロジカルシングラリテイにより地球上のすべてのＤＣＵ管理者アドミニストレータと特異領域制御装置ＤＣＵを共有している今、地球を丸ごと覆った特ド異メ領イ域ンは数秒で黄色に染まった。それをパターンレーダーで見たのか、園その崎ざき重しげ久ひさが驚おどろきの声を発した。

「な、んだ、そりゃ……!?　地球規模の特ド異メ領イ域ンだと……!?」

　賢悟はボイスインターフェースでマテリアルロウを実行する。

「ゼロマテリアルロウ！」

　地球を覆った特ド異メ領イ域ンは賢けん悟ごの観測と認にん識しきに従い、二つのマテリアルを特異領域制御装置ＤＣＵにダウンロードする。賢悟はすぐさまその両方をメインマテリアルに使い、その他共有した特異領域制御装置ＤＣＵから無数のマテリアルを組み合わせて、あるマテリアルロウをセットアップした。領域Ｄ形状ＦパターンＰプログラムＰにそのマテリアルロウを組み込み、特ド異メ領イ域ンを展開する。

「なにをダウンロードしやがった!?」

　園崎が叫さけぶように問う。彼は賢悟を霊れい化かさせるための幽気線ゴーストメークを展開するのも忘れていた。

　腐くさっても科学者だ、と賢悟は思う。園崎は今、起きようとしていることから目を離はなせないのである。

「決まっているではないか！　地球の物質マテリアル、地球の物理マテリアルだ！」

　園崎の声が再び驚きに染まる。

「……地球そのものを認識したってえのか？」

　その問いの最中さなか、展開した特ド異メ領イ域ンの色が黄色に変わる。

「そうだ。そしてとくと見たまえ、園崎重久っ！　これこそ貴様が生しよう涯がいをかけて作り上げた技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの為なせる奇き跡せき、この世の真理に一歩近づくための一つの敗北ぞっ!!」

　賢悟はそのマテリアルロウの名を口にした。

「地球創造ジアースクリエイシヨンっ!!」

　霊れい化か汚お染せんに冒おかされた地球にピタリと重ね合わせ、地球創造ジアースクリエイシヨンで生成された第二の地球が出現する。地球の内側がわに生成された第二の地球は特ド異メ領イ域ンであるために元々の地球を押し潰つぶし、完全に霊化した霊化物質はそれをすり抜ぬける。

　仕上げとばかりに賢悟は霊化した地球に特ド異メ領イ域ンを展開した。

「お前さん、まさか!?」

「一いつ手て遅おそいと言ったではないか！」

　地球は時速約一〇万キロで公転──太陽の周りを回転している──が、今度はその進路に地球規模の特ド異メ領イ域ンを重ねがけで展開する。無論、宇宙空間の『外側』には特異点ネットワークがないためエラーが発生するが、公転によって地球がその位置に差し掛かかると、特ド異メ領イ域ンは作動を開始した。瞬またたく間にその色が青から黄色へと変化し、彼はマテリアルロウを実行した。

「距離倍増エクステンデツト!!」

　地球の進路を遮さえぎるように、天文学的な距きよ離りの壁かべが出現する。しかし、完全に霊化した地球はその影えい響きようをまったく受けず、逆に地球創造ジアースクリエイシヨンで生成された地球が距離倍増エクステンデツトによって実質的な公転速度をゼロにした。

　みるみる内に距きよ離りを離はなしていく二つの地球だが、人や物が残るのは生成された第二の地球の方である。なぜなら元々の地球は地球創造ジアースクリエイシヨンによって破は壊かいないしは弾はじき飛ばされ、今や原型を保っているのは霊れい化か物質と化した部分だけだ。霊化物質は無に等しいため、あらゆるものをすり抜ぬけるのだ。これにより、人類はそうと気がつかない内に長年暮らしていた惑わく星せいからの移住を果たしたのである。

　そして、霊化した地球との距離が十分に離れたところで、賢けん悟ごはそこに展開しておいたマテリアルロウを実行した。

「最短路線ライン!!」

　霊れい化か汚お染せんに冒おかされた地球を覆おおう最短路線ラインは、地球全土の距離をゼロにして霊化物質や幽ゆう霊れいをつなぐ。幽ゆう気き線せん力りよくは格段に高まり、半透明化した地球は瞬またたく間に消えていく。すべての幽霊が消えれば霊化汚染は収束し、霊化物質と化した地球が消しよう滅めつする際の莫ばく大たいな幽気線力は、園その崎ざき重しげ久ひさをも巻き込むだろう。人類進化エヴオリユーシヨンで霊化が止まったとはいえ彼が幽霊に近い存在であることには変わりない。ならば、より強力な幽気線を浴びせれば彼を消滅させることができるはずだと賢悟は仮説を立てたのだ。

　果たして結果はどう出るのか。賢悟が興味深く観察をしていると、思いもよらぬ現象が彼の身に訪おとずれた。地球が霊化汚染と共に完全に消滅するその数瞬前、賢悟は技術的特異点テクノロジカルシングラリテイが『外側がわ』に近づく科学であることを思い知る。

　無数につながれた知能がある言葉を呼び覚ましたのだ。




『そうでなければ、吾輩わがはいら科学者は延々と仕組まれた問題を解かされる羽目になる。そうしていつまでも間ま違ちがった答えを出し続けるだろうよ』




　誰だれがそう言ったのか。いつかどこかで聞いた覚えがあった。だが、思い出せない。思い出せないが、とても重要な言葉であるような予感がした。

　何かその言葉につながる鍵かぎがないか探さぐろうとするも、ふっと賢悟の頭の中に暗いもやのようなものが立ちこめる。進しん化か脳のうを持った幽霊がすべて消え去り、霊化汚染が止まったため、賢悟に展開されていた技術的特異点テクノロジカルシングラリテイの効果がなくなったのだ。

　賢悟は力を抜き、半はん透とう明めい化していない大地に足をつく。プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつをくり抜いたかのように辺りはまるで深く巨きよ大だいな穴だった。霊化物質化した実験施設は地球と共に消滅したのだろう。

　賢悟はその穴の中で倒たおれている男を視界に入れた。マテリアルロウを使えば、すぐにそばへと移動できたが、賢悟は自分の足でゆっくりと歩いていった。

　その傍かたわらに彼はしゃがみ込み、男の顔を見る。感情が麻ま痺ひしてしまったのか、不思議と涙なみだは出なかった。

　何とか終わらせることができた、あるのはその安あん堵ど感だけだったように思う。

　彼が手を伸のばし、父親の顔にそっと触ふれると、その上にカナの手が被かぶさった。

「我が慢まんしなくていいよ」

　その声も涙に染まっていて、賢けん悟ごは唐とう突とつに感情の波に襲おそわれた。

　声を上げ、父の遺体にすがりつくよう抱だきしめる。涙が止めどなく溢あふれてきた。

　どうして気がつかなかったのか。

　どうして守れなかったのか。

　どうして父を『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』の犠ぎ牲せい者と決めつけ、捜さがそうともしなかったのか。後こう悔かいばかりがこみ上げてきて、自分自身が許せなかった。

　多分、妹の意識が宿っているであろう意識型人工知能ロボットとただ声を上げて泣き続けた。

　それが季節感のまるでないその夏の忘れられない思い出になった。
















我々は、何億という銀河の片かた田舎いなかに浮かぶ極きわめて平均的な惑わく星せいに住む、取るに足らない生物だ。我々を気にかけるどころか、我々の存在に気づく神がいるとさえ信じるのは難しい。





──スティーブン・Ｗ・ホーキング









宇宙は確かに広い。限りなく広大だ。だが、一体なぜそんなにも宇宙は広いのだろうか。宇宙が狭せまいと何の問題があるのだろうか。あるいは誰だれに。





──九つ十く九も伊い月つき















　　　第五章「科学の挑ちよう戦せん、科学者の挑戦」







　世せ界かい暦れき四年、世界中に広がった悪夢のような霊れい化か汚お染せんは収束した。運良くと言っていいだろうか、人類進化計画の参加者全員が完全に霊化していたため、霊化汚染に冒おかされた旧地球と同時に消しよう滅めつし、まもなく幽ゆう霊れいになるのを免まぬかれた人間は霊化から完全に回復した。それは物質も同様で、霊化物質にならなかった物は半はん透とう明めい化を停止し元の性質を取り戻もどした。

　だが、その爪つめ痕あとは大きい。確かく認にんされた犠ぎ牲せい者の数は一五億人以上にも上り、犠牲者の確かく認にん作業が続けられる中、日に日にその数を増している。首都である新しん都とは壊かい滅めつ状態であった。日本政府は早さつ急きゆうに声明を出し、いち早く復興のための対策本部を打ち立て、また復興計画を発表した。それによれば、『シングラリティ』と共同で復興活動を行うのだそうだ。世界国家第一大学からも実習生の多くが駆かり出されることになりそうだった。

　また今回の霊化汚染の原因は人類進化計画にあるという各メディアの追つい及きゆうに対して、日本政府は園その崎ざき重しげ久ひさによる単独の特ド異メ領イ域ン実験と回答し、彼に全責任を押しつけた。到とう底てい、信じられる内容ではないものの日本政府の行った科学的説明は、倫りん理りをなくした優ゆう秀しゆうな科学者が考えたものなのであろう、一応の辻つじ褄つまは合っており、鈴すず木き正まさ道みちは日本を復興することで園その崎ざき博士の暴走に気がつけなかった責任をとりたいと、まだ当分、大統領を辞任するつもりはないようだ。

　そして、人類進化エヴオリユーシヨンによって肉体からの解放を果たした当の園崎重しげ久ひさはというと、どうやら霊れい化か汚お染せんと共に消えることはなかったと推すい測そくされている。その理由は霊化汚染の後、第二の地球にもたらされたある変化にあった。

「しかし、絶景だね」

　世界国家第一大学は東京都に店を開く和わ菓が子しの老舗しにせ、葉よう華か堂どうにて天あま川かわ理り璃りが感嘆の声を上げる。霊化汚染の中心地に最も長くいたにもかかわらず彼女が無事だったのは、体の殆ほとんどの機能を停止させていたことが大きいようだ。死に近い物ほど霊化しにくいという霊化汚染の法則に従い、また一万光年の距きよ離りを作り出した距離倍増エクステンデツトに守られ、彼女はぎりぎりのところで幽ゆう霊れいにならなかった。

　それも計算尽づくだったのかと清せい十じゆう郎ろうが驚おどろいたような口調で彼女に尋たずねると、

「まさか。偶ぐう然ぜんに決まっているじゃないか」

　との返答があった。

「風流だよう。霊化汚染は大変だったし、しばらくのんびりしたいなあ」

　彩あや世せがぼやきながらクリームあんみつ花はな吹雪ふぶきを口に運ぶ。無数の花びらが舌の上で乱れ散るかのように次々と変化するその甘さと食感は、まさに味の花吹雪と言えるだろう。一口で味わえる甘味と食感の数は凡おそそ一〇と七、世界国家第一大学広しといえども、このクリームあんみつ花吹雪が味わえるのは葉華堂だけだ。

「ところであれは一体なにが起こったのでしょうか？」

　質問したのは、葉華堂に行く途と中ちゆう、教会から半ば強引に連行したアレクサンドラだ。彼女は、屋外テラスから夜の空を眺ながめている。そこに浮かんでいるのは見事な満月、そしてそれとは別の方角にはかつての地球が見えるのだ。

「調べてみないとよくわからないけどね。多分、重久がなにかしたんだろうさ。霊化汚染は収まったけれど地球が残っているっていうのはそれ以外に説明がつかない」

「あのおじさん、死んじゃえばよかったと思います」

　珍めずらしくカナが賢けん悟ご以外に毒を吐はく。何があったのか、彼女は園崎のことが相当、嫌きらいなようだった。

「さて、吾輩わがはいはそろそろ行くとするか」

「どこに行く気だ？　今日は暇ひまなんじゃなかったか？」

　賢悟が言うと、間かん髪はつ入いれずに清十郎が追つい及きゆうしてきた。

　霊化汚染を収束させた功労者である賢悟は、霊化汚染のような収しゆう縮しゆく調ちよう整せいによる特異領域災害ドメインハザードについて再発防止策の制定を行う公的機関から毎日のように協力依い頼らいがある。また現在、人類が住んでいる第二の地球は賢悟が地球創造ジアースクリエイシヨンで生成したもののため、従来の地球では起こらなかった現象が散見されている。そういった現象が発見される度たびに、見解を知りたいとやはり研究への協力を依い頼らいされるため、賢けん悟ごは霊れい化か汚お染せんの防ぼう災さい活動を行っていた頃ころとあまり変わらないほど多た忙ぼうな日々を過ごしていた。

「今日はちょいと野や暮ぼ用でな」

「女ですか？」

　カナが爆ばく弾だん発言をすると、彩あや世せがそれに食いついた。

「ふーんだっ。一いちノの瀬せ君って、あたしの卒業研究はちっとも手伝ってくれないのに、その子に会う暇ひまはあるんだー。別にいいんだもん」

「待て待て。誰だれもそんなことは言ってなかろうよ。ちょいと墓はか参まいりに行くだけだ」

　冗じよう談だん交じりだった彩世の笑え顔がおは、たちまち真顔に変わった。彼女が萎い縮しゆくしたような声で「ごめんね」と呟つぶやき、視界の端はしではアレクサンドラが控ひかえめな所作で祈いのっている。あまり居い心ごこ地ちが良いとは言い切れないその数秒間の沈ちん黙もくを、普ふ段だんと変わらない調子で打ち破ったのは理り璃りである。

「それじゃ、僕も後から行くとしようか。この後、用事がない人は僕と一いつ緒しよに来ればいいよ」

　彼女の台詞せりふに賢悟は疑問そうな顔を向ける。

「なんだい、その顔は。僕が君の父親の墓参りをするのがそんなに不思議なことかい？　今の保護者としては挨あい拶さつをしておくのが当たり前だと思うけれどね」

　今の保護者なんていうのは今、初めて聞いた言葉で、確かに『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』で家族が犠ぎ牲せいになった彼は天てん涯がい孤こ独どくも同然だ。けれども、理璃はただ科学を教えるだけの先生ではない。その事実がとても心強くて、目め頭がしらが熱くなる。

　だが、勿もち論ろん、おくびにも出さずに意地を張った。

「お言葉はとても嬉うれしいのですが、先生の外見はとても保護者には見えません」

「なんなら僕より若返らせてあげてもいいんだけど？」

　どうやら自分が年を取るという選せん択たく肢しはないようだった。賢悟が若返っても、理璃が保護者には見えないことに変わりないという言葉を飲み込み、彼は言った。

「結構です。先に行きますよ」

　飛行フライトで屋外テラスを飛び出すと、いってらっしゃーい、と下から彩世の声が聞こえてきた。見下ろせば、全員が賢悟に向かって手を振っている。彼はそれに手を振り返すと、光歩コウホを展開した。

　景色が消え、あっという間にその場所が見えた。

　プロジェクトユートピアの地下実験施し設せつ、その跡あと地ちである。日本政府はここを霊化汚染で亡なくなった人々の墓地として提供している。『特異領域シングラリテイ・のオブ・特異点ドメイン』によって先祖代々からの墓を失った人間が多いためだ。

　数え切れないほど並んだ墓石を通り過ぎた奥に一区画だけ広々とした空間があるが、その先には賢けん悟ごの父の墓石が立っていた。霊れい化か汚お染せんの解決に尽じん力りよくした賢悟へ日本政府からの特別な計らいであった。

　賢悟は父の墓石の前に立つ。父が亡なくなってから数日経たっているが、未いまだ手を合わせようとすれば震ふるえが止まらず、膝ひざががくがくと笑う。その瞬しゆん間かんを思い出せば涙なみだが滲にじんだ。

[image: ]

　しかし、今の賢悟には同時に頭に浮かぶものがある。それはかつて西さい条じよう古ふる人ひとが理り璃りに向かって放った言葉だ。

『九つ十く九もが自分よりも科学を選んだ。そんなことはありえるわけがないから、きっと神の陰いん謀ぼうだ。これがあなたの理論の骨こつ子しです。科学を馬ば鹿かにするのも大たい概がいにしていただきましょう』

　初めて聞いた時は、むしろ古人の言葉に一理あると思った。もしも、本当に理璃が彼の言ったような理り屈くつでものを考えていたならば、そんな非科学的な話もない。

　だが、今は違ちがう。

　確かに現在の科学では人の心を解き明かすことは不可能だ。だから、ある人間の性格が途と端たんに別人のように急変したからといって、それはそういう心境の変化もあるかもしれないと結論するのが科学的なものの見方だろう。

　それでも、賢悟は疑問でならないのだ。いかに科学的に可能性があるといっても、到とう底てい納なつ得とくできるものではない。理璃が時折、口にすることがようやく理解できたような気がしていた。

　なぜならば、人類進化計画という馬鹿げた科学研究によって生み出された賢悟を父は実の子と同じように育てたのだ。時に叱しかり、時に諭さとし、常に愛情を持って接してくれた。そんな当たり前の優やさしさをいつも忘れなかった父が、賢けん悟ごの命を奪うばおうとした。

　断言してもいい。そんなことは絶対にあるわけがないのだ。

　賢悟は長く合わせていた手を下ろし、天を睨にらむ。

　そうして、力強い口調で言った。

「どこで見ているか知らんが待っていたまえよ。吾輩わがはいは必ずそこに辿たどり着く！」








了












　　　あとがき




　私は胃が痛くなるので心と時間に余よ裕ゆうがある時に自著の感想を読む方なのですが、一巻の感想を拝見していたところ、思いもよらなかったことがありました。それが、どうも一巻で完結だと思った方がわりといらっしゃったようです。一巻には次巻以降の伏ふく線せんを所々に入れていて、続編前提で書いていたので、不思議というか二巻が出ても気がついてもらえないんじゃないかと不安になりました。胃が痛くなりました。

　またある程度は覚かく悟ごしていたものの、思った以上に話が難解だという感想も多く、もっと上う手まい書き方があったのではないかと落ち込みつつ反省しました。胃が痛くなりました。

　恐おそらく理解し難がたい設定を盛り込みすぎてしまったために、私が謎なぞとして提示するつもりのなかったものも謎になってしまったのだと思います。それで読み進めるうちに沢たく山さんの謎が出来てしまい、一巻ラストの大きな謎も、『わからないけど、まあこれまでもわからなかったよね』といった具合に流され、結果、伏線未消化だから続編があるはずという判断に至らなかったのではないでしょうか。胃が痛くなりました。

　そういった一巻の失敗を踏ふまえ、書き上げた本作ではありますが、すでにご覧らんになった方はご存じの通り、相も変わらず難解な設定で溢あふれております。なにせ二巻を読もうというのは殆ほとんどが一巻の難解な設定をむしろ好む方か、少なくともそれに耐たえられるほど物語とキャラを気に入ってくださった方ですから、その期待を裏切るわけにはいきません。また科学を題材にしている関係で、設定と物語はなかなか切り離はなせません。設定を簡略にするというのは、物語を簡略にするようなものですし。勿もち論ろん、だからこそ、わかりやすく書く努力を怠おこたることはできないのですが。おかげで世界観とキャラが固まっているのに、今回も頭が痛かったです。

　そういえば学生時代、私は理数系よりも社会の方がまだ得意で、なぜかといえば算数をよく間ま違ちがえるんです。完かん璧ぺきだと思っていたテストの答案で足し算を間違えていた時には、正直愕がく然ぜんとしたものです。テスト中は何度、見直しをしても合っていると思って気がつかない謎の現象が起きますが、あれはきっと特異点的な何かだったのでしょう。

　そういうわけで、本作ではとても簡単な数式を扱あつかっていますが、正直、計算ミスがないか不安でなりません。もし間違いに気がついた場合は、脳内で正しい値に修正くださると幸いです。

　次に打ち合わせのエピソードを少し書きます。一巻の話ですが、初しよ稿こうの時点での彩あや世せはあのまま元に戻もどらないどころか、消えてしまう予定でした。しかし、担当編集から、これではこの物語のヒロインがいなくなってしまうという至し極ごくもっともなアドバイスをいただき、あのような結果に落ち着きました。

　また今回も私が提出する難解で分厚い原稿に対して、説明を簡略化しページ数を削けずるのではなく、この作品の長所は読み応ごたえだと言って、加筆する方向でアドバイスをくださったりと、本当に今の担当編集がいなくなってしまったらこの物語はどこに転がっていくかわかったものではありません。月並みな謝辞で恐きよう縮しゆくですが、担当の高たか林ばやし様にはいつも感謝をしております。

　なお、ライトノベルにおけるイラストというのは物語と読者との出会いを作る力を持っています。拙せつ著ちよを読んだ方の多くが、ｓａｉｔｏｍ様の素す晴ばらしいイラストに惹ひかれてのことだと思います。このイラストでなければ読まなかったという方もいることでしょう。一巻に引き続き、多くの読者との出会いを作ってくださったｓａｉｔｏｍ様には、どれだけ感謝しても足りません。お会いする機会がないのでこの場を借りてお礼を申し上げます。本当にありがとうございます。

　最後となりますが、こんなにも労力を強しいる作品の一巻を読破したあげく、更さらに二巻にまで手を伸のばしてくださった皆みな様、誠まことにありがとうございます。

　次の作品は驚おどろくほど短い刊かん行こう間かん隔かくでお届けできると思います。来きたる六月二三日土曜日、約二週間後にメディアワークス文庫から新しん刊かんが発売される予定です。今までの作品とは一風変わった印象を受けると思いますが、なかなか面おも白しろく、そして勿もち論ろん、範はん乃の秋しゆう晴せいらしい物語になりましたので、本シリーズの次巻を待つ合間にでも、読んでみていただけると幸いです。

　それでは、またお目にかかれるように尽じん力りよくいたしますので、どうぞよろしくお願いします。





範乃秋晴
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範はん乃の秋しゅう晴せい

福井県出身。東京都在住、京都府に仮住まい中。かつて多数の知人から火星人と呼ばれたこともあったが、実際火星の住民票をとったことはない。メディアワークス文庫より出版した『マリシャスクレーム』にてデビュー。その作風を一言で表すなら、『伸るか反るか』だ。
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イラスト／saitomサイトム

試される大地、北海道出身。クリエイションチーム〝壁の彩度〟所属。最近の癒しは猫の胸毛を触ることです。あのふさふさがたまりません。
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特とく異い領りよう域いきの特とく異い点てん２




非ひ科か学がく的てきな神かみの証しよう明めい








範はん乃の秋しゆう晴せい
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